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静岡 県 下 に お けり る いわ ゆる 4 野犬 の 寄生 映 虫 
吸虫 


伊 藤 


渡 辺 強 三 


静岡 大 学 教育 学部 保健 


久 


静岡 県 立 衛生 研究 所 
(昭和 33 年 7 月 15 日 受領 ) 


静岡 県 下 の 19 ヶ 所 の 保健 所 か ら 集 め ら れ た いわ ゆる 野 
犬 192 頭 を 1956 年 か ら 1957 年 に わた つて 湖 検 し , その 寄 
生 映 虫 を 調査 し た 。 第 1 報 で は その 概況 を の べ , 第 2, 
第 8 報 に た わた つて は 特に 寄生 線 虫 に つい て 詳 述 し た が , 
本 報 で は 吸虫 類 と に つい て 報告 する 。 文 献 に よる と 犬 に 寄 
生 す る 史 虫 類 は 数 十 種 に と お よび , か つ そ れ ら の 殆 ん ど 総 
べ て は 人 体 に も 寄生 し うる も の で ある ゆえ に , 衛生 学 的 
見 地 か ら も 重要 で ある 。 し か し て 今回 の 調査 で は , 肺 吸 
虫 , 横川 吸虫 , 高橋 吸虫 お よび Pseudoheterophyes con- 
tinua major の 4 種類 を 検出 し えた に すぎ な か つた が , 
前 8 種 は 重要 な 人 体 寄 生 虫 で あり , それ ら の 浸 湊 程度 な 
どの 詳細 な 資料 は 直ちに 予防 対策 の 樹立 に 資す る も の で 
あぁ ろう 3。 以 下 に 各種 類 毎 に 分 け て 報告 する 。 


肺 吸虫 (Paragonimus westermanii Braun, 1899) 

192 頭 の 野犬 か ら 本 虫 体 の 寄生 の 認め られ た も の 8 頭 
(4.2 %), 検便 に ょ よ つて さら に 2 頭 が 追加 され て 合計 10 
頭 (5.2 %) が 検出 され た 。 を それら の 10 頭 の お の お の に 
つき , 産地 , 検査 期日 , 年 令 , 性 , 寄生 虫 体 数 な ど を 一 
括 し て 第 1 表 に あげ た 。 

上 述 10 例 の 地域 的 分 布 に つい て みる に , 沼津 地区 か ら 
は 狩野 川 流域 に 近い 関係 上 , 当然 検出 され る と と が 予想 
され た が , 他 の 5 つの 地区 , 即ち 磐田 , 藤枝 , 掛川 , 森 
お よび 島田 で は いづ れ も 予 想 さ れず , 今回 新た に その 存 
在 の 知ら れ た 地区 で あつ た 。 和 殊 に 藤枝 。 掛川 の 2 地区 で 
は お の お の 10 頭 中 $8 頭 を 検出 し て 可 成 り 高 素 な 墓 延 状況 


ITO*, Ky0oz0 WATANABE*, MASATERU 
NOGUCHI** HisasHI MOCHIZUKI** & MASA- 
HIRO MURAKAMI**: An investigation of the 
helminth parasites of dogs in Shizuoka Prefecture 
(4) Trematodes (*Hygiene laboratory, Faculty of 
Education, Shizuoka University, **Shizuoka Pref- 
ectural Hygiene Research Laboratory) 


を 示し た 。 と れ ら の 地区 は いづ れ ゃ も 県 の 中 部 お よび 西部 
に また が り (第 1 報 の 第 1 図 参 照 ), 文献 と より 証明 され 
て いる 東部 と あわ せ 考 える と , 殆 ん ど 全 県 下 に 散在 する 
と と が 明らか と な つた 。 

誠 検 の 時 期 , 寄生 犬 の 年 令 及 び 性 別 と の 関係 は 例 数 が 
僅少 で ある の で な ん ら の 傾向 を も 認め られ な か つた が , 
第 1 表 か ら み れ ば , どの 時 期 に も , どの 年 令 と こも, また 迷 
犬 に も 雌 犬 に も その 寄生 が 認め られ る と いう ぅ うこ と こと が で き 
よう 。 


Table 1, Details of the dog cases infected with 
Paragonimus westermani 


Stool 


‘Das Age Sex No. of 


No. Locality 


Numazu 23, Aug. 
Iwata 18, Oct,. 
Fujieda 4, Oct. 
Kakegawa 15, 
Mori 29, Nov. 
Shimada 24, Jan. 


= 


に ょ る 卵 と 虫 体 の 有無 は か な り く 一 致し 
た が , た ゞ く 2 例 に お いて は 貝 卵 の み 認 あめ られ て 貝 体 は 逆 
に 認め られ な か つた 。 て その 2 例 の 犬 の 肺 の 所 見 は 小指 頭 
の ほ く 半 分 の 大 き さ の 限局 され た 硬い きも の が 
認め られ , 切開 し て みる と 大 部 分 が 肉芽 組織 で , 中 央 附 
近 に 小さ な 空洞 乃至 骨 様 組織 が みとめ られ る の み で あつ 
た 。 す な わ ち これ は 肺 吸 虫 虫 婁 の 相当 古い 病巣 と 考え ら 
。 

な お 体 の 皮 いづ れる も 散在 性 で あり , 卵巣 の 分 岐 
状態 な どか ら み て 今回 得 ら れ た 虫 体 の 種 名 は , 表記 の 如 


| 
(1) 


¢ 


野犬 か やら 採 取 せ る 肺 吸虫 の 皮 隷 を 示す . 
すなわち ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 で ある . 


くい づれ も ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 で あつ た (写真 参照 ) 


メタ ゴ ニ = ム ス 属 吸虫 CMetagonimus spp.) 

メタ ゴ ニ = ムズ ス 属 吸 虫 に は Metagonimus yokogawai 
Katsurada, 1912 (横川 吸虫 うお よび Metagonimus yoko- 
gawai var, takahashii Suzuki, 1930 (高橋 吸虫 ) の 2 種 
の 近似 種 が あぁ あり, 両者 の 区 別 点 と し て 非常 に と 多く の 研究 
が な され て いた が , 近年 越智 (1957〕) 氏 の 詳細 な る 研究 
が 発表 され , 母 虫 に こ ょ る 相違 決定 的 な 区 別 点 は な く , 
全く 躍 卵 の 大 き さ に よる 以外 に 方 法 は な いと され た 。 筆 
者 ら も 今回 えら れ た 貝 体 の 多く に つい て 種々 観察 し た 結 
果 は 上 述 の 越智 氏 の 見 解 と 全く 一 致し て いた 。 回 収 さ れ 
た 貝 体 を 任意 に 100 ヶ 体 え らん で その 虫 卵 を 測定 し た 結 
果 横 川 吸虫 28 ヶ 体 で 高橋 吸虫 7 ヶ 体 と な り , 高橋 吸虫 が 
生 多 か つた が , 越知 氏 (195) の 総 べ て 高橋 吸虫 で あつ 
た と いう 報告 と は 異な つて いた 。 種 々 の 都合 で 本 項 で は 
両者 を 合併 し , メタ ゴ = ム ス 属 吸虫 と し て 稿 を 進め る 。 
本 県 に お ける 野犬 の メタ ゴ = ム ス 属 吸 虫 の 寄生 率 は 
.192 頭 中 45 頭 で 28.38% と な り , 岡部 ら (1952) の 佐賀 県 
に お ける 58.72 に 次 いで か な り 高 率 を 示し た 。 一 頭 の 犬 
に お ける 寄 貞 虫 体 数 は 最低 1 匹 , 最高 320 匹 で 総 虫 体 数 
919 匹 一頭 の 犬 に 寄生 する 平均 虫 体 数 20.4 匹 と な つ 
。 第 1 図 に は 虫 体 数 の 度数 分 布 を 示し た が , それ に ょ 
る と 20 匹 以下 の 少数 寄生 例 が 45 頭 中 88 頭 で 大 部 分 を 占 
め , 更に 大 数 の 寄生 例 は と び 如 け て 大 数 寄生 し て いる と 
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Fig. 1, Histogram of the number of Metago- 


nimus SpD. in each dog 


と が 知ら れ た 。 

メタ ゴ = ム ス 属 吸虫 の 地理 的 分 布 を みる と , 県 東部 に 
割合 と 少な く , 県 中 部 が 略 々 中 間 , 県 西部 が 寄生 率 , 寄生 
濃度 共に 生 々 高い 傾向 が 認め られ た (第 1 報 の 第 8 表 参 
怠 ) 。 試み に その 数 値 を あげ て みる と , 県 東部 8 地区 の 
総計 に お いて 寄生 率 15%2, 貝 体 総数 7O 匹 , 県 中 部 5 地区 
の 総計 が 8226, 844 匹 , 県 西部 6 地区 の 総計 が 8026, 504 
匹 で あつ た 。 季 節 的 関係 と 本 吸虫 と の 間 に は 特に 記す べ 
き 傾 向 は 認め られ な か つた 。 

野犬 の 年 令 , 性 別 と 本 吸虫 と の 関係 を 第 2 表 に 示し た 
が , いづ れ に お いて る も 特別 の 傾向 は 認め られ な か つた 。 


Table 2, Relation of infection rate of Metagoni- 
mus spp. to age and sex of dogs 


No. of No, of Number of worms in 


Ageof dogs dogs % each dog 
Min,. Max. Total Average 
ined fected 
lage 43 12 27,;9 : 1-14 72 6.0 
2 53 14 26.4 1- 46 180 12.9 
3 51 11 21.6 . 1-270 303 27.5 
4 26 3 2.3 
5 and 
more 9 2 22.2. 1-320 321 160.5 
than 5 
Total 182 42 23.1 1-320 884 21.0 
(r=+0.05) 
Sex of dogs 


Male 91 17 18.7 1-46 150 8.8 
Female 91 25 27.5 1-320 733 29.3 


(x:=1.96 Pr>0.10) 


Pseudoheterophyes continua major Yamaguti, 1939 

本 吸虫 は 山口 氏 (1989) に より ウミ ネコ Larus crass- 
rostris か ら 発 見 され , Pseudoheterophyes continua よ 
り る も 体 の 測定 値 が 大 きく , また 腹 吸 盤 の 位置 が 体 の 前 部 
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リリ 。 の 後部 と ある と いう 3 理由 に ょ り 表 記 の 如き 新 亜 種 と 
され た も の で ある 。 同 氏 は 同時 に また その 被 雪 幼虫 を 浜 
名 湖 産 の 魚 Dorosoma thrissa (Linn6) か ら 認 め て 記載 
し て いる 。 後 年 , 岡部 … 古 賀 両氏 (1952 a) は 筑後 川 産 
の ェ ッ Coilia sp. か ら 一 種 の 被 妥 幼 虫 を 認め て 犬 に 試 
食し め , その 虫 を に 検討 し た 結果 , Psewdohet- 
erophyes continua major と 同定 し た 。 両 氏 は 同年 (1952 
b) さら に 佐賀 県 下 の 野犬 865 頭 を 解剖 し て 7 頭 ( 1.9 
2%6) か ら 本 種 吸虫 を 発見 し , その 人 体感 染 の 危険 あり と 
警告 し て いる 。 

さて 今回 の 調査 の 途上 , 濱 松 地区 の 8 才 雌 雑 大 1 頭 か 
ら , 11 令 の 横川 吸虫 と に ま ざ つて 体 小形 で 細長 い 虫 体 3 隻 
を 認め た 。 そ の 生鮮 標本 に つい て 形態 を 観察 し た 結果 , 
その 測定 値 は 体長 2.2~ 8.1 mm, 口 吸 磐 0.08~0.10X 
0.10~0.12 mm, 前 咽頭 約 0.24 mm, 咽頭 0.09~0.11X 
0.07~0.09mm, 腹 約 0.22mm*, 生 約 0.19mm*, 
詞 刃 径 約 0.19~0.28mm な どの 数 値 を 算 し , さら に 腹 吸 
盤 の 位置 も 体 前 部 ! リ の 後部 に 相当 し た 。 それ ら の 結 
果 , 本 吸虫 を Pseudoheterophyes continua major と 同定 
し た 。 す な ね わ ち 本 県 に お ける 本 吸虫 の 寄生 率 は 192 頭 中 
1 頭 で 約 0.5% で は ある が , 本 県 に お ける 最初 の 記録 で 


考 


本 県 に お ける 肺 吸虫 の 分 布 に 関す る 最初 の 文献 は 高木 
(1936) に み ら れ る 。 すなわち 同氏 は 棒 原 郡 下 か ら -6 例 
の 患者 を 報告 し , さら に 近辺 の モク ツガ =, サワ ガー, 
ケト ガ = を 調査 し , モク ツガ = か ら 22.8% の 高 束 に 被 枝 
幼虫 を 証明 し た 。 そ を その後 高 亀 ・ 鳥 本 (1942) に ょ り 狩 野 
川治 岸 の モク ツガ = か ら 80% の 高 率 に 被 概 幼虫 が 証明 さ 
更に 小宮 (1952) に より 同 地 方 住民 の 十 が 肺 
虫 こ 磯 患 し て いる と と が 証明 され た 。 また Ritchie ら 
(1956) に ょ り 2000 名 以上 に わた る 県 東部 住民 の 検便 が 
実施 され , 肺 吸虫 患者 は 狩野 川治 岸 の 田方 郡 の みな ら 
ず , 沼津 市 , 吉原 市 , 原町 な ど に も 散在 する こと が 知ら 
れ た 。 以上 はい づれ も ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 と 考え ちら 
ね, 県 東部 お ょ び 枯 味 郡 の 住民 か ら 証 明 さ れ て いる も の 
で ぁ る が , 近年 横川 氏 ら (1955) に よ つ て 更に 南 伊豆 地 
方 の イタ チ , タヌキ 。 アナ グマ な どか ら 大 平 肺 吸虫 を 検 
出し , 同時 に 犬 か ら ツ ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 を 検出 し て い 

以上 が 本 県 に お ける 肺 吸虫 研究 歴 の 概要 で ある が , 今 
回 の 調査 と より 発見 され た 県 西部 を 考え あわ せる と , 本 
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県 と し て 肺 吸虫 の 分 布 は 非常 に 広 汽 で あり , その 予防 方 
策 は 極め て 重要 で ある と 考え られ る 。 勿 論 そ の 細部 に わ 
た る 商学 的 研究 は 極め て 不 売 分 で , 各地 区 に お いて 住 尾 
れる 必要 が あり , 更に 第 一 中 間 宿 主 の カワ = ナ , 第 二 中 
間 宿 主 の 淡水 な ど に お ける 肺 吸虫 幼生 の 状況 が 
査 さ れ な けれ ば な ら ず , また 一 方 に お いて は 称 生 教育 秘 
蒙 運 動 に ょ り 感 染 機会 の 根 絡 が は か られ な けれ ば な ら た な 
い 。 

と れ を 他府県 の 場合 と 比較 し て みる と , 犬 猫 の 検査 に 
ょ つて 肺 吸 虫 の 分 布 が 新た に 知ら れ た 例 は 比較 的 多く , 
安藤 ・ 小 堀 (1926) の 岐阜 県 の 猫 に お ける 11 , 人 豊 田 
(1928) の 近畿 に お ける 犬 の 1.626 な ど , さら に 戦後 は 三 
浦 (1952 う の 高知 の 犬 に お ける 7.226, 磯部 ・ 倉 田 (1954) 
の 愛媛 の 犬 に お ける 202, 田中 ら (1955) の 長崎 の 犬 に 
お ける 0.62% な どの 如く 多く の 報告 が あり , それ ぞ れ の 
流行 地 に お いて 重要 な 問題 と な つて いる も の で ある 。 

メタ ゴ = ふ ム ス 属 吸 虫 を 野犬 か ら 認め た 報告 は 各地 に み 
られ る 。 そ の お も な も の を あげ る と 浅田 (192 の の 東京 
に お ける 5.622, 吉川 ・ 宮 田 ・ 上 杉 (1940) の 神戸 に お 
ける 8.4, 古賀 (1952) の 福岡 と お ける 14.52, 岡部 ・ 
古賀 (1952) の 佐賀 に お ける 58.72, 徳 毛 (1954) の 広 
島 に お ける 11.9, 岡野 (195) の 京都 と お ける 0.42 
な ど で , 今回 の 静岡 と お ける 28.82% は か な り 高 率 で あろ 
う 。 と くに それ が 本 県 の 浜名 地方 に 濃厚 で あり , 同 地方 
は 人 体 に も 比較 的 高 率 に 寄生 し て いる も の と 想像 され る 
現在 静岡 県 下 の 淡水 魚の 被 棒 幼 虫 を 調査 し て いる が , 非 
常に 多く の 種類 の 魚 と に メ タゴ = ム ス 属 の 被 要 幼虫 が 高 素 
に 認め られ て お り , さら に 県 下 の カ ワ = ナ に も その セル 
カリ ア が 高 率 に 認め られ る 点 を 考え あぁ わせ る と , われ わ 
れ の 周囲 と に は メタ ゴ = ふ ム ス 属 吸虫 が 自然 と その 発育 陣 を 
くり か え し て お り , 随時 人 体 に 感染 の 機会 を ね らち ら つ て い 
る と 考え られ る 。 

Pseudoheterophyes continua major を 犬 か ら 報告 し た 
の は 岡部 ・ 古 賀 (1958 b) と 今回 の 場合 と で , 今回 の 場 
合 が すなわち 第 2 番目 の 報告 と な る わけ で ある が , 山口 
氏 (1989) こよ ょ つて こと の 種 を 新 亜 種 と され る 以前 は Re- 
terophyes continmuus Onji et Nishio 1916 の 名 称 で 報告 
され た 中 に 混在 し て いた と 想像 され る 。 すなわち 浅田 
(1927) の 東京 に お ける 野犬 の 調査 , 吉川 ら (1940) の 
神戸 に お ける 報告 な ど を 検討 し て みる と , Feterophyes 
continuus の 名 称 で ある が , 可 成 り 測 定 値 の 大 きい 場合 
も 見 うけ られ , と これ ら は 或いは 選 , c.。 major で あつ た 
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か も し れ な い 。 し か し いづ れ に し て る も 本 吸虫 は 異型 吸虫 
類 と 共に 人 体 に 寄生 する 可能 性 は 充分 考え られ る 。 

本 県 に 日 本 住 血 吸虫 病 の 流行 する こと は , 須田 C1929), 
Ritchie ら (1956) その 他 多 く の 県 庁 報 告 書 と より 知ら 
れ て お り , 今回 の 調査 で も 野犬 か ら か な り 検 出さ れる も 


の と 期待 され た が 遂に 認め られ な か つた 。 また 肝 吸 虫 


, Ritchie ら (1956) の 人 体 の 検 ょ り 散発 的 
で は ある が , か な り 広 汎 な 地域 に わた つて 証明 され て い 
る が , 野犬 の 庵 検 で は 認め られ な か つた 。 そ を れ ら は いづ 
れ も 野 犬 の 検査 頭数 が 充分 多く な か つた た めで は あろ 3 う 
が , 存在 する と し て も か な り 稀 薄 な 分 布 状 態 で あろ 3 う 。 


要 約 


1。 第 8 報 に 続い て 本 報 で は 肺 吸虫 メス タゴ = ム ス 履 
吸虫 お よび Pseudoheterophyes continua major に つい 
て 報告 する 。 

2。 肺 吸虫 の 寄生 数 は 192 頭 中 10 頭 で あつ た が , を の 
分 布地 区 は 予想 以上 広汎 に わた り , 県 西部 に も 分 布 す る 
こと が 認め られ た 。 

8. スタ ゴ = ム ス 属 吸虫 で は Metagonimus yoko- 
gawai B よ Metagonimus yokogawai var. takahashii 
の 二 種 が みとめ られ , て の 寄生 率 は 28.3%, 平均 寄生 虫 
体 数 は 20.4 匹 で あぁ つた 。 犬 の 年 令 , 性 別 , 季節 な ど と の 
関係 で は 特別 の 傾向 が 認め られ な か つた が , 地域 的 に は 
県 西部 に 比較 的 多 か つ た 。 


4。 Pseudoheterophyes continua major は 浜松 地区 か ・ 


ら 1 頭 だ け 認 め ら れ た に すぎ な い が , 人 体 に も 感染 し う 
る も の と 考え られ る 。 
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Summary 


Parasitic helminth of 192 dogs in Shizuoka Pre- 
fecture was examined by autopsy in the period 
from 1956 to 1957. The results of detailed obser- 
vations on four species of trematodes were reported 


: ) 


34 年 8 月 (1959)) 


in this paper, namely, Paragonimus westermanii 
Braun, 1899, Metagonimus yokogawai Katsurada, 
1912, Metagonimus yokogawai var. takahashii Su- 
zuki, 1930, and Pseudoheterophyes continua major 
Yamaguti, 1939,. These species are all infections 
to not only the dog but also the human being, 

Ten cases (5.2%) out of 192 dogs were proved 
to be infected with P, westermanii without regard 
to dog age and sex,. It was also revealed that 
this species was widely distributed among the dog 
in this prefecture including both already known 
and not yet known endemic areas,. 
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As to Metagonimus spp., the infection rate was 
23.3%, the number of worm in each dog was 
from 1 to 320 and the average was 20.4, These 
indicates that this species are remarkably densely 
distributed among the dog in this prefecture, So 
we must take care to prevent the infection for 
the residents, 

Pseudoheterophyes continua major is also notice- 
able trematode of infectious for human being, 
though only one case out of 192 dogs was 
detected to be infected with this species, 
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は じ め あめ に 


遇 虫 筋 細胞 は 収縮 性 繊維 部 と , 核 及 び 筋 形質 か ら な つ 
て いる 艇 胞 部 と か ら で き て いる 。 

収縮 性 繊維 部 に つい て は , すでに 1860 年 Schneider の 
比較 的 詳細 な 研究 が 発表 され , 次 で Butschli (1892), 
Rohde (1892), ApAthy (18938, 1894), Schneider (1902), 
Bilek (1909), Goldschmidt (1910), Cappe de Baillon 
(1911), Plenk (1924) 等 にょ よ つ て , 更に 詳細 に 研究 さ 
れ た が , 収縮 性 繊維 部 の 繊維 像 の 本 態 に つい て は , 繊維 
層 板 (Schneider, Biitschli, Rohde), 神経 繊維 CAp4&- 
thy), 支持 繊維 及び 収縮 性 繊維 CSchneider, Goldsch- 
midt, Bilek, Cappe de Baillon), 横 紋 繊維 CPlank) 
等 の 諸説 が あり , 今日 に 至る も な お 一 定 し て いな い 。 

箕 胞 部 と に つい て は , Bitschli (1809) が 筋 形質 に 網状 
構造 を 記載 し て 以来 , 該 構 造 の 本 態 に 関し , 神経 繊維 説 
(Ap&thy 等 ), 支 持 繊維 説 CSchneider, Bilek 等 ),) ク ロミ 
ヂ ア 説 (Goldschmidt 等 )) プ ラス ト ゾ ー メ ン 説 (Plenk) 
等 の 学説 が 現われ た 。 

遇 虫 筋 細胞 の 構造 を 真 に 理解 する た め に は ,。 先 ず そ れ 
を 細胞 発生 学 的 に 考察 し , 次 で 細胞 学 的 に 検索 し , 生体 
観察 を 併行 うこ と が 望ま し い 。 私 は と の 見 地 か ら , 貴 
虫 筋 細胞 を 観察 し て , 興味 の あぁ る 所 見 を 得 た の で , ここ と 
に 報告 する 。 


研究 材料 並び に 方 法 


筋 細胞 の 発生 過程 を みる た め に , 鶏 虫 gscaridia 
galk (Schrank) を 使用 し た 。 白色 レグ ホー ン に 水中 翌 
遊 の 成熟 卵 を 食わ せ , 8 日後 , 6 ~8 日 後 , 22~24 日 後 層 
殺し て 腸管 を 開き , Baermann 氏 法 と , 腸 内 容 の 洗 浴 
液 中 か ら ピ ペ ッ ト で 採集 し た 粘膜 内 仔 虫 , 腸管 腔 内 仔 虫 
に つい て 直接 観察 を 行 つ た 。 次 で 仔 虫 を Zenker 液 で 固 


MicHio ISHIKAWA: On the muscle cells in 
Ascaridea galli (Department of Anatomy, Zaculty 
of Medicine, Nagoya University) 


(昭和 33 年 11 月 20 日 受領 ) 


定 し , パラ フラ フィン に 包 埋 し て , 6 々 切片 を 作り , Ha&m- 
atoxylin-Eosin 重複 染色 を 行 つ た 。 

細胞 学 的 の 検索 た は 名 古屋 市 の 層 殺 場 で 採取 し た 運 
動 の 活 な 豚 を 魔法 , 温度 87C 前 後に 保つ た 
生理 的 食塩 水中 に 入れ て 研究 室 に 持ち 帰っ た も の を 用 い 
た 。 固定 液 と し て Zenker 液 , フォ オル マリ ン 液 , Kols- 
ter 液 , Carnoy 液 , Bouin 液 を 用 いた 。 な お 必要 に 応 . 
じ て 章 結 切片 を 作成 し た 。 包 埋 法 と し て は 主として パラ 
フィ ン 単 包 埋 を 行い, 6x 連続 切片 を 作成 し た 。 染色 
法 と し て は Zenker, フォ ル マ リ ン 液 固定 の も の は 主 た 
Hamatoxylin-Eosin 重複 染色 , アザ ン 梁 色 , Bielscho- 
wsky 法 , Sudan III を , Kolster 液 固定 の も 
の は Heidenhain の Eisen-H4matoxylin 色 を , Car-- 
noy 固定 の も の は Schif 染色 , Best 染色 を , Bouin 
固定 の も の は Gomori の Chrmha&matoxylin 梁 色 を , 
凍結 切片 に は Toluidinblau, Janusgrtin 染色 を 用 いた 。 
生体 観察 に は 豚 筋 を 細 殊 , グリ セリ ン で 封入 
し , 位相 差 法 を 応用 し た 。 な お それ と 併用 し て , 章 結 坊 
片 を 位相 差 に ょ っ つて 観察 し た 。 


自己 所 見 


(A) 筋 細胞 の 発生 

(1) 内 仔 ( 脱 後 3 

仔 虫 は 外用 , 中 び 内 か ふら な る 。 外 は 角 * 
と , 角 下 の 1 の 平 細胞 と な ら な る 。 中 は 均質 
性 で を し , 細胞 を 備え な い 。 内 有 葉 は 管状 を 
し , 1 層 の 選 平 上 皮 か な ら な る (第 1 図 )。 

(2) 腸管 内 仔 虫 < 脱 毅 後 6 一 8 日) 

外 逐 葉 は 角 皮 と 角 皮 下 の 不 規則 と 配列 する 扉 平 細 胞 と 
か ら な る 。 角 皮下 層 を な す 外 肥 葉 細胞 は 増殖 し て 中 朋 中 
に 沈下 し , 中 と も に 所 調 問 充 織 形成 する 。 内 : 
性 の 管 は 直 経 を 増し , その 扇 平 上 皮 は 規則 正しく 配列 し . 
て 増殖 する (第 2 図 )。 

(8) 腸管 腔 内 仔 虫 ( 脱 22~24 日 

角 皮 は 8 層 か ら な る 。 両側 中 央 に 要 状 の 突起 を 備え 


J 
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第 1 図 粘膜 内 ( 脱 後 3 日) の 横断 
(5x40) 


第 2 腸管 内 鶏 仔 後 8 日 ) の 横断 
(5x40) 


* 


第 3 図 腸 内 仔 ( 後 22 日 ) の 横断 
(5x40) 


る 。 角 皮下 層 は 規則 正しい 1 層 の 扇 平 上 皮 か ら な り , 容 
腹 正 中 線 。 両側 中 央 線 の 4 ヶ所 で 特に 発達 隆起 し て 体腔 
中 に 突出 し て いる 。 夫々 , 容 線 , 腹 線 , 両側 の 側線 を 形 
成す る 。 問 充 織 は 筋 層 を 形成 する 。 筋 層 は や や 規則 正 し 
く 1 列 に 配列 する 筋 細胞 か ら な る 。 内 用 葉 細胞 は , 規 
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則 正 し く 配列 し た 1 層 の 円 柱 上 皮 細 胞 か ら な る (第 を 
図 。 

(4) 成虫 

角 皮 は 3 層 か ら な る 。 角 皮下 層 の 細胞 は 境界 が 不明 上 
と な り , 所 調 シ ン キ チ ウ ム の 状 を 量 す る 。 筋 層 は 体腔 と 
角 皮 下層 と の 間 を 占め る 体 壁 の 主要 部 を な す 。 筋 層 は 一 
列 に 縦走 する 筋 細胞 か ら 成 る 。 筋 細胞 は 外側 の 筋 繊維 部 


第 4 図 成虫 の 横断 面 (5X10) 


と 内 の 部 と か ら 構 成 さ れる 。 繊維 部 に は 長 軸 
平行 し て 走る 多数 の 筋 原 繊維 が 存在 する 。 内 側 の 秀 胞 部 
、 こ は 胞体 と , その 内 に 核 を 備え , 核 は クロ マチ ン 逐 し く 
著 明 な 仁 を 備え る (第 4 図 ) 。 

(B) 豚 細胞 の 固定 染色 所 見 

豚 細 胞 は 和 の 筋 細胞 と ほぼ 同様 の 構造 を 供 
え , 外側 の 繊維 部 と 内 部 と か ら 成 る 。 


固定 , Haema- 
toxylin-Eosin 染色 (5X10) 繊維 は 長 軸 に 平行 - 
に 走る 筋 原 繊維 か らち な る 


¢ 
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ー 


460 


(1) 繊維 部 

繊維 部 は 長 軸 に 平行 に 走る 多数 の 筋 原 繊維 か ら な り , 
筋 原 繊維 間 に は 大 小 不同 の 微細 球状 の 王 粒 並び と こ ミ トコ 
ンド リア が ある (第 5 図 )。 

筋 織 維 は 幅 の 広い Q-Streifen (nach Plenk) と 幅 の 
狂い Z-Streifen (nach Plenk) と が 交互 に 存在 する 場 
合 , Q-Streifen の 存在 する 場合 (第 6 図 ), 比較 的 幅 の 
鉄 い C-Streifen (nach Plenk) と 更に 由 の 狭い M-St- 


6 豚 筋 繊維 横断 面 , Kolster 固定 , Eisen- 
Haematoxylin 染色 , (5X40) 筋 繊維 に は Q-Strei- 
fen が 存在 する 


7 図 豚 筋 横断 面 , Kolster 固定 , Eisen- 
haematoxylin 染色 , (5X40) 筋 繊維 に は C-Strei- 
fen が 存在 する 


集 8 部 横断 面 , Zenker 固定 , Hae- 
matoxylin-Eosin 染色 (10X40) 
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reifen (nach Plenk) と が 交互 に 存在 する 場合 , C-St- 
reifen の み の 存 在 す る 場合 ( 7 図 ), 又は の .St- 
reifen が 全く 存在 し な い 場 合 が あぁ る 。 即 ち 固 定 さ れ 方 , 
切断 方 向 等 にょ つて Streifen は 厚 狂 種々 の 像 を 量 す る 。 
筋 繊維 は グリ コー ゲン や 繊維 部 辺 は 脂肪 
滴 が 存在 する 。 

(2) 部 

秀 胞 部 は 胞体 及び Dendriten 様 の 突起 と か ら 7 


る 。 


0 


第 9 豚 筋 横断 面 , Kolster 固定 , 
Eisen-haematoxlin 染色 (10 X40) 


の な ぼ 中 央 に 円 形 叉 は の 核 を 備え る 。 
著 明 で , 染色 質 に 芝 し く , 巨大 な 核 小 体 ユー2 個 を 算 え 
る (第 8 図 ) 。 胞 体内 に は 小 球 状 , 小 杏 状 又は 糸状 の ミ 
トコ ンド リア を 備え る (第 9 図 ) と と も に , Gomori 陽 
性 矯 粒 や 脂肪 滴 (第 10 図 ) 及び 多量 の グリ コー ゲン を 包 
蔵 す る 。 更 に 胞体 内 に は Toluidinbrau 可 染 の 虎 北 様 物 
質 が 存在 する (第 11 図 う 。 な お 胞体 内 に は 平滑 微細 な 神 
経 原 線維 様 の 繊維 が 錯 走 し , Dendriten 様 突 起 内 と 進入 
する (第 12 図 )。 

(C) 豚 細胞 の 位相 微 鏡 (PCM) 所 見 
(1) 繊維 部 

筋 繊維 は 長 軸 に 平行 に 走る 長い 筋 原 繊維 か ら な り , P 


10 筋 胞 部 横断 面 ) フォ マリ ン 固 
定 , Sudan 1II 染色 (5x40) 


| 
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11 図 豚 筋 部 横断 面 結 切片 Tolu- 
idinblau 染 (5X10) 


第 12 図 豚 筋 部 横断 面 , 
定 , Bielschowsky (5X40) 


第 13 図 豚 筋 繊維 の P.C.M. 所 見 , (5X 

40) 
CM 鏡 下 で , 明る く 見 える 部 分 と 暗く 見 える 部 分 と が 交 
互 に 配列 し て , 規則 正しい 横線 を 示す こと が ある 。 筋 原 
繊維 問 と は 暗い 大 小 不同 の 題 粒 並 びと こ ミ トコ ンド リア が 
存在 し , 更に グリ コー ゲン 題 粒 と 一 致す る 明る い 小 題 
粒 や , 辺 縁 部 に 脂肪 滴 に 一 致す る 明る い 小 球 が 存在 する 
(第 18 図 )。 

(2) 部 

部 は 胞体 及び か ら 出 る 2 乃至 の Dendriten 
様 の 突起 と か ら 成 る 。 PCM 所 見 で は 核 は 不 著 明 で あ 


第 14 図 豚 胞 部 の P.C.M. 所 見 , 暗 昭 (5X 
40) 


第 15 図 豚 細 胞 P.C.M. 所 見 , 暗 (5X 
40) 


る 。 胞体 内 に 全体 に 豆 り 大 小 不同 の 細 頼 粒 並 びに 小 球 
状 , 細 糸状 体 が 充満 し て いる (第 14 図 ) ほか , な お 胞体 内 
に 暗い 塊状 又は 虎 夷 状 を 旦 する 物質 が 存在 する 。 更 に 胞 
体内 に 細い 平滑 な 微細 な 神経 原 繊 維 様 の も の が あつ て , 
Dendriten 様 突起 内 に 進入 する 。Dendriten 様 突 起 か ら 
体腔 の 方 向 に 大 小 不同 の 明る い Gomori 陽性 吾 粒 に 一 致 
する も の が 放出 する の を みる 。 放 出 著 明 の 場合 は 胞体 内 
の 虎 北 状 物質 は 少な く , 反対 に 放出 不 著 明 の 場合 は 虎 夷 
状 物質 は 多い 。 と の 所 見 か ら , 髄 胞 部 は 神経 分 泌 を いと 
な きら し い (第 15 図 )。 


考 

上 銅 虫 筋 細胞 の 機能 を 理解 する た め に は 筋 細胞 の 発生 を 
究め な けれ ば ぽ ば ならない 。 

Hertwig (1906) は の 筋 細胞 の 部 は 外 性 
の 上 皮 細 胞 の 沈下 に 由来 し , 繊維 部 は 中 肥 葉 性 の 層 板 に 
ょ よる と 述べ た 。 

只野 (1957) は ウマ 環 虫 筋肉 系 の 発生 と つい て , 次 の 


よう に 述べ て いる 。S。 (EMSY) 球 か ら 生 じ た 中 膝 葉 が 内 
外 両 腺 葉 か ら な る 細胞 壁 の 間 と 帯状 に 発達 し ,- 前 後に の 
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び , その 後 緩ん で 広がる 。 そ し て , 上 皮 お ょ び 腸 壁 の 形 
成 と 共に 両者 の 間 に 原 体腔 Primary body cavity が 現 わ 
れる 。 さ ら に と の 部 分 で 分 散 す る 細胞 が 結合 組織 を 形成 

し , 他 の も の は 上 皮 に 接近 し て 筋 系 を 形成 する 。 

私 の で は , 脱 後 6 一 8 日後 の 腸管 腔 内 仔 虫 で 
は , 外用 細胞 増殖 し て 中 に 沈下 し , 所 調 間 
を 形成 する 。 次 で 脱 殻 後 22~24 日 後 の 腸管 内 仔 虫 で は , 
間 充 織 か ら 和 細 胞 が 形成 され る 。 

銅 虫 筋 細胞 の 繊維 部 に つい て は Biitschli (1892) は 泡 
抹 構 造 を 星 す る と 記載 し た 。 其 の 後 Ap4&thy (1898) 初 
め , すべ て の 研究 者 は 繊維 構造 を 呈す る と 述べ た 。 
Schneider (1902) は 繊維 は キチ ン 質 に より 結合 され る 
と 述べ , Cappe de Baillon は これ に 反対 し た 。 繊 維 部 
に みみ られ る Streifen に つい て は , Cappe de Baillon 
(1911), Plenk (1924) 等 の 詳細 な 研究 が ある 。 Plenk 
は Streifen は 筋 繊維 の 長 軸 に 平行 に 存在 する か ら , 横 
紋 で は な く , その 部 位 の 筋 原 線維 が 濃厚 の た め に 生ずる 
と 述べ , 更に 筋 細胞 の 横断 面 に お いて , Streifen の 中 に 
2 列 の 線 配列 を みとめ た 。 私 の Kolster 固定 , Eisenh- 
4matoxylin 梁 色 所 見 に お いて も , Q-Streifen の 中 に 1 
列 ) と き に 2 列 の 線 配 列 を みた 。 

筋 細胞 の 部 に つい て は , Buitschli (1890) が 
筋 形質 内 に 網状 構造 を 記載 し て 以来 , Rohde (1892) は 
内 特殊 の 繊維 綱 は Spongioplasma で ある と 
べ , Ap&thy (1898, 1894) は 神経 繊維 で ある と 記載 し , 
Schneider (1902) は 支持 繊維 で ある と 述べ た 。Vejdov- 
sky (1907) は 胞体 内 の 繊維 構造 は 中 心 小 体 の 酵素 活動 
に ょ り され た Plasmastrtbme で ある と 述べ た 。 
Goldschmidt (1905) は 該 維 は ら 由来 する クロ ミ 
ジア で ある と 述べ た 。 併 し その 後 核 膜 は 有形 物質 を 通過 
* さ し め な いと い 3 う 3 学説 が 支配 的 と な つた た め , 彼 の 説 は 
か えり み ら れ な か つた 。 併 し Claude (1946) は 遠心 分 
離 法 に より クロ ミ ジ ア の 塩基 性 は リボ 核酸 こと よる こと と を 
発見 し て 以来 , Goldschmidt の 学説 は 再び 注意 され る よ 
うぅ うに な つた 。Bilek (1909) は 筋 形質 の 核 の 近く で 核 と 
は な れ て 繊維 の し た Gitterk6rbchen が あり , それ 
か ら 支 持 繊 維 が 出 て いる と 述べ た 。Plenk (1924) は 筋 
形質 は 細 逢 粒 の Plastosomen で 満た され て お り , 胞体 
中 の と か と か は 溶解 , 破壊 等 退化 に すぎ な 
いと 述べ た 。 

私 の 組織 所 見 に お いて は , 簡 胞 部 は 胞体 か ら 2 乃至 粗 
個 の Dendriten 様 の 突起 を 備え , 核 は 円 形 , 核 膜 著 明 
で 染色 に 乏しく , 巨大 な 核 小 体 ユー 2 個 が ある 。 胞 
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内 に は 虎 夷 様 物質 , 神経 原 繊維 様 の 繊維 を 証明 する 。 こ とこ 

れ ら の 所 見 は 和 髄 胞 部 が 神経 細胞 で ある こと と を 思わ せる 。 
同時 に 胞体 内 に は 大 小 不同 の 分 泌 和 題 粒 , Gomori 陽性 の 
和 題 粒 が あり , PCM, 法 に て , Dendriten 様 突 起 か ら , 

の が 体腔 に 向 つ て 放散 する の を みる 。 即 ち 
部 は 神経 分 泌 を 営ん で いる と 思考 され る 。 


むす で び 


A. 筋 細胞 の 発生 を に 

1) 腸管 内 仔 虫 ( 脱 後 6~ 8 日 の 外 葉 細胞 は 
殖 し て 中 朋 中 に 沈下 し , 所 調 問 充 織 を 形成 する 。 

2) 腸管 内 仔 虫 ( 脱 殻 後 22~24 日 ) の 間 充 織 か ら 筋 細 
胞 が 形成 され る 。 筋 細胞 は や や 規則 正しく 終 に 配列 す 
る 

8) 成虫 は 筋 細胞 は 規則 正しく 終 に 1 列 に 配列 する 。 

B. 豚 遇 虫 筋 細胞 の 組織 所 見 を みる に 

1) 筋 繊維 は 筋 原 繊維 か ら 成 る 。 維 間 に は グリ 
ー グ ゲン 矯 粒 や , 繊維 部 辺 緩 に は 脂肪 滴 が 存在 する 。 

2) 部 は 胞体 及び か ら 出 る 2 個 の De- 
ndriten 様 の 突起 と か ら な る 。 核 は 円 形 又は 析 円 形 , 桜 
膜 著 明 で , 染色 質 に 逐 し く , 巨大 な 核 小 体 が 1~ 2 個 存 : 
在 す る 。 胞 体内 に 虎 攻 様 物質 を 認め , 又 神経 原 繊維 様 織 
維 が 存在 する 。 し か る ぁ る 胞体 内 に は 大 小 不同 の 分 泌 征 粒 が : 
あり , Gomori 陽性 を る 。 と れ ら の PCM 法 
に て 笑 起 か ら 放 散 す る の が み ら れ る 。 
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Summary 


Information about embryology and morphology 
of ascaris muscle cells is very limited, In the 
present paper a further effort was made to investi- 
gate the development of muscle cells in Ascaridia 
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galli and histology of muscle tissue in A. swilla. 
Results obtained were as follows : 
A) Development of muscle cells in A. galli 

1) Cells originating from ectoderm cell in larvae 
occurring in the host’s intestine proliferated and 
were brought into mesenchyme,. 

2) Muscle cells developed from mesenchyma of 
larvae occurring in the intestine of the host (22-24 
days after hatching) and were arranged in a 
longitudinal row. 

3) Muscle cells in adult worms were also ar- 
ranged regularly in a row, 

B) Some histological findings on muscle cell of 4. 
suilla 

1) Muscle fiber was composed of myofibril. Gly- 
cogen granules were observed among the muscle 
fibers and lipid droplets occurred in the peripheral 
part of the fiber. 

2) Muscle cell was composed of two zones, a 
fibrillar zone with two or more innervation process 
like ‘dendriten ’ and protoplasmic zone containing 
round or elipsoidal nucleus, membrane of whichss: 
was conspicuous and less stained. In the nucleus 
one or two large nucleoli with various size, 
which were positive for Gomori’s stain were 
observed in fibrillar zone. These granules dis- 
charged from the process, were visible by the use 
of phase-contrast microscope. 
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大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 
と の 大 さ の 比較 , に 犬 染 虫 体 に つい て 
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まえ が き 


我国 に 産 す る 肺 吸虫 属 (genus Paragonimus) の 吸虫 
に , 従来 Paragonimus westermanii (Kerbert, 1878)( 以 
下 選 w. と 略記 ) 1 種 の み で ある と 考え られ て いた が , 
1989 年 , 宮崎 は 九州 に お いて 新種 okirai Miyazaki, 
19839 (以下 戸 o. と 略記 ) を 発見 し た 。 その 後 , 同 兵 
(1944) は 新 淀川 産 の クロ ベン ケイ Sesarma dehaani 
(以下 と 略記 ) より の 幼虫 metacerc- 
aria (以下 mc と 略記 ) と ぁ る 違う 1 種 の 肺 吸虫 の mc 
を 発見 し , 仮り に 「 小 型 大 平 肺 吸虫 」 と 命名 し た が , 後 
に 至り , この mc は 中 国 (広東 ) に お いて Chen (1940) 
が 発見 し た P, loktsuenensis Chen, 1940 (以下 PP4 と 
略記 ) で ある こと と が 明らか に され た 。 そ の 人 後 , 宮崎 で 1955) 
は 九州 に お いて 北米 型 と いわ れる 選 keltcotti Ward, 
1908 を 且 出 し , 結局 , 我国 に 産 す る 肺 吸虫 は 都合 4 種 あ 
る と こと に な り , 従 つ て , 肺 吸虫 の 種類 の 問題 は 画 期 的 と 
な つた 。 
宮崎 (1943, "44,"47, "50,'52) は 4 種 の 肺 吸虫 の 
うち P.w., P.0., P,4, の 8 種 の 成虫 に つい て , 詳細 な 種 
別 標 徴 の 比較 研究 を 行い , 選 w. と 氏 が 発見 し た 到 o. と 
ーー 生え 方 , 卵巣 の 形態 な ど に より 容易 に 
PP.o. と は の 種別 標 が 相互 に 
て , その 鑑別 は 殆 ん る と 
Sn Chen (1940) は 氏 の 発見 に た か か る 選 4 の 研究 
TOMIMURA.: The comparative stu- 
dies on the specific characters between the two 
' species of lung-flukes, Paragonimus ohirai Miya- 
zaki 1939 and P, sloktsuenensis Chen, 1940. (1) 
The comparisons of the size of the testes and 
ovary, with special reference to the worms from 
the inocflated dogs (Department of Veterinary 
Science, College of Agriculture, University of 
Osaka Prefecture, Sakai, Osaka, Japan) 
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共 し , ア ジア お よび アメ リカ 大 陸 産 の 肺 吸虫 を 間 集 し , 成 
虫 の 形態 に 関す る 比較 研究 を 行 つ た 結果 , 卵 穫 の 形 は 2 
型 ) す な わ ち , westermanii 型 と ohirai~iloktsuenensis 
型 と に 分 けら れる と 述べ , 宮崎 の 所 説 を 背 定 する と 同時 
に , 皮下 (中 心 塊 の 小さ いと と) な ど に ょ より , 
と の が 可能 の よう で ある と いう 見 解 を 発 
表し た 。 後 , 田辺 (1950) は 立体 模型 標本 に と ょ り 83 種 
(Pw., Po., P45.) の 肺 吸虫 の 構造 を 詳細 に 比較 検討 し 
た と と ろ , と o., の 種 と は 卵 ・ 皮 な 
どの 性 質 に より 容易 に 区 別 で きる が , 後 2 者 は 相互 に 婦 
巣 ・ 皮 丸 (中 心 塊 の 形態 が 酷似 し , つ て, 成 

こよ る 両者 の 鑑別 は 至難 で あぁ る と し た 。 和 結局 , 同氏 は 
Chen の Pz. と 0o. が 区 別 で きる と いう 説 を 否定 し 。 
両 種 の 区 別 が 困難 で ある と する 宮崎 の 所 説 と 養成 し て 
いる 。 

以上 の うに , o., 種 と お ける 成虫 の 形態 , 
な か で を も な どの 性 質 に 関し て は , 従来 , 詳細 
な 比較 研究 が 行わ れ も て いる が , 分 類 上 の 規準 と な る べき 
他 の 諸 標 徴 こ に つい て は 未 検討 の 部 分 が 多く , 前 述 の 標 徴 
の に よ ょ つて 両 種 の 区 別 が 困難 で ある と する の は 早計 の 
で ある 。 

ょ つて , 箇 者 は mc か ら 出 発し て 実験 的 に 得 た 種々 な 
Oe 今回 は 未 検 討 の まま 残さ 

くい る 界 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 関係 を 特に 比較 検討 し 
の 形態 を 比較 する こと こと に より , 圧 平 標 本 で も 両 種 間 に 若 
干 の 相 異 が ある の を 見 極め 得 た の で , に 
諸 所 見 の 大 要 を 記載 し て 御 参 考 に 供し た いと 思 3。 
材料 と 方 法 


兵庫 県 円 山川 産 及 o。 の mc と 大 阪 府 新 淀川 産 Pz. 
の mc の 一 定数 (前 者 は 50=, 後者 は S.d. の 肝臓 js 匹 
分 )〕 を 各 4 頭 , 都合 8 頭 の 成 大 (9kg 内 外 ) に 試食 感 
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染 せ し め , 感染 後 1 カ月, 2 カ月 と 4 カ月 目 ま で , 月 を 
追 つ て 1 頭 づ つ ク ロロ ホル ム ふ ム 麻酔 致 死 剖 検 し , 30, 60, 
90 お よび 120 日 齢 の 選 o。 と Pz4。 を 作成 し た 。 と れ ら 
2 種 の 肺 吸虫 に お ける 握 丸 と 卵巣 の 大 き さ に つい て の 比 
較 研 究 と に は, 常に 厚 さ の 一 定 し た 標本 を 作成 し , 実験 に 
供する の が 最も 理想 的 で あろ うぅ が , 実際 問題 と し て , と 
れ は 技術 上 極め て 困難 で あぁ る 。 ょ つて , 筆者 は 以下 に 人 述 
べ る よう な 方 法 に より , 各 の o。 と を 人 く 
同一 条件 下 で 加 圧 固定 し , で きる だ け 注 意 深く 標本 を 作 
成す る こと に よ ょ つて 本 研究 の 目的 を 達成 し 得 た 。 す な ね わ 
ち , 試験 石 の 胸 和 腔 内 (30 日 齢 ) ある い は 肺 臓 に 形成 され 
た (60~ 120 ) よ り 食 塩水 (0.8522, 88°C) 中 に 
取り 出し た 貝 体 を 2 枚 の 載 物 硝 子 間 に 挟 ん で 圧 平 する 場 
合 , 虫 体 の 座 端 と は 常に 一 定 の 厚 さ の 紙片 (図書 整理 カ 
ー ド , 丸善 株 式 会 社 製 ) を 挿入 し , ゴム バン ド を 用 い 紙 片 
部 を で きる だ け 強 く 縛 りつ けた 。 か よう に し て 挿入 紙片 
と 略 同等 の 厚 さ に 圧 平 され た 虫 体 は , た だ ち に Schau- 
dinn 氏 液 中 に 浸漬 し て 固定 , hematoxylin 単 染 色 を 施 
し た 後 , 法 の よう に , 徹 バル サム 封入 を 行い 
多 標 本 と し た 。 な お , 上 人 述 の 紙片 は 虫 体 の 発育 程度 に ょ よ 

っ て その 枚数 を 加減 し , 380 日 齢 の も の は 両端 に それ ぞ れ 
1 も の は 2 枚 さら に 90~ 120 日 齢 の 
も ぁ の で は 3 枚 宛 を 重ね て 挿入 し た 。 

次 に , 虫 体 ・ 誤 丸 ・ 卵 巣 の 面積 を 測定 する に 際 し て は 
先ず , micrometer に より を それぞれ の 長径 お よび 幅 径 を 
計測 し た 上 , 虫 体 の 全 形 写真 な ら び に 所 丸 ・ 卵 巣 の 顕微 
鏡 写 真 を 撮影 し た 。 引 伸 機 を 用 い , 虫 体 ・ 塵 均 ・ 卵 巣 の 
各 1 辺 (長径 乃至 幅 径 ) が 上 述 の micrometer に ょ る 
実測 値 の 10, 100 お よび 200 倍 に と な る ょ う 拡大 し た 後 
(この 場合 和仁 上 8 者 の 面積 は を それぞれ 100, 10.000 お 
ょ び 40.000 倍 に 拡大 され る ), planimeter に より 
者 の 面積 を 測定 し た 。 こ と の 実測 値 ( 4 回 の 平均 値 ) を そ 
れ ぞ れ の 拡大 倍率 で 除 し , 実際 の 面積 に 換算 し た 。 

各 日 齢 の と に つい て は , 面積 ( 左 
右 ) な ら ぴ びに 卵巣 面積 の 虫 体面 積 * こ 対 する 百分比 。 さら 
に 累 丸 面積 (左右 平均 〕 ノ 卵巣 面積 の 値 を 求め て , 両者 に 
お ぉ ける 相互 に 比較 し た 。 こと 
れ と 並行 し 
の 示し 方 は の 圧 平 標本 に よる 記載 た 共 し 

いっ れる 方 法 で ある に ょ る 体 ・ ・ 
積 を 算定 し , の 長径 (左右 平均 Xx 幅 径 (左右 平 
均 ) / ズ 卵巣 の 長径 メ x 幅 径 の 値 を 求め て , 敏 上 planimeter 
測定 値 と ける と 同様 , 相互 の 比較 を 試み た 。 


第 1 表 犬 感染 PD okirai と PP, iloktsuenensis に 36 け る 貝 体 ・ 皇 丸 ・ 卵 巣 の 長径 な ら び に 幅 径 の 計測 値 
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犬 感染 ohirai と 


zloktsuenensiss に 3 体 ・ 
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・ 卵 巣 の 面積 の 測定 値 


計 虫 体 丸 
昌 数 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 


13 10.6 6.3 8.9 0.390, 0.224 
ee 13 47.5 14.1 34.4 1.687 0.490 
Pi. 13 40.2 24.8 32.4 1.687 0.975 
rn 12 59.4 39.8 48.3 1.676 0.828 


Pi. 12 57.529.6 44.6 1.957 1.338 
P.o. 12 68.0 31.6 52.8 1.440 0.369 
Ps 12 1:077 


1 


0.347 0.471 0.226 0.343 0.352 0.077 0.168 
0.460 0.618 0.319 0.454 0.304 0.121 0.159 
1.035 1.427 0.370 0.965 0.987 0.220 0.747 
1.259 1.792 0.912 1.303 0.863 0.409 0.632 
1.171 1.810 0.945 1.242 1.12j 0.706 1.047 
1.598 2.557 1.170 1.777 1.048 0.613 0.895 
1.127 1.660 0.444 1.183 1.320 0.481 1.022 
1.479 1.751 1.110 1.398 0.995 0.558 0.822 


14.0 9.,011.9 
13 17.6 9.2.12:0 1.35 0.46 
長 60 tg 13 78.4 19.7 48.2 3.78 0.92 
Pi. 13 56.133.643.9 3.82 1.47 
Po. 12 79.355.1 64.2 3;70- ; 1;29 
12 75.6 41.4 61.4 4.48 1.57 
20 fP.0. 12 91.7 42.7 74.4 3.20 0.48 


86.2 43.0 64.4 


0.86 0.25 0.10 0.25 
0.72 0. 0.55 0.18 0.28 
1.97 283 1.94 0.48 1.75 
2,30 . 3;48 1,;25: 2.838 1.57 1;06 
2.07 3.63 1.65 2.36 る 
3.04 4.52 1.78 3.12 2.33 1.23 1.74 
3.07 0.65 1.86 
3.36 1.15 1.52 


な お, 参考 と し て , 虫 体長 径 ノノ 寧 丸 長径 (左右 平均 ), ま 
長径 (左右 平均 〕 幅 (左右 平均 の 値 を 
求め , 両 種 と お ける 可 丸 の 形態 を 比較 し た 。 
成 

比較 研究 に 用 いた 肺 吸虫 の 種類 , 日 齢 , 計測 数 , 虫 体 ・ 
丸 (左右 ・ 卵 長径 (前後 径 と 幅 径 ) 
wi (左右 ・ 卵 面積 の 測定 値 な ど を 一 括 し て 

ば 第 1 表 お よび 第 2 表 の 通り で ある 。 

(1) 貝 体面 積 の 比較 

830, 60, 90 お よび 120 日 齢 の 戸 o。。 に お ける 貝 体面 策 
Cplanimeter に よ ょ る) の 平均 値 (第 2 表 ) は それ ぞ 
8.9, 84.4, 48.8, 52.8 mm?, 一 方 , Pz。 の それ は 8.6 
32.4, 44.6, 46.6mm? で , 両 種 間 に は 若干 の 差異 が 認 
め ら れる 。 す な わ ち , に 3 いて , o. の 貝 体面 
は に 比 し ゃ や 大 きい 傾向 が ある (附図 う 。 な 
お , 長径 X 幅 径 に ょ る 面積 (第 2 表 ) も 上 述 の plani- 
meter に ょ る 測定 値 と 略 同様 の 傾向 を 示し て いる 。 
(2) 面積 の 比較 
各 日 齢 の と の 面積 (planimeter に よ 


1% 


第 1 犬 感染 ohirai iloktsuenensis の 
皇 丸 面積 の 比較 (planimeter に ょ る 測定 値 ) 


る )〕) は 第 1 図 - 示 し た 通り で ある 。 図 示 の よう に, 80, 
60, 90 お よび 120 日 齢 に お ける の 面積 (< 左 
右 の 平均 値 は そ それぞれ 0.691( 0.450~ 0.848, 以 
下 こ れ に , 2.000C 0.860~ 8.040), 2.414C 1.856 
~3.165), 2.310(0.813~2.938)mm?, 一 は 0.915 
( 0.645~ 1.870), 2.568 ( 2.047~ 8.079), 38.3876 
( 2.668~ 4.832), 2.877 ( 2.278~ 8.981)mm’ で て, 
同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 こ は や ゃ 顕著 な 差異 が 認め 
られ る 。 す な わ ち 各 日 に お いて , は o. に 比 
し 面積 の 大 きい ぁ の が 多い 傾向 が ある て (附図 


こと れ を 左右 別に みる と , 80, 60, 90 お よび 120 昌 齢 
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お ける 左 加 丸 面積 Cplanimeter に ょ る ) の 平均 値 (第 
2 表 ) は , 0.847, 1.085, 1:171, 1.127mm’, 
は 0.460, 1.259, 1.598, 1.479mm?, また , 右 
丸 積 0. 0.343, 0.965, 1.242, 1.188mm?, 
は 0.454,。 1.808, 1.777, 1.898mm? で , 各 日 齢 に 
いて , の 左右 両論 の 面 積 の それ に 比 し 明 
ら か に 大 きい 傾向 を 示し て いる 。 が , 選 0. も 選 と 同様 , 
左右 両論 丸 面積 相互 問 に は 有意 の 差 が 認め られ な い 。 な 
お , 長径 メ 幅 径 に ょ る 面積 (第 2 表 ) は 上 述 の Plani- 
meter こよ ょ る 測定 値 と 略 同様 の 傾向 を 示し て いる 。 

(8) 卵巣 面積 の 比較 

80, 60, 90 お よび 120 日 齢 の 戸 o。。 に お ける 卵巣 面積 
(planimeter "に よる ) の 平均 値 (第 2 表 ) は それ ぞ れ 
0.188, 0.747, 1.047, 1.022mm*, 一 方 , 4 の それ は 
0.159, 0.632, 0.895, 0.822mm? で , 両者 間 に は 若 
干 の 差異 が 認め られ る 。 すなわち , 各 日 齢 に お いて , 
P.0. の 卵巣 面積 は 到 . に 比 し 心持ち 大 きい 傾向 が ある 
(附図 V~W) う 。 な お , 長径 X 幅 径 に よる 面積 の 測定 値 は 
第 2 表 に 示し た 通り で , 80 お よび 90 日 齢 で は _ 到 4 の 卵 
巣 面積 (平均 値 ) が 戸 o。。 の それ に 比 し 若干 大 きく , こ 
れ に 反し , 60 お よび 120 日 齢 で は 肥 o。 が 若干 大 きい 傾 


向 を 示し て いる 。 


次 に 上 述 の 体 ・ 左右) ・ 卵 の 面積 の 測定 
値 ( 第 2 表 ) を も と に し て , 両 後者 の 前 者 に 対す る 百 分 
比 さら に , 面積 (左右 平均 〕 ズ 面積 の 値 を 求 
め , と に お ける と 卵巣 の 大 さ を 相 互 
に 比較 し た 。 以 下 そ の 成績 に つい て 述べ る 。 

(4) 亭 丸 面 積 の 虫 体面 積 と に 対す る 百分比 の 比較 

各 日 齢 の と に お ける 丸 面 積 < 左 十 右 の 
虫 体面 積 に 対す る 百分比 は 第 2 図 に 示し た 通り で ある 。 
図示 の ょ うに , 80, 60, 90 お よび 120 日 齢 に お ける Po. 
の 面積 は 虫 体面 積 の それ ざれ 7.71( 
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第 2 図 犬 感染 okirai iloktsuenensis の 
皇 丸 面積 ( 左 十 右 ) の 虫 体面 積 た 対す る 百分比 の 比較 
(planimeter に ょ る 測定 値 ) 


s 
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以下 これ に 人 うう 
4.84(2.57~5.56)26,。 一 方 , の それ は 10.49 (8.12 
~ 12.10), 7.99 (6.09~9.46), 7.84 (5.29~ 12.86), 
6.24 (4.14~8.47) を 示し レ , 同日 齢 に お ける 両者 の 平 
均 値 に は や や ゃ 顕著 な 差異 が 認め られ る 。 すなわち, P4 
に お ける 可 丸 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 は 戸 o. の 
それ に 比 し , 明らか に 大 きい 傾向 が ある (た だ し , 各 日 

に お いて 1 へ ~ 2 隻 の 例外 あぁ りう)。 

(5) 卵巣 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 の 比較 

各 日 齢 の o. と に お ける 卵 業 面積 の 体面 積 
に 対す る 百分比 (最大 ・ 最 小 ・ 平 均 〕 は 第 8 図 に 示し た 
通り で ある 。 図示 の よう に 。 830, 60, 90 お ょ よび 120 日 具 
の 選 o. に お ける 卵巣 面積 は 虫 体面 積 の それぞれ 1.84 
( 1.15~8.70, 以下 これ に 人 うう ,2.17 (1.70~2.61), 
1.99 (1.71~2.46),1.98 (1.18~2.44) 2%6, 一 方 , Pi 
の それ は 1.82 (1.41~2.87), 1.95 (1.80~2.91), 2.05 
(1.49~3.06), 1.78 (1.89~2.80) 2 を 示し , 同日 齢 に 


P iloktsuenensis 


第 3 図 犬 感染 okirai iloktsuenensis の 
卵 積 の 虫 体面 積 た 対す る 百分比 の 比較 (plani- 
meter に ょ る 測定 値 ) 


お ける 両 種 の 平均 値 に は 若干 の 差異 が 認め られ る 。 す な 
わ ち ,。90 日 以外 は の 面積 の 百分比 が 
を 心持ち 上 廻 つ て いる 。 

(6) < 左右 平均 〕 卵 巣 面 積 の 値 の 比較 

各 日 齢 の と に お ける 丸 面積 の 面積 
に 対す る 比 の 値 は 第 4 図 (左右 平均 〕 お よび 第 5 図 ( 左 
右 別 〕 に 示し た 通り で ある 。 以下 と これ を planimeter に 
ょ る 成績 と 長径 X 幅 径 に よ ょ る 成績 の 3 つ に 分 け て 記載 す 
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第 4 図 犬 ohirai と iloktsuenensis の 
婁 丸 面積 (左右 平均 ) の 卵 梨 面 積 に 対す る 比 の 値 の 
比較 (planimeter に よ ょ る 沿 定 値 ) 
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1.29, 1.15 倍 ,。 用 の それ は 2.94。 2.18, 1.99, 1.73 倍 
を 示し , 各 日 に お いて , の 左右 面積 は 
面積 と 比 し , 玉 o。 の それ より 明らか に 大 きい 傾向 が あ 
る 。 し か し , も と 同様 , 左右 両 面 積 
間 に は 有意 の 差 が 認め られ な い 。 

長 径 よる 値 の 比較 

第 5 図 と 示し た よう ぅ に, 80, 60; 90 お よび 120 日 齢 の 
に お け る 面積 平均 〕 は 面積 の それ 
ぞ れ 2.22 ( 左 2.81, 右 2.18), 1.81 ( 左 1.45, 右 1.16), 
1.82 ( 左 1.22, 右 1.41),1.09 ( 左 1.00, 右 1.10) 倍 , ま 
た の それ は 2.66 


P ohirai iloktsuenensis P ohiras 


Pilektsuenensis 


( 左 2.68, 右 2.63), 2.37 


120 


120 


( 左 2.88, 右 2.41), 1.66 
( 左 1.64, 右 1.68), 1.68 
( 左 1.71, 右 1.65) 
で , 上 述 の planimeter 
に ょ る 測定 値 の 比較 と 
略 同様 , 各 日 齢 に お い 


て , の 面 積 は 
卵巣 面積 と 比 し , P.o. 


の それ より も 明らか に 
大 きい 傾向 が ある 。 


次 に , 体 と の 


TR 


第 5 図 犬 感 okirai と zloktsuenensis の 左右 両 面積 の 面積 た 


対す る 比 の 値 の 比較 
る と と と する 。 


i) planimeter に よる 測定 値 の 比較 

第 4 図 に 示し た よう に , 380, 60, 90 お よび 120 日 齢 の 
P.o. に お ける 丸 面積 (左右 平均 は 卵 面積 の それ ぞ 
れ 2.26 ( 1.05~8.21, 以下 これ に 人 うう,1.36 (0.88 
~1.88), 1.26 (0.98~1.82), 1.11 (0.84~1.34) 倍 , 
方 , の それ は 2.91 (2.25~8.88), 2.10 (1.86~ 
2.68), 1.91 (1.28~2.42),1.77(1.24~2.50) 倍 を 示し , 


同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は や や 豆 著 な 差異 が 認め 


られ る 。 す な わ ち , の 面積 卵巣 面積 に 比 
P.o0. の それ よ りあ $ 明 ら か に 大 きい 傾向 が ある 。 
と れ を 左右 別に 見 る と (第 5 図 う , 80, 60, 90 お よび 


120 日 齢 の に お ける 左 面積 は 卵巣 面積 の それ 
ぞ れ 2.80, 1:42, 1.22, 1.07 倍 , の それ は 2.89, 2.07, 
1.88, 1.80 倍 , 一 方 , 右 丸 面積 は 0. 2.22, 1.30, 


Av た 


(16 ) 


長径 お よび 幅 径 の 計測 
値 ( 第 1 表 ) を も と だ 
し て , 貝 体長 径 ノ 
長径 (左右 平均 ), 
径 幅 径 (左右 平均 さらに, 長径 (左右 平 
均 丸 幅 径 (左右 平均 の 値 を 求め , o. と に 
お ける 失 丸 の 長径 な ら び に 幅 径 を 相互 に 比較 し た 。 以下 
その 成績 と つい て 述べ る 。 

(7) 体 長径 長径 (左右 平均 の 値 の 

各 日 齢 の と に お ける 貝 体長 の 長径 
に 対す る 比 の 値 は , 第 6 図 に 示し た 通り で ある 。 上 図示 の 
ょ うに, 30, 60, 90 お よび 120 日 齢 の に お ける 
体長 径 は 長径 の それ ぞ れ 5.98 ( 5.12~7.71, 
下 と これ に うう ,6.07 (4.47~7.45),6.88 (5.59~8.03), 
7.46 (6.45~9.81) 倍 , 一 方 , の それ は 4.05 (3.62 
~4.97), 4.87 (83.12~6.40), 5.02 C8.88~5.77), 5.84 
(4.64~6.28) 倍 で , 同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は 
や や ゃ 顕著 な 差異 が 認め られ る 。 す な わ ち , 亭 丸 の 形態 ば 
Pi4。 の 方 が Po, に 比 し 明らか に 前 後に 長い 傾向 が あ 
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第 6 図 犬 感染 ohirat と iloktsuenensis の 
虫 体長 径 の 塁 丸 長径 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 値 の 
比 


る (附図 

(8) 体 幅 径 幅 径 (左右 平均 の 値 の 比較 
各 日 齢 の と に お ける 体 幅 径 の 幅 
に 対す る 比 の 値 は 第 7 図 に 示し た 通り で ある 。 図示 の よ 
ぅ うに, 80, 60, 90 お よび 120 日 齢 の 戸 o。 に お ける 貝 体 
は 幅 径 の それぞれ 4.17 ( 3.14~6.27, 以下 
と れ に 仔 うう, 4.76 (8.51~6.09), 4.56 (8.18~5.44), 
5.69 (4.40~8.68) 倍 , また , 戸 4. の それ は 4.27 (8.42 
~5.28), 4.57 (8.48~5.98), 4.28 (2.89~6.56), 5.05 
(8.28~8.01) 倍 を 示し , 同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 
に は 若干 の 差異 が 認め られ る 。 すなわち , 4 の 丘 刃 
は 下 .o. に 比 し , 心持ち 左右 に 長い 傾向 が ある 。 
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第 7 図 犬 感 染 ohirai & P, iloktsuenensis の 
虫 体 幅 径 の 四 丸 幅 利 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 値 の 
比較 
(9) 長径 (左右 平均 幅 (左右 平均 ) 
の 値 の 比較 
各 日 の と に お ける 長径 の 同 幅 径 
対す る 比 の 値 は 第 8 図 に 示し た 通り で ある 。 図 示 の よう 
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第 8 図 犬 ohirai と zloktsuenensis の 
還 丸 長径 (左右 平均 ) の 同 幅 径 (左右 平均 ) に 対す る 
比 の 値 の 比較 ’ 


に , 8380, 60, 90 お よび 120 日 齢 の o。。 に お ける の 
長径 は 同 幅 それ ぞ れ 1.57 ( 1.14~3.48, 以下 と 
れ に う ,1.68 C1.19~2.52), 1.41 (1.08~1.68), 1;64 
(1.17~2.26) 倍 また , それ は 2.29 (4:98~ 
2.65), 2.84 (1.75~3.88), 1.72 (1.16~2.17), 2.02 
(1.11~8.02) 倍 で , 同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は 
若干 の 差異 が 認め られ る 。 す な わ ち , 戸 4 の 帯 丸 の 長 第" 
は 幅 径 に 比 し , 戸 o。 の それ より 大 きい 傾向 が ある 。 


(1) と 大 き さ の 関係 

80~ 120 日 の o。 お よび それ ぞ れ 50 = 都 
合 100 体 に つい て , 面積 ( 左 十 右 の 体面 積 に 
対す る 百分比 な ら び に 卵巣 面積 の 虫 体面 積 と 対す る 百 分 
比 を 求め , これ ら の 性 質 に よる 両 種 の 比較 を 試 巡 た と と 
ろ , 丸 積 の 比 と お いて は , の 値 が よう 若 
干 大 きい 傾向 が あぁ あり, これ に 反し , 卵巣 面積 の 虫 体面 積 
に 対す る 比 と いて は , の 値 が 4 より 心持ち 大 
きい 傾向 が 認め られ た 。 ょ つて, (左右 平均 ) 
グズ 卵 巣 面積 の 値 を 求め 両 種 の 比較 を 試み る と , その 差 が 
層 に な り , 比 の 値 は の 方 が o.- に 比 し 明 
ら か に 大 きい 傾向 を 示し て いる 。 

今 , PP.o., 両 種 に 有意 差 が 認め られ た 
( 左 十 右 う の 貝 体面 積 と 対す る 百分比 お よび 失 丸 面積 ( 左 
右 平均 ) ズ 卵巣 面積 の 値 を 一 括 し て 示せ ば 第 8 表 の 通り 
で ある 。 表 示 の よ . う に, 少数 の 例外 (CP.o. と 近似 値 の 4 
また , と 近似 値 の o.) を 除く 大 多数 例 お ける 
刃 面 積 の 虫 体 面積 に 対す る 百分比 は , 80, 60, 90 お よび 

120 日 齢 の 選 o. (50 ご 中 47 コ ) が それ ぞ れ 6.00~8:89, 
4.85~6.81, 8.94~5.44,2.57~5.54% で ある の に 対し , 
(50 コ 中 43 コ ) は 9.183~ 12.10, 7.08~9.46, 6.28 
へ ~ 12.86, 5.56~8.472, 同 面積 の 巣 面積 に 対す 
る 比 の 値 は , 30, 60, 90 お よび 120 日 齢 の 選 o. (50 コ 
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第 3 表 犬 感染 okirai と zloktsuenensis . の 相 暴 ( と の 大 き さ の 比較 た た ょ る ) 


平均 全 例 大 多数 例 平均 


全 例 大 多数 例 平均 全 例 大 多数 例 


7.71 6.00~ 8.89 6.00~ 8.89 2.26 1.05~3.21 1.05~2.57 5.98 5.12~7.71 5.12~7.71 


27. 10.49 8.12~12.10 9.13~12.10 2.91 2.25~3.83 2.61~3.83 4.05 3.62~4.97 3.62~4.97 


7.99 6.09~ 9.46 7.03~ 9.46 2.10 1.36~2.68 1.88~2.68 4.37 3.12~6.40 3.12~5.19 


5.02 3.94~ 7.29 3.94~ 5.44 1.26 0.98~1.82 0.98~1.46 6.83 5.59~8.03 5.84~8.03 


8 


120 


Py 
や 5.86 4.25~ 8.19 4.25~ 6.81 1.36 0.83~1.88 0.83~1.86 6.07 4.47~7.45 5.53~7.45 
P.i 


7.84 5.29~12.36 6.23~12.36 1.91 1.28~2.42 1.54~2.42 5.02 3.83~5.77 3.83~5.77 
P.0. 4.34 2.57~ 5;66 2.57~ 5.54 1.11 0.84~1.34 0.84~1.34 7.46 6.45~9.31 6.45~9.31 
Pi, 6.24 4.14~ 8.47 5.56~ 8.47 1.77 1.24~2.50 1.42~2.50 5.34 4.64~6.28 4.64~6.28 


中 45 コ ) が それ ぞ れ 1.05~2.57, 0.88~1.86, 0.98~ 
1.46, 0.84~1:834 倍 で ある の に 対し , 4 (50 コ 中 42 コ っ) 
は 2.61~8.88, 1.88~2.68, 1.54~2.42, 1.42~2.50 倍 
で , 同日 秋 と お ける 両 種 の 比 の 値 に は 明らか な 差異 が 認 
め ら れ た 。 す な わ ち , 上 人 述 の よう に , 各 日 由 に お いて 少数 
"の 例外 が 認め られ る と は いえ , と の 両 種 は 
丸 面 積 ( 左 十 右 )〕 の 貝 体面 積 と 対す る 百分比 。 さ ら に , 
面積 (左右 平均 卵巣 面積 の 値 に お いて , や や 顕著 
な 差異 が ある と いう 事実 を 知る こと が で きた 。 

な お , 長径 径 に ょ る 面積 (左右 平均 〕 卵 
面積 の 値 も , 上 述 の planimeter に ょ る 測定 値 と 略 同 様 
の 傾向 を 示し た が , 個々 の 比 の 値 を 仔細 に 検討 する と , 、 
な か に は 両者 間 に 若 干 の 差異 が 見 られ る も の も ある 。 従 
つて , と これ に ょ より と の 大 き さ の 大 の 関係 が 
い 得 て も , 肉 丸 ・ 卵 巣 両面 積 の 真 の 関係 を 究明 し た と と 
に な ら な い の は いう まで も な い 。 

(2) の 形態 

各 日 齢 に お ける と の の 形態 は 
お よび 了 に 示し た 通り で あり , の は 概して 前 後 
に 短 か く , や も 左右 に 長い 傾向 を 示し , と れ に 反し , 
の は に 比 し 明らか に 前 後に 長い 特徴 の あ 
る と と が 認め られ た 。 こ と の 所 見 の 裏づけ を せん が た め , 
両 種 の 虫 体長 径 の 府 丸 長径 (左右 平均 〕 と 対す る 比 の 値 の 
比較 を 試み た が , その 成績 も また の は の 
それ に 比 し 明らか に 前 後に 長い 傾向 を 示し , と この 特徴 を 
ー 層 強固 な も の と し て いる 。 す な わ ち , 第 8 表 に 示し た 
ょ うに , 少 数 の 例外 CP.o. と 近似 値 の P44 また , 選 4 と 
近似 値 の 0o.) が ある に せよ ょ , 大 多数 例 に お ける 貝 体長 
径 の 府 丸 長径 左右 平均 〕 に 対す る 比 の 値 は , 80, 60, 
90 お よび 120 日 齢 の o. 中 が それぞれ 5.12 
~?7.71, 5.58~Y.45, 5.84~8.08, 6.45 へ ~9.81 倍 で ある 
に 対し , (50 中 49 ) は 8.62~4.97, 8.12~5.19, 


3.88~5.77, 4.64~6.28 倍 で , 同日 齢 に お ける 両 種 の 比 


の 値 に 明らか な 差異 が 認め られ る と いう ぅ うと と は 興味 深い 


と と で ある 。 前 項 で 述べ た よう に , の 面積 
P.o. の それ に 比 し , 紙 し て 大 きい 傾向 を 示し た の は , 
前 者 の 夫 丸 が 後者 の を れ に 比 し , 明らか に 前 後に 長い 特 
徴 を も つて いた と と に よる ふる の と 推察 され る 。 

以上 の 諸事 実 か ら , 附図 110, 113 (以上 80 日 ), 
121, 126 (以上 60 日 齢 )) 128, 181, 185 (以上 E90 


), 142。 145, 148 (以上 120 日 を o. の 定 


的 な また , 附図 154, 161 (以上 30 日 
166, 168 (以上 60 日 齢 ), 178, 180, 187 (以上 90 日 
齢 ), 192。 193, 198C( 以 上 120 日 齢 う を それ ぞ れ PZ 
の 定型 的 な 府 丸 の 形態 で ある と 箇 者 は 考え た い 。 
むす び 

planimeter を 用 い 種 々 な る 日 齢 の 犬 感染 用 o. な ら 
びに の 貝 体面 積 , 面積 (左右 〕) お よび 卵巣 
積 を 測定 し , 次 いで , 加 丸 面積 ( 左 十 右 ) の 貝 体面 積 に 


対す る 百分比 , 卵巣 面積 の 虫 体面 積 と に 対す る 百分比 さき 
ら に , 丸 面 積 (左右 積 , 虫 体 長径 


丸 長 径 (左右 平均 の 値 な ど を 求め , 両 種 の 比較 を 試み 


と れ ら 観察 諸 所 見 の 大 要 は 次 の 通り で ある 。 

(1) 面積 の 体面 積 に 対す る 百分比 は , 30, 
60, 90 お よび 120 日 齢 の 尺 o。 が それ ぞ れ ".Y1, 5.86, 
5.02。4.842% で ある の に 対し , 4 は 10.49, 7.99, 
7.84。6.242% で , の は o。 の それ に 比 し , 
ちか に 大 きい 傾向 が ある 。 

(2) 卵巣 面積 の 貝 体面 積 と に対する 百分比 は , 30, 
60, 90 お よび 120 日 齢 の Po。 が それ ぞ れ 1.84, 2.17, 
1.99, 1.98 で ある の に 対し , 用 4 で は 1.82, 1.95, 
2.05, 1.78 , の は の それ に 比 し , 心 
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持ち 大 きい 傾向 が ある 。 


(8) 卵巣 面積 を 1 と し , それ に 対す る 亭 丸 の 大 き 
・ さ の 比 の 値 を 求め た と こと ころ, 80, 60, 90 お よび 120 日 上 
の PP.o。 が それ ぞ れ 2.26, 1.36, 1.26, 1.11 倍 で ある の 
に 対し , で は 2:91, 2.10, 1.91, 1.77 倍 で ある 。 従 
つて, で は が と 比 し 著しく 大 きい 傾向 が あ 


る 。 
C4) 

の 値 を 求め た と こと ころ, 80, 60, 90 お ょ よび 120 日 齢 の Po. 

が それ ぞ れ 5.98, 6.07, 6.83, 7.46 倍 で あぁ ある の に 対し , 


丸 の 長径 を 1 と し , それ に 対す る 体長 の 比 


で は 4.05, 4.37, 5.02。 5.84 倍 で , の 丸 は 


ム Po. の それ に 比 し , 明らか に 前 後に 長い 傾向 が ある 。 
(5) (1 う (23 う (8 う (4 の 諸 所 見 か ら 
30, 60, 90 お よび 120 日 齢 の 犬 感 染 過 o. と Pi は , 


圧 平 桂 本 と よ ょ つて も 大 体 区 別 す る こと が 可能 で ある と い 


える 。 た だ し , 例外 に 遭 遇 し た 場合 と は 他 の 標 徴 , 例え 


ば 卵 の 形態 ・ 性 質 な ど を 参照 する こと に ょ りう り 区 別 の 目的 


を 達成 する とこ と が で きる 。 


終り た 臨み, 御 指 いた 一 色 四 郎 教 授 , 種々 御 
教示 に 与 つ た 九 大 医学 部 宮崎 一 郎 教授 , 本 学 の 森田 平治 


郎 教 授 , 望月 宏 助 教授 , 野田 亮二 助教 授 , 御 援助 下さ きつ 


た 岡 武 哲学 兄 , 荒川 路 君 に 護 ん で 感謝 の 意 を 捧げ る . 


本 研究 の 要旨 は , 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 (1958- 
5-17, 岐阜 ) な ら び ぴ びに 第 14 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 


大 会 (1958-11-2, 徳島 ) た に 拓 いて 発表 し た . 
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Summary 


The two species of lung-flukes, Paragonimus 
ohirai Miyazaki, 1939 (P, o0.) and P, iloktsuenensis 
Chen, 1940 (P, 1,) are the closely related species, 
Therefore, it has been stated that the differential 
diagnosis is capable in their encysted larvae but 
scarcely in the adults. This is due to the close 
resemblance in their specific characters, such as 
the form and arrangement of the cuticular spines 
and the morphology of the ovary, which are con- 
sidered as the important specific characters, How- 
ever, the other characters, which are to be the 
criterion for distinguishing species, has hitherto 
been insufficiently studied, Thus, it appears 
overhasty to consider that these two species are 
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unable to be distinguished by the above mentioned 
characters alone., 

Consequently, the measurement of the dimensions 
of the body, testes (the right and left) and ovary 
were conducted by the planimeter on the flattened 
specimens (stained with hematoxylin) of the vari- 
ous infective stages of P, o. and P, 1,, which were 
obtained from dogs inoculated with their encysted 
larvae,. Then, the comparisons of the two species 
were done on the basis of the percentages of the 
dimensions of the testes and ovary to the body, 
and the ratios of the testes (the average of the two) 
to the ovary and of the body length to the testes 
length (the average of the two), which results from 
the above mentioned measurements, 
~The summary of these observatians is as follows: 

(1) The percentages of the dimensions of the 
testes to the body are 7.71, 5.86, 5.02 and 4.34 % 
inP,o0. in contrast to 10.49, 7.99, 7.84 and 6.24 % 
in Pz, with the 30, 60, 90 and 120 days old 
worms respectively,. These facts will show that 
the testes are decidedly larger in P. 1, than in P, 0. 

(2) The percentages of the dimensions of the 
ovary to the body are 1.84, 2.17, 1.99 and 1.93 & 
in P, 0. in contrast to 1.82, 1.95, 2.05 and 1.78 % 
in Pz,, with the 30, 60, 90 and 120 days old 
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worms respectively, These facts will suggest that 


the ovary is slightly larger in P. 0. than in P. 4 


(3) The ratios of the dimensions of the testes 
to the single unit of that of the ovary are 2.26, 
1.36, 1.26 and ].11 in Po0. in contrast to 2.91], 
2.10, 1.91 and ],.77 in P. 1,, with the 30, 60, 90 
and 120 days old worms respectively, These facts 
will suggest that the ratio of the testes to the 
ovary is markedly larger in P, 7, than in P, 0. 

(4) The ratios of the body length to the single 
unit of that of the testes are 5.98, 6.07, 6.83 and 
7.46 in P. 0. in contrast to 4.05, 4.37, 5.02 and 
5.34in P, 1,, with the 30, 60, 90 and 120 days old 
worms respectively, These facts will suggest that 
the ratio of the length to the width of the testes 
is larger in P. 1, than in P, 0,. 

(5) From the four items mentioned above, the 
30, 60, 90 and 120 days old worms of P, o0. and 
P. 1,, which were obtained from the inoculated 
dogs, may be able to be distinguished from each 
other even with the flattened specimens. In the 
exceptional cases, however, the other characters, 
such as the morphology and nature of the egg 
etc,, must be referred to, in order to attain the 


object. 


説 明 
と れ ら ちの 図 は すべ て 圧 を より 影 し た 『V の 
の 左 方 は 虫 体 の 前 方 を 意味 し , 図 内 の 数 字 は planime- 177~188 90 日 上 
ter に よる 面積 の 測定 値 を 示し て いる . 189~200 120 日 齢 
附図 I 犬 感染 okraz の の 全 形 附図 V 犬 感染 okiraz の 卵巣 
1 ~13 30 日 201~213 30 日 
14~26 60 日 214~226 60 日 
27~38 90 日 227 ~238 。 90 日 
39~50 120 日 239~250 120 日 
附図 II 犬 感染 zloktsuenensis の の 全 形 VI 犬 感染 zloktsuenensts の 卵巣 
51 ~63 30 日 251~263 30 日 
| 64~76 69 日 264~276 日 
77~88 90 日 277 へ ~288 90 日 
89~100 120 日 289~300 120 日 
附図 NII 犬 感染 用 oraz の 抹 丸 附図 エ の 1, 同 II の 101, 同 V の 201 は 標本 番号 1 
101~11$ 30 日 の ohkirai の 成虫 全 形 よび 卵巣 を 示し , 
114~126 。 60 日 上 I の 51, 同 IV の 151, 同 VI の 251 は 標本 番号 1 の 
127~138 90 日 P, loktsuenensis の 成虫 全 形 , よび 卵巣 を 示し て 
139~150 120 日 いる . 以下 同様 。 
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大 平 肪 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 


と 卵 の 大 さ の 較 , 殊 体 に つい て 


一 色 区 教授 ) 


(2) 
村 保 
大 阪 府立 大 学 学部 学科 病理 学 教 (指導 
(昭和 33 年 11 月 25 日 受領 ) 
特 
まえ が き 


Paragonimus ohirai Miyazaki, 1989 < 以下 と 

記 ) と iloktsuenensis Chen, 1940 (以下 と 
記 ) と は 相互 に 近似 種 で あつ て , 被 電 幼虫 encysted 
metacercaria( 以 下 mc と 略記 ) で は 区 別 で きる が , 成虫 
の 形態 に と にょ る 鑑別 は 殆 ん ど 不 可能 で ある と され て いる 。 
それ は 種 の 区 別 点 と し て 重視 され て いる 皮 隷 の 形態 , 生 
る え 方 , 卵巣 の 形態 な どの 種別 標 徴 が 相互 に 酷似 し て いる 
か ら で あ る 。 従 つて , 選 o。 と Pz4。 の 自然 例 に つい て は 
動物 の 捕獲 地 に mc の 産地 を 結び つけ て , 種 を 決定 す 
る の が 至 当 で ある と 考 えら れ て いる よう で ある 。 し か 
し , と この ょ うな 方 法 で は 時 と し て 種 を 誤認 する 悠 険 性 が 
あぁ り , さら に , 両 種 の mc が 混 楼 し て いる 地方 産 の 自然 
例 た 遭遇 し た ょ よう な 場合 , 同定 に 正確 を 期す る こと が 困 
難 で ある 。 : 

ょ っ つて , 筆者 は mc か ら 出 発し て 実験 的 に 得 た 種々 な 
る 日 齢 の 玉 o。 と Pz, の 種別 標 徴 に 関す る 詳細 な 比較 研 
究 を 企 て た 。 すなわち, 第 1 報 で は 犬 感染 体 に つき 
と 卵巣 の 大 さ の 関係 を 特に 比較 検討 し と 
は 圧 平 標本 と ょ っ つて 大 体 区 別 す る と こと が 可能 で ある と 述 
べた が , 貝 齢 な ら び に 宿主 と よる 変異 の 有無 を 確 め て お 
く と と る も 極め て 重要 で ある と 信じ , 今回 は 種々 な る 日 炎 
の 白骨 感 染 虫 体 に つい て 前 回 同様 の 比較 を 試み た 。 そ の 

TAMOTSU TOMIMURA: The comparative stu- 

dies on the specific characters between the two 

species of lung-flukes, Paragonimus ohirai Miya- 

zaki, 1939 and P, iloktsuenensis Chen, 1940. (2) 

The comparisons of the size of the testes and 

ovary, with special reference to the worms from 

the inoculated white rats (Department of Veter- 
inary Science, College of Agriculture, University 
of Osaka Prefecture, Sakai, Osaka, Japan) 


結果 , と 卵 の 比 の 値 お よび 府 の 形態 に は 両 種 
に 若干 の 相 早 が ある の を 見 極め る こと が で きた の で , こ 
と に それら 観察 諸 所 見 の 大 要 を 記載 し て 御 参 考 に 供し た 
いと 思う ぅ 。 
材料 と 方 法 

兵庫 県 円 山川 産 の mc と 大 阪 府 新 産 の 
mc の 一 定数 (前 者 は 25 ご , 後者 は Sd の 肝臓 8 匹 分 ) 
を 各 8 頭 , 都合 16 頭 の 180 g 内 外 う 試食 感 せ レ 
め , 感染 後 15 日 目 ,20 日 目 , 25 日 目 と 65 日 目 ま で , 期 日 を 作 
つて 1 頭 づ っ クロ ロホ 麻酔 致 死 検 し , 15,20,25, 
80, 85, 45, 55 お よび 65 日 齢 の と を 作成 し 
た 。 と 2 種 の 肺 吸虫 に お ける と 卵 大 き さ に 
つい て の 比較 研究 に は, 常に 厚 さ の 一 定 し た 標本 を 作成 
し , 実験 た 供する の が 最も 理 相 的 で あろ うぅ が, 実際 問題 
と し て , と これ は 技術 上 極め て 困難 で あぁ る 。 よ ょ っ つて , 筆者 は 
以下 に 述べ る よう な 方 法 に より , 各 日 齢 の 戸 o. と PE. 
を 全く 同一 条件 下 で 圧 加 固 定 し , で きる だ け 注 意 深く 標 
本 を 作成 する こと に ょ よ ょ つて 本 研究 の 目的 を 達成 し 得 た 。 
すなわち , 試験 白 腹腔 乃至 肝 組 織 内 (15~25 日 
胸腔 内 (80 日 齢 ) お よび 肺 臓 に 形成 され た (35 
65 日 齢 ) な ど よ り 食 塩水 (0.852%, 88°C) 中 に 取り 出し 
た 貝 体 を 2 枚 の 載 物 硝子 間 に 兵 ん で 圧 平 する 場合 , 虫 体 
の 両端 に は 常に 一 定 の 厚 さ の 紙片 図書 整理 カー ド , 刃 
株式 会 社 を 挿入 し , ゴム パンド を 用 い 紙 を で 
きる だ け 強 く 縛 りつ けた 。 か よう に し て 挿入 紙片 と 略 司 
等 の 厚 さ に 圧 平 され た 虫 体 は , た だ ち に Schaudinn 氏 . 
液 中 に 浸漬 し て 固定 , hematoxylin 単 染色 を 施し た 後 , 
法 の ょ うに 脱水 , バル サム を 行い 標本 と - 
し た 。 な お , 上 述 の 紙片 は 虫 体 の 発育 程度 に よ ょ つて その 
枚数 を 加減 し た 。 すなわち, 380 日 齢 の も の で は 両端 に そ を 
れ ぞ れ 1 枚 宛 の 紙片 を 挿入 する に すぎ な か つた が , 55 晶 
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お ける 


に お ける と 同様 , o., 相互 の 比較 を 


と 卵 
均 グ 


比較 し た 。 こ れ と 並 


長径 x 幅 径 < 周知 の ょ うぅ うに, と の 大 


と の 実測 値 
さ の 示し 方 は 中 虫 類 の 圧 平 標本 と ょ る 記載 ! 


(4 回 の 平均 値 ) を それ ぞ れ の 拡大 倍率 で 除 し , 
の 
(左右 平均 x (左右 平均 卵巣 の 長径 


し て は , 
値 を 求め て , planimeter 測定 


る 


虫 体 ・ ・ 卵 の 面積 を 測定 する 


先ず , micrometer 


: れ の 長径 お よ 
る 実測 値 の 10, 


れ 100, 10.000 
1.9, 


planimeter 


お け 


レ /Co 


虫 体長 径 長径 
- 求 


+ 


丸 (左右 平均 の 値 3 


の 形態 3 


丸 面 積 (左右 平均 〕 
測 値 , planimeter な 


に より それ 


肺 吸虫 の 種類 日 齢 , 計測 


} に 卵巣 面積 の 体 積 
数 虫 体 ・ (左右 う ・ 卵 長径 (前 後 


よる 体 ・ (左右 う ・ 卵 


巣 の 面積 の 測定 値 な ど を 一 括 し て 示せ ば 第 1 表 
お ょ よび 第 2 表 の 通り で ある 。 


z 
と 


を 
(左右 平均 )。 


換算 
各 日 齢 の と に つい 
比較 ! 


虫 体面 積 の 比較 


お ける 貝 体面 積 Cplanimeter に よ ょ る) 


の 平均 値 (第 2 表 ) は それ 


び 40.000 倍 に 拡大 され 


な お ぉ お, 参 


り 8 者 の 面積 を 測定 ! 
長径 


(1) 
15, 20, 5, 80, 35, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 


び 幅 径 を 計測 し た 上 , 虫 体 の 全 形 写真 な ら び 


・ 卵 の 鏡 写 真 を 撮影 し た 。 引 伸 機 を 
用 い , 体 ・ ・ 卵 各 1 辺 (長径 幅 


100 ぉ お よび 200 倍 に な る ょ うう 拡 大 し た 後 (と の 


場合 , 和仁 上 3 者 の 面積 は それ 


齢 の も の で は 2 枚 宛 を 重ね て 挿入 し じ た 。 次 に , 


径 ) が 上 述 の micrometer に よ 

実際 の 面積 ! 

積 ( 左 十 右 な ら 

・ 卵 の 各 面 積 を る 算定 し , 
比較 研究 に 用 い ; 

と 径 (左右 径 の 


+ 

行 し 

5.3, 


卵巣 面積 の 値 
巣 の 大 き さ の 関係 を 相互 k 
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昭和 34 年 8 月 (1959)] 


第 2 表 白 感染 ohiraz と sloktsuenensis に 3 ける 体 ・ ・ 卵 の 面積 の 値 


虫 体 


卵 


左 


最大 最小 平均 


最大 


最小 


平均 


5.5 3.6 
10.5 5.7 8.2 
16.8 9.0 12.1 
11.6 8.3 10.3 
36.5 17.0 23.9 
29.5 16.8 21.0 
34.0 21.4 28.1 
37.2 20.8 26.4 
34.6 21.9 28.0 
39.5 23.3 32.0 


0.049 
0.064 
0.168 
0.212 
0.230 
0.421] 
0.403 
0.746 
0.516 
0.689 
0.768 
1.250 
1.154 
1.487 
1.222 
2.927 


0.017 
0.020 
0.061 
0.042 
0.118 
0.142 
0.280 
0.328 
0.271 
0.375 
0.523 
0.618 
0.695 
0.915 
0.565 
0.942 


0.032 
0.033 
0.095 
0.108 
0.188 
0.305 
0.337 
0.489 
0.406 
0.557 
0.679 
0.920 
0.916 
1.056 
0.968 
1.569 


3.25 2.09 2.67_ 
3.60 1.35 2.57 
7.20 4.80 5.84 
7.03 3.38 4.71 
9.66 5.76 7.37 
10.34 7.20 8.24 
14.82 9.24 12.19 
15.34 11.27 12.76 
23.36 13.57 18.23 
16.50 11.44 14.70 
46.64 23.40 32.26 
43.35 23.46 29.17 
48.00 27.54 36.74 
50.00 22.01 34.75 
45.12 30.60 37.91 
57.20 32.30 44.60 


X 


6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
7 
7 
7 
7 


0.08 
0.17 
0.26 
0.45 
0.37 
0.93 
0.75 
1.23 
1.05 
1.48 
1.59 
2.10 
2.48 
2.26 
2.43 
4.02 


0.02 
0.03 
0.08 
0.10 
0.18 
0.18 
0.44 
0.59 
0.38 
0.64 
0.84 
0.92 
1.31 
1.14 
0.81 
1.50 


0.05 
0.05 
0.15 
0.20 
0.31 
0.57 
0.62 
0.93 
0.72 
1.02 
1.23 
1.50 
1.93 
1.86 
1.74 
2.61 


方 の それ は 2.0; 8.8。 5.9, 9.2, 10.8, 21.0, 
26.4, 82.0 mm? で , 両 種 間 に は 若干 の 差異 が 認め られ 
る 。 すなわち , 15, 25, 80, 65 日 齢 に お いて は 4 の 
虫 体面 積 の それ ょ り 若 大 きく , と これ に 反し , 
20, 85, 45, 55 日 齢 に お いて は の 体面 積 が 
の それ を 多少 と も 上 て いる 。 な お , 
長径 メ x 幅 径 に ょ る 面積 (第 2 表 ) も 上 人 述 の planimeter 


に ょ る 測定 値 と 略 同 様 の 傾向 を 示し て いる 。 


(2) 面積 の 比較 

各 日 齢 の と の 面積 (planimeter に よ 
る )〕 は 第 1 図 に 示し た 通り で ある 。 上 図示 の よう ぅ に, 5, 
20, 25, 80, 85,45,55 お よび 65 日 齢 に お ける の 
積 ( 左 十 右 の 平 均 は それ ぞ れ 0.062 ( 0.082 
~ 0.098, 以下 これ に う 0:196 0.126~ 0.293), 
0.370 0.235~ 0.437 ), 0.668 0.601~ 0.750), 
0.926 C 0.649~ 1.297), 1:898 ( 1.125~ 1.828); 


0.050 0.015 0.030 0.026 0.010 0.015 
0.064 0.016 0.028 0.018 0.010 0.014 
0.125 0.065 0.106 0.129 0.035 0.067 
0.183 0.036 0.096 0.051 0.015 0.029 
0.236 0.117 0.181 0.094 J.053 0.079 
0.451 0.187 0.307 -0.147 0.054 0.089 | 
0.394 0.281 0.325 0.227 0.117 0.144 
0.567 0.287 0.415 0.324 0.085 0.172 | 
0.781 0.378 0.520 0.365 0.195 0.264 5 
0.781 0.439 0.587 0.351 0.107 0.222 1 
0.940 0.600 0.713 0.664 0.318 0.466 
1.100 0.799 0.945 0.652 0.370 0.452 4 
1.295 0.772 1.003 0.606 0.464 0.520 
1.633 0.900 1.152 0.585 0.394 0.451 
1.247 0.670 0.963 0.778 0.473 0.643 
2.020 1.170 1.381 0.786 0.437 0.582 
0.10 0.02 0.05 0.03 0.01 0.02 
Pi, 0.12 0.02 0.06 0.03 0.01 0.02 
20 {Po. 0.36 0.09 0.18 0.21 0.04 0.10 
0.31 0,05 0.14 0.07 0.02 0.04 | 
0.49 0.15 0.30 0.17 0.07 0.13 
Pi, 0.67 0.29 0.53 0.24 0,.07 0.16 
so {0 0.78 0.44 0.62 0.40 0.15 0.26 
Pi, 1.09 0.43 0.78 0.49 0.16 0.26 1 
1.47 0.66 0.98 0.62 0.34 0.44 
Pi, 1.70 0.65 1.00 0.45 0.15 0.35 
ee 1.72 0.95 1.34 1.27 0.52 0.86 1 
Pi, 1.96 1.22 1.42 1.46 0.50 0.83 4 
124 1.27 0.80 0.98 
Pi, 2.99 1.56 2.09 0.94 0.67 0.79 
3.18 1.08 1.74 1.59~ 0:82 
Pi, 3.21 1.82 2.79 1.62 0.60 1.10 
| 
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第 1 白 感染 ohirai と iloktsuenensis 
の 農 丸 面積 の 比較 (planimeter に ょ る 測定 値 ) 


1.919 ( 1.648~ 2.249), 1.982 ( 1.420~ 2.462) 
一方, は 0.075 ( 0.088~ 0.128), 0.204 
( 0.078~ 0.395), 0.612 ( 0.835~ 0.816), 0.905 
(0.615~ 1.818), 1.145 0.814~ 1.446), 1.866 
(1.535~ 2.385), 2.208 ( 1.864~ 8.120), 2.950 
( 2.127~ 4.882) mm? を 示し , 15 へ ~20 日 齢 で は 同日 
齢 に お ける 両 種 の 平均 値 に 差 異 が 認め られ な い 。 が , 25 
へ 65 日 齢 で は や や 願 著 な 差異 が 認め られ る 。 す な わ ち , 
各 日 齢 (15~20 日 齢 を 除く に お いて , は に 
比 し 加 丸 面積 の 大 きい も の が 多い 傾向 が ある (附図 ョ ~ 
WV).。 

と れ を 左右 別に と 見 る と , 15, 20, 25, 80, 85, 45, 55 
お ちょび 65 日 齢 に お ける 左 面積 Cplanimeter に よ ょ る) 
の 平均 値 (第 2 表 ) は , Po. 0.082, 0.095, 0.188, 
0.337, 0.406, 0.679, 0.916, 0.968 mm?, 4 は 
0.088, 0.108, 0.305, 0.489, 0.557, 0.920, 
1.056, 1.569mm?, また , 右 面 積 は 0.030, 
0:181, 0:925, 0:530, 1.008; 
0.968 mm’, Pz, は 0.038, 0.096, 0.807, 0.415, 
0.587, 0.945, 1.152, 1.881mm? で ,- 各 日 C15 
~20 日 齢 を 除く に お いて , の 左右 の 面 積 は 
Po.。 の それ に 比 し 明らか に 大 きい 傾向 を 示し て いる 。 
が , も と 同様 , 左右 両 面積 相互 間 に は 
明 な 差異 が 認め られ な い 。 な お , 長径 X 幅 径 に よる 面積 
(第 2 表 ) は 上 述 の planimeter に よ ょ る 測定 値 と 略 同様 
の 傾向 を 示し て いる 。 

(8) 卵巣 面積 の 比較 

15, 20, 25, 830, 35, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 0。 に 
お ける 卵巣 面積 (planimeter に よ ょ る ) の 平均 値 ( 第 2 
表 ) は それ ぞ れ 0.015, 0.067, 0.079, 0.144, 0.264, 
0.466, 0.520, 0.648mm*, 一 方 , 4 の それ は 0.014, 
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0.029, 0.089, 0.172, 0.222, 0.452, 0.451, 0.582 
mm* で , 周 者 間 に は 若干 の 差異 が 認め られ る 。 す な わ ね わ 
ち , 各 日 (2580 日 を 除く に お いて , の 
巣 面積 は さ 到 4 に 比 し 心持ち 大 きい 傾向 が ある (附図 V~ 
WU) う 。 な お , 長径 X 幅 径 に よ ょ る 面積 (第 2 表 ) も 上 述 @ 
planimeter に ょ よる 測定 値 と 略 同様 の 傾向 を 示し て いる 。 


に , 上 述 の 体 ・ (左右 ・ 巣 の 面積 の 測定 
値 ( 第 2 表 ) を も と に し て , 両 後 者 の 前 者 た 対す る 百 分 
比 、 さら に , 面積 (左右 平均 〕 卵 巣 面積 の 値 を 求 
め と お ける と 卵巣 の 大 き さ を 相互 に 
比較 し た 。 以 下 そ の 成績 と つい て 述べ る 。 


lee , ep 
s ーー 


第 2 図 ohirai と P, iloktsuenensis 
の 丘 丸 面積 ( 左 十 右 ) の 貝 体面 積 た 対す る 百分比 の 
比較 (planimeter にょ る 測定 値 ) 


(4) 亭 刃 面積 の 虫 体面 積 と に 対す る 百分比 の 比較 

各 日 齢 の と に お ける 面積 ( 左 十 右 ) 
の 貝 体面 積 と 対す る 百分比 は 第 2 図 と 示し た 通り で あ 
る 。 図 示 の よう に , 15, 20,*25, 80, 85, 45, 55 お よび 
65 日 齢 に お ける o. の 丸 面 積 は 体面 積 の それぞれ 
3.09 ( 2.00~4.65, 以下 これ に ,4.66 (8.12~ 
7.51),7.80 (4.60~8.15), 8.28 (7.02~ 10.54), 7.57 
(6.52~8.10), 6.11 (4.28~7.81), 6.99 (5.02~8.16), 
6.89 (5.29~7.89) 一 方 , の それ は 8.67 (2.86 
~6.09), 5.79 (8.25~7.90), 10.08 (6.88~ 13.18), 
9.79(6.84~ 12.66), 10.92C(8.47~ 12.46),9.00 (7.12 
~ 11.67), 8.59 (5.55~ 10.68),9.15 (6.57~ 11.04 
2 を 示し , 同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 (15~20 日 齢 を 
除く )〕 に は や や ゃ 顕著 な 差異 が 認め ちら れる 。 すなわち , 
Pz. に お ける 加 丸 面積 の 虫 体面 積 と 対す る 百分比 は 
P.o. の それ に 比 し , 明らか に 大 きい 傾向 が あぁ る (た だ 
し , 各 日 齢 に お いて 若干 の 例外 ぁ り )。 

(5) 卵巣 面積 の 虫 体面 積 と 対す る 百分比 の 比較 


(30 ) 


| | 
| | 
1 
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各 日 齢 の と に お ける 卵巣 面積 の 虫 体 面積 
に 対す る 百分比 (最大 ・ 最 小 ・ 平 均 〕 は 第 8 図 に 示し た 通 
り で ある 。 上 図示 の よう に , 15, 20, 25。 380, 85,45,55 お 
ょ び 65 日 齢 の 用 o。。 に お ける 卵巣 面積 は 虫 体 面積 の それ 
ぞ れ 0.78( 0.50~1.80, 以下 とこ と れ に うう , 1.57 (0.63 
~8.30), 1.48 (1.17~1.84), 1.95 (1.42~2.28), 2.15 
(1.98~2.88), 1.99 C1.58~2.52), 1.85(1.58~2.08), 
2.46 (2.08~38.24) 一 方 , の それ は 0.72 (0.54 
~0.99), 0.84 (0.62~1.02), 1.47.(1.01~2.87), 1.82 
(0.87~2.72), 2.12 (1.11~3.02), 2.15 (1.77~2.49), 


第 3 図 展 感染 ohirai iloktsuenensis の 
卵巣 面積 の 虫 体面 積 た 対す る 百分比 の 比較 (plani- 
meter に ょ る 値 ) 


1.75 (1.86~2.04),1.88 (1.41~2.51) を 示し , 同日 
齢 に お ける 両 種 の 平均 値 に は 若干 の 差異 が 認め られ る 。 
すなわち , 45 日 以外 は の 卵巣 面積 の 百分比 が 
を 心持ち 上 て いる 。 

(6) 面積 (左右 平均 〕 卵 巣 面積 の 値 の 比較 

各 日 齢 の と に お ける 面 積 の 面積 
に 対す る 比 の 値 は 第 4 図 (左右 平均 お よび 第 5 図 ( 左 
右 別 ) に 示し た 通り で ある 。 以 下 と れ を planimeter に 


i) planimeter に こよ ょ る 測定 値 の 比較 
第 4 図 に 示し た よう に , 15, 20,. 25, 890,. 85,;. 45, 55 
お よび 65 日 齢 の に お ける 面 積 左右 平均 〕 は 


(‘31 ) 


~ 


第 4 図 感染 okirai iloktsuenensis 
の (左右 平均 ) の 卵巣 面積 た 対す る 比 の 
の 比較 (planimeter に ょ る 測定 値 ) 


卵巣 面積 の それぞれ 2.05( 1.22~2.61, 以下 これ に 
う 3),1.64 (1.183~2.45), 2.86 (1.75~8.25),2.15 (1,64 
~2.72), 1.75 (1.65~2.00), 1.52 (1.84~1.97), 1.85 
(1.58~2.22),1.50 (1.29~1.79) 倍 , 一 方 , 玉 4 の そ 
れ は 2.61 (1.65~38.55), 38.83 (2.60~3.97),8.52 (2.49 
~4.85), 2.85 (2.02~38.62), 2.78 (1.98~8.80), 2.08 
(1.74~2.57), 2.44 (2.05~2.88), 2.54 (1.99~8.91) 
倍 を 示し , 同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は や や ゃ や 顕 閉 な 
差異 が 認め られ る 。 すなわち , 肥 4 の 回 丸 面 積 は 卵巣 面 
積 に と 比 し 及 o. の それ より も 明らか に 大 きい 傾向 が ある 。 

と れ を 左右 別に 見 る と (第 5 図 ), 15, 20, 25, 80, 85, 
45, 55 よび 65 日 齢 の に お ける 左 面積 は 
面積 の それ ぞ れ 2.14, 1.52, 2.46, 2.18, 1.58, 1.49, 
1.78, 1.50 倍 , 玉 , の それ は 2.58, 3.58, 8.52, 83.08, 
2.71, 2.04, 2.84, 2.69 倍 一 方 , 右 面積 は Po. 
1.97, 1.77, 2.26, 2.11, 1.96, 1.55, 1.98。 1:50 倍 , 
PP の それ は 2.69, 3.18, 8.52, 2.88, 2.84, 2.12, 
2.54, 2.88 倍 を 示し , 各 日 齢 に お いて , 有 Pz。 の 左右 両論 
刃 積 は 面積 と 比 し , の それ より 明らか に 大 き 
い 傾 向 が ある 。 し か し , も と 同様 , 左右 
刃 面 積 相 互 間 に は 有意 の 差 が 認め られ な いよ うぅ で ある 。 
長径 メ 幅 径 ょ る 測定 値 の 比較 

第 5 図 に 示し た よう に , 15, 20, 25, 30, 35, 45, 55 
お ょ び 65 日 齢 の に お ける 面積 (左右 平均 〕 は 
卵巣 面積 の それ ぞ れ 2.24( 左 2.22 右 ,2.26), 1.87( 左 1.70, 
右 1.97), 2.48 ( 左 2.62, 右 2.85), 2.49 ( 左 2.44, 右 2.55), 
1.92 ( 左 1.68, 右 2.21 う , 1.54 ( 左 1.50, 右 1.59), 1.99 
( 左 1.98, 右 2.04 う , 1.58 ( 左 1.50, 右 1.64) 倍 , また , 
4. の それ は 2.60 ( 左 2.62, 右 2.58),8.52 ( 左 4.24, 右 
2.80), 8.68 ( 左 8.79, 右 8.58),8.87 ( 左 3.63, 右 3.12), 
8.11 ( 左 3.22, 右 8.00 う , 1.99 ( 左 1.88, 右 2.10), 2.49 
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( 左 2.36, 右 2.68), 2. 


63 ( 左 2.54, 右 2.73) 


倍 で , 上 述 の planim- 


eter に よる 測定 値 の 
比較 と 同 様 , 各 日 
に お いて , の 
面積 は 卵巣 面積 に 比 
し , 0o. の それ ょ より 明 


ら か に 大 きい 傾向 が 


ある 。 


次 に , 体 と の 


長径 お び 幅 径 計測 
値 < 第 1 表 ) を も と に a 


し て , 貝 体長 径 
長径 x 左右 平均 ), 虫 体 
幅 径 (左右 対す る 比 の 値 の 比較 
平均 さ ら に , 長径 (左右 平均 幅 径 (左右 平 
均 の 値 を 求め , と に お ける の 長径 な ら び 
に 幅 径 を 相互 と 比較 し た 。 以 下 そ の 成績 と つい て 述べ る 。 
(て) 体長 径 ノノ 長径 (左右 平均 う の 値 の 比較 
各 日 齢 の と に お ける 体長 径 の 丸 長径 
に 対す る 比 の 値 は 第 6 図 に 示し た 通り で ある 。 上 図示 の よ 
うに , 15, 20, 25, 80, 85, 45,。 55 お よび 65 日 齢 の 選 o. 
に お ける 体長 径 は 長径 の それ ぞ れ 8.66 ( 
~10.75, 以下 これ に ), 6.95 (5.18~8.49), 6.06 
(4.61~8.29), 5.59 (4.88~6.41), 5.61 (4.75~6.387), 
6.17 (4.62~7.71), 5.87 (4.42~6.57), 7.19 (5.48~ 
10.82) 倍 。 一 方 , の それ は 7.59 (4.89~ 10.06), 
6.28 C4.96~7.79), 4.19 (8.49~4.68), 4.48 (4.11~ 
5.15), 4.43 (83.49~5.27), 4.68 (3.97~5.60), 4.84 
(83.78~4.76), 4.64 (4.18~5.78) 倍 で , 同日 齢 に お け 


° 
ee 
te 
*。 


の 貝 体長 径 の 皇 丸 長径 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 
値 の 比較 


(32 ) 


図 感染 okirai と gloktsuenensis の 左右 両 面積 の 面積 た 


る 両者 の 平均 値 (15~20 日 齢 を 除く ) に は や や 顕著 な 差異 
が 認め られ る 。 すなわち , の 形態 は 4 の 方 が 
に 比 し 明らか に 前 後に 長い 傾向 が ある (附図 I~IM)。 
(8) 体 幅 径 幅 径 (左右 平均 の 値 の 比較 
各 日 齢 の と に お ける 貝 体 径 の 
に 対す る 比 の 値 は 第 7 図 に 示し た 通り で ある 。 図 示 の よ 
に , 15, 20, 25, 80, 85, 45。 55 お よび 65 日 齢 の 選 o. 
に お ける 貝 体 径 は 幅 それ ぞ れ 6.87 ( 


Rohirei £ lortsuenensis 
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図 感染 ohirai と P, iloktsuenensis 
の 貝 体 幅 径 の 皇 丸 幅 径 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 
値 の 比較 
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へ 10.08, 以下 これ に 修 うう , 5.54 (8.61~6.66), 4.20 
(3.66~4.97),8.58 (2.87~4.24), 4.01 (3.62~4.46), 
4.18 (3.65~4.92), 8.77 (2.82~4.48), 83.26 (2.21~ 
4.47) 倍 ,。 ま た, 選 の それ は 5.70 (3.76~7.08),5.28 
(3.60~6.14), 4.05 C2.88~6.42), 8.61 C2.54~5.74), 
83.58 (8.28~3.94), 4.14 (3.86~5.75), 4.10 (3.36~ 
4.96),8.85 (8.07~4.71) 倍 を 示し , 同日 齢 に お ける 両 
者 の 平均 値 に は 若干 の 差異 が 認め られ る 。 すなわち , 
15, 20, 25, 85 日 o。 では, この 比 の 値 が 
ょ りや や 大 きく ,。 と れ に 反し , 80, 45, 55, 65 日 内 で は 
Pi4。 の 比 の 値 が 戸 o。。 よ りや や 大 きい 傾向 が ある (30, 
45, 55 お よび 65 日 齢 に お ける o. の は に 比 
し , 心持ち 左右 に 長い 傾向 が ある) 。 

(9) 長径 (左右 平均 幅 径 (左右 平均 

の 値 の 比較 

各 齢 の と に お ける 長径 の 同 幅 径 に 
対す る 比 の 値 は 第 8 図 に 示し た 通り で ある 。 図示 の よう 
に , 15, 20, 25, 80, 85, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 選 o. 
に お ける の 長径 は 同 幅 それ ぞ れ 1.52 ( 有 1.30 
へ ~1.86, 以下 これ に う ), 1.59- (1.07~2.12), 1.48 
(1.29~1.76), 1.42 (1.21~1.81), 1.52 (1.08~1.86), 
1.59 (1.20~2.14), 1.48 (1.00~1.74), 0.98 (0.51~ 
1.33) 倍 また , の それ は 1.56 (1.81~2.02), 1.69 
(1.31~2.09), 2.01 (1.17~8.21), 1.75 (1.18~2.67), 
1.79 (1.82~2.48), 1.81 (1.46~2.68), 1.95 (1.74~ 
2.84),1.86 (1.40~2.50) 倍 で , 同日 お ける 両者 の 
平均 値 (15~20 日 齢 を 除く )〕) に は 若干 の 差異 が 認め られ 
る 。 すなわち , Pz。 の 亭 丸 の 長 径 は 幅 径 に 比 し , Po. 
の それ より 大 きい 傾向 が あぁ る 。 


oo 
45. 
、 
t 


図 展 感染 okirai & P, iloktsuenensis 
の 皇 丸 長径 (左右 平均 ) の 同 幅 径 (左右 平均 ) に 
対す る 比 の 値 の 比較 
考 
(1) う 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 関係 
15 ~65 日 齢 の お よび それ ぞ れ 50 コ っ 都 合 


(.33 ) 
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100 個 体 に つい て , 面積 《 左 十 右 の 体面 積 に 

する 百分比 な ら び に 卵巣 面積 の 虫 体面 積 と 対す る 百分比 
を 求め , これら の 性 質 に ょ る 両 種 の 比較 を 試み た と と 
ろ , 面積 の 比 に お いて は , の 値 が より 若 

王 大 きい 傾向 が あり , これ に 反し , 卵巣 面積 の 虫 体面 積 

に 対す る 比 と に お いて は , の 値 が より 心持ち 大 
きい 向 が られ た 。 ょ つて , 面積 (左右 平均 
卵巣 面積 の 値 を 求め 両 種 の 比較 を 試み る と , その 差 が 一 
層 に な り , 比 の 値 は z。 の 方 が に 比 し 明 ら 
か に 大 きい 傾向 を 示し て いる 。 

今 , 種 問 (15~20 齢 を 除く に 有意 
が 認め られ た 面積 ( 左 右 の 体面 積 に 対す る 分 
比 お よび 面積 (左右 平均 面積 の 値 を 一 括 し て 
示せ ば , 第 8 表 の 通り で ある 。 表示 の ょ うぅ うに, 少数 の 例外 
(Po. と 近似 値 の また , と 似 値 の を 除 
く 大 多数 例 に お ける 宮 丸 面積 の 虫 体 面積 た 対す る 百分比 
は , 25, 80, 85, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 選 .o.(38= 中 36 ご ) 
が それ ぞ れ 4.60~8.15,7.02~8.84, 6.52~8.10, 4.28~ 
6.74, 5.02~8.16, 5.29~7.89% で ある の に 対し , Pz 
(88 中 38 コ ) は 9.87~ 13.18, 8.98~ 12.66, 
12.46, 7.12~ 11.67, 8.36~ 10.68, 7.89~ 11.04%, 
同 面積 の 積 と 対す る 比 の 値 は , 25, 80, 35, 
45, 55 お よび 65 日 齢 の o. (38 コ ) が 1.75~ 
2.45, 1.64~2.81, 1.65~2.00, 1.84~1.54, 1.58~ 
2.09, 1.29~1.79 倍 ご ある の に 対し , (38 ご 中 88 ) 
は 2.88~4.85, 2.38~8.62, 2.05~8.80, 1.74~2.57; 
2.27~2.88, 1.99~8.91 倍 で , 同日 齢 に お ける 両 種 の 比 

の 値 に Nas 3 認め られ た 。 す な わ ち , 上 人 述 の 
よう に , 各 日 齢 に お いて 少数 の 例外 が 認め られ る と は い 
え , と の 両 種 は 面積 左 十 右 ) の 体面 
積 対す る 百分比 。 さらに, 面積 左右 平均 〕 ノ 
巣 面積 の 値 に お いて ,。 や や 顕著 な 差異 が ある と いう ぅ 事実 

を 知る こと が で きた 。 : 

な お , 長径 Xx 幅 ょ る 積 (左右 平均 〕 
面積 の 値 あ , 上 述 の planimeter に よる 測定 値 と 略 同様 
es 個々 の 比 の 値 を 仔細 に 検討 する と , 

に は 両者 間 に 若 干 の 差異 が 見 られ る も の も ある 。 従 
つて , と これ に より 丸 と 卵 大 き さ の 大 体 の 関係 が 
い 得 て も , 失 丸 ・ 卵 巣 両 面積 の 真 の 関係 を 究明 し た と と 
に な ら な い の は いう まで も な い 。 

(2) 丸 の 形 

各 日 齢 に お ける o. と の の 形態 は 
お よび 了 M に 示し た 通り で あり , 戸 o. の 思 丸 は 概して 前 後 


| 
P.0, 
.0. 
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第 3 表 感染 ohirat と gloktsuenensis の 相 暴 ( 丸 と 卵 大 き さ の 比較 に にょ る ) 
面積 (左右 平均 )/ 面積 ( 倍 ) 虫 体長 径 / 丸 長径 (左右 平均 ) ( ) 
平均 全 例 大 多数 例 平均 全 例 大 多数 例 平均 全 例 大 多数 例 


7.30 4.60~ 8.15 4.60~ 8.15 2.36 1.75~3.25 1.75~2.45 6.06 4.37~8.29 5.23~8.29 
P.1, 10.08 6.83~13.13 9.87~13.13 3.52 2.49~4.85 2.83~4.85 4.19 3.49~4.68 3.49~4.68 
Po. 8.23 7.02~10,54 7.02~ 8.84 2.15 1.64~2.72 1.64~2.31 5.59 4.88~6.41 5.31~6.41 
Pi 9.79 6.34~12.66 8.93~12.66 2.85 2.02~3.62 2.33~3.62 4.48 4.11~5.51 4.11~5.15. 
7.57 6.52~ 8.10 6.52~ 8.10 1.75 1.65~2.00 1.65~2.00 5.61 4.75~6.37 5.42~6.37 
Pi, 10.92 8.47~12.46 8.47~12.46 2.78 1.98~3.80 2.05~3.80 4.43 3.49~5.27 3.49~5.27 
45( 0. 6.11 4.28~ 7.81 4.28~ 6.74 1.52 1.34~1.97 1.34~1.54 6.17 4.62~7.71 6.09~7.71 
Pi 9.00 7.12~11.67 7.12~11.67 2.08 1.74~2.57 1.74~2.57 4.68 3.97~5.60 3.97~5.60 
6.99 5.02~ 8.16 5.02~ 8.16 1.85 1.53~2.22 1.53~2.09 5.37 4.42~6.57 4.85~6.57 
P21, 8.59 5.55~10.68 8.36~10.68 2.44 2.05~2.88 2.27~2.88 4.34 3.73~4.76 3.73~4.76 
6 6.89 5.29~ 7.39 5.29~ 7.39 1.50 1.29~1.79 1.29~1.79 7.19 5.43~10.32 5.43~10.32 
9.15 6.57~11.04 7.89~11.04 2.54 1.99~3.91 1.99~3.91 4.64 4.13~5.78 4.13~4.96 


虫 体面 積 面積 ( 左 右 ) ( ) 


に 短 か く , や や 左右 に 長い 傾向 を 示し , これ に 反し , 者 は 考え た い 。 

の 丸 は に 比 し 明らか に 前 後に 長い 特徴 の あ 
る と と が 認め られ た 。 こ の 所 見 の 裏づけ を せん が た め , 
両 種 の 虫 体 長径 の 思 丸 長径 (左右 平均 〕 に 対す る 比 の 値 の 
比較 を 試み た が , を の 成績 あま た の は の 
それ に 比 し 明らか に 前 後に 長い 傾向 を 示し , と の 特徴 を 


うに , 少 数 の 例外 と 近似 値 の また 面 積 (左右 平均 〕 卵 積 , 体 長径 


P.o.) が ある に せよ ょ , 大 多数 例 (左右 平均 の 値 な ど を 求め , 両 種 の 比較 を 試み 
長径 の 記 刃 長径 (左右 平均 〕 に 対す る 比 の 値 は , 25, 30, な 


planimeter を 用 い 種 々 な る 日 の 白 染 な 

Pz の 体面 積 , 丸 積 (左右 お ょ よび 
積 を 測定 し , 次 いで , 加 丸 面積 ( 左 十 右 ) の 貝 体面 積 に 
対す る 百分比 卵 の 虫 体面 積 対す る 百分比 。 


835, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 選 .o. (88 っ 中 82 コ ) が それ ぞ 
れ 5.28~8.29, 5.81~6.41, 5.42~6.87, 6.09~7.71, 
4.85 へ ~6.75, 5.48~10.32 倍 で ご ある に 対し , (88 
中 87 ご =) は 3.49~4.68, 4.11~5.15, 3.49~5.27, 8.97 
奈 積 の 比 の 値 に 明らか な 差異 が 認め られ る と いう こと と は 
興味 深い こと で ある 。 前 項 で も 述べ た よう に , 選 .4 の 宮 
丸 面 積 が 0。 の それ に 比 し , 概して 大 き い 傾 向 を 示し 
た の は , 前 者 の 所 丸 が 後者 の それ に 比 し , 明らか に 前 後 
に 長い 特徴 を を ぁ もつ て いた こと こと に よる あの と 推察 され る 。 
以上 の 諸事 実 か ら , 附図 の 116, 118 (以上 25 日 
120, 121 (以上 30 日 129, 130 (以上 85 日 133 
136 (以上 45 日 140, 143 て 以上 55 日 147, 150 
(以上 65 日 齢 ) を の 定型 的 な , また , 附図 IV 
の 165, 168 (以上 25 日 1783, 174 (以上 30 日 ), 
175, 179 (以上 35 日 , 182,。 185 (以上 45 日 ), 
187, 190, 192 (以上 55 日 齢 ), 197, 200 (以上 65 晶 
) を それ ぞ れ の 定型 的 な の 形 胡 ある と 


(34 ) 


と れ ら 観 宗 諸 所 見 の 大 要 は 次 の 通り で ある 。 

(1) 面積 の 体 首 と 対す る 百分比 は , 25, 
830, 835, 45, 55 お よび 65 日 齢 の PP.o。 が それ ぞ れ 7.80, 
8.28, 7.57, 6.11, 6.99, 6.89% で ある の に 対し , P44 
で は 10.08, 9.79, 10.92, 9.00, 8.59, 9.15 で , P4 
の 所 丸 は 戸 o。 の それ に 比 し , 明らか に 大 きい 傾向 が あ 
る 。 

(2) 卵 梨 面積 の 虫 体 面積 た 対す る 百分比 は , 25, 
830, 35, 45, 55 お よび 65 日 齢 の PP.o。 が それ ぞ れ 1.48, 
1.95, 2.15, 1.99, 1.85,2.46 で ある の に 対し , 
は 1.47, 1.82, 2:12, 2:15, て, の 
巣 は 用 の それ に 比 し , 心持ち 大 きい 傾向 が ある 。 

卵 を 1 とし, それ に 対す る の 大 き 
さ の 比 の 値 を 求め た と と ろ , 25, 80, 85, 45, 55 お よび 
65 日 の が を れ 2.86, 2.15, 1.75, 1.52, 
1.85, 1.50 倍 で ご ある の 対し, で は 8.52, 2.85, 
2.78, 2.08, 2.44。 2.54 倍 で ある 。 従 つて , Pj。 で は 乃 
丸 が 卵巣 と 比 し 著しく 大 きい 傾向 が ある 。 
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(4) 可 丸 の 長径 を 1 と し , それ に 対す る 体長 の 比 
の 値 を 求め た と と ころ, 25, 80, 85, 45, 55 お よび 65 日 鍋 
の PP.o。 が を それぞれ 6.06, 5.59, 5.61, 6.17, 5.37, 
7.19 倍 で ある の に 対し , 選 4 で は 4.19, 4.48, 4.48, 
4.68。 4.84, 4.64 倍 で , の は の それ に 比 
し , 明らか に 前 後に 長い 傾向 が あぁ る 。 

(5) 衝 上 (1 う (2 う (8 う (4) う の 諸 所 見 か ら , 
25, 30, 85, 45, 55 お よび 65 日 齢 の 染 と 
Pi は , 圧 平 標本 と ょ つて も 大 体 区 別 す る こと が 可能 で 
あぁ ある と いえ る 。 た だ し , 例外 に 遭遇 し た 場合 と は 他 の 標 
徴 , 例え ば 卵 の 形態 ・ 性 質 な ど を 参照 する こと に ょ うり 区 . 
別 の 目的 を 達成 する と こと が で きる 。 


終り に 臨み , 御 指導 項 い た 一 色 於 種々 御 
教示 に 与 つ た 九 大 医学 部 宮崎 一 郎 教 授 , 本 学 の 森田 平治 
郎 教授 , 望月 宏 助 教授 , 野田 亮二 助教 授 , 御 援助 下さ つ 
た 岡 武 哲学 兄 , 荒川 に で 感謝 の 意 を 捧げ る . 
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Summary 


The comparisons of the dimensions between the 
testes and ovary were done with the flattened spe- 
Cimens of the various infective stages of the two 
species of lung-flukes, Paragonimus ohirai (P. o.) 
and P, loktsuenensis (P. t.), which were obtained 
from white rats inoculated with their encysted lar- 
vae, The differential diagnosis which is based on 
the results thus obtained was studied, and the sum- 
mary is as follows ; 

(1) The percentages of the dimensions of the 
testes to the body are 7.30, 8.23, 7.57, 6.11, 6.99 
and 6.89% in PR. 0. in contrast to 10.08, 9.79, 
10.92, 9.00, 8.59 and 9.15% with the 25, 
30, 35, 45, 55 and 65 days old worms, respectively, 
These facts will suggest that the testes are deci- 
dedly larger in P. 1, than in P. 

(2) The percentages of the dimensions of the 
ovary to the body are 1.48, 1.95, 2,15, 1.99, 1.85 
and 2.46% in P. 0. in contrast to 1.47, 1.82, 2,12, 


例 
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(35 ) ] 


2.15, 1.75 and 1.83% in PP. 1., with the 25, 30, 35, 
45, 55 and 65 days old worms respectively. These 
facts will show that the ovary is slightly larger 
inPo.thanin 有 

(3) The ratios of the dimensions of the testes 
to the single unit of that of the ovary are 2.36, 
2.15, 1.75, 1.52, 1.85 and 1.50 in P, 0. in contrast 
to 3.52, 2.85, 2.78, 2.08, 2.44 and 2.54 in Pt, 
with 25, 30, 35, 45, 55 and 65 days old worms 
respectively, These facts will suggest that the 
ratio of the testes to the ovary is markedly larger 
thanin 

(4) The ratios of the body length to the single 
unit of that of the testes are 6.06, 5.59, 5.61, 6.17, 
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5.37 and 7.19 in P, 0o. in contrast to 4.19, 4.48, 
4.43, 4.68, 4.34 and 4.64 in P, 2., with the 25, 30, 
35, 45, 55 and 65 days old worms respectively, 
These facts will suggest that the ratio of the length 
to the width of the testes is larger in P. 72. than 

(5) From the four items mentioned above, the 
25, 30, 35, 45, 55 and 65 days old worms of P, 0. 
and P, 2., which were obatined from the inoculated 
white rats, may be able to be distinguished from 
each other even with the flattened specimens, In 
the exceptional cases, however, the other characters, 
such as the morphology and nature of the egg etc., 
must be referred to, in order to attain the object, 


図 版 説 明 


と れ ら の 図 は すべ て 圧 平 標本 を 背面 より 撮影 し た 写真 
を も と に し て 描か れ を た (本 六 の 材料 と 方 法 の 項 参 照 ) 。 図 
の 左 方 は 忠 体 の 前 方 を 意味 し , 図 内 の 数 字 は planimeter 
に ょ る 面積 の 測定 値 を 示し て いる 。 


附図 I 感染 の の 全 形 
1~6 15 日 7~12 20 日 

13~18 25 日 19~24 30 日 
25~30 35 日 31~36 45 日 
37~43 55 日 44~50 65 日 

II 折 感染 gloktsuenensis の 全 和 形 
51~56 15 日 57~62 20 日 
63~68 25 日 69~74 30 日 
75~80 35 日 81~86 45 日 
87~93 55 日 94~100 65 日 

附図 III 感染 okrai の 丸 
101~106 15 日 107~112 20 日 
113~118 25 日 119~124 30 日 
125~130 35 日 131~136 45 日 
137 ~143 55 日 144~150 65 日 


附図 IV 感染 zloktsuenensrs の 丸 
151~156 15 日 157~162 20 日 
163~168 25 日 169~174 30 日 
175~180 35 日 181~186 45 日 
187~193 55 日 194~200 65 日 

附図 V 感染 の 卵巣 
201~206 15 日 207 ~212 20 日 上 
213~218 25 日 219~224 30 日 
225~230 35 日 231~236 45 日 
237 ~243 55 日 244~250 65 日 


附図 VI 感染 loktsuenensis の 卵巣 


251~256 15 日 齢 。 257~262 20 日 
263~268 25 日 。 269~274 30 日 
275~280 35 日 281~286 45 日 
287~293 55 日 齢 294~300 65 日 


附図 エ の 1, 同 III の 101, 同 V の 201 は 標本 番号 1 
の P. okirai の 成虫 全 形 , よび 卵 示し , 附図 
II の 51, 同 IV の 151, 同 VI の 251 は 標本 番号 1 の 
zloktsuenensis の 成虫 全 形 よび を 示し て 
いる 。 以 下 同 様 。 
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まえ が き 


Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939 (以下 0。 と 
略記 ) と P sloktsuenensis Chen, 1940 (以下 4. と 
略記 ) と は 相互 に 近似 種 で あつ て , 被 概 幼虫 encyted 
metacercaria (以下 mc と 略記 ) で は 区 別 で きる が , 成 
虫 の 形態 に よる 鑑別 は 殆ど 不可 能 で ある と され て い 
る 。 それ は 種 の 区別 点 と し て 重視 され て いる 皮 走 の 形 
態 , 生え 方 , 卵巣 の 形態 な どの 種別 標 徴 が 相互 に 酷似 レ 
て いる か ら で あ る 。 

と こと ろ が , 分 類 上 の 規準 と な る べき 他 の 諸 標 徴 に つい 
て は , 従来 。 未 検討 の 部 分 が 多く , 従 つ て 。 上 述 の 標 微 
の み に ょ つて 両 種 の 区 別 が 困難 で ある と する の は 早計 の 
ょ よう で ある 。 

ょ つて , 筆者 は mc か ら 出 発し て 実験 的 に 得 た 種々 な 
る 日 齢 の 0. と PP.4. の 種別 標 徴 に 関す る 詳細 な 比較 研 
究 を 企 て た 。 すなわち , 第 1 報 で は 犬 感染 虫 体 に つき , 
また , 第 2 報 で は 白 染 虫 体 に つい て と 卵巣 の 
大 き さ の 関係 を 特に 比較 検討 し , 戸 o. と Pj は 圧 平 標 
本 に ょ つて る を 大 体 区 別 する こ ど が 可能 で ある と 述べ た 
が , 宿主 と よる 変異 の 有無 を 確 め て お く と と も きわ め て 
重要 で ある と 信じ , 今回 は 種々 な る 日 齢 の 猫 感 染 虫 体 に 

TAMOTSU TOMIMURA: The comparative stu- 

dies on the specific characters between the two 

species of lung-flukes, Paragonimus ohirai Miya- 

zaki, 1939 and P, sloktsuwenensis Chen, 1940. (3) 

The comparisons of the size of the testes and 

ovary, with special reference to the worms from 

the inoculated cats (Department of Veterinary 

Science, College of Agriculture, University of 

Osaka Prefecture, Sakai, Osaka, Japan) 


保 


大 阪 府立 大 学 学部 医学 科 病 理学 教 (指導 色 於 教授 ) 
(昭和 33 年 11 月 25 日 受領 ) 
別掲 載 


つい て 前 回 同様 の 比較 を 試み た 。 そ の 結果 , と 
の 大 き さ の 比 の 値 お ょ び 加 丸 の 形態 に は 両 種 間 に 若 干 の 
相 景 が ある の を 見 極め る こと が で きた の で , と と 率 それ 
ら 観 察 諸 所 見 の 大 要 を 記載 し て 御 参 考 に 供 し た いと 黒 . 


う 。 


材料 と 方 法 


兵庫 県 円 山川 産 の mc と 大 阪 府 新 淀川 産 
の mc の 一 定数 (前 者 は 50=, 後者 は クロ ベン ケイ S$Se-. 
sarma dehaani の 肝臓 15 匹 分 〉 を 各 2 頭 , 都 合 4 頭 の 成 
猫 (3kg 内 外 ) に 試食 感染 せしめ , 感染 後 1 ヵ 月 , 2 
カ月 と 月 を 追 つ て 1 頭 づ つっ クロ ロホ ルム 麻酔 致死 剤 検 - 
し 80 お ょ び 60 日 齢 の と を 作成 し た 。 こ と これ ら 
2 種 の 肺 吸虫 に お ける 詞 丸 と 卵巣 の 大 き さ に つい て の 比 : 
載 研究 に と は, 常に 厚 さ の 一 定 し た 標本 を 作成 し , 実験 に 
供する の が 最も 理想 的 で あろ うぅ が, 実際 問題 と し て , と 
れ は 技術 上 極め て 困難 で ある 。 よ っ つて, 筆者 は 以下 に 信 : 
べ る よう な 方 法 に より , 各 日 の . と を 全く 
一 条件 下 で 加 圧 固定 し , で きる だ け 注 意 深く 標本 を 作成 : 
する こと と に よ つ て 本 研究 の 目的 を 達成 し 得 た 。 す な わ - 
ち , 試験 猫 の 胸腔 内 (30 日 齢 ) ある い は 肺 職 に 形成 され 
た 内 (60 日 齢 ) より 食塩 水 (0.85 38°C9 中 に 
り 出 し た 虫 体 を 2 枚 の 載 物 硝子 間 に 挟 ん で 圧 平 する 場 : 
合 , 虫 体 の 両端 に は 常に 一 定 の 厚 さ の 紙片 (図書 整理 カ 
ー ド , 丸善 株 式 会 福 製 ) を 挿入 し , ゴム バン ド を 用 い 紙 
片 部 を で きる だ け 強 く 細 りつ けた 。 か よう に し て 挿入 紙 
片 と 略 同 等 の 厚 さ に 圧 平 され た 虫 体 は ,。 た だ ち に Schau-- 
dinn 氏 液 中 に 浸漬 し て 固定 , hematoxylin 単 染 色 を 施 
し た 後 法 の うに 脱水 パル サム 封入 を 行い 永 - 
次 標本 と し た 。 な お , 上 述 の 紙片 は 虫 体 の 発育 程度 に よ 


一 色 於 記 


本 研究 の 一 部 は 省 科学 研究 ( 肺 吸虫 研究 の 助 を 受け た 。 と こと 附 記 し て 謝意 を 表し ます 。 


4 

吸虫 と 小型 大 吸虫 の 種別 標 の 比較 研究 

(3) 卵 大 きき の , 殊 に 猫 体 に つい て 

| 

| 
(43 ) 


496 


つて その 枚数 を 加減 し た 。 すなわち , 830 日 齢 の る の で は 
両端 に それ ぞ れ 1 枚 宛 の 紙片 を 挿入 する に すぎ な か つた 
が , 60 日 齢 の も の で は 2 枚 宛 を 重ね て 挿入 し た 。 
つぎ に , 貝 体 ・ 誤 丸 ・ 卵 巣 の 面積 を 測定 する に 際 し て 
は , 先ず , micrometer に より それ ぞ れ の 長径 お ょ び 幅 
径 を 計測 し た 上 , 貝 体 の 全 形 写真 な ら び に 杏 丸 ・ 卵 巣 の 
顕 微 鏡 写 真 を 撮影 し た 。 引 伸 機 を 用 い , 虫 体 ・ 塵 丸 ・ 卵 
巣 の 各 1 辺 (長径 乃至 幅 径 ) が 上 述 の micrometer に よ 
る 実測 値 の 10, 100 お ょ よび 200 倍 に な る ょ う 拡 大 し た 後 
(この 場合 人 上 3 者 の 面積 は それ ぞ れ 100, 10,000, お 
ょ び 40,000 倍 に 拡大 され る ), planimeter に ょ り 綾 上 
8 者 の 面積 を 測定 し た 。 と の 実測 値 (4 回 の 平均 値 〕 を 
それ ぞ れ の 拡大 倍率 で 除 し , 実際 の 面積 と 換算 し た 。 
各 日 齢 の と に つい て は , 面積 ( 十 右 
な ら び ぴ びに 卵巣 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 。 さらに , 
面積 (左右 平均 卵 積 の 値 を 求め て , 両者 に お 
ける 塵 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 関係 を 相互 に 比較 し た 。 と これ 
と 並行 し て , 長径 X 幅 径 (周知 の ょ うに , と この 大 き さ の 
示し 方 は 吸虫 類 の 圧 平 標本 に と ょ る 記載 に 共 し , 普通 に 用 
いら れる 方 法 で ある ) に よる 貝 体 ・ 塵 丸 ・ 卵 巣 の 各 面 積 
を も 算定 し , 丸 の 長 径 (左右 平均 径 (左右 平均 
卵巣 の 長径 値 を 求め て , planimeter 測定 
値 に お ける と 同様 , 相互 の 比較 を 試み た 。 な 
お , 参考 と し て 体長 長径 (左右 ま 
, 長径 (左右 平均 丸 幅 径 (左右 平均 〕 の 値 を 
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求め , 両 種 に お ける 牽 丸 の 形態 を 比較 し た 。 


比較 研究 に 用 いた 肺 吸虫 の 種類 , 日 齢 , 計測 数 , 虫 体 ・ 
丸 (左右 う ・ 卵 の 長径 (前 後 径 と 幅 径 (左右 
の 計測 値 , planimeter な ら び に 長径 X 幅 径 に よる 虫 体 ・ 
塵 丸 (左右 う ・ 卵 巣 の 面積 の 測定 値 な ど を 一 括 し て 示せ 
ば 第 1 表 お よび 第 2 表 の 通り で ある 。 

体面 積 の 比較 

30 お ょ 60 日 齢 の に お ける 貝 積 Cplanime- 
ter に よる ) の 平均 値 ( 第 2 表 ) は それ ぞ れ 6.6, 22.6 mm?, 
一 方 ,。 戸 , の それ は 6.2, 20.1 mm? で 各 日 齢 に お いて , 
P.o。 の 貝 体面 積 は 玉 4 に 比 し 心持ち 大 きい 傾向 が ある 
(附図 ユー う 。 な お , 長 公 幅 よる 面積 (第 2 表 ) 
も 上 述 の planimeter に ょ る 測定 値 と 略 同 様 の 傾向 を 示 
し で て いる 。 

(2) 面積 の 比較 

各 日 の と の 面積 Cplanimeter に 
る ) は 第 1 図 に 示し た 通り で ある 。 図示 の よう に ,。 30 お 
ょ び 60 日 齢 に お ける 0. の 誤 刃 面積 ( 左 十 右 ) の 平均 
値 は それ ぞ れ 0.391 ( 0.240 ~0.550, 以 下 こ れ に 
う ), 1.896 (0.945 ~1.745 mm?, 一 方 , は 0.641 
(0.8370 ~0.8835 ), 1.699 (1.190 ~2.820 mm? で , 
日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は や や 顕著 な 差異 が 認め ら 
れる 。 すなわち , 各 日 齢 に お いて は に 比 し 


第 1 表 感 okirai と gloktsuenensis の 体 ・ ・ 卵 の 長径 な ちび に 幅 径 の 計測 値 


30 P.0. 15 5.4 3.4 4.2 1.9 1.00- 0:92. 
15 4.2 2.4 1.6 2.0 673 ‘84 
.60 { P,0. 14 9.3 6.8 5.0 3.1 3.9 
14 9,.7 6.5 4.3 3.0 3.5 
30 Pe,. 15 0,95 0,.40 0.69 0,80 0.32 0,.51 0,65 0.,28 0.48:.0,50_ 0.25 
単位 =mm 
(44) 


\ 


(1959)] 


昭和 34 年 8 月 


第 2 表 猫 感 okirai と sloktsuenensis の 体 ・ ・ 卵 の の 測定 


計 
測 齢 種 右 
法 数 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 最小 平均 
go { Po. 15 9.3 4.6 6.6 0.270 0.130 0.191 0.300 0.110 0.200 0.187 0.042 0.101 
E Pi 15 8.5 4.0 6.2 0.405 0.170 0.298 0.445 0.200 0.343 0.137 0.045 0.085 
8 80 (5% 14 32.4 15.8 22.6 0.880 0.490 0.670 1.085 0.455 0.727 0.790 0.281 0.478 
1.190 0.540 0.842 1.160 0.555 0.856 0.695 0.257 0.370 
長 30 15 12,96. 9.27 0:38 0.16 0.3¢ 0407 
60 14 46.00 21.76 831.20-'1.600 1.18 2.15 1.28 
Pi 14 40.74 19.50 28.01 2.31 0.96 1.53 2.52 0.98 1.58 1.09 0:34 
単位 =mm* 
次 に 上 述 の 虫 体 ・ 丸 (左右 ・ 卵 の 面積 の 
3 i 定 値 (第 2 表 ) を も と に し て , 両 後者 の 前 者 に 対す る 百 


| 


第 1 okirai と P, iloktsuenensis の 
皇 丸 面積 の 比較 (planimeter に よ ょ る 測定 値 ) 


加 丸 面積 の 大 きい も の が 多い 傾向 が ある (附図 『~IM)。 

と れ を 左右 別に 見 る と , 80 お よび 60 日 齢 に お ける 左 可 
刃 面積 Cplanimeter に よ ょ る う の 平均 値 ( 第 2 表 ) は , 
P.0. 0.191, 0.670 mm?, は 0.298, 0.842 mm?, 
また, 右 思 面積 は o. 0.200, 0.727 mm は 
0.343, 0.856 mm? で , 各 日 齢 に お いて , 到 4 の 左右 両 
の 面積 は の それ に 比 し , 明らか に 大 きい 傾向 
を 示し て いる 。 が , も と 同様 , 左右 両 丸 面 
積 相互 間 に は 有意 の 差 が 認め られ な い 。 な お , 長 筆 X 幅 
径 に ょ る 面積 (第 2 表 ) は 上 述 の planimeter に よる 泊 
定 値 と 略 同 様 の 傾向 を 示し て いる 。 

(8) 卵巣 面積 の 比較 

30 お ょ び 60 日 齢 の 戸 o。 に お ける 卵巣 面積 Cplanime- 
ter に よ ょ る) の 平均 値 ( 第 3 表 ) は それ ぞ れ 0.101, 0.478 
mm?, 一 方 , 及 4, の それ は 0.085, 0.870 mm? で , 各 日 
に お いて , の 卵巣 面積 は に 比 し , 心持ち 大 


きい 傾向 が あぁ る (附図 VーW)。 な お , 長径 X に よ 
る 面積 の 測定 値 は 第 2 表 に 示し た 通り で, 上 述 の plani- 
meter に ょ る 測定 値 と 略 同様 の 傾向 を 示し て いる 。 ; 


(45 ) 


分 比 さ ら に , 面積 左右 平均 ズ 卵巣 面積 の 値 を 求 
め , と に お ける と 卵巣 の 大 き さ を 相互 に 
比較 し た 。 以 下 そ の 成績 に つい て 述べ る 。 
(4) 整 丸 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 の 比較 
各 日 の と に お ける 面積 右 ) の 
虫 体面 積 に 対す る 百分比 は 第 2 図 に 示し た 通り で ある 。 


§ 


第 2 図 感 ohirai iloktsuenensis の 
( 左 十 右 ) の 体面 積 た 対す る 百分比 の 比較 
(planimeter に ょ る 測定 値 ) 


図示 の ょ うに, 830 お ょ び 60 日 齢 に お る の 面積 
は 体面 積 の それ ぞ れ 5.85 ( 4.28~7.66, 以下 これ 
に ), 6.80 (4.43~7.72) 一 方 , の それ は 
10.26 (7.82~ 11.81), 8.57 (6.88~ 10.44 う を 示し , 
同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は や や 顕著 な 差異 が 認め 
られ る 。 すなわち , 用 4 に お ける 亭 丸 面積 の 虫 体面 積 に 
対す る 百分比 は 戸 o。 の それ に 比 し , 明らか に 大 きい 傾 
向 が ある (た だ し , 60 日 齢 に お いて 少数 の 例外 あり )。 

(5) 卵巣 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 の 比較 

各 日 齢 の と に お ける 卵巣 面積 の 体面 積 に 
対す る 百分比 (最大 ・ 最 小 ・ 平 均 〕 は 第 8 図 に 示し た 通 


体 ・ 
体 ・ 
nime- 
mm’, 
: あ る 
表 ) 
] を 示 
830 お 
平均 
, に 
. 比 し レ ee oo 
0.47 
0.51 
1.00 
0.91 
平均 
0.33 
0.32 
0.76 
0.68 
| | 
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P iloktssenersis 


第 3 図 ohirai と P, iloktsuenensis の 
卵巣 面積 の 虫 体面 積 た 対す る 百分比 の 比較 (plani- 
meter に よる 値 ) 


り で ある 。 図示 の よう に , 80 お よび 60 日 齢 の 玉 o。 に お 
ける 卵巣 面積 は 虫 体面 積 の それ ぞ れ 1.48 ( 有 層 庭 0.75~ 
2,42。 以下 これ に 仔 うう , 2.11 1.50~2.64)2%, 一 方 , 

の それ は 1.86 (0.96~1.86), 1.84 (1.41~2.42)% 
を 示し , 各 日 に お いて の 卵巣 面積 の 百分比 が 


・ を 心持ち 上 て いる 。 


pene 
ee 


図 感 ohirai と iloktsuenensis の 
還 丸 面積 (左右 平均 ) の 卵 混 面積 た 対す る 比 の 値 の 比 
(planimeter に ょ る 測定 値 ) 
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(6) (左右 平均 卵 面積 の 値 の 比較 

各 日 齢 の と に お ける 面積 の 卵巣 面積 
に 対す る 比 の 値 は 第 4 図 (左右 平均 うお よび 第 5 図 ( 左 
右 別 ) に 示し た 通り で ある 。 以下 と れ を planimeter に 
ょ よる 成績 と 長径 X 幅 径 に よる 成績 の 2 つ に 分 け て 記載 す 
る と と と 

i)、planimeter に よる 測定 値 の 比較 

第 4 図 に 示し た ょ うに, 80 お よび 60 日 齢 の 戸 o。 に お 
ける 面積 (左右 平均 〕 は 卵 の それ ぞ れ 2.04 
( 1.46~3.05, 以下 と これ に ), 1.51 (1.08~2.19) 
倍 , 一 方 , 4 の それ は 8.86 (2.53~5.22), 2.36 (1.66~ 
8.26) 倍 を 示し , 同日 齢 に お ける 両者 の 平均 値 に は や も ゃ 
顕著 な 差異 が 認め られ る 。 すなわち , の 面積 は 
卵巣 面積 に と 比 し 玉 ,o。。 の それ より も 明らか に 大 きい 傾向 
が ある 。 

と れ を 左右 別に 見 る と (第 5 図 ), 80 お ょ よび 60 日 齢 の 
P.o.。 に お ける 左 架 丸 面積 は 卵巣 面積 の それ ぞ れ 2.08, 
1.45 倍 , の それ は 8.58, 2.83 倍 , 一 方 , 右 面積 
は 2.05, 1.56 倍 の それ は 4.14, 2.40 倍 を 示 
し , 各 日 に お いて , の 両 丸 面積 は 卵 
に 比 し , P.o. の それ より 明らか に 大 きい 傾向 が ある 。 し レ 
か し , o. も と 同様 左右 面積 相互 間 に は 
有意 の 差 が 認め られ な い 。 

i 長径 幅 径 に よる 測定 値 の 比較 

第 5 図 に 示し た よう に , 8380 お よび 60 日 の に お 
ける 面積 (左右 平均 は 卵 の それ ぞ れ 2.18 
( 左 2.22, 右 2.15), 1.66 ( 左 1.57, 右 1.75) 倍 ,。 まな た; 
4 の それ は 4.09 ( 左 3.88, 右 4.34 う , 2.50 ( 左 2.49, 
右 2,51) 倍 で , 上 述 の planimeter に よる 測定 値 の 比較 

と 略 同様 , 各 日 齢 に お いて 


P shirai Piloktsuenensis P chirai 


Py の 丸 面積 は 
に 比 し , 0 の それ より も 


P iloktsuenensis 


明らか に 大 きい 傾向 が あ 


る 。 


次 に , 体 と 丸 の 長 


お よび 幅 径 の 計測 値 (第 1 
表 ) を も と に し て , 貝 体長 
径 長径 (左右 平均 ), 


第 5 図 ohzrai と zloktsuenensis の 両 面積 の 卵巣 


面積 た 対す る 比 の 値 の 比較 


虫 体 幅 径 (左右 
平均 。 さ ら に , 丸 長径 
(左右 平均 丸 幅 径 ( 
右 平 均 ) の 値 を 求め , P.@. 


P ohirei | 
3 
| | 
{ 
H 
i i | 
TL TL H 
3 30 TR 30 TR 
| 
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と に お ける の 長径 な ら に 幅 相互 に 比較 


・ し た 。 以下 その 成績 に つい て 述べ る 。 


(7) 体長 径 ノ 長径 (左右 平均 の 値 の 比較 
各 日 齢 の 玉 0。 と 4 に お ける 貝 体長 径 の 亭 丸 長径 に 
対す る 比 の 値 は 第 6 図 に 示し た 通り で ある 。 図示 の よう 


AAA 
vV 


com 


dohtsuenensis 


第 6 図 感 染 ohirai と P, iloktsuenensis 
の 貝 体長 径 の 畠 丸 長径 (左右 平均 ) に 対す る 比 の 
値 の 比較 


に , お よび 60 日 齢 の に お ける 体長 径 は 長 
径 の それ ぞ れ 6.82 ( 4.77~8.88, 以下 これ に 人 ), 
6.77 (5.58~ 11.88) 倍 , 一 方 , 過 4 の それ は 4.22 (3.54 
へ 4.99), 4.69 (4.05~5.47) 倍 で , 同日 齢 に お ける 両 
者 の 平均 値 に は や や ゃ や 如 著 な 差異 が 認め られ る 。 す な わ 
ち , の 形態 は の 方 が に 比 し , 明らか に 前 
後に 長い 傾向 が ある (附図 WV)。 

(8) 体 幅 幅 径 (左右 平均 ) の 値 の 比較 

日 齢 の と に お ける 体 幅 径 の 丸 幅 径 に 
対す る 比 の 値 は 第 7 図 に 示し た 通り で ある 。 図示 の よう 
に , 80 お よび 60 日 齢 の に お ける 貝 体 は 幅 
径 の それ ぞ れ 4.64 ( 2.68~6.56, 以下 これ に ), 
4.08 (2.99~5.92) 倍 。 また, の それ は 383.94 (38.06 
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へ ~4.94), 4.05 (2.65~6.41) 倍 を 示し , 各 日 齢 におい 
て , の 丸 は o. に 比 し 心持ち 左右 長い 傾向 が 
ある 。 

(9) 丸 長径 (左右 平均 幅 (左右 平均 ) 
の 値 の 比較 

各 日 の と に お ける 長径 の 同 幅 径 に 対 
する 比 の 値 は 第 8 図 に 示し た 通り で ある 。 図示 の よぅ 
に , 30 お ょ び 60 日 齢 の 戸 o。 に お ける 寧 丸 の 長径 は 同 幅 
径 の それ ぞ れ 1.53 ( 以下 これ に 人 
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第 8 図 染 ohmrai と iloktsuenensis 


の 皇 丸 長径 (左右 平均 ) の 同 幅 筆 (左右 平均 ) に 対 
する 比 の 値 の 比較 


1,29 (0.58~1.97) 倍 一 方 , の それ は 2.05 (1.89 
~2.91), 1.88 (1.88~8.35) 倍 で , 同日 齢 に お ける 両 
者 の 平均 値 に は 若干 の 差異 が 認め らち られ る 。 すなわち , 
の の 長径 は 幅 に 比 し , o。。 の それ より 大 き 
い 傾 向 が あぁ る 。 


と 卵巣 の 大 き さ の 関係 

80~60 日 齢 の お よび それ ぞ れ 29 宛 都 合 58 
個体 に つい て , 亭 丸 面積 (だ 十 右 ) の 貝 体面 積 に 対す る 
百分比 な ら び に 卵巣 面積 の 虫 体 面積 に 対す る 百分比 を 求 
め , と これ ら の 性 質 に よる 両 種 の 比較 を 試み た と こと ろ , 論 
面 積 の 比 と お いて は , の 値 が より 若干 大 き 
い 傾 向 が ぁ り , それ に 反し , 卵巣 面積 の 虫 体面 積 に 対す 
る 比 と お いて は , 戸 o. の 値 が 玉 4 より 心持ち 大 きい 傾 
向 が 認め らち られ た 。 よ つて , 面積 (左右 平均 卵巣 面 
積 の 値 を 求め 両 種 の 比較 を 試み る と , その 差 が 一 層 顕 着 
に な り , 比 の 億 は 4 の 方 が 包 .o。 に 比 し , 明らか に 大 
きい 傾向 を 示し て いる 。 

今 P.0., PP.4。 両 種 間 に 有意 が 認め られ た 
( 左 十 右 の 貝 体面 積 対す る 百分比 ょ び 丸 ( 左 
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第 3 表 感 okirai と zloktsuenensis の 相 暴 ( と 卵巣 の 大 き さ の 比較 に にょ る ) 


\ 


虫 体面 積 / 面積 ( 十 右 ) 
種 
平均 例 大 多数 例 平均 


全 例 大 多数 例 平均 全 例 


大 多数 例 


30 (a 5.85 4.28~ 7.66 4.28~ 7.66 2.04 

Pi. 10.26 7.82~11.81 7.82~11.81 3.86 
60 Cr 6.30 4.43~ 7.72 4.43~ 7.44 1.51 
2.36 


.88~10.44 7.54~10.44 


1.46~3.05 1.46~2.14 6.32 4.77~ 8.38 5.28~ 8.38 
2.53~5.22 2.53~5.22 4.22 3.54~ 4.99 3.54~ 4.99 


1.08~2.19 1.08~1.91 6.77 5.58 へ ~11.88 5.58~11.88 
1.66~3.26 2.05~3.26 4.69 4.05~ 5.47 4.05~ 5.47 


右 平均 〕 ズ 卵巣 面積 の 値 を 一 括 し て 示せ ば 第 8 表 の 通り 
で ある 。 表 示 の ょ うに , 少数 の 例外 ( 玉 o. と 近似 値 の P.z., 
また , 戸 4 と 近似 値 の 玉 o.) を 除く 大 多数 例 に お ける 
面積 の 虫 体面 積 対す る 百分比 は , 80 お ょ び 60 日 
の 選 o.(29 コ 中 27 コ ) が を それぞれ 4.28~7.66, 4.48~ 
7.44%% で ある の に 対し , 到 4 (29 っ 中 27 っ ) は 7,82~ 
11.81, 7.54~ 10.44%, 同 面積 の 卵 対す 
る 比 の 値 は , 30 お ょ び 60 日 齢 の 戸 o. (29 ご 中 25 コ ご) が そ 
れ ぞ れ 1.46~2.14, 1.08~1.91 倍 で ある の に 対し , P4 
(29= 中 26 コ ) は 2.58~5.22, 2.05~8.26 倍 で , 同日 齢 に 
お ぉ ける 両 種 の 比 の 値 に は 明らか な 差異 が 認め られ た 。 す 
な わ ち , 上述 の よう に , 各 日 齢 に お いて 少数 の 例外 が 認め 
られ る と は いえ , と の 両 種 は 面積 ( 左 十 
右 ) の 体面 積 対す る 百分比 さらに , 面積 ( 
右 平均 ズ 卵 の 値 に お いて , や や な 差異 が ある 
と いう ぅ 事実 を 知る こと が で きた 。 

な お , 長径 に ょ る 面積 (左右 平均 卵 
積 の 値 も , 上 述 の planimeter に ょ る 測定 値 と 略 同 様 の 
傾向 を 示し た が , 個々 の 比 の 値 を 仔細 に 検討 する と , な 
か に は 両者 間 に 若 干 の 藩 異 が 見 られ る も の も ある 。 従 つ 
て , これ に ょ り 塁 丸 と 卵巣 の 大 きき さ の 大 体 の 関係 が 覗い 
得 て も , 輸 丸 ・ 卵 巣 両面 積 の 真 の 関係 を 完 明 し た と と に 
な ら な い の は いう まで も な い 。 

(2 う の 形態 

各 日 に お ける o. と の の 形態 は 附図 お 
よび 了 に 示し た 通り で あり , o. の は 概して 前 後に 


短 か く , や や 左右 に 長い 傾向 を 示し , これ に 反し , P.4 の 


寧 丸 は 玉 o. に 比 し 明らか に 前 後に 長い 特徴 の ある と と 
が 認め られ た 。 こ と の 所 見 の 裏づけ を せん が た め , 両 種 の 
虫 体長 径 の 塵 丸 長径 (左右 平均 〕 に 対す る 比 の 値 の 比較 を 
試み た が , その 成績 も また の は の それ に 
比 し 明らか に 前 後に 長い 傾向 を 示し , この 特徴 を 一 層 強 
固 な も の と し て いる 。 すなわち , 第 8 表 に 示し た よう に 
少数 の 例外 (PP.o. と 近似 値 の また , 4 と 近似 値 
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の o.) が ある に せよ , 大 多数 例 に お ける 体長 径 の 
丸 長 径 (左右 平均 に 対す る 比 の 値 は , 30 お ょ び 60 日 齢 
の 選 o. (29= 中 28 コ ) が それ ぞ れ 5.28~8.88, 5.58~ 
11.88 倍 で ある の に 対し 選 4 (29 ご 中 29 コ ) は 8.54~ 
4.99, 4.05~5.47 倍 で 同日 齢 に お ける 両 種 の 比 の 値 に 明 
ら か な 差異 が 認め られ る と いう こと と は 興味 深い こと で あ 
る 。 前項 で も 述べ た よう に , の 面積 が o. の 
それ に 比 し , 概して 大 きい 傾向 を 示し た の は , 前 者 の 加 
丸 が 後者 の を それ に 比 し , 明らか に 前 後に 長い 特徴 を も つ 
て いた と と に ょ る も の と 推 察 され る 。 

以上 の 諸事 実 か ら , 附図 TT の 7, 9 て 以上 80 日 齢 う ,20, 
21, 25, 26 (以上 60 日 齢 ) を o. の 定型 的 な ま 
た , 附図 WV の 5, 14 (以上 80 日 齢 )) 21,。 25, 27。 29 ( 以 
上 60 日 齢 ) を それ ぞ れ 選 4 の 定型 的 な 論 丸 の 形態 で あ 
る と 筆者 は 考え た い 。 


む す 


planimeter を 用 い 種 々 な る 日 齢 の 猫 感染 戸 o。。 な ら び 
に の 体面 積 , 面積 (左右 ) お ょ び 卵巣 面積 
を 測定 し , 次 いで , 塵 丸 面積 ( 左 十 右 ) の 貝 体面 積 に 対 
する 百分比 。 さ ら に , 面積 (左右 平均 卵 面積 , 
虫 体長 / 長径 (左右 平均 の 値 な ど を 求め , 種 
の 比較 を 試み た 。 

と れ ら 観察 諸 所 見 の 大 要 は 次 の 通り で ある 。 

(1) 諦 丸 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 は , 80 お ょ 
び 60 日 齢 の o。。 が それぞれ 5.85。 6.802% で ある の に 対 
し , で は 10.26, 8.5726 で , の は Po 
それ に 比 し , 明らか に 大 きい 傾向 が ある 。 

(2) 卵巣 面積 の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 は , 30 お ょ よ 
び 60 日 齢 の 戸 o。。 が それ ぞ れ 1.48,。2.11% で ある の に 対 
し で は 1:36, 1.84% , の は の 
れ に 比 し , 心持ち 大 きい 傾向 が ある 。 

(8) 卵 を と し , それ に 対す る 丸 の 大 きき さ 
の 比 の 値 を 求め た と と ろ , 80 お よび 60 日 齢 の 選 o。 が そ 
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れ ぞ れ 2.04, 1.51 倍 で ある の に 対し , 選 , で は 38.86, 
2.86 倍 で ある 。 従 つ て で は が 卵巣 に 比 し , 著 
し く 大 きい 傾向 が ある 。 

(4) 牽 丸 の 長径 を 1 と し , それ に 対す る 体長 の 比 の 
値 を 求め た と と ころ, 80 お よび 60 日 齢 の 選 o。 が それ ぞ れ 
6.82。 6.77 倍 で ご ある の に 対し , 選 4 で は 4.22, 4.69 倍 で , 
の 丸 は の それ に 比 し , 明らか に 前 後に 長い 
傾向 が ある 。 

(5) 上 (1 う (て 2 う (C3) (4) の 諸 所 見 か ら , 
30 お ょ び 60 日 齢 の 感 染 と は , 圧 平 標本 に ょ 
っ て も 大体 区 別 す る と と が 可能 で ある と いえ る 。 た だ 
し , 例外 に 偶 し た 場合 は 他 の 徴 , 例 えば の 形 
態 ・ 性 質 な ど を 参照 する こと に より 区 別 の 目的 を 達成 す 


る こと こと が で き る 。 


終り に 臨み , 御 指導 頂い た 一 色 於 殴 四 郎 教 授 , 種々 御 
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治郎 教授 , 望月 宏 助 教授 , 野田 亮二 助教 授 , 御 援助 下さ 
っ た 岡 武 哲学 兄 , 荒川 路 君 に 議 ん で 感謝 の 意 を 捧げ る 。 

本 研究 の 要 引 は , 第 28 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 に 所 い て 
発表 され た 。 
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Summary 


The comparisons of the dimensions between the 
testes and ovary were done with the flattened 
specimens of the various infective stages of the 
two species of lung-flukes, Paragonimus ohirai (P, 
0.) and P, iloktsuenensis (P.,t,), which were obtained 
from cats inoculated with their encysted larvae. 
The differential diagnosis which is based on the 
results thus obtained was studied, and the sum- 
mary is as follows : 

(1) The percentages of the dimensions of the 
testes to the body are 5.85 and 6.30% in Po0. in 
contrast to 10.26 and 8.57% in P.1,, with the 30 
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and 60 days old worms respectively. These facts 
will suggest that the testes are decidedly larger in 
Pz thanin 0,. 

(2) The percentages of the dimensions of' the 
ovary to the body are 1.48 and 2.11% inP. 0. in 
contrast to 1.36 and 1.84% in P. 1.,, with the 30 
and 60 days old worms respectively. These facts 
will show that the ovary is slightly larger in P, 0. 
than in 2 

(3) The ratios of the dimensions of the testes 
to the Single unit of that of the ovary are 2.04 
and 1.51 in P, 0. in contrast to 3.86 and 2.36 in 
P 1,, with 30 and 60 days old worms respectively, 
These facts will suggest that the ratio of the 
testes to the ovary is markedly larger in P, 71, than 
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(4) The ratios of the body length to the single 
unit of that of the testes are 6.32 and 6.77 in P, 0. 
in contrast to 4.22 and 4.69 in P. 1., with the 30 
and 60 days old worms respectively, These facts 
will suggest that the ratio of the length to the 
width of the testes is larger in P. 1, than in P, 0. 

(5) From the four items mentioned above, the 
30 and 60 days old worms of P, 0. and P, 1,, which 
were obtained from the inoculated cats, may be 
able to be distinguished from each other even with 
the flattened specimens, In the exceptional cases, 
however, the other characters, such as the morp- 
phology and nature of the egg etc,, must be refer- 
red to, in order to attain the object, 


説 明 


と れ ら の 図 は すべ て 圧 平 標本 を 背面 より 撮影 し た 写真 1~15 30 日 齢 
を も と に し て 描か れ を た (本 交 の 材料 と 方 法 の 項 参照 ) 。 図 16~29 60 日 齢 
の 左 は 体 の 前 方 を 意味 し , 図 内 の 数 字 は planimeter 附図 V okzrat の 卵巣 
に よる 面積 の 測定 値 を 示し て いる 。 1~15 30 日 具 
附図 I 感染 okzrat の 成虫 の 形 16~29 60 日 
1~15 30 日 附図 VI 感 染 用 loktsuenensis の 
16~29 60 日 1~15 30 日 
附図 感 z7oktsuenensis の の 16~29 60 日 


附 較 I の 1, 同 II の 1, 同 V の 1 は 標本 番号 1 の 
P, ohirai の 成虫 形 , よび 卵巣 を 示し , 附図 
の 1, 同 IV の 1, 同 VI の 1 は 標本 番号 1 の P. ilok- 
tsuenensis の 成虫 形 , 3 よ び 卵巣 を 示し て いる 。 
以下 同様 。 


1~15 30 日 
16~29 60 日 
1~15 30 日 
16~29 60 日 
附図 IV 感染 zloktswenensis の 
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野 


農村 に な ける と 多 症 と の 関係 
(2) _ 多 忠 非 感染 者 の 血色 素 量 よそ の 生活 状態 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 埼玉 県 本 庄 保健 所 


は し が き 


わが 国 の 農村 地区 住民 は , 都市 仁尾 に くら べ , 釣 虫 保有 
率 は 相当 高く , 釣 虫 寄生 に より 農民 の 受け る 障害 も 少な 
く な い 。 と の 障害 に つい て は 次 第 に 明らか に され つく ゞ > あ 
る が (北山 , 1951; 小宮 , 1956 ; 石崎 , 1957; 柳沢 , 
1957), 近 年 研究 の 対象 と し て 取り 上 げ ら れき た いわ ゆる 
農夫 症 に お いて も , この と と が 比較 的 大 き な 問 題 と し て 
考 究 され て きた (日 本 農村 医学 会 , 1955)。 一 方 , 最近 
の 諸 察 の 報告 に よれ ば , 自覚 症状 を 訴え ず , 医師 の 診察 
$ ぁ 受け な い 農 民 で も , これ ら の 人 達 を 検査 する と , 釣 虫 
保有 者 で ある 場合 が 少な く な い (小宮 ら , 1958)。 

また 農民 の 血色 素 量 を 調査 し て みる と , 閥 便 中 に 発見 
され た 多 卵 に 比較 し て , 和 が 高度 に 過ぎ る と 思わ 
れる 場合 にし ば し ば 遭遇 する 。 さ ら に , 葵 便 中 に 釣 虫 九 
を 見 出し 得 な い 農 民 で も , 健康 正常 人 の 血色 素 量 (小宮 
悦 1955) より , これ が 低下 し て いる 場合 が 相当 見 出さ れ 
る (小宮 ・ 石 崎 , 1955 ; 荻野 ,1958)。 こ の こと と 自体 が , 
すでに 色 衆 衛生 上 大 き な 問 題 で ある 。 私 は この 点 に 着目 
し て , 農民 の 釣 虫 感染 以前 の 血色 素 量 の 低下 が , 如何 な 
る 原因 こよ る も の か を 有 追及 する 目的 で , 調査 研究 を 行 
つた た 。 


調査 対 
調査 対象 は , 東京 都 南 多 座 郡 忠生 村 住 民 の 男子 839 名 , 
女子 41 名 た について, 昭和 81 年 10 月 に , また 埼玉 県 本 庄 市 
仁 手 地区 住民 の 男子 81 名 , 女子 106 名 に つい て , 昭和 32 
年 1 月 に 調査 を 行 つ た 。 両 地区 共 , 純 農 耕地 区 で ある 。 
対象 者 は , 年 齢 満 20 歳 以上 60 歳 未満 の 人 達 で いずれ も 
Yoshio OGINO ; The relation between anemia and 
ancylostomiasis in the rural area (2) The environ- 
mental factors relating to hemoglobin contents 
in blood of non-infected cases (Department of 


Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, 
Honjo Health Center, Saitama Prefecture) 


(昭和 33 年 12 月 8 日 受領 ) 


釣 虫 非 感染 者 で ある 。 ま た 調査 は , 地区 住民 の 一 般 健 康 
診断 の 形式 で 行 つ た の で , 対象 者 は , それ ぞ れ の 調査 地 
区 の 虫 非 感 染 者 ( 母 集団 より の , 無 作 為 抽出 と 
考え て よい と 思う 。 


調査 項目 お よび 方 法 


検便 : 厚生 省 衛 生 検査 指針 に る も と づい て , 直接 塗 抹 標 
本 8 枚 お よび 飽和 食塩 水 浮 法 1 枚 に つい て , 
出 を 行 つ た 。 
血色 素 量 : Sahli 氏 法 に 準じ て , 血液 0.02cc を 耳 架 採 
取 し 。 リリ i 規定 塩酸 で 塩酸 ヘマ チン と し , と これ に 蒸溜 水 
を 加え て 全量 5.0cc と し た も の を , Coleman お ょ び 日 立 
光電 光度 計 を 用 いて 計測 し (波長 mz), あらかじめ 
基礎 実験 で 得 た 換算 表 に よ ょ より, 血色素 量 を 算出 し た 。 

網状 赤血球 数 : 耳 殆 採取 し た 血液 を 1 % ブ リラ ント ク 
レ ヂ デー ル 青 で 超 生 体 染 色 , ギ ム ザ 液 で 後 染色 し た 人 共 抹 畠 
本 に つい て , 赤血球 数 1000 中 の 網状 赤血球 数 を 算定 レ 
た 。 

疲労 度 : 午前 10 時 か ら 同 11 時 まで の 間 に ち ら つ き 値 を 
測定 し た 。 あ ら か じ め 被 検 者 に 測定 方 法 を 説明 し , 2 回 
練習 の 後 , 8 回 目 の 測 定 値 を と つた 。 

蛋白 摂取 量 : 調査 期日 前 の 約 1 ヵ月 間 に 摂取 し た 動物 
性 蛋白 質 の うち , 牛乳 , 山羊 乳 , 鶏卵 , 魚肉 , 誤 肉 と つ 
いて 聴取 し , これ か ら 食 品 標 準 成 分 表 に 准 拠 し て , 1 日 
当り 蛋白 摂取 量 を 算出 し た 。 

体格 指数 : 型 の 如く 身長 お よ ょ び 体 重 を 計測 し , この 債 
を 用 い Livi の 指数 (1/ 体 重 kg + 身長 cm Xx 100) を 
算出 し た 。 

睡眠 時 間 : 起 森 時 刻 お ょ び 就 床 時 刻 を 財 取 し て , と これ 
か ら 睡 眠 時 間 を 算出 し た 。 

農耕 時 間 : 実際 に 農耕 に 従事 し て いる 時 間 で , 休 乾 時 
は れ て いな い 

出血 性 疾患 ( 鼻 出 血 , 特 出血 , 月 経過 多 等 ), 神 経 痛 , 
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便 習性 , 妊娠 回 数 : 何れ も 問診 こ ょ り し た 。 

な お , 対象 者 を 満 20 歳 以上 60 歳 未満 を し た の は , 第 1 
報 (荻野 , “1958) に 報告 し た ご と く ,。 こと の 年 齢 間 で は , 
血色 素 量 に 関す る 限り 一 応 等 質 化 そ され て いる と 見 條 し た 
た めで ある 。 


成 


負 虫 非 感染 者 に つい て , 男女 別に 各 調 査 項目 と 血色 素 
量 と の 関係 を みた 。 

網状 赤血球 数 : 忠生 地区 の み を 調査 し た 。 男 子 89 名 中 
網状 赤血球 数 の 最少 は 2 多 , 最多 17% で , 平均 7.02 で 
あつ た 。 血色 素 量 は 最低 11.0 g/dl, 最高 16.5 g/dl で , 平 
均 13.80 g/ldl で あつ た 。 両者 の 相関 々 係 を みる と , その 
有意 性 を 危険 20% 102% の つた 1.320) 
(第 1 図 )。 女子 18 名 ご は , 網状 赤血球 数 は 最少 1 , 最 
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多 16 で , 平均 6.94% で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 10.5 
g/dl, 最高 16.0 g/d1l で , 平均 12.69 g/dl1 で あつ た 。 両者 
の 相関 係 を みる と , その 有意 性 の 危険 60 
の 間 に あつ た (ts 0.582) 。 

睡眠 時 間 : 男子 : 串 生 地区 26 名 で は , 最少 7.0 時 間 , 
最多 9.5 時 間 , 平均 8.34 時 間 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 
11.7 g/dl, 最高 16.5 g/dl, 平均 14.08 g/d1 で あつ た 。 両 
者 の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 率 は , 80 と 20% の 間 に あ 
つた (ts 三 1.305) (第 2 図 ( イ うう 。 仁 手 地 区 64 名 で は , 
最少 6 時 間 , 最多 11 時 間 , 平均 9.85 時 間 で あつ た 。 血色 
素 量 は 最低 10.0 g/dl, 最高 16.0 g/dl, 平均 12.9 g/d1l で あ 
つた 。 両者 の 相関 の 有意 性 の , 40 と 30% 
の に あつ た (t。 ニー 0.955)。 

女子 : 忠生 地区 88 名 で は , 最少 6 時 間 , 最多 9.5 時 間 , 
平均 7.29 時 間 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 最高 
15.2 g/dl, 平均 12.18 g/dl で ぁ つ た 。 両者 の 相関 係 
の 有意 性 の は , 40% と 3830% の つた (t: 
0.902 ) う 。 仁 手 地 区 85 名 で は , 最少 6.5 時 間 , 最多 11 了 時 
間 , 平均 8.66 時 間 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 
最高 15.4 g/dl, 平均 12.00 g/ldl で あつ た 。 両者 の 相関 
係 の 有意 性 の は , 2 と 1 の 間にあっ つた (ts 
2.540 ) (第 2 図 Cr )。 

農耕 時 間 : 男子 : 吊 生 地区 25 名 で は , 最少 時 間 , 最 
多 12 時 間 , 平均 9.50 時 間 で あつ た 。 血 色素 量 は 最低 11.7 
g/dl, 最高 16.5 g/dl, 平均 14.06 g/d1l で あぁ つた 。 両者 の 
相関 え 係 の 有意 性 の 危険 率 は 50 と 40% の 間 に あ つ た 
(t。 三 ー 0.?10 う 。 仁 手 地区 40 名 で は , 最少 5.5 時 間 , 最 
多 11 時 間 , 平均 7.20 時 間 で あつ た 。 血 色素 量 は 最低 10.0 
gldl, 最高 16.0 g/dl, 平均 18.24 g/dl で あつ た 。 両者 の 
相関 々 係 の 有意 性 の 危険 素 は 0.12% 以 下 で % つ た (ts 三 
8.879)。 

女子 : 忠生 地区 :25 名 で は , 最少 6.5 時 間 , 最多 11.8 時 
間 , 平均 8.90 時 間 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.3 g/dl, 
最高 15.2 g/dl, 平均 12.20 g/dl で あつ た 。 両者 の 相関 
係 の 有意 性 の 危険 率 は , 10 と 5 % の 間 に あ つ た (ts= 
1.895)。 仁 手 地 区 52 名 で は , 最少 5.0 時 間 , 最高 10.5 時 
間 , 平均 7.25 時 間 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.9 g/dl, 
最高 15.4 g/d1, 平均 12.10 g/dl で あつ た 。 両者 の 相関 
係 の 有意 性 の 危険 素 は , 50%% と 40% の 間 に あ つ た (ts: 三 
0.699)。 

疲労 度 : 仁 手 地区 : の み に 行 つ た 。 男子 50 名 で は 最低 
19, 最高 84, 平 均 28.64 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 40.0 
gldl, 最高 16.0 g/dl, 平均 13.11 g/dl で あつ た 。 両者 の 
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相関 係 の 有意 性 の 危険 束 は , 60 と 502% の 間にあっ つた 
(ts ニー 0.556 う 。 女子 62 名 で は 最低 19, 最高 30, 平均 
28.92 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 最高 15.4 
gldl, 平均 12.11 gldl で あつ た 。 両者 の 相関 々 係 の 有意 
性 の 危険 は , 20% の 間にあっ つた (ts= 1.188)。 

体格 指数 : Livi の 指数 を 用 いた 。 男子 : 忠生 地区 14 
名 で は , 最低 2.10, 最高 2.42。 平均 2.18 で あつ た 。 血色 
素 量 は 最低 12.3 g/dl, 最高 16.5 g/dl, 平均 14.35 g/dl で 
あぁ つた 。 両者 の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 率 。 1 % と 0.1 
% の 間にあっ つた (ts 二 8.1883 う 。 仁 手 地 区 63 名 で は 最低 


L L 


8 10 12 14 16 $a! 
血 色素 


第 3 図 体格 指数 と 血色 素 量 (忠生 女子 ) 


2.2, 最高 2.6, 平均 2.88 で あつ た 。 血色 素 は 最低 10.0 
gldl, 最高 16.0g/dl, 平均 18.2 g/dl で あつ た 。 両者 の 相 
関 々 係 の 有意 性 の 危険 吉 は , 0.1% 以 下 で あつ た (ts 三 
ー10.5338)。 

女子 : 忠生 地区 .20 名 で は , 最低 2.03, 最 高 2.42, 平 均 
2.25 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 最高 15.6 g/dl, 
平均 12.24g/dl で あつ た 。 両者 の 相関 々 係 の 有意 性 の 危 
険 は , 1 と 2 % の つた (ts。 8.880) (第 8 図 。 
仁 手 地区 88 名 で は 最低 2.8, 最高 2,7, 平均 2,44 で あつ た 。 
血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 最高 15.4 g/dl, 平均 12,08g/dl 
で あつ た 。 両者 の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 率 は , 0.12% 
以下 で あつ た (ts 5.553)。 
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第 4 図 看 白 摂取 量 と 血色 素 量 ( 上 忠生 女子 ) 


蛋白 摂取 量 : 男子 : 忠生 地区 .25 名 で は , 最低 2.4g, 
最高 22.7g , 平均 9.11g で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 11.7 
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g/dl, 最高 16.5 g/dl, 平均 14.01 g/d1 で あつ た 。 両者 の 
相関 々 係 の 有意 性 の 危険 素 は , 10% と 5 2 の 間にあっ た 
ニー 1.920)。 仕手 地 区 59 名 で は, 最低 1.3g, 最高 
32.9g, 平均 12.72g で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 10.0 
g/dl, 最高 16.0 g/dl,, 平均 12.73 g/d1 で あつ た 。 両者 の 
相関 々 係 の 有 窟 性 の 危険 率 は , 5 と 2 の 間 に ぁ つた 
(ts ニー 2.202)。 女子 : 忠生 地区 36 名 で は , 最低 0.9g, 
最高 88.5g, 平均 12.15g で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 
9.0 g/dl, 最高 15.2 g/dl, 平均 12.15 g/dl で あつ た 。 両 
者 の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 束 は , 20 と 10% の 間 に あ 
つた (ts 三 1.411) (第 4 図 う 。 仁 手 地 区 .65 名 で は , 最低 
0.5g, 最高 24.0g, 平均 11.76 g で あつ た 。 血 色素 量 
は 最低 9.6g/dl, 最高 15.4 g/dl, 平均 9.13g/dl で あつ た 。 
両者 の 相関 係 の 有意 性 の 危険 率 は , 60 と 50% の 間 に 
あつ た (ts 0.536)。 

妊娠 回 数 : 忠生 地区 35 名 で は , 最少 0 回 , 最多 10 回 , 
平均 83.63 回 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 最高 
15.2 g/dl, 平均 12.12 g/dl で あつ た 。 両者 の 相関 々 係 の 
の 危険 は , 90 と 80 間 に あ つ た (t: ニ ー 
0.248)。 仁 手 地 区 86 名 ご は , 最少 0 回 , 最多 12 回 , 平 
均 2.88 回 で あつ た 。 血色 素 量 は 最低 9.0 g/dl, 最高 15.4 
gldl, 平均 11.99 g/dl で あつ た 。 両者 の 相関 々 係 の 有 
意 性 の 危険 は , 1% と 0.1%% の つた (t。 ー 
0.273)。 

出血 性 疾患 : 血色 素 量 に 関し て , 8.6~ 9.5 gl/dl, 
9.6~10.5 g/dl, 以下 同様 に 1.0 g/dl の 階級 に わけ , を 
れ ぞ れ の 階級 と 含ま れる も の > 本 疾患 発現 度 と , 血色 
素 量 と の 相関 々 係 を みた 。 男子 : 叫 生 25 名 で は , 上 記 の 
相関 々 係 の 有意 性 の 危険 素 は , 80%% と 20% の 間 に あ り 
(ts 三 1.285), 仁 手 地 区 .81 名 で は , "0 と 60% の 間 に あ 
つた (ts 三 0.526)。 女子 : 忠生 地区 38 名 で は , 上 記 の 相 
は 40 と 80% の 間 に あ り , (ts 1.055) , 仁 手 地 
区 106 名 で は , と 202% の つ た 1.898)。 

神経 痛 : 検討 方 法 は , 出血 性 疾患 の 場合 と 同様 に 行っ 
た 。 男子 : 忠生 地区 26 名 で は , 神経 痛 発現 類 度 と 血色 素 
量 と の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 素 は , 20 久 と 10% の 間 に . 
あり (ts ニー 1."68), 仁 手 地区 71 名 で は 同 危 険 率 は , 5 
% 3 % の に あつ た (ts 2.960)。 女子 : 生 地区 41 
名 で は , 上 記 の 相関 係 の 有意 性 の 危険 性 の 危険 率 は , 
5% と 3 % の に あり (ts ニー 2.940), 仁 手 地区 92 名 。 
で は , 同 危 険 40 80% の 間にあっ つた (t。 
0.994)。 

便秘 習性 : 検討 方 法 は , 前 2 項目 と 同様 に 行 つ た 。 
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子 : 忠生 地区 .26 名 で は , 便秘 習性 の 発現 委 度 と 血色 素 量 
と の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 率 は , 90% 以 下 と は な ら ず 
(t。 0.1834) , 仁 手 地 区 58 名 で は , 危険 は , 5 
2.% の に あ つ た (ts ニー 2.736)。 女子 : 地区 .87 名 
で は , 同 危 険 素 は , 402 と 83802% の 間 に あ り (ts= 0.954), 
仁 手 地 区 73 名 で は , 同 危 険 素 は , 2 と 1 % の 間にあっ つ 
た (t: ニ ー"*4.441)。 


考 接 と 総括 


農耕 地区 住民 に つい て , その 血色 素 量 を 集団 と し て 取 
扱う 場合 , これ と 相関 が ある と 思わ れる 諸 因 子 を 考え て 


i) 造血 機能 の 良否 

疲労 の 程度 

折 ) 栄養 状態 の 良否 , 特に 鉄 , 蛋白 の 摂取 量 

iv) 消化 機能 の 良否 

v) 出血 性 疾患 の 有無 

な ど が 考え られ る 。 

と れ は 血色 素 量 の 状態 , 更に 云え ば 各 血 と いう 現象 を 
中 心 と し て , と これ を 各 方 面 か ら み た も の と 云え る 。 勿論 
各 因 子 は , 相互 に 関連 が あり 得る し , 同一 事実 を 表面 と 
裏面 と か ら み た よう な 関係 の も る の も ある 。 すなわち , 上 
記 の 如き ょ うな 因子 が 生体 に 働 ら きか け , ある い は 生体 
だ が 反応 を 示し , それ ら の 結果 と し て , その 個体 の 血色 素 
量 が 現在 の 値 を 示し て いる と 考え ちら れる 。 し た が つて , 
農民 を 集団 と し て みた 場合 。 上 記 の 各 殴 目 の う ち , 特定 
の も の の み が 血 色素 量 に 関係 する と は 思わ れ な い 。 ま た 
今回 調査 を 行 つ た 各 項 目 が , 血色 素 値 と の 相関 々 係 が あ 
る と 仮定 し た 場合 , 睡眠 時 間 , 体格 指数 , 蛋白 摂取 量 , 
疲労 度 (ちら つき 値 う , 網状 赤血球 数 は 正 の 相関 が , 農 
耕 時 間 , 出血 性 疾患 神経 痛 , 妊娠 回 数 , 便秘 習性 は 逆 
に 相関 が 予想 され る 。 と の 考え と 前 記 の 成績 と か ら , 各 
調査 頂 目 と 血色 素 量 と の 相関 々 係 の 有意 性 の 危険 率 を , 
1 % 以 下 と する と , 体格 指数 (忠生 男子 ), 妊娠 回 数 (本 
庄 う の 2 つが 夫々 血色 素 量 と 相関 が あつ た と と に な る 。 
叉 上 記 の 危険 率 を 5 以下 と する と , 更に 睡眠 時 間 (本 
証 女 子 )〉 , 体格 指数 (忠生 女子 ), 神 経 痛 (忠生 女子 ), 便 
秘 習 性 (本 庄 男 子 お よび 女子 の 5 つが 夫々 血色 素 量 と 
相関 が あつ た と と に な る 。 又 上記 の 危険 率 が 802% 以 上 の 
も の は , 血色 素 量 と 相関 の 傾向 が ある と する と , 上 掲 の 
各 項 目 の 外 に , 睡眠 時 間 (忠生 男子 ), 蛋 白 摂取 量 (忠生 
女子 ), 神経 痛 (忠生 男子 ), 疲労 度 (本 庄 女 子 ), 網状 赤 血 
球 数 (忠生 男子 〕 の 5 つが と れ に 該当 する と と に な る 。 
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以上 の 成績 か ら み る と , 同一 調査 玉 目 が , 地区 , 男女 
に 拘わら ず , 血色 素 量 と 相関 が あつ た か , 又は 相関 の 傾 
向 が あつ た も の は な い 。 前 に も 述べ た 様 に , 血色 素 量 
は , いろ いろ の 因子 が 生体 に 働 ら いた 結果 現在 値 を 示し 
て いる と 考え れ ば , 地区 の 相違 に より , ある い は 男女 の 
相違 に より , 各 殖 目 と 血色 素 量 と の 相関 々 係 を みた 成績 
が 同一 で な いと いう ぅ 事 は , 当然 あり 得る こと で ある 。 

血色 素 量 の 低下 は , 血液 水分 量 の 増加 等 に よる 場合 も 
考え られ る が , 一 定 の 年 齢 階層 内 の 今回 の 調査 で は , 稀 
有 な 各 血 惹起 疾患 。 た と えば 悪性 腫瘍 , 重症 結核 , 肝 硬 
変 , 性 薬物 中 本 態 性 な ど が 特に 多 か つ た と 
は 思え な いし , 妊娠 者 を 除い て は , 被 調査 者 が 血 敵 増加 
の 状態 に こち あつ た と も 考え られ な い 。 と する と ,。 と の 場合 
血色 素 量 の 高低 は , まず 造血 状態 の 差 と 考え て よい だ ろ 
う 。 こ の 意味 で , 網状 赤血球 数 と 血色 素 量 と の 間 に 相 関 
の 傾向 が 認め られ た と と は , 興味 が 深い 。 で は , 造血 状 
態 の 差 は 何 に よっ つて 起 る か と いう こと と を 考え て みる と , 

イ ) 代謝 の 実態 

) 一 般 的 な 生体 の 代 計 の 実態 
が まず 考え らち られ る 。 

イ ) に つい て は , 生体 の 鉄 摂 量 , 貯蔵 鉄 量 と その 動員 
状態 , 鉄 吸収 お よび 排 溢 が 考え られ る 。 こ と の 場合 消化 
器 系 の 機能 状態 が 問題 と な つて くる 。 前記 の 成績 か ら み 
る と , 体格 指数 は 0.12% 以 下 の , 便秘 習性 は 5 以下 の 
危険 率 で , 夫々 血色 素 量 と 相関 々 係 が み ら れ た 。 こ の 問 
題 に つい て は , 鉄 代謝 を 中 心 と し て , くわ し くさく 調べ る 
予定 ご ある が , この 成績 か ら で も , 各 血 に は 消化 機能 の 
良否 が 関係 する で あろ うと いう 推論 が 成立 する 。 次 に 
ロロ) に つい て 考 えて みる 。 睡眠 時 間 , 疲労 度 , 体格 指 
数 , 蛋白 摂取 量 の 各 殴 目 が , 夫々 血色 素 量 と 強い 相関 , 
若しくは 相関 傾向 が み ら れ た 。 疲労 は , 一 般 に 生体 の 弱 
能 の 低下 が 予想 され る 現象 で ある (S. 了 HL Bartley ら 
1947 う 。 睡眠 は , 身体 の 休養 , 疲労 の 訪 復 と 密接 な 関係 が 
あり , 睡眠 時 間 の 多少 は 眠る 深 さ に も よろ う が , 疲労 の 
程度 と 一 応 平行 的 な 関係 が ある と 考え られ る 。' 又 蛋白 摂 
取 は , 生体 の 疲労 に 対す る 抵抗 力 に 関係 が ある と と が 考 
えら れる 。 体格 指数 も ,。 この 値 が 大 きれ ば , 同一 量 の 作 
業 を 行 つ た 場合 , 疲労 の 程度 が 少な いと か , 販 復 が 速い 
と いう 関係 が あり そう に 思わ れる 。 こ と これら 一 般 的 な 生体 
の 代 計 機能 と , 直接 きた は 間接 の 関係 ある と 考え られ る 
諸 項 目 が , 一 部 血色 素 量 と 相関 の 傾向 が 見 られ た と と か 
ら , 造血 能力 の 差 は , 生体 の 代 講 機能 の 良否 と 関係 が あ 
り そ うに 思わ れる 。 
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ーー 方 血色 素 量 の 高低 は , その 生体 へ の 侵襲 の 度 に 影響 
され る こと と が あり 得 る 。 神 経 痛 の 頻度 お よび 妊娠 回 数 
が , 夫々 202% 以 下 , 1 以下 の 血色 素 量 と 相 
関 , 若しくは 相関 傾向 が み ら れ た 。 妊娠 時 は , 血 此 の 比 
載 的 増加 に より 血色 素 量 は 低下 を きた し ( 林 , 1956), 慢 
性 感染 症 に お いて 筐 血 が 認め られ て お り (石上 , 1956), 
ぁ る 種 の 伝染 性 疾患 (急性 関節 Y イ マチ ス 等 ), 壮 黄 病 も 
各 血 の 原因 と な る と と は 成 書 に 記さ れ て いる 通り で ある 
( 呉 ・ 坂 本 , 1988)。 ま た 経済 状態 か ら 委 富 に よる 差 の 影 
枚 に つい て , 生活 程度 を 上 , 中 , 下 に 分 け (国見 , 1955), 
Livi の 指 お よび 摂取 量 を 比較 し て が , 三 者 の 
間 に 有 意 差 が ある と は 云え な か つた 。 

と の 様 に 考え て くる と , 農民 の 血色 素 量 低下 の 大 き な 
原因 が 何で ある か と いう と と は 今回 の 調査 か ら は 一 律 に 
断定 し 得 な か つた 。 鉄 に 関す る 問題 , 栄養 握 取 の 問題 
も ,。 更 に 追及 し て みな けれ ば な ら な いと 考え る 。 


今回 の 調査 で は , つぎ の と と が 云え る 。 

1) 各 調 査 頂 目 と 血色 素 量 と の 相関 々 係 に 有意 性 が あ 
る と する 場合 の 危険 素 は , 地区 の 別 , 男女 の 別に ょ っ つて, 
必 ら ず し も ゃ 同一 で な か つた 。 

2) 上 記 の うち 各 目 に 最も 低い も の は 
の 欄 で あつ た 。 

イ ) 体格 指数 は 0.12 以 下 , 睡眠 時 間 は 2 以下 , 
疲労 度 は 30 の で 正 相関 。 

網状 赤血球 数 は 20 下 の 険 で 正 相関 。 

へ ) 妊娠 回 数 は 1 以下, 便秘 習性 は 2 以下 , 神 
経 は 5 以下 の 危険 で 逆 相 関 。 

=) 出血 性 疾患 な 40 以下 , 農耕 時 間 は 50 ヵ 以 下 の 
危険 で あつ た 。 

8) 今回 調査 を 行 つ た 各 項 目 と も , 特に その 中 の 一 つ 
の み が 農 耕地 区 住民 の 委 血 の 原因 た り 得 る と は 云い 切れ 
な い 。 ; 

稿 を 終る に あ た つ て , 御 指導 御 校 関 頂い た 予 研 寄 生 貝 
部 々 長 小宮 義孝 博士 た に 深謝 する と と も ゃ に, 御 指導 御 団 擁 


頂い た 石崎 達 博 士 は じ あ 予 研 寄 虫 部 の に 感謝 し 


1) 林 基 之 (1956) : 妊娠 筆 血 , 日 本 臨床 , 14(6), 
84. 一 2) 石上 重行 (1956): 感染 症 と 衝 血 , 日 本 臣 
床 , 14(6) 14. 一 3) 石崎 達 ・ 佐 藤 泌 子 ・ 久 津 見 晴 
・ 小 林 昭 夫 ・ 一 郎 ・ 小 孝 (1957) : 
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ー10) 厚生 省 衛生 検査 指針 (1955): 厚生 省 編 集 衛 生 
検査 指針 1 エ , 細菌 , 血清 学 的 検査 指針 (v-2), 寄生 貝 
検査 指針 (改訂 ) , 協同 医書 出版 社 , 東京 . 一 11) 国 
見 辰雄 (1955): 農村 階級 と 農村 医学 , 日 本 農村 医 
学会 誌 , 3(14) , 13. 一 12) 坂 本 恒雄 (1938): 
内 科 書 (中 ), 第 6 版 , 346-347, 南山 堂 , 東京 . 一 13) 
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Summary 


In the previous paper, it was made clear that 
ina rural area of Japan about 30% of residents 
with no hookworm, was found to be in anemic 
condition, The present survey was conducted to 
elucidate whether there exists a certain correlation 
between this anemia and their environmental con- 
ditions concerned. Results obtained were as follows: 

1) The correlations between several inquired 
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items and hemoglobin concentration were found to 
be statistically significant with variable limits of 
confidence, which were shown as follows : 


Limit of 
Items inquired confidence 
(highest value) 
Number of reticulo-cyte 80% 
- Sleeping hour 50% 
Farming hour 98 % 


和 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 


Flicker value 70% 
Livi’s index 9% 
Taking quantity of animal protein 80%% 
Frequency of pregnancy 99% 
Hemorrhagic disease —30 
Neuralgia 80 % 
Tendency of constipation 98 % 


2) No items inquired was considered to be a 
dominant cause of this anemia, 


| | 
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ビ ベ ラジ ン 製 剤 に ょ る に つい て 


野 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 埼玉 県 本 庄 保健 所 


埼玉 県 本 庄 保健 所 
(昭和 34 年 5 月 15 日 受領 ) 
特 別 


暁 虫 駆虫 は , 虫 卵 検出 手技 の 類 さ な 点 , 適当 な 駆虫 薬 
の 少な い 点 , 睦 虫 寄生 に よる 障害 が 比較 的 問題 視 さ れる 
こと が 少な か つた 点 等 か ら , 従来 これ に 関す る 報告 は あぁ 
まり み ら れ な か つた 。 最近 ピ ペ ラ ジン 製 剤 が , 時 虫 駆虫 
薬 と し て 用 いら れる 様 に な つて 以来 , これ に 関す る 報告 
が 諸家 に と に よ つ て な され て いる 。 箇 者 ちら る 時 虫 卵 検査 を 行 
い , 虫 卵 保 有 者 に 対し , ピ ペ マラ ジン 製剤 を 用 いて 暁 虫 慌 
虫 を 行 つ た の で , その 結果 を 報告 する 。 


検査 対象 お よび 方 法 


1) 対象 埼玉 県 本 庄 市 仁 手 地区 の 乳幼児 お よび 学童 
の 全員 合計 419 名 た に つい て 貝 卵 検出 を 行い , 虫 卵 保 有 者 
187 名 に つい て 駅 虫 を 行 つ た 。 

2) 駆虫 薬 ピ ペ ラ ジン 製剤 で ある ピ ペ = ン 錠 お よ 
び ピ ペ ニ = ン ・ シ ロッ ツ ッ プ (いずれ も エー ザイ 製薬 ) を 用 い 
た 。 ピ ペ = ン 錠 は は, ピ ペ ラ ジン ・ ハ イド レー ト と し て , 
1 錠 中 200 mg を , 又 ピ ペ マニ = ン ・ シ ッッ ツ ッ プ は , ピ ペ デ ラジ 
ン ・ ハ イド レー ト と し て , 1cc 中 100 mg を 含有 する 。 

8) 検査 方 法 暁 虫 卵 検出 方 法 は , N.LH., Swab, 
Graham Swab (衛生 検査 指針 , 1950), スコ ッ チ ・ テ ー 
プ 法 。 ワ ゼ リン 潜 (小宮 , 1950), ウス イ 式 等 いろ いろ 
あぁ る が , 筆者 ら は 次 の 万 法 で 行 つ た 。 すなわち 幅 18 mm 
の スコ ッ チ ・ テ ー プ を 約 7 cm に 切り 。 そ の 一 端 を も ち , 
残り ( 約 5 cm) の 部 分 を 被 検 者 の 肛門 部 に 押し 当て , 約 
5 分 間 放 置 し た 後 直 ち に こと これ を スラ イド ・ グ ラス に 貼り 
つけ , その まま 100 倍 で 検 鏡 し た 。 そ の 結果 虫 卵 数 に よ 
り 感 梁 濃 度 を わけ , 全 視 野中 10 個 未満 を ( 十 う , 10 個 以 
上 100 個 未満 を て 症 う 。 100 個 以上 を ( 持 ) と し た 。 な お 
*YosHlo OGINO & **HARUKO ABE: On the 

masstreatment of pinworr with Piperazine (*Na- 


tional Institute of Health, Tokyo, ***Honjo Health 
Center, Saitama Prefecture) 


( 63 ) 


検体 採取 は , 被 検 者 の 保護 者 を 指導 し て , 被 検 者 の 起床 
直前 に 行 つ た 。 

4) 駆虫 薬 投 与 法 1 週間 連続 投与 と し , 軽い 朝食 を 
摂ら ちせ て お き , 午前 40 時 か ら 11 時 の 間 に 服 用 させ , 飲 下 
する の を 確認 し た 。 な お 下剤 は 用 いな か つた 。 大 体 6 此 
未満 の も の に は 飲み 易い 点 を 考 護 に 入れ て 。 ピ ペ = ン ・ 
シロ ッ プ を , それ 以上 の も の に は ピ ペ = ン 錠 を 用 いた 。 

5) 投与 量 満年齢 か ら 斉 藤 ・ 船 川 氏 (1950) の 乳 幼 
児 身体 発育 状態 男子 体重 (中 )〉 を 用 いて , 体重 1kg 当 
り ピ ペラ ジン ・ ハ イド レー ト "『0 mg を 算出 し , これ を 共 
と し て 第 1 表 の 如く 投与 量 を 定め た 。 


1 表 年 別 虫薬 投与 量 


年 投与 
8 8 
6 6 
9 8 
9 10 9 
10 11 10 
13 12 


6) 駆虫 効果 判定 連続 1 週間 の 薬剤 投与 後 , 38 日 目 
か ら 較 続 1 週間 前 記 の 方 法 で 暁 虫 卵 検査 を 行い , 1 週間 
全部 陰性 者 数 お よび 最後 の 3 日 間 連 続 陰性 者 数 を みた 。 


成 
1) 暁 虫 卵 保 有 率 年 齢 別 の 暁 虫 保育 状況 は 第 2 表 の 


| 
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第 2 表 年 別 虫 卵 保 有 況 
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その 内 訳 は 第 6 表 の 如く で あつ た 。 な お この 画 作 用 の 有 


無 お よび その 種類 は , 駆虫 薬 投 后 の 第 1 日 目 お よび 第 マ 


年 陽性 数 陰性 数 合 保有 
- 日 目 (最終 投与 日 ) に, 駆虫 薬 投与 1 時 間 後に 財 取 し た 。 
1 歳 0 8 8 0 
1 上 以 上 6 25 31 19.4 第 5 表 年 齢 別 性 別 駆虫 効果 
3 11 16 27 40.8 年 齢 別 陰性 陰 性 み 陰 性 陽性 
11 15 21 42.3 2 4 1 0 
5 19 27 46 41.3 末 満 女 0 0 0 1 1 
6 17 18 35 48.6 - - 13 
35 21 56 62.4 2 1 1 
8 36 26 62 58.0 4 2 0 0 0 7 11 
9 24 20 44 54.6 5 盟 4 1 0 0 5 11 
10 14 22 36 38.9 女 5 t 0 0 6 
12 1 9 10 10.0 
合 187 232 419. 44.6 13 2 1 4 
女 13 2 0 0 15 
2) 駆虫 効果 感染 濃度 別 の 駆虫 効果 は , 第 8 表 お 6 3 1 0 
* - 女 8 1 1 
び 第 4 表 の 通り で あつ た 。 又 年 齢 ・ 性 別 の 駆虫 効果 は , 
第 5 表 の 通 で ある 。 117 14 
12 0 0 0 
第 表 マビ ペ = ン 鏡 に ょ る 感染 駆虫 効果 女 0 0 0 
便 女 0 0 0 0 0 
計 
最後 陽性 男 75 18 4 7 104 
59 17 1 6 83 187 
57 
kd 合 計 134 35 5 13 187 187 


122 6 表 作 用 調査 成績 


4 表 ニン ショ ッ プ に よる 感染 庶 別 虫 効果 
薬剤 種類 定 項 目 

7 日 陰性 最後 陽性 重 吐 痛 電 い 

1 26 11 2 

19 8 1 3 31 ペ ニン 122 43 

サ せ 22 0 1 25 ピ ペ ニ ニン ・ 65 4 日 

6 3 0 0 9 ジ メ プ 

計 4 


8) 画 作用 副作用 の あつ た も の は , ピ ペ = ン 錠 で は 
122 名 中 43 名 , ビ ペ = ン ・ シ ロッ ツ ッ プ で は 65 名 中 4 名 で , 


時 虫 保有 状況 に つい て は いろ いろ の 報告 が ある が , 宮 」 
川 (1958) に よれ ば , 近 時 が 如何 に 厚 邦人 


( 64 ) 
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と 淫 温 し て いる か が 伺わ れる と 思う と 云わ れ て い 。 小鳥 
ら (1959) に よれ ば 24.7 % お ょ び 80.4 %, 小川 1959) 
に ょ れ ば 43.42% の 保有 率 が あつ た と 報告 され て いる 。 

筆者 ちら の 調査 に よっ つて も , 暁 虫 特有 率 は 1 回 検査 で 
.44.6% で あつ て , か な り 高 率 で ある と 云え よう 。 

鐵 虫 駆虫 効果 判定 に っ ついては, 既に 述べ た 如く 未だ 確 
立 さ れ て いな い 。 赤木 氏 は 里 虫 の 幼虫 が 感染 し て 後に , 
成虫 と な り 産卵 する まで の 期間 が , 早く て ? 週間 約 50 
日 , 遅い と き は 9 週間 , すなわち 63 日 と 云い Bumbalo 
は 服薬 終了 後 1 週間 で 同様 に 検 卵 を 1 週間 や ゃ る が ょ いと 
云っ つて いる て (以上 宮川 , 1958 と よる)。 勿論 駆虫 の 
虫 効果 判定 に は , 後 検便 は 厳密 に 行わ れもん な けれ ば な ら な 

い が , 実際 に 暁 虫 の 集団 駆虫 を 行い , その 駆虫 効果 判定 
を する 場合 。 後 検便 は 7 日間 ( て 7 回 ) 行 うと いう 位 が 
可能 の 限度 で は な いか と 思わ れる 。 こ と の 意味 で 筆者 ちら の 
行 つ た 後 検便 の 成績 を みる と , 見 か け の 陰 転 に つい て も 
考慮 する 必要 は ある が , 『 日 間 全 部 陰性 の も の を 駅 虫 さ 
れ た も の と すれ ば , ピ ペ = ン 錠 で は "71.3 必 , ピ ペ = ン 
ャ ロップ で は "2.8% の 駄 虫 束 で あつ た と と に な る 。 又 さ 
ら に 駆虫 効果 判定 の 基準 ゆるめ て , 『 日 間 の うぅ ち 最 後 
の 38 日 間 が 全部 陰性 で あつ た も の も 駆虫 され た も の と す 
れ ば , ピ ペ = ン 錠 で は 89.52%, ピ ペ マミ = ミン ・ シ ロッ プ で は 
92.38 2% の 駆虫 事 が あつ た こと と に な る 。 こ と の 結果 か ら み る 
と , この 限り に お いて は , ピ ペ = ン 錠 お よび ピ ペ = ン ・ 
ャ ロップ は , 暁 虫 駆虫 薬 と し て 効果 は 高く 評価 され て よ 
いと 考え る 。 

副作用 を みる と , その 発現 率 は ピ ペ = ン 錠 835.52%, ピ 
ペ = ン ・ シ ロッ プ 6.2% で , 前 者 は 後者 に 比べ て 高かっ つ 
た 。 し か し その 内 容 を 詳細 に 検討 する と , いずれ ぁ も 軽度 
で あつ て , 放置 し て も 間もなく 全快 し て いる 。 し た が つ 
錠 お よび ピ ペ = ニン ・ シ プ と を も も, と これ が 
虫 駆虫 薬 と し て こと の 方 法 で 用 いら れる 場合 は , 、 充 分 使用 
司 能 で ある と 考え る 。 
さら に ピ ペ ニ ン ロ プ ショ タプ ど な っ て で いる 
た め , 乳幼児 は と の 飲用 を 好み , 1 度 飲 ん だ も の は 全員 
1 週間 連用 し た 。 


むす び 
以上 の 結果 か ら , われ われ が 乳幼児 お よび 学童 に つい 
て 行っ た 調査 に 関し , 次 の と と が 云え る 。 
1) 暁 虫 卵 保有 率 は , 44.6 で あつ た 。 
23) 時 卵 陰 転 , 連続 7 日間 陰性 の も の ピ ペ 
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錠 71.326, ピ ペ ・ シ ロッツ ッ プ "2.826, 双 最 後 3 日間 
性 の も の ピ ペ = ン 錠 89.522。 ピ ペー ニン ・ シ ロッ プ 92.3% 
で あっ な だ 。 

3) 作用 発現 は , ピ ペ = ン 35.52%, ピ ペ = ン 。 
ショップ 6.2%% で あつ た が , いずれ る も 軽度 で 一 過 性 の も 
の で あつ た 。 

4) し た が つて 以上 の 点 か ら は , ピ ペ = ン 錠 お よび ピ 
いら れ て よい と 考え る 。 


稿 に 終る た に た あたり 御 指 導 御 校 開い た だ いた 予 研 寄 生 虫 
部 長 小宮 義孝 博士 た 感謝 する と と も ゃ も に, 御 援 助 い で た だ い 
た 予 研 寄 生 虫 部 の 庶 兄 な ら び に 本 庄 保健 所 職員 た に 感謝 す 
る 。 


1) 衛生 検査 指針 1950) : 厚生 省 編集 術 生 検査 指針 
II, 細菌 ・ 血 清 学 的 検査 指針 (I) , 207-208, 協同 医 
書 出版 社 , 東京 . 一 2) 小宮 義孝 (1957): 集団 検便 ・ 
集団 駆虫 指針 , 46-48, 第 1 版 , 金原 出版 KKK, 京都 ・ 
東京 . 一 3) 小鳥 邦子 ・ 熊 田 三 由 (1959) : 東京 都内 の 
学 章 その 家族 の 卵 調査 と その 成績 , 
寄生 虫 学 誌 , 8(2) , 240-243. 一 4) 小川 初枝 (1959): 
半 虫 症 に 関す る 研究 , 寄生 虫 誌 , 8(4), 掲載 予定 . 
ー5) 齋藤 ・ 船 川 (1954): 乳 虫 の 身体 発育 状 
態 , 国立 公衆 衛生 院 , 東京 . 一 6) 宮川 米 次 (1957): 


報 , 中 外 医 学 社 , 東京 . 


Summary 


The survey of the incidence of pinworm infection 
among the baby and children of the primary scho- 
olin the rural district and their masstreatment was 
carried out, and results obtained were as follows : 

The pinworm infection was found in 44.6% one 
time examination by scotch tape technique, 

Pipenin tablet and Pipenin syrup were given at 
a dos of 60-70 mg per kg with pipenin hydrate for 
succesive 7 days, 

On evaluating the effect of masstreatment by 
the negativisation of pinworm ova the rate of co- 
mpletely cured was shown as follows : 

for all 7 days for all the last 
3 days 
Pipenin tablet 71.3% 89.5% 
Pipenin syrup 72.3% 92.3% 

With the administration of Pipenin tablet the 
secondary reaction was seen 35,5%, and with that 
of Pipenin syrup was seen 6.2%. But all were 
light and transient, 
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肺 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 
内 虫 卵 の 排 状況 E.P.D.) に つい て 


寄 生 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 4 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


まえ が き 

肺 吸虫 症 の 診断 方 法 と し て は , 検査 法 , 検 
査 法 の 他 に 皮 内 反応 い は 補 体 結合 反応 な ど 種 々 の 方 法 
が ある が , 成熟 虫 体 の 寄生 を 確認 する に は , 現在 の と とこ 
ろ い は 区 より 卵 を 証明 する 以外 に は な い 。 
治療 効果 を 判定 する 場合 も 。 禄 見 に よら な い 限 り , 虫 卵 
の 路 療 或いは 区 便 内 排出 状況 か ら , その 効果 を 推定 i 
る 以外 の 方 法 は 考 えら れ な い 。 然るに , 肺 吸虫 感染 者 
或 は 感染 動物 の 区 便 内 排卵 状況 , 或 は これ と 寄生 数 と の 
関係 等 を 詳細 に , 面 か も 長期 に 互 つ て 追求 し た 成績 は 従 
来 見 当たら な い 。 只 比較 的 短期 間 の 観察 と し て は 2~38 
の 報告 は ある が , 横川 ( 定 〕 ら (19839) は 肺 吸虫 感染 犬 
の 散 便 内 虫 卵 数 か ら そ の 感染 程度 > ある い は 治療 薬品 の 
効果 を 判定 する こと は 困難 で ある と 述べ , 葵 便 内 排卵 状 
況 か ら 治 療 効果 を 判定 する こと に は 否定 的 で て あつ た 。 然 
し 横川 ( 宗 ) (1955) は ケリ コツ ト 肺 吸虫 3 匹 寄生 の 浩 
に つい て , 後 3 カ月 か ら 23 日 間 連日 便 の E. 
P.D. を 検査 し た 結果 約 8 週 日 の 観 祭 結 果 で は , 産卵 数 
は 1 匹 当り 1 日 平均 11,100 土 5,200 と な り , か な り 変 動 
は 激しい が , 更に 長期 間 の 観察 を 行え ば その 変動 は 小さ 
く な る ある と 云 つ て お り , 内 排卵 状況 か ら , 
治療 効果 の 判定 の な こと を 示 し て いる 。 は 
(1958) 大 平 肺 吸虫 感染 犬 に つき , 排卵 開始 後 1 ヵ月 間 に 
お ける の を 検査 し た 結果 , E.P.D. は 8.4 
へ ~ 4.5 日 の 略 々 一 定 し た 週 期 性 を も つて 相当 に 激しく 増 
減 す る の で , 感染 動物 の 排卵 数 の 多 宏 の 真相 を 知る に は 
少な く と も 10 日 の 較 続 検便 が 必要 で ある と 云い , 又 長 
期間 の 観察 を 行え ば , 排卵 多 真相 を 知る と こと は 
必ず し ゃ 困難 で は な いと 云 つ て いる 。 そ こと で 著者 は 9 頭 
の 犬 に テル マン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 15 25 
TAKESHI SUGURO ;: The experimental study on 
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(昭和 33 年 12 月 15 日 受領 ) 


与え た 後 長期 に り 内 排 況 を 観察 し , 
その 結果 虫 卵 の 多才 の 真相 を 知り 得る な ら ば , これ に よ 
り 治 療 効 果 の 判定 も 当然 可能 と 考え , 以下 の 如き 実験 を 
行 つ た 。 

実験 材料 と 実験 方 法 

実験 に 供し た 肺 吸 虫 の 種類 は ウェ ステ ルマン 肺 吸 夷 
(Paragonimus westermani) で , その メタ セル カリ アテ 
は , 静岡 県 狩野 川 産 の モク ズ ガ = か ら 得 た も の を 用 い 
た 。 

用 いた 動物 は , 生後 1 年 以上 を 経た 成 犬 で 各 一 頭 宛 隔 
離し た 犬 舎 に いれ , 2 へ ~ 8 ヵ月 以上 飼育 後 , 検便 を 反復 
し , 肺 吸虫 卵 が 陰性 で ある と と を 確認 し た 後 実験 に 供し 

犬 の 飼育 に は 勢 め て 意 を 用 い 一 頭 毎 に 仕切 り を 作り 床 
は 検便 の 場合 を 考慮 レコ ュ ョ ンク リー ト と し た 。 朝夕 2 回 一 
定 の 時 間 に 一 定量 , 即ち 500 g の 米 才 紗 に 乾 魚 を 加え た 
も の を 与 えた 。 犬 舎 の 床 は 一 日 一 回 水洗 清掃 し , 晴天 の 
日 は 午後 2~ 83 時 間 宛 舎 外 に て 運動 を させ , 健康 の 維持 
に め た 。 

肺 吸虫 の 感染 と に は , モク ズ ガ = より 分 離し た メタ セル 
カリ ア を 生理 的 食塩 水中 に 入れ その 一 定数 を 毛細 ピ ペ ツ 
ト で 吸い あげ , これ を 実験 犬 の 口腔 内 に 奥深 く 注入 し 
た 。 検査 に と 用 いる 次 便 は 毎朝 食後 その 全量 を 採取 し , 衝 
量 し た 。 E.P.G, の 算定 に は 次 の 如く A.M.S. TNT 法 単 独 
或 は これ に Stoll の 貝 卵 稀 釈 法 を 併用 し た 。 

E.P.G. (E.P.D.) 算出 法 

1) 全便 を 衝 後 , その 各所 より 小 量 宛 探 取 し 
量 を 2 とし, これ を A.M.S, III 法 に より 沈 
と る 。 

2) 排卵 初期 及び 治療 後 の 虫 卵 数 の 少な いと き は こと の 
涼 湾 を 全部 鏡 検 し , 全 虫 卵 数 を 算出 する 。 こと の 場合 その 
: が で , それ に 全 量 (g 数 ) を 乗じ た も の 
が EL.P.D。 で ある 。 


本 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 肺 吸虫 研究 費 の 補助 を 得 た 。 下 に 記 し て 謝意 を 表す る 
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34 年 8 月 
8) 卵 の 増加 し た 場合 は , A.M.S. 法 に る 

に 約 5 cc の 飽和 食塩 水 (比重 1,200 う を 加え , よく 搭 拝 後 
.50cc 容 量 の メス チリ ンダ ー に 移し 全量 を 50cc と な る 様 に 
飽和 食塩 水 を 加え る 。 

4) メス チリ ンダ ー に ゴム 栓 を し た 後 約 } 分間 上 下 に 
強く 振 湯 混和 後 , 直ちに 1 cc の メス ピペット で こと の 貝 卵 
浮 六 液 の 中 層 よ り 0.5cc を 正確 に 吸引 し , これ を 目 感 つ 
き 載 物 ガ ラス 上 に その 0.1cc 宛 滴下 し , 32X24 mm の 著 
ラス で , 鏡 下 に 全 視 野 の 数 える 。 こ と この 操作 
を 8 回 繰返し , 基 の 平均 値 を と りこ と これから E.P.D. を 算 
出し た 。 
排卵 開始 日 を 知る た め の , 敬 便 検査 は 従来 の 知見 並び 
に 著者 の 経験 に る と づき , メタ セル カリ ア 感 染 後 50 日 目 
頃 よ り 毎 日 A.M.S. 法 に より 行い , その 初 排 九 日 を 確 め 


. た 2E.P.G. 検査 は 排卵 開始 日 か ら 連 日 数 ヵ月 か ら 一 年 余 


に 責 つ て 行い , 検査 終了 後 は , その 一 部 は 薬 殺 判 検 し , 


寄生 虫 迷 を 確認 し , 他 の 一 部 は 治療 実験 に と 用 いた 。 


実験 成績 
各 実 験 大 に お ける 連日 の E.P.D. に つき 比較 検討 し た 
結果 , 何れ る も 日 々 の 上 E.P.D. の 変化 は な かなり 著 し い が , 
5 日 毎 の EP.D. の 平均 を と る と と 殆 ん ど そ の 変動 が な 
な る と と が 明らか と な つた 。 そ と で , 以下 に は すべ て , 


第 1 表 肺 吸 感染 の 卵 排出 状況 
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5 日 毎 の E.P.D. の 平均 を と り , と これ を 各 実 験 犬 毎 に グ 
ラフ で 示し た 。 従 つて 以下 EE.P.D. と し て 論ずる の は 特 
に 断ら な い 限 り は 5 日毎 の E.P.D. 平均 値 に っ つい て で あ 
る 。 

本 実験 に と 用 いた 9 頭 の 感染 犬 に つき ,。 メタ セル カリ ア 
投与 後 , 排卵 開始 日 , E.P.D. の 安定 する 時 期 , 平均 E 
P.D. 数 , 観察 の 日 数 , 誠 見 時 寄生 虫 数 及び 一 匹 当 9 り の 
E.P.D. 平均 数 等 を 一 括 し て , 示し た の が 第 1 表 で ある 。 
以下 上 記 の 主 な 各 項 に つき 記述 する 。 

1) 排卵 開始 日 数 : 

第 1 表 に 示す 如く , 衣 便 内 に 最初 に 虫 卵 が 認め らち られ た 
の は , 実験 犬 No. 18 の メタ セル カリ ア 投 与 後 56 日 目 が 
最も 早く , 最も 遅 か つ た の は 実験 犬 No。 1 の 86 日 目 で 
あつ た が が, 60 日 乃至 70 日 が も つと も 多く , 特に 異常 と 思 
われ る も の は な か つた 。 そ を こと で こと れ ら 9 頭 の メタ セル カ 
リア 投与 か ら 排出 開始 の 日 数 の 平均 値 を 算出 す 
る と , xー66.1 日 , S.D. 40.5 な つた 。 

即ち 犬 で は メタ セル カリ ア 15 一 25 ケ を 投与 し た 場合 , 
排卵 闘 始 日 は 通常 スタ セル カリ ア 投 与 後 56 日 か ら "6 日 の 
間 に こみ られ る と 云え る 。 

2) 虫 卵 排 出 開始 後 の 排 卵 状況 

最初 に と 区 便 内 に 虫 卵 の 見 られ た 時 は その 数 も 少な く , 
E.P.D. は 何れ も 800~2,000 の 間 で あつ た が , その 人 後 


きす x SD xS.D. EPD, S.D. 及び 感 S.C 
No. 1 153,390 20,000 8,520 1,150 16 (88%) 9,590 1,300 
No 4 15 ヶ 159,500 6,000 10,630 400 
No. 5 18 ヶ 202,000 53,200 11,200 1,350 12 (66%) 16,830 4,430 
No. 6 15 ヶ 70H 390g) 146,000 9,500 9.7830 430 に 使用 
No. 11 20 ヶ 57 日 237,000 44,600 11,850 2,200 13 (65%) 18,850 4,200. 
No. 18 25 ヶ 日 トー 202,000 53,000 8,080 2,120 14 (56%) 14,420 4,430 
No. 20 15 ヶ 82 日 131,500 10,750 ) 8,760 725 治療 に 使用 
No 21 15 ヶ 147,400 20,700 9.820 1,380 治療 に 使用 
No. 22 15 ヶ 65 157,10 22,700 ) 105,000 1,420 療 に 使用 


(  ) 内 は 虫 卵 排出 後 か ちの 日 数 
虫 卵 排出 開始 日 数 平均 66.1 日 士 10.5 日 
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E.P.D. は 急激 に 増加 し , 或 る 期間 後に は 略 々 一定 と な 期 の 週 期 変動 の 検討 を No. 21 の 例 に つき “ 連 に よる 検 - 
り 動揺 が 目立た な く な る 。 こ の ELP.D. が 々 法 に ょ つて 行 つ て みた が , EL.P.D. は 平均 を 中 . 
容 定 する 時 期 は 各 動 物 と より か な り の 和 引 直 が み ら れ た 。 
今 こ と の 安定 期 の E.P.D. の 平均 値 x 及び S.D. を 求め , 


x-2 S.D. 及び x-S.D. の 範囲 と 入る 時 期 を 求め る と , 第 a 


' 1 表 に 示し た 如く で ある 。 各 例 に つい て の 詳細 は 省略 す | 
る が , 略 定 する 時 期 S.D.) に 入る の は 感染 
104 日 か ら 219 日 で ある が ;, 虫 卵 排出 開始 か ら で は 44 日 no 
か ら 151 旦 と な る 。 真 の 安定 期 (x-S.D.) に 入る の は 
104 日 ~ 219 日 で , 両者 が 一 致す る 場合 も ある が , 一 致 0 
し な い 場 合 で も No. 1 の 例 で は 155 日 ~ 175 日 (69 日 ~ 本 
89 日 ) を 始め 何れ も 20 日 以内 で あつ た 。 即ち 本 例 の 如く TE Rr I) 
15 ケ ~25 ケ の メタ セル カリ ア を 投与 し た 例 で は 産卵 開始 第 2 図 治療 前 排出 状況 
後 44 日 ~ 151 日 平均 67 日 土 9.1 日 で E.P.D. が 安定 する 人 ム …… ム No. 20 感染 メタ セル カリ ア 15 ケ 
と と が 明らか と な つた 。 商 念 の 為 に この E.P.D. の 安定 RE 
xXx-・-X No. 22 


第 1 図 治療 前 排出 状況 第 3 図 治療 前 排出 状況 
No. 4 感 メ タ セ ルカ リア 18 ケ 人 ム No. 11 感染 メタ セル カリ ア 20 
ム No.1 2 OONo.18 25 ヶ ケ 


PA 


第 4 図 治療 前 排出 状況 
A 人 ム No. 5 感染 メタ セル カリ ア 18 ヶ ケ 


( 68 ) 


| 
ト / 
~ 
/ 
10000 
| 


昭和 34 年 8 月 (1959)] 


に 任意 に 分 布 し て お り , ' 週 期 的 変動 は 認め られ な いと と 
が 明らか と な つた 。 

8) 長期 観察 例 に お ける 上 EL.P.D. の 安定 性 

No. 6 犬 で は 83870 日 (排卵 開始 後 300 日 う の 長期 観察 を 
行っ た が 表 に 示す 様 に その 間 殆 もど 変動 が み ら れ な い 。 
念 の た め に , 安定 期 に 入っ つた 最初 の 50 日 間 と 後期 の 180 
日 か ら 280 日 の 間 の E.P.D. の 安定 性 に つい て t 検 定 に 
ょ り 平 均 値 を 比較 検討 し て みた が , 矢 張 り 安 定期 に 入 つ 
た 直後 と 後期 と で は , 1 の 危 検 索 で 有意 の 問 の な いこ と 
と が 明らか と な つた 。 従 つて とこ の 安 定期 は 長期 に 豆 り 持 
続 す る も の と 推定 され る 。 

4) メタ セル カリ ア 投 与 平均 EE.P.D. と の 関係 

肺 吸虫 メス え タ セル カリ ア を 投与 し た 場合 その 中 の 何 ヶ 
が 成虫 に な る か は , 明らか で な い が , と これ 各 の 諸家 の 経 
験 で は その 50% 以 上 が 成虫 に な る と 云わ れ て いる 。 そ こと 
で 15 ケ ~25 ケ の メタ セル カリ ア を 投与 し た 感染 犬 に お い 
て 1 ケ 当 り の 平均 EE.P.D. を 算出 し て みる と , 第 1 表 に 
示し た 如く , 8,520 か ら 11,850 と な り , それ 程 閉 し い 
変動 は 認め られ な か つた 。 従 つ て 若 し 仮に 虫 体 個 «の 産 
卵 数 に 変動 が な いと すれ ば , この と と か ら も メタ セル カ 
リア の 感染 率 は 略 々 一 定 し て いる と 考え られ る 。 

と の 様 に 例 数 は 少な い が 第 1 表 に 示し た 如く , No. 1, 
No. 5, No. 11 及び No. 18 の 4 犬 の 湖 見 の 結果 寄生 虫 
体 数 が 明らか と な つた 例 で , 1 匹 当 り の 平均 E.P.D. を 
みる と 9,590 へ ~ 18,8830 と な つて を り , 貝 体 間 の 産卵 数 
の 変動 も そう 著しい も の で な いと と が 明らか と な つた 。 
横川 ( 宗 ) (1955) は ケリ コツ ト 肺 吸虫 の 一 匹 当 9 り の 産卵 
数 は 7,000 乃至 15,000 と 云 つ て いる が , ウェ ステ ル マ 
ン 肺 吸虫 で も 略 ば 一 匹 当 り の 産卵 数 は 10~20 匹 寄生 の 場 
合 で は 10,000 ~ 20,000 と 云え る の で は な か ろう か 。 
感染 動物 の 平均 E.P.D. か ら , 感染 虫 体 数 を 略 々 推定 す 
る と と も 或 る 程度 可能 と 考え られ る 。 


1) メタ セル カリ アア 感染 率 と 開 便 内 え の 排 卵 開始 日 数 

著者 の 今回 の 実験 び で は メタ セル カリ ア 投 与 数 は 15 ケ 用 
至 25 ヶ 迄 と し 中 等 度 の 感染 を お と させ た 。 こと これ は 著者 自 
身 の こ れ 和 の 経験 及び 先輩 諸 氏 の 経験 と も と づい た も の 
で , 少数 感染 の 場合 は 内 の 卵 算出 する 場合 , 
少数 の 見 落し な ど で も 誤差 が 大 きく な る と と , 又 多 数 感 
の 場合 は , 肺 吸虫 の た め 実 験 途中 で する も の が 
多い と こと, その 他 の た めで ある 。.15 ケ 乃至 85 ヶ 投与 程度 
で は , 著者 は すでに 80 数 頭 に つい て 実験 を 行 つ た が , 実 
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験 途中 で 死ん だ も の は 殆 ん ど な か つた 。 メ タ セ ルカ リア 
の 感染 率 , 即ち 投与 え タ セル カリ ア 数 対す る 寄生 貝 数 
の 百分率 に 関し て は , メタ セル カリ ア の 投与 数 の 多 少 に 
よ ょ つて も か な り 変 異 が ある と 想像 され る が , 著者 の 例 で 
は 僅か 4 頭 で あ る が , 15 ケ ~25 ヶ の 投与 例 で は , 56%~ 
88 2 で あっ つた 。 横川 ( 宗 ) ら (1955) が メタ セル カリ ア の 
感染 率 は 50 以 上 と 云 つ て いる の と よく 一 致し て いる 。 
写 村 ら (1958) は 大 平 肺 吸虫 を 4 頭 の 犬 に 感染 し た 例 で 
は 50 ケ ~ 100 ケ の メタ セル カリ ア 投 与 に 対し , 63~9722 
の 高 感染 率 を 得 た が , 一 頭 の 犬 に ウェ ス テル マン 肺 吸虫 
メタ セル カリ ア 27 ケ を 与え た 例 で は 80%% の 感染 率 で あつ 
た と 報じ て いる 。 

虫 卵 排 出 開始 の 日 数 に 関し て は ,。 ウェ ステ ルマン 肺 明 
虫 の 場合 , 犬 で は "0 日 前 後 と 云わ れ て いる 。 著者 の 例 で 
は , 最短 56 日 , 最長 86 日 で (平均 66.1 日 士 10.5 日 ) で 16 
ヶ 寄 生 の No. 1 で は 86 日 , 14 虫 寄生 の No. 11 で は 56 日 
No. 5 で は "0 日 で , 寄生 虫 数 と 排卵 開始 日 数 と の 間 に は 
何等 の 相関 は な られ な か つた 。 

2) の 消長 

肺 吸虫 は , 上 な どの 腸管 内 寄生 虫 と 異な り , 肺 
の 内 に 寄生 し , そこ と で 産出 し た 卵 は , 気管 枝 
~ 食 道 の 経路 で 排出 され る 。 従 
つて に 排出 され る も 新旧 種々 の 時 期 の 虫 が あ 
る と 考え られ る 。 従 つて 横川 定 ・ 虚 ら (1939) は 肺 吸虫 
に 感染 し た 犬 を 用 いて 治療 実験 を 試み た 共 , 相 便 内 に 
出 て 来る 虫 卵 規 か ら そ の 感染 の 程度 , 或いは 薬効 を 推定 
する こと と は 消化 管 或 い は 胆管 に 寄生 する 寄生 虫 の 場合 と 
比較 し て 困難 で ある と 云 つ て いる 。 然 し 横川 (1955 う ) は 
ケリ コツ ト 肺 吸虫 を 猫 に 感染 させ , 交 便 内 虫 卵 排出 状況 
を 22 日 間 に 豆 つて 連日 観察 し た 結果 , 正確 な E.P.D. を 
知る に は 更に 長期 の 観察 が 必要 で ある と 云 つ て いる 。 写 
村 ら (1958) は 大 平 肺 吸虫 を 犬 に 感染 させ , 排卵 開始 後 
80 日間 の 短期 間 の 観察 で は , 8 週 目 頃 に E.P.D. の 急激 
な 増加 が みみ られ る が , を れ 以 後 は 3.5~ 8.4 日 の 週 期 を 
以 っ て 増減 する が , その 観察 期間 は 短い の で 更に 長期 の 
観察 が 必要 で ある と 云 つ て いる 。 本 実験 の 如く , 排卵 開 
始 後 か ら 最 短 111 日 , 最長 300 日 に 豆 つ て , 殆 ん ど 連 日 
観察 し た 例 は 他 に は 見 当ら な い 。 各 例 に つき 詳細 に 検 対 
し て みる と , 排卵 開始 後 , E.P.D. の 日 々 の 変動 は か な り 
著 し か つ た が , と これ を 838 日毎 及 び 5 日 毎 に 区 切り , その 
E.P.D. の 平均 値 を と つて 比較 し て みる と , 5 日 毎 平均 
値 を と つた 場合 が も つと も 変動 が 少な いとこ と が 分 つた 。 
そこ と で 5 日 毎 の E.P.D. の 平均 値 に つい て その 消長 を 比 
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較 し て みた 。 そ の 結果 は 虫 卵 排出 開始 後 E.P.D. は 急激 


直線 的 に 増加 し て 行く が 或 る 一 定数 に 達する と 殆 ん ど 
変動 を 示さ な く な る こと と が 明らか と な つた 。 こ と こと れ は 富村 
等 が 区 便 内 の 上 E.P.D. は 8.4~ 4.5 日 の 一 定 し た 周期 を 
以 っ て 増減 する と 報じ て いる と と と 考え 併せ て まこ と と に 
興味 深い 。 然し この 週 期 性 が 虫 体 側 の 因子 に よる か , 或 


い は 宿主 側 の 因子 に よる か は 不明 で ある 。 然し , E.P.D. " 


が 或 る 一 定数 に 達する (著者 は 排卵 安定 期 と 称し た ) 各 の 
期間 は , 排卵 開始 後 64 日 か ら 151 日 と な り そ の 幅 は 大 き 
い 。 こ と この 問 が 如何 な る 理由 に よる か は 尚 明 ら か で な い 。 
然し この 安定 期 に 入っ た 後 は 一 年 以上 に 責 つ て E.P.D. 
著しい 変動 が み ら れ な いと と が が 証明 され た 。 恐 ちく 貝 体 
の 寿命 か ら 考 えて , この 安定 期 は 更に 長期 に 互 つて 継続 
する も の と 考え られ る 。 ; 

8) E.P.D. と 寄生 虫 数 と の 関係 : 

糞 便 に 排出 され る 貝 卵 数 か ら , 寄生 虫 数 を 推定 出来 る 
か どう か を , 投与 スタ セル カリ ア 数 と E.P.D. の 関係 及 
び 誠 見 時 の 発見 虫 体 数 と E.P.D. と の 関係 か ら , 検討 し 
て みた 結果 , 著者 の 例 の 如く 長期 間 の 観察 で は , 肺 吸虫 
一 当 り の 排 は , 9530 土 1300~ 18,880 土 4,200 の 
間 に あ る こと と が 明らか と な つた 。 従 つ て 排卵 安定 期 の 
E.P.D. の 平均 値 を 知る こと に ょ より, 寄生 虫 数 の 厩 略 を 
知る と と は 可能 と 考え られ る 。 

4) E.P.D. と 治療 効果 と の 関係 

本 実験 に お いて , 肺 吸虫 感染 犬 の E.P.D. は 感染 後 或 
る 一 定期 間 の 後 , 排 九 安 定期 に 入れ ば E.P.D. の 変動 は 
殆 ん ど な く , 又 こ の 安定 期 は 長期 間 に 及 ぶ こ と が 明らか 
と な つた 。 従 つ て と の 排卵 安定 期 に 入 つて か ら , 治療 を 
行 つ た 場合 , EE.P.D. の 著しい 変動 が お これ ば , この 変動 
が 治療 に ょ る 影響 か , 或いは 薬物 以外 の 他 の 影響 に と ょ る 
も の か どう か を 鑑別 する こと に より , 治療 効果 を 判定 し 
得る わけ で ある 。 こ の 両者 の 鑑別 は E.P.D. を 長期 間 に 
豆 り 連続 観察 する こと に より 可能 で ある 。 従 つて 著者 は 
肺 吸 虫 感染 犬 を 治療 に 用 いる 場合 , その 葵 便 内 の E.P.D. 
か ら , 薬物 の 虫 体 に 対す る 作用 機転 及び その 洛 療 効果 を 
判定 し 得る と 考え て いる 。 


以上 の 所 見 か ら 大 体 つ ぎ の 様 な こと が 云え る 。 

1) 肺 吸虫 感染 動物 と お いて , 開 便 の E.P.D. は その 
5 日毎 の 平均 値 を と つた 場合 , 排卵 開始 後 か ら 一 定期 間 
を 経過 する と , 排卵 安定 期 に 入り その E,.P.D. 平均 値 の 
変動 が 殆 ん ど み られ な い 。 
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2) 感染 動物 の 排卵 多 と この 排卵 安定 期間 中 の 
E.P.D. の 5 日毎 の 平均 値 を と る こと に より 推定 が 可能 
で ある 。 

8) 寄生 虫 体 一 匹 当 り の 排 々 一 定 し て いる の 
で , 排卵 多 か ら 寄 生 体 の 推定 も 可能 で ある 。 

4) 排卵 安定 期 に 入っ つて か ら , 治療 を 開始 し それ 以後 
の E.P.D. の 5 日 毎 の 消長 を みる と と に より うり, 治療 薬剤 
の 虫 体 に 対す る 作用 機転 及び 薬剤 の 効果 判定 を 行う こと 
が 可能 で ある 。 


終り に 終始 御 指導 を 頂い た 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 
部 長 小宮 義孝 博士 is ょ び 千 葉 大 学 医学 部 教授 横川 宗雄 博 
士 に 深く 感謝 の 意 を 表し , 併 そ て 種々 御 援助 を 頂い た 国 
立 公 院 大 島 士 に 謝意 を 表す る 。 
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Summary 


Dogs were infected with metacercariae of Para- 
gonimus westermanii and ova of this worm in feces 
were examined quantitatively for a long succesive 
period and the results were obtained as follows. 

1. The E.P.D. of Paragonimus westermanit, 
when taking its mean value during the successive 
five days, became stable after a certain period after 
an initial output and afterwards no significant vari- 
ation of the mean of E.P.D. was recognized. 

2. The total amount ova discharged can be 
estimated by the mean value of E.P.D. during five 
successive days. 

3. The amount of the discharged ova per worm 
can also be estimated by the amoun of E.P.D. and 
thus the number of worms infected can be cal- 
culated, 

4. The mean value of E.P.D. above mentioned 
can thus be utilized for the examication of the 
therapeutic effect of the chemicals experimentally. 
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石川 県 産 雷魚 に 寄生 する Strigea 科 の 
本 知 メタ セル カリ ア に つい て 


昭 に ご 


金沢 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 族 (主任 石崎 有 信 教授 ) 
(昭和 33 年 12 月 17 日 受領 ) 


石川 県 地方 は 近年 カム ル チ ー (雷魚 ) が 多数 多 殖 し , 
且つ と れ を 生食 する 習慣 が ある 。 一 方 , 終戦 後頭 口 虫 の 
研究 が 頓 に 進み , 各地 に お いて その 疫学 相 が 明らか せら 
れつ つ あ る 。 当 地方 に お いて も と よる 症 と 
われ る 患者 を 2, 8 見 うけ られ た の で , 北陸 地方 に お け 


で ある が , こと に 一 応 そ の 形態 , 寄生 状況 その 他 に つい 
て 今 迄 の 知見 を 報告 する 次 第 で ある 。 
検査 方 法 及 び 状 況 


検査 は カム ル チ イ の 鱗片 皮下 組織 , 筋肉 
及び 内 臓 の 順に 戴 物 硝子 上 に 順次 の せ , 上 か ら 他 の 戴 物 


硝子 で 圧 平 し , 光線 で 検査 し た 。 そ の 結果 100 


る カム ル チ ー の 虫 状況 を 明らか に すべ さく 研究 
第 1 表 カム ル チ ィ 体長 と メタ セル カリ ア 


中 , は か ら ず る も Strigea 科 に 属す る 一 種 の 被 要 め 虫 が 


意外 に 高 率 に 検出 され た 。 文献 を みる に 福田 氏 (1941) 寄生 数 と の 関係 
の 学会 発表 の 際 , 浅田 順一 氏 や 山口 左 仲 氏 が Neodiplo- メタ セル カリ ア 

寄生 数 0 っ = 1=~10= 10= 以 上 
を 述べ , また 私 信 に ょ る 小宮 義 考 氏 が 上 海 で ,. 伊藤 二郎 体長 (cm) - 
氏 が 静岡 県 で や は り Neodiplostomum 属 の を 以下 
検出 し て いる と と を 知 つ た が , 未だ その 形態 の 記載 を み sp: ¢ se b. 


ず , また 発育 史 の 追求 も 成功 を みな い 様 で ある 。 
著者 は 今回 検出 され た 彼 井 幼虫 の 発育 史 を 目下 研究 中 


n=4, 0.01>Pr{x* 37.7} 


う ち 匹 , 即ち 76 と の 幼虫 が 検出 され 
た 魚体 の 大 き さ と 寄生 率 及び 寄生 濃度 と の 関係 
を 第 1 表 に 示し た が , その 結果 は 明らか に 魚体 
の 大 きい 寄生 率 が 高く , の 数 も 多 . 
い 事 が 明らか で あつ た (1 以下 の で 。 


a b Cc 


第 2 図 カム ル チ 体 区 
本 メタ セル カリ ア の カム ル チ ー に お ける 寄生 


第 1 石川 県 産 カ ムル チイ ィ (Ophicephalus argus) 


部 位 は 鱗片 び 内 臓 は 発見 され な 
く , 皮下 組織 , 筋肉 及び 腹膜 に 見 出さ れ , その 大 部 分 は 
筋肉 で あつ た 。 カ ムル チー を 第 2 図 の 如く 区 分 し , それ 
ぞ れ の 区 割 内 寄生 メタ セル カリ アァ を 体 表 及び 腹膜 か ら の 


SH0ozZ0O AZAMI: Preliminary on a Strigeid meta- 
cercaria from Ophicephalus argus in Ishikawa Pre- 
fecture (Department of public Health, School of 
Medicine, Kanazawa University) 


(- 
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第 3 図 カム ル チ イ 内 寄生 図 


距離 で 位置 を 定め その 分 布 を 之 る と 第 3 図 の 如く で あ 
る 。 


メタ セル カリ ア の 形態 


本 メタ セル カリ ア は 筋肉 内 に 包 井 を 被 つ て 寄生 し て い 
る が 第 4 図 は その 新鮮 標本 で ある 。 包 井 は 比較 的 大 きく 
短 椿 円 形 で 新鮮 標本 で は 長径 0.59~0.91 mm, 短 形 0.41 
~0.66mm で ある 。 長 軸 は 筋 線維 の 走行 に 略 平行 し 両端 
線維 の 離間 し た 部 分 に 小 を 認め る 。 略 0.01mm 
の 厚 さ で 内 外 2 層 か ら な り , 人 工 消 化 夏 で 容易 に 外層 は 
消化 され , や や ゃ 光輝 ある 内 層 (固有 膜 か ?〉 を 残す が , 
と の 内 層 も 容易 に 破れ 虫 体 は 圧 出 され 得る 。 

虫 体 は や や 黄色 を 帯び て いる が で あり 及び 
外 に お いて 絶え ず 波 状 運 動 を し て いる 。 

外形 は 第 5 図 の 如く 選 平 で , 明らか に 区 別 さ れる 体 部 


及び 体 後 部 の 2 部 分 か ら な り , 西洋 課 型 の 体 前 部 に 栓 争 


先 型 の 体 後部 が 附 着 し て いる 。 フ マオ ル マ リ ン 固 定 の も の 
で は 体 前 部 先端 が 急 に 細く な つて いる が 体 後部 先端 は 丸 
味 を 帯び て いる 。 包 電 か ら 出 た 虫 体 の フォル マリ ン 固 定 
し た も の で は 全体 の 長径 0.87~1.71 mm, 後部 長径 0.21 
へ 0.839mm, 前 部 最大 巾 0.89~0.70 mm, 体 後部 最大 巾 
0.19 ~0.28 mm で ある 。 体 前 部 先端 の 急 に 細く な つた 
部 分 に と 口 吸盤 が あり 放線 状 の 筋 線維 か ら な り 円 み を 帯び 
た 三角 形 を な し て いる 。 口 吸盤 径 は 0.03~0.05mm で あ 
る 。 腹 吸 押 は 盤 状 先端 か ら 0.46~0.89mm の 位置 に 位 し レ 
口径 は 0.025~0.05mm で ある 。 体 前 部 後方 の 腹 吸盤 の 
後に , 分 上 岐 し た 腸管 に 狭 ま れ て 略 椿 円 形 の 固着 器 管 (0.1 
~0.22mm) が られ る 。 曲 に 続く 咽頭 は 比較 的 
く 発 達し 0.02~0.08 mm) それ に 続く 腸管 は すぐ 分 岐 
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し ( 口 吸 盤 先端 か ら 腸 管 分 岐 部 まで は 0.10~0.19 mm) 鐘 
角 を も つて 体 両側 に 沿っ つて 走り 略 同じ 巾 で 体 後部 先端 に 
つ て と な つて 終 つ て いる (第 7 , 10 図 丸 は 体 
後部 に 位 し 上 下 2 ヶ 存 在 す る 。 上 方 の 応 丸 は 正中 線 か ら 
や や 偏在 し 下方 の る も の は 略 正 中 線上 に あり , と も に 深い 
の 切れ こみ を も つて いる (第 8 図 


動物 実験 


本 メタ セル カリ ア を 成虫 に する 為 に 動物 試食 試験 を 試 
みみ た 。 

(1) マウ ス 

1956 年 5 月 15 日 生後 約 60 
日 の 雌雄 各 2 匹 の マウ ス に 
餌食 せしめ た 。 2 匹 に は 店 
片 よ り 本 メタ セル カリ ア を 
分 離 レ スポ イト で それ 17 ケ 
ずつ 与え , 他 の 2 匹 に は 本 
メタ セル カリ ア を 1 ケ ず つ 
合 小 肉 片 20 を 温 
入 し て 完全 に 餌食 せ し め 
た 。 その 後 15 日 , 80 日 , 45 
日 。 60 日 経て 一 匹 宛 解剖 し 
た が , 陰性 で あつ た 。 

同年 10 月 28 日 生後 約 45 日 
の 雌雄 2 4 匹 の ラッ テ 
で マウ ス と 同様 な 実験 を 計 
みた が 陰性 で あぁ つ た 。 

(8) 家 

同年 月 24 日 成熟 し た 
雄 2 に 約 80 ケ の 本 メ 
タ セ ルカ リア を 含む 肉片 を 
それ ぞ れ 与え , 15 日 及び 30 
日 後に 解剖 し た が すべ て の 
臓器 に 陰性 で あつ た 。 同年 
第 10 図 本 メタ セル 10 月 24 日 解 化 後 無 寄生 虫 的 

ヵ リ ア 模 式 図 な 謀 境 で 育成 し た 生後 30 日 

の 小 家 嶋 4 羽 に 本 メタ セル カリ ア 20 ケ ずつ 与え , 15 日 , 
25 日 。 35 日 及び 45 日 後に 一 羽 ずつ 解剖 し た が すべ て に 際 
性 で あつ た 。 

(4) 犬 及び 

小犬 及び 小 猫 駿 雄一 匹 ず っ に 同年 10 月 28 日 それ ぞ れ に 
約 60 ケ の 本 メタ セル カリ ア を 与え 30 日 及び 60 日 後に 解 部 
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昭和 34 年 8 月 (1959)] 


し た が 吸虫 類 は 発見 され な か つた 。 


1957 年 5 月 11 日 生後 約 1 ヶ年 と 槍 定 され る トビ ー 羽 に 
本 メタ セル カリ ア 40 ケ を 与え 約 20 日 後に 前 見 し た が 明 虫 
類 は 見 出せ な か つた 。 

考 接 
今回 発見 され た 被 電 幼虫 は 明らか に Strigea 科 に 属 
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し , 殊 に Diplosoma 類 に 発育 する だ ろう 事 は ほ さ くさ 間 違 
いな いと 考え られ る 。 現今 我が国 で は こと の 仲間 に , Di%- 
dodiplost , Allo- 
diplostomum な ど が 知ら れ て いる が , その 体制 上 殊 記 
lateral suctorial pockets を 欠く 点 な どか ら み て , Neo- 
diplostomum 属 に 最も 近似 する と 考え られ る 。AMNeodipl- 
ostomum 属 の 中 で は 現在 約 5 種 , 即ち N., attenuatum, 


lostomum, Neodiplostomum, 


(73 ) 
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N, cochleare, N. Pseudattemattum, N. strigis お よび 
福田 氏 (1941) の NN. sp. が 報告 され て いる 。 そ を それら の 
うち で NV, pseudattenuattum は カサ サギ か ら , また MN, 
sp.。 は シ チ ラ ウネ ズミ か ら 得 られ て いる が , 他 の 3 種 は 
何れ も 猛 離 類 を 終 宿 主として いる も の で ある 。ANeodipL. 
ostomum 属 の 中 で 発育 史 の 簡明 され た も の は 未だ 無く , 
筆者 も 此 の 被 褒 幼虫 を 多く の 鳥獣 類 に 感染 実験 を 試み た 
が いづ れ ぁ も 成功 を みな か つた 。 有 恐らく 試食 虫 体 の 少な い 
事 と , 解剖 時 期 の 遅 す ぎ た 事 に よる も の と 考え られ る 。 

と れ ら の 点 を 修正 し 更に 研究 を 続け た いと 考え る 。 


石川 県 替 カム ふ ムル チイ の 筋肉 内 に 寄生 する 未知 メタ セル 
カリ ア を 発見 し た の で 所 見 を 述べ た 。 恐らく Neodiplo- 
stomin 属 に 属す る ある 種 の メタ セル カリ ア で ある と 思 
われ る 。 マ ャ ウス, ラッ テ , 家 輸 , 犬 , 猫 及び トビ へ の 上 感 
染 実験 を 試み た が 陰性 ご で あつ た 。 


本 稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 下さ れ た 石崎 教授 並び 
に 三根 助教 授 た に 深 基 な る 感謝 の 意 を 表し ます 。 谷 種々 御 
指示 下さ れ た 岡山 大 学 山 口 左 伸 教 授 , 千葉 大 学 横川 宗雄 
教授 , 吉村 裕之 助教 授 普 びに 予 研 小宮 義孝 部 長 に 感謝 す 
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る と と ゃ も ゃ に 具体 的 に 御 鞭 擁 , 御 校 閲 下さ れ た 静岡 大 学 伊 
藤 二 郎 教 授 た に 心から 感謝 致し ます 。 


1) 福田 真 杉 (1941) : 「 シ チラ ウネ ズミ 」 よ り 得 を る 
Neodiplostomum の 一 種 に て , 日 寄 記 , 13, 61-63 
—2) Hoffman & Hundley (1957) : The life-cycle 
of Diplostomum boeri eucaliae n. subsp. (Trema- 
toda: Strigeida), Jour. parasit., 43 (6) , 613-627. 
ー3) 渋江 浩 (1954) : 九州 産 鳥類 寄生 吸虫 類 の 研究 , 
寄生 虫 誌 , 3(1), 43. 一 4) Yamaguti, S.: Studies 
on the Helminth Fauna of Japan Part. 5, Trem- 
atodes of Birds of Birds, III Jap. Jour. Zool., 6 
(2), 159-182. —5) Yamaguti, 8S. (1939) : Studies 
on the Helminth Fauna of Japan Part 25, Trem- 
atodes of Birds IV Jap. Jour. Zool., 8(2), 129- 
210. 


Summary 


The auther descreibed an unknown metacercaria 
which was discovered from Ophicephalus argus in 
Ishikawa Prefecture,. This metacercaria, perhaps, 
belongs to Neodiplostomum,. Infection experiments 
were tried on mice, albino rats, ducks, dogs, cats 
and kite and were negative. 


; 
; 
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34 年 8 月 (1959)】 


人 工 感 染 肝 上 由 生 に お けり る 2 小野 皮 内 反応 
の 消長 に つい て 


兵庫 農 科 大 学 獣医 学 教室 ( 幸 任 小野 豊 教授 ) 
(昭和 33 年 12 月 26 日 受領 ) 


は し が き 


わが 国 に お ける 家畜 肝 蜂 症 の 被害 は 極め て 大 きく , 各 
種 家畜 寄 生 虫 病 の な か で , 第 1 位 に ある 現況 で ある 。 家 
褒 の うち で は , と くに 和牛 の 被害 が 最も 多く , 今日 の 推計 
で は 全国 率 牛 飼育 頭数 約 320 万 頭 中 , その 402 に あたる 


128 万 類 が 肝 蜂 症 に か か り , その 損害 は 年 間 160 億 円 を 


と え で てい る;。 

と の ょ うな 和牛 の 肝 里 症 に 対し て , 今日 その 診断 法 と し 
て は , 肝 蜂 卵 検査 法 と 皮 内 反応 法 と の 二 つ が ある 。 本 病 
の よう に , 虫 体 の 寄生 が 主として 肝 管 (胆管 ) 内 で ある 
場合 に は , その 卵 は 肝 管 お ょ び 胆 概 内 に は 多数 検出 され 
て も , 大 量 の 区 便 内 に 混在 する 虫 婦 の 検出 率 は 一 般 に 低 
〈,。 さら に 慢性 胆管 炎 を 起す よう に な る と , 胆管 内 腔 に 
し ば し ば 形成 され る 結石 また は 多量 の 湖 出 物 の うつ 滞 の 
た め , 虫 卵 が 胆管 内 に 抑留 され て , 卵 の 検出 が な ず か し 
く な る 。 あ る い は また 卵 体 の 少数 寄生 の 場合 と も, 卵 は 
検出 され な いと と が 多い 。 ま た 肝 虫 , 感染 後 
90 日 を 経て , は じ め て 検出 され る の で 早期 診断 に は 不適 
当 で ある 。 

皮 内 反応 に ょ る 肝 蜂 症 の 診断 は , Agritin und Baskaya 
(1989), 東 (1950 う , Soulsby (1954) に ょ つて 試み られ 
た が , あま り ょ よい 成績 が えら れず , 未だ 実用 化 と に は いた 
ら な か つた 。 し か る に 私 ども は , 1952 年 「 牛 肝 昧 症 診 断 
用 アン チゲ ン 」 を つく り , と これ に よる 和牛 肝 蜂 症 診 断 法 を 
創案 し た が , この 方 法 に よれ ば , 操作 は 簡単 で , その 適 
中 率 は 96 .7% の 高 率 を 示し , 本 病 の 診断 と くに 集団 検診 
に 応用 し うる 唯一 の 方 法 で ある と と が 確認 され , 今日 広 

YUTAKA ON0, SHIGE KIMURA & NOBORU KUBA:: 

Uber die Anderung der intradermalen Reaktion 

von Ono bei der experimentellen Fascioliasis des 


Rindes (Institut fuir Veterinédr-Medizin, Land.- 
wirtschaftliche Hochschule Hyogo, Sasayama) 


く 応用 され る ょ うに な り , すでに 200 万 頭 以上 の 牛 が 検 
診 き され て いる 。 と の こと と は 家 礁 寄生 虫 防 疲 史 上 , 一 つの 
革命 的 成果 を も た らし た も の と 考え られ る 。 し か し レ し , と 
れ ま で の 私 ど ぁ の 皮 内 反応 に つい て の 報告 は , すべ て 自 
然 感 染 牛 に つい て の 成績 で あつ た の で ある が , 今回 和牛 の 
人 工 感 染 実 験 に 成功 し , この 和牛 に つい て , 感染 初期 より 
長期 (600 日 ) に わた り , 一 般 臨 床 所 見 の 推移 と と も 
に , 皮 内 反応 の 消長 に つい て 観察 し た の で , その 大 要 を 


報告 する こと と する 。 


材料 だ お よび 方 法 


(1) 肝 螺 え メタ ケル カリ ア の 採集 

器 内 で 肝 角 させ , し た ミラ キディ 
を 中間 宿主 で ある ヒメ モノ アラ ガイ Lymnaea ollula 
に 感染 させ , 自然 に 洗 出し た ケル カリ ア を クロ バー の 葉 : 
に 附 着 被 を た 。 

(2) 実験 動物 

黒色 和牛 2 頭 を 用 いた 。No. 1 は 生後 10 ヵ 月 の 去勢 雄 
で あつ て , 1956 年 7 月 5 日 , 肝 妊 メタ ケル カリ ア 8,000 
個 を 経口 投与 し て , 重度 の 感染 を 起 さ せ , さら に 感染 後 : 
393 日 目 (1957 年 8 月 2 日 うに 肝 ケル カリ 1,500 
個 を 経口 投与 し て 再 感 染 を 行 つ た 。 No. 2 は 生後 8 ヵ月 
の 夫 勢 雄 で あつ て , 同じ く 1956 年 7 月 5 日 , 肝 虹 メタ ケ 
ルカ リア 1,500 個 を 経口 投与 し て 中 等 度 感 染 を 起 さ せ , 
さら に 感染 後 190 日 目 (1957 年 1 月 11 日 ) より 5 回 と わ 
た り , Hexachloroethane 製剤 を 体重 1 kg あたり 0.3 g 
を も つて 駆虫 試験 を 行 つ た 。 

(3) 人 工 感染 肝 蜂 和牛 の 検 

感染 後 600 日 間 に わ た つて , つぎ の 検査 を 行 つ た 。 。 
1. 皮 内 反応 : 東京 臓器 化学 株 式 会 社 製造 の , 国家 検 
定 合格 品 で ある , 小野 の 和牛 肝 蜂 症 診断 用 アン チゲ ン を 用 
いて 皮 内 反応 を 行 つ た 。 と この ア ンチ ゲン 0.2cc を 人 工 感 
染 牛 の 尾根 部 内 側 の 皮 内 に 注射 し , 注射 後 15~20 分 に あ 。 
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ら わ れる 注射 部 位 の 硬 結 腹 月 の 大 き ミ (直径 う を 測定 し レ , 
その 大 きき が 15mm 以上 で , 周囲 と の 限界 が 明らか な も 


の を 陽性 反応 と し , 注射 部 位 の 腫 彩 が 11~14mm で 硬 結 


が な く , 周囲 と の 限界 が 不明 瞭 な も の を 疑 陽 性 と し , 注 
部 位 が 判明 する で , 硬 結 の な いも の を 陰性 と 
し た 。 検査 は 感染 後 4 週間 は 1 週 1 回 , その 後 は 2 週間 
に 1 回 行っ つた 。 

2.。 その 他 の 検査 : 一 般 臨床 検査 , 血液 検査 , 尿 検 
査 , 虫 卵 検 査 は 感染 後 3 ヵ月 間 は 1 週 2 回 , その 後 は 1 
週 1 回 行 つ た 。 た くし , 体温 , 脈 持 数 , 呼吸 数 は 毎日 測 
定 し た 。 


実験 成績 


(1 う 感染 初期 (感染 後 60 日 まで ) の 皮 内 反応 

2 頭 の 人 工 感 染 牛 に つい て , 余ら の 和牛 肝 蜂 症 診 断 用 ア 
ンチ ゲン を 用 いて 行 つ た 感染 初期 (感染 後 60 日 まで ) の 
皮 内 反応 の 成 積 は , No.1 で は 感染 前 12~13 mm の も の 
が , 感染 後 5 日 目 10mm, 12 日 目 23mm, 19 日 17mm, 33 
日 ~61 日 で は 19, 19, 20 mm を 計測 し た 。 す な ね わら ち , 
No,. 1 で は 感染 12 日 で 皮 内 反 応 は 陽性 転化 を 示し , 以後 
ひき つく さき 陽性 反応 を 示し た 。 陽性 反応 時 の 注射 部 位 
は つね に 限界 明瞭 な 硬 結 衝 有 を 示し , 中 心 部 は わずか 
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に 発赤 が 認め られ る と と も あつ た 。 ま た No. 2 で は 感染 
前 1l1mm の も の が , 感染 5 日 目 10mm, 12 日 目 14mm, 19 
日 目 17mm, 26~54 日 目 で は 18, 19, 20mm を 計測 し た 。 
すなわち , No.2 で は 感染 19 日 目 に 陽性 に 転化 し , 以後 
か ひきつづき 陽性 を 示し た わけ で ある 。 陽 性 反応 時 に お け 
る 硬 結 笑 服 の 状態 は , No.1 と ほ さ く 同様 で あつ た 。 

な お , この 時 期 の 一 般 臨 閑 症状 と し て は , 元気 喪失 , 
軟便 , 食 父 減 退 が 認め られ , 血液 所 見 と し て は , 赤血球 
数 , 白血球 数 は 2 例 と も 著 変 は 認め られ な か つた が , 好 
酸 球 は , No.1 は 12 日 目 19%, No.2 は 8 日 目 18 と か 
な り の 増加 を 示し , No.1 は 47 日 り は 22~87 , 
No. 2 は 40 日 目 よ り 20~89% と 著しい 増加 を 示し た 。 肝 
, この 時 期 に は 全く 中 か ら 検 出さ れ な か つ 

(2) 衰弱 期 (感染 後 60 日 より 150~290 日 まで ) の 
皮 内 反応 

感染 初期 に つ さ いて, 感染 和牛 は , ぜん じ , 衰弱 , 筆 血 
を 示し た 。 そ の 期間 は 重症 の No. 1 で は 200 日 に お ょ ん 
だ が , 中 等 症 の No. 2 で は 90 日 に と どまり , つぎ の 四 復 
期 に 移行 し た 。 衰弱 期 で は , 動物 は , 体重 の 著しい 減 
少 , 肝 部 の 圧痛 , 眼 結 膜 の 各 面 , 被 毛 光沢 の 欠如 が み ら 
れ , さら に No. 1 で は , 感染 100~280 日 に わた つて , 
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第 1 図 No.1 ( 肝 系 メタ タル カリ ア 3000 個人 工 感 染 千 ) の 皮 内 反応 と 一 般 症 状 肝 血 虫 卵 + :1~10, 本 : 11~ 


50,。 51~100, : 101 以上 
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第 2 図 No.2 ( 肝 血 メタ ケル カリ ア 1500 個人 工 感 染 牛 ) の 皮 内 反応 と 一 般 症 状 肝 球 虫 卵 十 :1~10, 士 : 11~ 


50, : 51~100 


心機 能 障害 , 頸 凹 , 前 胸部 の 特長 の ある 浮腫 が あら われ 
た 。 また , 赤血球 数 の 減少 は 80 日 頃 よ り 始 まり , ぜん じ 
著 明 と な り , No.1 は 232 日 に 最低 819 万 , No. 2 は 140 
日 目 に 最低 486 万 を 記録 し た 。 白 血球 数 も 120 日 頃 よ り 
減少 し , No.1 は 以後 長期 に わた つて 回 復 を 示さ な か つ 
た が , No. 2 で は 225 日 以後 回 復 し た 。 好 酸 球 は , 前 期 
に つ ざ さき, 増加 の 傾向 を 示し , No.1 で は 本 期間 中 お お 
ね ね 20~45%, 最高 75 日 の 52% で あり , No.2 も ほ ゞ く 同 
様 で , 最高 は 68 日 の 49%% で あつ た 。 膨 ! 卵 は No. 1 で は 
感染 66 日 以後 , No. 2 で は 65 日 以後 工 便 内 に 検出 され た 
が , 150 日 以後 は 著しく 減少 し , と き に 検出 され な いこ 
と も あつ た 。 , 

と の 時 期 の 皮 内 反応 は , 全 期 間 を 通じ て 陽性 を 示し 
た 。 し か し レ し, 硬 結 腫 有 の 大 き さ は , No.1 で は 61 一 155 
日 まで は 18~21mm を 計測 し た と が, その 後 は , ぜん じ 
大 き さ を 減じ , 190~288 日 で は , お お むね 15mm と い 
う 最 小 の 陽性 値 を 示し た 。No. 2 で は , 常に 17~20mm 
の 大 きき を 持続 し , なほ くさく 感 染 初期 の 大 き さ と 同様 で あつ 

(83) 回 復 期 の 皮 内 反応 

裏 弱 期 に つく さき , No.1 で は 800 日 目 , No. 2 で は , 
150 日 上 月 ど ろか ら , ぜん どじ 回 復 に 向 つ た 。 動物 は , 元 


気 , 食欲 , 被 毛 の 光沢 を 増し , つい で 肝 部 の 圧痛 , 眼 結 
膜 の 各 面 , 頼 凹 部 お ょ び 前 胸部 の 浮腫 も 消失 した 。 血液 
所 見 も ぜん じ 回 復 を 示し た が , 好 酸 球 の み は , No.1 で 
は 依然 と し て 増加 の まま で あつ た 。 な お , No. 2 で は 感 
染 190 日 以後 5 回 に と わた つて 駆 虫 試験 を 行 つ た 。 

と の 時 期 の 皮 内 反応 は , No.1 で は 再 感 染 処 置 を 行 つ 
た 3893 日 まで に 8 回 実施 し た が , 38337 日 目 を 除い て は , 
いずれ ぁ も 陽性 最小 値 の 15mm で あつ た 。 337 日 目 は 14 
mm (判定 は 疑 陽性 ) を 計測 し た 。 No. 2 で は , 155, 
169, 190 日 の 反応 は それ ぞ れ 17, 20, 16mm で あつ た 。 
No. 2 の 駅 虫 後 の 皮 内 反応 の 成績 は 後記 する 。 

(4) 再 感 染 後 の 皮 内 反応 

No. 1 は 第 一 次 感染 後 393 日 目 (1957 年 8 月 2 日 ) に 
再 感 染 を 行 つ た 。 再 感 染 後 , 再び 軽度 の 体重 の 減少 , 肝 
部 の 圧痛 , 眼 結膜 の 各 血 , 赤血球 数 の 減少 , 好 酸 球 の 増 
加 を 認め た 。 友 内 反応 は , 再 感 染 前 すでに 6 ヵ月 に わた 
つて 最小 の 陽性 値 (15 mm) を 示し て いた の で ある が , 
再 感染 後 再び 注射 部 位 の 硬 結 腹 有 が 増大 し て , 再 感 染 後 
14 日 目 19mm, 28 日 目 18mm, 以後 200 日 と わた り 20~25 
mm と か な り 大 きい 陽性 値 を つく さけ た 。 

(5) 駆虫 試験 後 の 皮 内 反応 

No.2 は 感染 190 日 (1958 年 1 月 11 日 〉 以後 5 回 と わ 
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た つて , へ クサ クロ エタン 製剤 に よる 駆虫 試験 を 行 つ 
た 。 第 1 回 190 日 うお よび 第 2 回 (218 日 ) の 駆虫 後 , な 
お か な り 多 数 の 肝 里 卵 が 検便 中 に 検出 され た の で , さら 
に 第 3, 4, 5 回 C249, 295, 8330 日 目 う の 駆虫 を 順次 行 
つた の で ある が , や は り 少 数 な が ら 虫 九 が 検出 され た 。 
従 つ て , 完全 駆虫 に は 成功 し な か つた わけ で ある 。 こ と この 
期間 の 皮 内 反応 は 16~21mm で あつ て , 常に 陽性 値 を 示 
し た 。 8350 日後, 虫 卵 は お お むね 陰性 と な つた が , まれ 
に 1>~2 個 を 検出 し た こと も あつ た 。 有 皮 内 反応 も , この 
頃 か ら そ の 大 き さ を 減じ た が , や は り 16~17mm の 陽性 
値 を 示し た 。 な お , No. 2 は 感染 670 日 目 (1958 年 5 月 
16 日 ) に と 殺 , 誠 検 し た が , 肝 は 肝 虹 寄生 に ょ る 高度 の 
硬度 , 肝 左 葉 高 度 の 高度 の 慢性 胆管 炎 , 胆 , 
胆管 内 結石 形成 が 認め られ , 胆 松 内 , 胆管 内 と は 多数 の 
肝 卵 が 検出 され , また 胆管 内 と 1 砲 の 生存 肝 里 虫 体 を 
見 出し た 。 


私 ども は , さき に 小野 皮 内 反応 に ょ る 和牛 肝 蜂 症 診断 法 
を 考案 し た 。 こと の 方 法 は , 今日 牛 肝 昧 症 の 診断 法 と し 
て , と くに 集団 検診 に 広く 応用 され , すでに 200 万 頭 以 
上 の 和牛 の 検 診 が 行わ れ , 肝 里 症 防 疲 に 貢献 する と こと ころ が 
あつ た 。 こ と の 方 法 は , 自然 感染 肝 映 和牛 の 診断 に は , 96.7 
26 の 適 中 率 を 示し た の で ある 。 今回 の 実験 は , これ まで 
企図 され な か つた 人 工 感 染 肝 上 蜂 和 牛 と に つい て , 感染 後 600 
日 に と わたり, 小野 皮 内 反応 の 消長 を 検索 する と と も た に, 
感染 和牛 の 一 般 臨 床 症 状 の 推移 を 追究 し た の で ある 。 

人 工 感染 に 用 いた 動物 は , 黒色 和牛 の 去勢 雄 2 頭 で , 


No. 1 は 肝 稀 メタ ケル カリ ア 38,000 個 ; No. 2 は 同 1,500 


個 を それ ぞ れ 経口 投与 し て 感染 を 成立 させ た 。 感 染 後 皮 
内 反応 の 陽性 に 転化 する 時 期 は , No. 1 で は 12 日 日, No. 
2 で は (19 日 目 で あつ て, 注射 部 位 は 明らか な 腫 服 硬 結 を 
示し レ , 周囲 と の 境界 は 明瞭 で あつ た 。 感 染 初 期 の 腫 服部 
の 直径 は , No.1 , No.2 と も に 17~21mm (15mm 以上 
を 陽性 と する ) の も の が 多 か つ た 。 ま た 感染 初期 の 症状 
と し て は , 元気 , 食欲 減退 , 軟便 , 軽度 の 各 好 酸 
球 の 著しい 増加 を 認 を る 程度 で , いま だ 肝 蜂 症 特有 の 義 
状 は あら われ ず , また 肝 蜂 九 の 排出 は 感染 後 65 日 CNo. 
2 ),66 日 CNg. 1 ) 以後 で あつ た 。 し た が つて , 皮 内 反 
応 は 虫 卵 検 査 に と くらべ て , か な り 早 期 に 本 病 の 診断 に 応 
用 し うる わけ で ある 。 重症 , 衰弱 の 時 期 (感染 60 日 以後 
No.1 は 290 日 。 No.2 は 150 日 まで ) に お いて も , 皮 
内 反応 は 常に 陽性 を 持続 し た 。 No. 1 で は , 61~155 日 


( 
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まで は 18~21mm で あつ た が , その 人 後 は 大 き さ を 減じ 。, 
190 へ ~288 日 で は , お お むね 15mm と いう 最小 陽性 値 を 
示し た が , No.2 で は 感染 初期 と 同様 の 反応 の 大 き さ を 
持続 し た 。 - こ の で は , 動物 は 閉 し く や せ , , 
肝 部 の 圧痛 , 心機 能 障 害 , 吾 凹 , 前 胸部 の 浮腫 な ど , 肝 
昧 症 特有 と み ら れ る 症状 が あらわれ, 赤血球 数 は 300 万 
台 に まで 減少 し た 。 回 復 期 の 皮 内 反応 は , No.1 で は 裏 
弱 期 と ほとん ど 同 じ で , 15mm の 最小 値 を 示し た が , た 

ゞ 1 回 , 337 日 目 に 14mm (判定 は 疑 陽性 ) を 示し た 。 
No. 2 は 16~21mm で あつ て , わずか に 反応 の 大 き さ を 
減じ た が , 陽性 を 持続 し た 。 

な お , No. 1 で は 再 感染 後 の 皮 内 反応 の 推移 を しらべ 
る た め , 第 1 次 感染 後 393 日 目 に 再 感 染 を 行 つ た 。 再 感 
染 前 の 皮 内 反応 は , すでに 6 ヵ月 に と わたり, 最小 陽性 値 
(15 mm) を 示し て いた が , 再 感 染 後 な 再び 反応 は 増大 
し て , 再 感 染 後 14 日 で は 19mm, 18 日 で は 18mm, 以後 
200 日 に わた り 20~25mm と いう か な り 大 きい 反応 値 を 
示 じ た 。 

さら に , 本 実験 で は , 駅 虫 後 の 皮 内 反応 の 推移 を も , 
追究 し よう と 試み た の で ある が , その 前 提 条 件 で ある 完 
全 駆 虫 が つい に 成功 し な か つた 。 す な わ ち , 感染 後 190 
へ 3830 日 の 間 , 5 回 と に と わたり へ クサ クロ ロロ エタ ン 剤 に よ 


る 駆虫 処置 を 行 つ た が , 最後 (第 5 回 目 〉 の 駆虫 後 も , 


な お 区 中 に 肝 を 排出 し た 。 内 反応 は 最終 駆虫 
後 , その 大 き さ は や ゃ 減少 し た が , 依然 陽性 値 (16~17 
mm) を 示し た 。 そ の 後 , 感染 670 日 昌 に , と 殺 , 誠 検 
し た が , 肝 は 高度 の 寄生 性 肝硬変 , 慢性 胆管 災 , 胆 概 炎 
を 認め , また 胆管 由 と 1 匹 の 生存 し た 虫 体 を 発見 し た 。 
最後 に , この 実験 で は 肝 蜂 感染 後 1~ 2 週 の 問 隔 を も 
っ つて, 反復 し て 肝 蜂 診断 用 アン チゲ ン を 注射 し た の で あ 
る が , と の 際 に 考え られ る と と は , い わ ゆ る 脱 感 作 お ょ よび 
強勢 感 作 の 影響 で ある 。 脱 感 作 の 現象 が 起 れ ば , 本 来 陽 
性 に あぁ あら われ る べき 反応 が 陰性 化す る わけ で ある が , 今 
回 の 例 で は この よう な こと と は ほとん ど 認 め ら れず , わ ず 
か か に 重症 感染 例 の No. 1 が 感染 後 3887 日 目 に 疑 陽性 の 
反応 を 示し た に と ど ま つ た 。 し か も と の 現象 は しろ 免 
疫学 上 Negative Anergie の 状態 を ひき 起 し た も の と 解 
釈 す る こと が 妥当 の よう で ある 。 ま た , 強勢 感 作 の 影響 
も , 慢性 裏 弱 期 の 皮 内 反応 の 減弱 傾向 な ら び に 再 感 染 に 
お ける 皮 内 反応 の 明らか な 増強 な どか ら 考 えて , あま り 
認め らち られ な いよ ょ よう で ある 。 し か し こと の 問題 に ついては, 
さら に 今後 の 検討 に また ね ば な ら な いと 考え られ る 。 
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まとめ 

私 ども は , と れ ま で 企図 され な か つた 和牛 (2 頭 ) に お 
ける 肝 里 症 の 人 工 感 染 実 験 を 行い , この 感染 和牛 に つい 
て , 600 日 と わた つて , 一 般 臨床 所 見 を 検索 する と と も 
に , 小野 皮 内 反応 の 消長 を 観察 し , つぎ の 結論 を えた 。 

1. 人 工 感 染 肝 映 牛 こと お いて は , 小野 皮 内 反応 は 感染 
後 , No. 1 で は 12 日 目 , No. 2 で は 19 日 目 に 陽性 に 転化 
し た 。 肝 里 卵 が 開 便 内 に 排 溢 され る も の は , 感染 後 60 日 
以後 で ある の で , 肝 虹 和牛 の 早 期 診断 に は , 皮 内 反応 は 最 
適 の 方 法 で ある と いえ る 。 

2.。 陽性 転化 後 の 皮 内 反応 は , No.1 が 感染 後 337 日 
目 に た ゞ く 1 回 疑 陽性 を 呈し た 外 は , すべ て 陽性 を 持続 し 
た 。 疑 陽性 反応 の 出現 は , 感染 和牛 が 一 種 の Negative 
A nergie の 状態 に ちあ つた も の と 考え られ る 。 

・8. 再 感染 後 , 皮 内 反応 は 再び 強 陽性 を 示し た 。 

4. アン チゲ ン の 反復 注射 に よる 脱 感 作 お よび 強勢 感 
作 の 影響 は あぁ まり 認め られ な か つた よう で ある が , これ 
に つい て は , な お , 今後 の 検討 を 必要 と する 。 
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Zusammenfassung 


Unsere expereimentelle Infektionsversuche von 
Fascioliasis wurden an 2 Rindern (Tier.-Nr. 1 
und Tier-Nr. 2) ausgeflihrt, um die Anderung der 
intradermalen Reaktion von Ono wahrend 600 
Krankheitstage nach der Infektion zu studieren, 

Durch Infektion mit 3000 eingekapselten Zer- 
karien wurde Tier-Nr. 1 zur hochgradigen Erkran- 
kung fuihren, dagegen liess sich Tier-Nr. 2 mit 
1500 derartigen Zerkarien nur mittelgradig kiinst- 
lich anstecken. 

Die intradermale Reaktion von Ono zeigt, dass 
die Einftihrung von Ono’s Antigen in das Kutis- 
gewebe der an der Fascioliasis leitenden Rindern 
umschriebene Schwellung und Erhartung der Impf- 
stelle zu Folge hat,. Als Impfstelle wurde die eine 
Schweifafterfalte empfohlen, Die positive Reaktion 
a&ussert sich in einer Anschwellung, die nach 15 
Minuten tber 15mm im Durchmesser erreichen 
kann. Dagen kann eine Durchmesser zunahme 
von bloss 11,0-14,0 mm nur als zweifelhafte Re- 
aktion bewertet werden, wahrend eine solche von 
weniger als 10 mm ein negatives Ergebnis bedeutet, 

In den uns ausgeftihrten ktinstlich infizierten 
fasciolibse Rindern war die intradermale Reaktion 
bei der Tier-Nr. 1 positiv von 12 Tage, bei der 
Tier-Nr. 2 von 19 Tage nach der Infektion, 
umgewandelt, Da die Eier der Fasciola hepatica 
erst nach 63-90 Tage nach der Infektion durch 
Metazerkarien mit dem Darmkot ins Freie gelangt 
sind, hat die Untersuchung der Eier im Kot als 
Methode zur Friidiagnose der Fascioliasis des Rindes 
eine geringere Bedeutung. Dagegen ist die in- 
tradermale Reaktion wahrscheinlich die beste Me- 
thode einer Fruihdiagnose. Und zwar ist diese 
Methode, wie in der vorigen Arbeit erwahnt 
praktisch ein sehr einfaches Verfahren. Wir kon- 
nen sie, sowohl bei Fruih-, als auch bei Massend- 
iagnose, als alleinge, schnellste und sicherste 
Ermittlungsverfanren empfohlen. 

Von erster positiven Umwandlung an dauert 
die Reaktion immer positiv wahrend 600 Kran- 
kheitsage. Jedoch wurde, sie bei der Tier-Nr. 1 
nur einmal am 337 Krankheitstrge als zweifelhaft 
beobachtet, Das Aufterten dieser zweifelhaften 
Reaktion kann vielleicht als Erfolg der negativen 
Anergie geklért werden. 

In unseren FA&llen diirfte wohl es gestattet sein, 
dass er nachteilige Einfluss nach wiederholten An- 
tigeneinspritzungen in Zwischenrdumen von 2 
Wochen nicht erzeugt wurde, Diesbeztiglich werden 
noch weitere Untersuchungen erfordert mitissen. 
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まえ が き 


日 本 の 如く 遇 虫 の 多い 国 で ご あつ て も , 戦前 その 感染 経 
路 に つい て は , 比較 的 単純 な 考え が も た れ て 居り , 専ら 
野菜 が 重要 な 感染 経路 と 見 人 敬 さ れ て いた 。 そ を れ が 重要 な 
経路 で ある こと と は 間違い の な い 所 で ある が , それ 以外 に 
も 多く の 経路 が あり , し か を も 非常 に 重要 な も の の 含ま れ 
て いる こと と が 見 逃がさ れ て いた の で ある .。 戦後 の 著しい 
墓 延 に 関連 し て , 環 虫 の 感染 経路 に つい て 詳細 な 研究 が 
行わ れ た 結果 , そ の 複雑 な 様相 が 始め て 明る み に 出 され , 
人 達 を せしめ た 。 は 自然 界 の 至る 所 に 存在 
し , 我々 の 生活 療 境 を と り ま いて いる の が 日 本 の 状態 で 
ある 。 と この ょ うな 状態 が 判明 し た 結果 , 貞 虫 の 感染 経路 
に 関す る 観念 が 一 変 し , 又 感 染 予 防 の 至難 な こと が 認識 
せら れる に 至 つ た 。 

最も 注意 せら る べき 事実 は , か か る 広 渦 な 卵 の 分 布 は 
主として 人 為 的 な 理由 に 依る と 云う こと で ある 。 そ を それは 
云う 迄 も な く 肥 料 と し て 人 区 を 使用 する こと に ある が , 
多く は 無 処理 の , 従 つ て 生 卵 を 含有 する 避 尿 の 撤 布 が 広 
な 範囲 て 行わ て 居り , 自然 界 の 最も 重要 な 
出発 点 と な つて いる 。 一 方 感染 者 の 肛 囲 と 附 着 せる 虫 卵 
の 落下 も また 分 布 の 根元 と し て 見 逃がし 得 な い 場 合 が あ 
る が , その 重要 性 か ら は 造 か に 前 者 に お と る 。 

と の ょ うな 方 法 で 自然 界 に 置か れ た 虫 卵 の その 後 の 態 
度 が とこ の 問題 の 核心 と な る が が, それ ら の 卵 は , 雨 及び 風 
に 依 つ て 広く 四散 する 結果 , 自然 界 及 び 吾 人 の 生活 
境 の 至る 所 に 存在 する こと に な る 。 沿 そ れ ら か ら 人 体 
( 手 , 足 , 衣類 ) に 附 着 し た も の が , その 移動 に 依 つ て 
持ち 運ば れ て 落下 する と と も る 四散 の 原因 と し て 見 逃 せ な 
い 。 これ ら の 結果 実に 意外 と する 個所 に 上 遇 虫 卵 の 存在 す 
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今 村 


る 可能 性 が あぁ る と と に な る 。 
自然 界 及 び 人 の 生活 に お ける の 実際 の 分 布 
に つい て は , 戦後 今日 迄 に 我国 で 観察 し 報告 し た 人 は 少 
な く な い 。 余ら の 一 人 西村 も 赤 大 阪 を 中 心 と し て 種々 な 
る 調査 を 行い 報告 する 所 が あつ た 。 と こと これら に 依っ つて 貝 卵 
分 布 に 関す る 知見 が 大 い に 上 豊富 に な つた が , 殊 に 農村 に 
お いて 濃厚 な 分 布 が 認め られ た と と は 当然 と 云え よう 。 
由来 農村 に お ける 箇 虫 感染 は 一 般 に 高 率 で ある こと と が 知 
られ て いる が , その 理由 は 農家 の 生業 に 関連 し て , と この 
ょ うに 濃厚 に 分 布 し て いる 貝 卵 に 接触 する 機会 が 多い と 
と に ある こと は 間違い の な い 所 で ある ろう 。 

然るに 従来 農村 に お ける 虫 九 の 分 布 に つい て 行わ れ た 
調査 は , 主 と し て 部 分 的 な る も ので, 全般 的 な も の と し て 折 
扱わ も れ た も の は 殆ど な い に 等 し い 。 し か し 貝 卵 の 分 布 
は 撤 布 せら れる 選 尿 か ら 出 発し て , 個所 的 に 互 に 関連 性 
が あり , か つっ 動 的 な る の で ある と 考え られ る の で , 多角 
的 な を 一定 の 期間 に て 行う こと に 依っ つて 始め て 
実相 を 把握 する こと が 出来 る 番 で ある 。 私 共 は この ょ う 
な 意図 の も と に , 一 農村 部 落 を 対象 と し て 種々 な る 角度 
か ら 系 統 的 な 観察 を 企 て た 。 此 処 に 報告 せん と する の は 
その 結果 に つい て で ある 。 


対 落 


前 述 の 如き 意図 を 以 っ て 観 祭 する た め の 対 象 部 落 は 付 
り 大 きく な く , か つ 可 及 的 弧 立 し て 居り , 他 の 部 落 か ら 
の 影響 を 除外 し 得る も の で ある と と が 望ま し い 。 こ と の 目 
的 で 私 共 の 選ん だ の は 大 阪 府 北 河内 郡 庭 密 町 梶 北 で あ 
る 。 戸数 20, 人 口 約 100 名 , 生 業 は 殆 ん ど 系 く 農 で , 陣 境 
的 に は 全く 農村 的 で ある 。 部 落 内 に 若干 の 耕作 地 が あつ 
て 野菜 を 栽培 し , 周辺 は 主として 水田 で ある が , 普通 耕 
作 も ある 。 部 落 内 の は く 自家 用 と し , 野 菜 は 
自給 自足 で 他 ょ より の 購入 は 特別 な 場合 の 他 殆 ん ど な い 。 
住家 の 配置 及び 耕作 地 と の 関係 は 附図 の 如く で ある 。 

本 部 落 の 寄生 虫 感染 状況 に つい て は , 本 観 祭 開 始 前 の 
調査 に と 第 1 表 の 如く で あつ た 。 は 48.2 当 


(1959)] 


踊 和 34 年 8 月 


第 1 表 観察 開始 前 検査 成績 (1953) 


検査 数 虫 東毛 虫 和 条 


88 38 49 14 29 1 
43.2% 55.7% 15.9% 33.0% 1.1% 


( 塗 抹 , 浮遊 法 併用 ) 


人 


7] 


第 1 図 梶 北部 落 配置 


時 の 農村 と し て は 必ず し も 高 率 と は 云え な い 。 と これ に 反 
し 虫 は 多く , 毛 線 虫 が 比較 的 多い と と 
が 本地 の 特徴 と 云え る 。 その 人 後 遇 虫 に 対し て は マク = 
ン 8 ( 旧 ) を 以 っ て 2 回, 釣 虫 に 対し て は 四 塩 化 そ チレ 
ン を 以 つ っ て 1 回 の 駆虫 を 行 つ て いる 。 但 し 治療 は 徹底 し 
て いな い 。 本 観察 は その よう な 状況 下 に 行わ れ た も の で 


ぁ る 。 
実験 方 法 


観察 の 目的 は と この 部 落 を 中 心 と し て , 遇 虫 卵 が どの ょ 
うな 分 布 を 示し て いる か を 知る と こと に ある が , 卵 の 由来 
か ら 始 まつ て それ ら が 移動 する と 考え られ る 方 向 に 調査 
を 進め る こと に 依 つ て その 意義 が 合理 化 さ れる 。 芝 便 と 
共に 排 洪 され た 卵 は ま づ 便 池 に 落 き され る 。 其処 か ら 震 作 
地 に 運ば れ と 共に 撤 布 され る 。 に か れ た は 
風 に 依っ つて 飛ば され 人 家内 等 に 落下 する 。 又 耕作 地 で 仕 
事 を する 人 達 の 手指 や 衣服 に 附 着 し , それ は 住家 に 持ち 
帰 え られ て 落下 する 。 と の よう な 想定 の も と 応 。 それ ぞ 
れ の 個所 に お ける 卵 の 検出 を 行 つ た 訳 で ある 。 各 個所 に 
お ぉ ける も の は 静 的 な 意義 し か 持た な い が , を それ ら を 一 連 
の も の と し て 考え る と , それ は 卵 の 儲 款 と 云う 動 的 な 意 
義 を も つて 来る ある 。 

沿 そ れ ぞ れ の 材料 か ら の 卵 の 検出 法 に つい て は , それ 
ぞ れ の 場合 に 記述 する が , 共通 の と と が ら と し て は 選 尿 
を 材料 と し た 以外 の 場合 の 卵 検出 は いずれ も 重 ク ロー ム 
ー タ を 用 いる 浮 に 依 つ た こと と を 述べ て 置く 。 
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A. 便 池 内 の 

虫 卵 が 外界 に 出る 最初 の 場所 と し て , 私 基 は 各戸 の 便 
池内 婦 数 を ま づ 調査 し た の で ある が , 20 戸 の うち 2 戸 は 
他 家 の 便所 を 共用 する の で 結局 便 池 の 全数 は 18 で ある 。 
と れ ら の 便 池 の うち 10 戸 の も の は 選 尿 両 横 を 有する が , 
選 横 に も 尿 が 落ち , 従 つ て 完全 な 分 離 で は な い 。 尚 雨水 
が 流入 する と 思わ れる も の を も 若干 あつ た 。 

と れ ら の 便 池 か ら 選 尿 約 300cc を 取り 出し , その 10cc 
に 同 量 の 水 を 加え て よく 混和 し レ , その 0.1cc に お ける 人 金 
卵 数 を 計算 し て 算定 の 基礎 と し た 。 

調査 は 最初 全部 の 便 池 に つい て 行い , 責 後 特定 の 6 戸 
の 便 池 に つい て 2 ヶ月 間 隊 を 以 っ て 1 年 間 こ れ を 継続 し 
た 。 夫々 の 調査 と お ける 貝 卵 の 生死 につい て は ,。 いち い 
ち 培 養 を 試み て その 生存 率 を 知 つ た 。 

尚 本 調査 の 結果 は 便 池 使用 家族 の 感染 状況 と の 関連 に 
お いて 考察 する こと に 興味 が ある が , 家族 に お ける 感染 
調査 と , 便 池内 卵 の 調査 と の 間 に 時 間 的 に ずれ が あり , 
2 回 の 駆虫 を 行 つ て いる の で , 両者 を 関連 させ る こと と 
に 不 合理 な 点 が ある の で こと の 考察 は 行わ な いと と に し レ 
た 。 し か し 家族 の 感染 の 如 伺 を 問わ ず , 便 池 内 の 卵 は そ 
の 時 の 感染 の 結果 で あり , それ か ら 出 発する こと は こと の 
調査 の 目的 か ら 云 つて 別に 不都合 は な な いも の と 考え る 。 

1954 年 2 月 に 先 づ 全戸 の 便 池 に つい て 卵 の 種類 と その 
単位 量 C1 cc〕 中 の 艇 数 を 調 ら べ 第 2 表 の 如き 結果 を 得 
た 。 見 出し た の 種類 は , 釣 虫 , 虫 及 び 東 洋 毛 線 
虫 の 4 種 で ある が , を その うち つい て は , 受精 , 不 
受精 の 両 ぁ 調査 便 池 18 中 16 に , 主として , そ の 
者 稀 に その 一 者 を 見 出し て いる 。 ! 毎 1 cc 中 の 数 に つい 
て は 受精 卵 で は 20~4080, 平均 425.6C( 全 調査 便 池 に お け 
る も の ), 不 受精 凡 で は 20~220 平均 60 (同上 ) で , 前 者 
に 対す る 後者 の 率 は 14.1% で ある 。 又 塔 養 に 依る 前 者 の 
(発育 完成 卵 素 ) は 12~972 で あぁ つた が , と の 差 は 気 則 
生存 率 及 び 材 料 採取 時 に お ける 時 溜 の 時 間 的 関係 に 依る 
も の と 考え る 。 生 存 率 の 平均 は 64.6 で ある か ら , 受精 
の 平均 数 か ら す れ ば , 発育 可能 毎 cc 中 274.9 を 
有する こと と に な り , その 時 機 に お ける 便 池 内 貯溜 の 恒 尿 
量 の 含有 する 総 卵 数 は 少な く な いと と が 推 知 出来 る 。 

と これら の うち 畑 を 所 有する 6 戸 に つい て , 責 後 2 ヵ月 
に 1 回 づつ 同様 の 調査 を 行い , 1 年 に 及 ん だ 結果 は 第 8 
表 に 示す 如く で ある 。 卵 数 は 各 家 府 共 月 に 依り 著しく 変 
動 し て 居り , 一 定 の 傾向 を 示さ な い 。 生存 率 は 家 府 に よ 
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第 2 表 各戸 便 池 内 毎 1cc 中 の 数 


知 / 用 精 20 180 40 一 、1020 4080 0 60 60 便 の 1160 40 280 40 520 160 425.6 
虫 不 受精 80 60 240 160 220 0 40 20 140 60 20 20 20 60 
銘 20 20 240 20 は を 200 0 20 く を 20 20 40 20 40 36.7 
0 40 20 20 20 0.9 
東洋 毛 様 線 20 0 家 


(1954. 2 月 の 成績 ) 


第 3 表 畑 所 有 家 庭 の 月 別 便 池 内 卵 その 生存 率 ' 


月 2 4 ui 8 10 12 
摘 生 生 生 生 生 
1020 160 12 200 88 1440 120 19 200 600 360 


© 
© 


不 不 

88 80 
4080 220 97 0 0 85 1620 640 93 0 20 89 0 < 
0 389 0 140 100 20 72 

40 64 20 

17 40 

20 


160 20 
0 140 
0 


0 


平均 卵 数 946.7 73.3 356.7 66.7 536.7 153.3 66.7 133.3 150 60 169.4 86.7 
不 受精 卵 率 15.8% 66.7% 28.6% 33.9%. 


67% 87% 83% 67% 84% 78% 
( 卵 は 尿 1cc 中 の の ) 
り , 叉 月 に 信 j り 変動 が ある が , 各 月 の 平均 を みる と 67~87 豆 , 守口 大 根 を 栽培 する 。 部 落 内 に 7 っ つの 畑地 (附図 参 
9% で , 何れ も 相当 の 高 率 で ある 。 そ の うち 夏期 の も の , 照 ) が あり 野菜 類 を 栽培 する が , その 所 有 者 は 6 戸 ( 家 
特に 8 月 で は 生存 率 の 比較 的 低い 家庭 が 多く , 気温 の 関 庭 No. 6, 7, 8, 9, 18, 20) で , 自家 戻 尿 を 以 っ 
係 を 一 応 考え させ な いで は な い が , それ で も 平均 67 で て 施肥 し て いる 。 とれ 以外 の 者 も 畑地 を も つて いる が 部 
決し て 非常 に 低い も の で な い の は , 採取 材料 に 比較 的 新 落 ょ より 離 れ た 遠隔 の 地 で , 夫々 の 選 尿 を これ に 用 いる 。 
鮮 な も の が 温 じ て いた め と 考え られ る 。 尋 る に 卵 数 平均 か く の 如 くし て 食用 の 野菜 は 自家 栽培 の も の を 以 っ て と 
値 の 各 月 に お ける も の を みる に , 受精 卵 は 後半 期 に お いれ に 当て , 他 よ り 購 入 す る と こと は あつ て も 少な い 。 

て 減少 の 傾向 を 示し , 不 受精 彼 数 は 60 一 153.3 の 間 に あ 私 共 は 部 落 内 に 存在 する 畑地 の 土 岩内 卵 に 重点 を 置い 
つて 余り 著しい 変動 が 見 られ な い 。 と これ ら の 所 見 に 基 ず て 調査 を 行 つ た 。 卵 の 探 集 は , 畑地 の 頁 間 の 低地 表面 か 
いて 各 月 の 不 受精 卵 率 を 出し て みる と , 後半 期 に 向っ つて ら 2 一 5cm 迄 の 深 さ の 土壌 を 採 し , その 10gm を 重 グ 
増加 の 傾向 が 明らか で , 殊 に 8 月 で は 受精 卵 の 2 倍 と な ロー ム 酸 ソー ダ で 処理 後 遠 心 浮遊 する 法 に 依 つ た 。 但し 
つて いる 。 と これ ら の 点 か ら , 本 部 落 で の 貞 虫 感染 が 蘭 次 畑地 No. VII は 調査 開始 時 材料 採取 に 適さ な か つた の 
減少 の 道 を 辿り つつ あぁ つ た と と が 想像 され る 。 そ の 原因 で こと れ を 除外 し , 他 の 6 ヵ所 に つい て 1934 年 1 月 より 約 
の = こま し て , と の 期間 中 不 徹底 左 ら 2 回 の 駆虫 が 行わ れ 1 年 間 毎 月 継続 調査 を 行 つ た 。 

て いる と と か 考え られ る が 果して それ の に 因 る で あろ 調 相 開 始 当時 の 2 カ月 と に お ける 各 畑 地 に お ける 検出 婦 
うか 。 数 は 第 4 表 に 示す 如く , 1 月 に は 畑地 TT に お いて は 卵 数 
B 畑地 土壌 内 の 虫 卵 多く , 他 の 畑地 で は 造 か に 少な く , 陸 に お いて 最も 少な 
部 落 の 周囲 は 概ね 水田 で あぁ つて, その 収 獲 後 は 麦 , 容 い 。 2 月 に は 依然 』 に 相当 多い が 前 月 より 一 般 に 少 な 
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第 4 表 畑地 土壌 内 映 虫 卵 検出 成績 (1954) 


1 月 | 2 月 


の 種類 回 数 NEMIM TE D 


検査 総 卵 平均 
回 数 数 NEMIMTED 


菜 2 34 17 1 23 10 | 子 2 2 10,5 6 15 
水 菜 4 541 135.3 17 444 80 | 水菜 , 247 61.8 6 179 62 


子 菜 , 
子 菜 , 3 大 根 76 25.3 20 14 42 


ホー レン 草 , 人 参 4 145 36.3 48 13 iit 6923 4 55 10 


自 , 8 6 白 33 16.5 29 4 
菜 23 2 | 結球 白菜 


1 回 検査 量 10g 


第 5 表 畑 土 壌 内 環 虫 卵 の 月 別 検出 成績 


検査 卵 検 出 検出 卵 1 回 平均 卵 の 発 育 階 梓 
回 数 回 数 総 数 検出 数 


66 
47.9 (8.6) 


36 
28.7 (7.8) 


(79.5) 


32 

(46.2) 

13 

(65.0) 

3 229 
(0.9) (69.4) 


340 
339 
394 
350 
337 . 
402 
237 
350 
354 


4 1 80 
(3.5) (0.9) (70.2) 
5 3 182 
(1.7) (1.0) (61.3) 


2 202 
(0.3) (0.7) (68.7) 
1 同 検査 量 10g 


い 。 内 両 月 共 卵 数 に 応じ 成 競 卵 (CE) が 多く な つて い に は 非常 と も 多く の も の が 見 出さ れ て いる 。 又 畑地 1 エ の 所 
る 。 これ ら の 成績 を その 畑地 所 有 者 の 便 池 内 卵 数 (第 2 有 者 CNo. 20) の 便 池 内 か ら も 同位 銅 虫 争 が 見 出さ れ て 
表 ) と 対比 し て みる に , 畑地 IT の 所 有 者 CNo。2 う で は , 2 いな い 。 他 の 畑地 の 所 有 者 (No. 6 。 7, 9, 18 う の 便 池 
月 の 調査 で 便 池内 に 上 虫 卵 が 検出 され て 居 ら ず , 少な く に は 何れ も 上 遇 虫 卵 が 見 出さ れ て 居り , その うち No. 6 
と る 当時 非常 に 卵 数 が 少な か つた と 考え られ る が , 畑地 及 No. 7 の 便 池内 の 卵 数 は 非常 に 多 か つ た の に , 畑地 


(83 ) 


4¥ 
| 
畑地 
"om 
).9 I 8 
rr: 
] 
VI 18 
VI 18 
存 | 
E D 
80 1954 13 1 567 120 
1 16 0.1) 073.9 Qs.6 
305 118 
85 (66.4) (25.7) 
14 204 87 
14 305 2.8 4.6) (66.9) (28.5) 
30 10 1 516 112 
14 4 1 2 136 47 
5 8 8 204 25.5 (6.9) (2.0) (0.5) (1.0) (66.7) (23.0) 
参 12 4 1 122 49 
6 12 (2.1) (0.5) (64.9) (26.1) 
5 1 3 1 416 97 
っ > 7 12 11 523. 43.6 (1:0) (0.2) (0.6) (0.2) | (18.6) 
1 
が 部 8 9 8 69 (1.5) (50.7) 
‘る 。 16 5 
(25.0) 
16 82 
10 12 12 (24.8) 
: 置 い 
: 
< 面 か 26 4 77 
但し 9 0 
約 
数 
少な 
少な : 


536 


で の それ は 比較 的 少な い 。 こ の ょ うに 畑 地 と その 所 有 者 
の 便 池 内 両者 の 卵 数 が 必ず し も 並行 し な い の は , 選 尿 内 
の 卵 の 分 布 , 畑地 に お ける 卵 の 分 布 に 関連 し 又 土 壌 材料 
の 採取 個所 に 関係 し て いる も の と 考え られ , 別に 不 合理 
と は 感 ぜ られ な い 。 

次 に これ ら 6 畑地 に つい て , その 土壌 内 卵 数 を 毎月 調 
査 し , 翌年 の 1 月 に 及 ん だ 。 今 各 月 の 成績 を 全 畑 地 を 和 
合 し た も の と し て みる と 第 5 表 の 如く で ある 。 

1 月 及び 2 月 の も の は 前 述 し た が , これ ら を 結 する 
と , 1 月 に お ける 1 回 平均 検出 卵 数 は 47.9, その うち 成 
CE) は 73.92 占め て いる 。 毎 月 の 結果 を み 
る に , 平均 卵 数 は 変動 が 閉 し い が , 特に 8 月 及び 9 月 に 
お いて 著しく 少数 と な つて 居る 。 こ と これ に 対し 成熟 卵 率 は 
毎月 高く , 最低 は 8 月 の 46.22% で , 他 の 月 で は いづ れ も 
61.3 以上 を 占め て いる とこ と と が 注意 せら れる 。 又 死 外 
(D) は 8 月 の 50.7 を 除い て , 12.6 一 26.1% の 間 に あ 
つて 大 巻 が な い 。 尚 毎月 一 定数 の 単細胞 期 の も の が ある 
の は , 新しい 選 尿 の 施肥 に 依る も の と 思わ れる 。 こと れ 
ら か ら み る と , 本 畑地 で は 1 年 を 通じ て 施肥 が 行わ れ , 
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撤 布 され た 卵 は 気温 に 応じ て 成夫 を 遂げ , 成熟 卵 と し て 
蘭 次 攻 積 され , それ ら に は 長期 間 生 存する も の が ある の 
で , 季節 を 問わ ず 常 に 存在 する も の と 考え られ る 。 尚 興 
味 あ る の は 発見 され る 卵 の 発育 係数 CLV.D.) が 毎月 大 
体 一 定 し て いる と こと で , と これ は 各 月 に お いて 大 勢 を 占め 
る の は 成熟 卵 で ある と と に 依る 。 只 8 月 の も の は 低い 
が , こと の 月 の 便 池内 卵 の 生存 率 は 67 と 比較 的 低い 他 , 
不 受精 卵 が 圧倒 的 に と 多 かつ た 事実 に 関連 し て いる と 考え 
る ょ り は 寧ろ これら に 因 緑 関係 は な く , 実際 は 偶然 の 一 
致 で ある と 云 つ た 方 が 良い か と も 箇 れ な い 。 い づれ に し レ 
て も 畑地 の 土壌 内 に は 常に 少な く な い 卵 が 見 られ , か っ 
常に 成就 卵 が 極め て 高い 率 を 占め て いる と と は , こと の 地 
帯 の 遇 虫 感染 に 大 きい 意義 を も つて いる も の と せ ね ば な 
ら な い 。 

C. 家屋 内 に お ける 貝 卵 

畑地 の 土壌 内 に は 上 述 の 如く 相当 多数 の 虫 卵 の 存在 す 
る こと と を 認め た が , これら の 卵 は (1 う 畑地 で 働く 者 の 
身体 又は 被服 附 着 し て 移動 し , 又 (2 う 風 に 依 つ て 和 飛 
散 す る 筐 で ある 。 私 共 は この よ ょ うな 方 法 で 運ば れる 可能 


第 6 表 家屋 内 た 於 ける 月 別 環 虫 卵 検出 成績 (1) 土間 


卵 総 数 及 


卵 の 発 育 階 梓 


月 検出 家庭 番号 1 回 の LV.D. 
平均 数 EM IM T D 
2 10 10 072.5 a3.1) a4.4 138 
2.4,6,7,8, 9, 10 
6.9) (56.0) a6.0) (26.4 138 
6 8 8 S51 8 1 1 21 20 232 
14.. 17 (6.4) (15.7) (2.0) (2.0) (41.2) (39.2) 
8 8 5 3718,1617 G0 
19,20 (2.9) (25.0) (2.5) (40.0) (27.5) 
12 1 9 14 1) (29.6) (2.8) (35.9) (22.5) 
10, 13, 16, 17.19,20 (4.2) (35.8) (38.8) 


! 回 の 検査 量 10g 
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第 表 同一 家庭 の 畑地 , 土間 , に 於 ける 月 別 卵 


1954 


No. 別 出 未成 未成 未成 未成 未成 未成 未成 未成 未成 未成 未成 未成 数 


畑地 41 4 3 56214261019 7 3-222 5 5 4 2 4 1 12321 6 75824——334 149 
畑地 41 40 81641455152021701825 4121219 8 6 0 2166011301251 一 一 626 414 


成 は 成 卵 , 未 は 成 卵 (単細胞 か ら 遇 ) を 示す . 卵 数 は 材料 10gm 中 , 但 の み 1gm 中 


性 の ある 個所 と し て 部 落 の 各 家 屋内 の 一 定 個 所 で 虫 卵 の 
検出 に つと め た 。 と の 調査 は 1954 年 2 月 か ら , 1955 年 1 
月 の 間 実 施さ れ た 。 対象 家屋 は 風向 及び 上映 虫 感染 者 の 多 
少 を 考慮 し て 選定 し た 。 即ち 部 落 の 中 央 を 通る 道路 の 
北側 で は Nos. (3), (6 14,。 南側 で は 
Nos. 2 , (4),11, (16 う , 17 の 夫々 5 家庭 を 選び (カッ 
= 内 は 虫 卵 陽性 者 の 多い 家 府 ), こ と これら に つい て は 1 年 
を 通じ 各種 調査 を 行 つ た が , 隔月 に は , 他 の 家屋 を も 加え 
て 調査 し た 。 尚 本 地 で の 主 な 風向 は 北 又 は 北西 で ある 。 
(a) 土間 に お ける 検出 

農家 の 土間 で は , 畑地 か ら 帰 宅 し た 人 達 の 身体 双 は 被 
服 に 附 落 し た 卵 が 自然 と 或 は 人 為 的 に 落下 する 可能 性 が 
ある し , 風 に つて 運ば れ だ 卵 も 存 在 し 得る あ 
る 。 叉 肛 囲 と 附 着 し て いる 卵 の 落下 も あろ う 。 尚 二 次 的 
に 座敷 か ら 掃 きす て られ た 卵 ( と これ の 由来 も 単純 で な い ) 
も ゃ ある に 相違 な い 。 検査 方 法 は 畑地 土壌 に お ける も の と 
同様 で ある が , 材料 は 土壌 の 他 座 敷 か ら 掃 きす て られ た 
と 思わ れる 綿 境 が 若干 温 じ て いる 。 そ の 10gm に つい て 
数 を 算 え た 。 そ を それ ら の 成績 を と り 編 め た の が 第 6 表 で 
あぁ る 。 

毎月 の 検査 対象 数 は 同じ で な い 聞 , を それら を 合 し て 
みる と , 毎月 多く の 家屋 の 土間 に 虫 卵 が 見 られ て お り , 検 
査 回 数 に 対し , 10022 の 検出 月 も ある 。 検出 卵 数 の 平均 
値 は 1.3 一 15.3 で ある が , "月 乃至 9 月 と は 何れ も 最低 
値 を 示し 1.8 一 1.8 と な つて いる 。 第 6 表 の 成績 の うち 
偶数 月 の も の は 特定 の 10 戸 に つい て , 他 の 月 は 部 落 全 戸 
に つい て の 調査 で あり , 夫々 に つい て の 節 数 の 変動 を み 
て も , 一 般 的 に 冬季 に 多く , 夏期 に と 少な い 傾向 が ぁ る と 
云え る 。 成熟 九 に つい て は 。 始 め の 3 ヵ月 を 除い て 他 は 
30% 一 55.9 と な つて 居り 著しい 差 は な い 。 と れ と 対 牙 
的 に 単細胞 卵 が 見 られ , 冬季 (最初 の 3 ヵ月 は 特に 著 レ 
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い ) に お いて 高 率 で ある 。 

と の ょ うな 所 見 の 由 つ て 来る 所 の 説明 は 容易 で な い が 
先 づ 畑地 と の 関係 を 考え て みみ よう 。 上 述 の 成績 は 全戸 亡 
つい て の も の で ある が , その うち 部 落 内 に 畑地 を も つて 
いる 2 戸 (No. 6 , No.7 )〉 に つい て , 畑地 土壌 と 屋内 
土間 と の 卵 の 状態 を 比較 する と に , 第 7 表 に 示す 如く , 
両 戸 共 畑地 の 卵 の 検 能率 は 極め て 高く , 一 方 土間 に お け 
る 検出 率 も 高い 。 叉 その 卵 数 と つい て も , 畑 地 に お いて 
は 一 般 に 冬季 に 多い が , 土間 の も の に も 大 体 そ を の よう た な 
傾向 が 認め られ る 。 毎月 の 成熟 未成 の 比 も 
大 体 に お いて 両者 が 一 致し て いる 。 尚 同時 に 調査 し た 両 
戸 の 畳 上 の 卵 の 検出 回 数 は 少な く , か つ 卵 数 も また 極め 
て 少な か つた 上 月 別 の 分 布 に も 一 定 の 傾向 が 認め られ な 
い 。 こ と これら の 点 か ら , 土間 に 見 出さ れる 卵 が , 畑 の も の 
と 一 定 の 関連 が ある よう に 見 え , 叉 座敷 か ら 掃き 落 さ れ 
る 卵 の 影響 は 少な いよ ょ うに 考え られ な いで は な い 。 し か 
し その 断定 は 難 か し い 。 

(b) に お ける の 検出 

居室 , 客間 を 含め の の 検出 を 行 つ た 。 
か か る 卵 は 風 に 依 つ て 飛来 する も の の 他 , 感染 者 の 肛 囲 
ょ より の 落下 に 由来 する も の も ある と 考え られ る 。 婦 検 出 
は 毎朝 掃き 寄せ た 鹿 1.0gm づつ を , 既 述 の 場合 と 同 
様 に 処理 し て 行い , 1954 年 2 月 以降 毎月 1 回 調査 を 翌年 
1 月 迄 1 カ年 連続 実施 し た 。 但 調査 対象 家屋 は 月 に 依 つ 
て 異な り , 既 述 10 戸 に つい て は 毎月 , その 他 は 隔月 と 詩 

し た 。 全 部 落 に つい て の 結 結果 を 第 8 表 に 示す 。 と 
れ に 依る と , 毎月 の 検査 回 数 (即ち 被 検 戸数 ) は 6 乃至 
17 で ある が , 1 カ ヵ年 の 観察 期間 中 全然 虫 過 の 見 ちら れ な か 
つた 月 が 4 , 他 の 月 で は 1 乃至 4 戸 で , 1 乃至 12 個 の 委 
が 見 出さ れ て いる 。 そ の 月 別 数 と 風 と の 関係 は 見 出さ れ . 
な い 。 そ を の うち 成熟 卵 を 含む も の 4 戸 で あつ た が , 単 細 
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第 8 表 家屋 内 に 於 ける 月 別 環 虫 卵 検出 成績 
(2) 上 
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第 9 表 感染 者 数 を 異 た する 家庭 の 
上 卵 検出 数 の 比較 


総 成 
感染 家庭 検査 卵 検出 


数 総 総 


10 


17 
9 
14 
6 
15 


.17 


6, 17 1 


4 


17 6, 


tw 


2 3 


計 34 13 
1 回 の 検査 量 0.5g 


胞 卵 (CM) の 比較 的 多い の が 目立つ て いる 。 一 般 に 婦 数 
の 少な い の は , 毎日 清掃 され る か ら で あ ろう 。 

と れ ら の 家庭 の うち , 環 虫 感染 者 の 多い も の と , 少な 
いも の を 夫々 5 戸 を 選び , に お ける の 検出 
数 を 比較 する と , 第 9 表 に 示す 如く , 夫々 の 和 群 を 括 し 
た 場合 , 感染 者 の 多い 家庭 群 に お いて 明らか に 検出 卵 数 
が 多く , か っ つ 成熟 卵 数 も 多い 結果 と な つて いる 。 と これ に 
より, の は 感染 者 の 肛 囲 か ら 落 ちる も の が 
関連 を も ち , 殊 に 単細胞 九 の 多い こと が それ を 考え させ 
る 。 但 肛 囲 を 直接 調査 し て いな い の で 断言 は 出来 な い 。 
沿 畑 地 を 所 有する 家庭 で の 畑地 土壌 , その 住家 の 土間 及 
び 畳 上 の 卵 検出 成績 を 2 戸 に つい て 比較 す る と (第 
表 う 3 者 に 必ず し ゃ 並行 性 は 認め られ な か つた 。 

枠 , 障子 の 楼 お ける 検出 

家屋 内 の 容 枠 , 障子 の な どの に つい て 貝 の 検 
出 を 行 つ た 。 と この よう な 個所 に 存在 する 卵 は , 恐らく 閑 
く ,。 或 は 少な く と も 大 部 分 が 風 で 人 飛来 し た も の と 考え て 
良い で あぁ ろう 。 そ の 結果 は 第 10 表 に 示す 如く で , 観察 を 
行 つ た 1 年 間 に お いて , 毎月 の 検査 回 数 (即ち 被 検 戸数 ) 
は 8 乃至 19。 検査 材料 は 窓 枠 , 障子 の 検 の も の を 混 じ た 
も の で , 大 部 分 は 小粒 の 砂 庶 で あり , その 1 回 の 検査 量 
は 0.5gm 述 と 同様 の 方 法 で 処理 され た 。 そ を の 結果 虫 
卵 を 見 出さ れ な い 月 が 3 回 , 他 の 月 で は 1 乃至 10 個 の 虫 
卵 を 検出 し , 成熟 卵 を 混 じ て いた 月 は 2 回 で ある 。 一般 
た に 検出 数 の 少な い の は 清掃 が 行わ れる 他 (農村 で は か か 


oo oo ur 


(0.16) 


( ) 内 は 1 回 検査 平均 


第 10 表 家屋 内 に た 於 ける 月 別 映 虫 卵 検出 成 績 
(3) 枠 , 障子 の 


数 MEMIM T E 
6,7,11,14,16 10 


10 
19 
10 
17 

8 
19 

8 
10 


to 


1 
4 


17 
13, 44 
31 16 
1 同 の 検査 量 0.5g 

る 場所 の 清掃 が 毎日 行わ れる か 否 か は 凝 わ し い が ), 曳 多 
の 由来 が 主として 風 に 依る こと , 又 そ の 検査 対象 面積 が 
狭い と と に 関係 する も の と 考え られ る 。 し か し 考え よう 
に つて は こと これだけ の が 見 出さ れる と と は 注目 
に 価 す る も の と し て る も 良い の で は な いか と 思わ れる 。 
上 述 家屋 内 8 ヵ所 (土間 , , 枠 等 ) に お ける 
卵 検 出 を 1 表 と し て 比較 し た も の を 第 11 表 と し て 掲げ 
る 。 そ れ ら 相互 の 関連 性 は 種々 な る 条件 に 支配 され る の 
で , 一 定 の 傾向 を 認め 得 な い 。 
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第 11 表 家屋 内 の 検出 線 成績 


検査 検出 
回 数 。 回 数 


検査 検出 
回 数 。 回 数 


6 5 
10 


oro = 


= 
© 


to 


= 


nn 


6 
10 


D 風 に 依る 飛来 の 証明 

前 述 の 諸 項 と において, 土壌 に 撤 布 され た が 風 依 
つて テ 飛 英 する 可能 性 を 人 述べ, それ に 由来 する と 思わ れる 
個所 で の 貝 卵 の 検出 結果 に つい て 人 述べ た 。 諸 家 の 報告 に 
る 同様 の 結果 の 述べ られ た も の が 少な く な いか ら , 自然 
界 に お ける 虫 卵 の 撤 布 と この 方 法 が 関 す る こと は 間 違 
い が な いと 思わ れる が , 私 共 は 更に これ を 証明 する た め 
の 実験 を 行 つ た 。 

と の 実験 は 1954 年 の 4 月 か ら 翌 年 3 月 に 至る 1 ヵ年 間 


に 渡 つ て 実施 され た も の で , 方 法 は 40cm メ X33cm の 浅 底 


の バッ ト に 水 を 満た し , 部 落 内 の 5 ヵ所 (A 一 11 家 許 東 
側 の 軒下 , B 一 19 家 庭 の 物置 小屋 の 軒下 , C 一 9 家庭 東 
側 の 軒下 , D 一 2 家庭 の 屋 の 軒下 , 家庭 南側 
の 軒下 , 以上 各位 置 に つい て は 附図 参照 ) に 放置 し , 大 
体 1 ヵ月 に 1 度 づ つ , 全 バ パッ ト 内 の 水 を 遠心 し , 虫 卵 の 
検出 に つと め た 。 

て その 結果 は 第 12 表 に 示す 如く で , 月 に 依り ,。 1 万 至 2 
カカ 所 の 検査 の 出来 な か つた と と も ある が , 全般 を 通じ 。, 
全く 虫 卵 を 検出 し な か つた 38 回 の 月 を 除き 1 乃至 47 個 
の 虫 卵 を 証明 し , 又 6 回 の 月 と お いて 1 乃至 38 個 の 成 熱 
卵 を 温 え て いた 。 ペ バッ ト は 何れ も 家屋 等 の 軒下 に 放置 し 
た の で 地表 面 か ら 雨 に 依 つ て 跡 ね 上 る も の な ど は な く , 


第 12 表 飛来 の 卵 採取 成績 


検出 卵 の 発育 階 
個所 記号 MEMIM T E D 


2 


1 3 
3 39 


月 別 は 検査 し た 月 を 示す . 


叉 家屋 内 の 虫 卵 が 入る こと と は 先 づ あり 得 な い 状 況 に ある 
の で , これら の 貝 卵 は , 土 席 と 共に 飛来 し た こと は 間 違 
い の な い 所 で ある と 考え る 。 尚 ペ パッ ト 内 に は 土 鹿 の 他 ワ 
ラ 選 な ど が 少な か ら ず 認め らち られ た と と か ら も こと の と と が 
裏 附 けら れる 。 
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4 539 | 
番号 . 
| 
16.6 83.3 0 17 6 35.3 
25.0 70.0 0 27 9 33.3 
3 12 8,3 12 0 36 8 22.2 | 
0 10 が 0 28 7 25.0 
6 99.0 1 60.6 1 
7 91.7 12 3 36.1 | 
9 60.0 5 23.1 
0 10 83.3 6 27.8 
11 62.5 9 23.1 | 
12 20:0 7.7 
13 35.5 
15 16.7 
16 81.8 10 34.5 
17 91.7 12 38.9 
18 0:0 25.8 
20 88.3 $6 27.8 
3 | 
1 
放置 3 
6 AB 47 8 
7 30 0 
8 33 B 3 
3: 1 
| 
12 29 B 2 
16 3 8 5 
230 1 
中 が 3 30 0 | 
目 
| 
の | 


考察 と 


私 共 は 一 農村 部 落 を 中 心 と し て , 環 虫 卵 の 移動 を 予想 
し 得る 方 向 に と 。 一 年 間 に 渡 つて 系 続 的 な 調査 を 行 つ た 。 
農村 に お ける 布 の 出発 点 は を 肥料 と し て 使 
用 する と こと に ある の で , 先 づ 農家 便 池 内 の 虫 九 に つい て 
調査 する こと か ら 始 め た 。 元 来 便 池内 虫 は その 家 
感染 者 の 排 溢 し た も の で ある か ら , 当該 家庭 の 感染 状況 
か ら 始 め る べき で ある が , 感染 状況 の 調査 と 本 調査 と に 
多少 時 間 的 ずれ が ある 他 , 不 徹底 ら 2 回 に て 
を 行 つ て いる な ど で , 両者 を 結び つけ る こと と に 不 合理 が 
ある と 思わ れる の て 強い て と これ を し な か つた 。 し か し 上 感 
染 状 況 の 如何 に 拘ら ちず, 便 池 内 虫 卵 に 意義 が あり , それ 
か ら 出 発する こと は こと と は と の 調査 の 目的 か ら 云 つて 不 
都合 は な いる の と 考え る 。 

全部 落 20 戸 中 便 池 は 18 戸 に 備え られ て いる が 。 それ ら 
の 便 池 を 通じ , 当初 床 尿 1 cc 中 の 下 卵 数 は , 受精 卵 平均 
425.6, 不 受精 卵 平均 60 で あり , 前 者 の 生存 率 は 平均 
64.62%6 で あつ た の で , 発育 可能 婦 数 は 毎 cc 中 274.9 と な 
り , 全便 池 避 尿 中 の 発育 可能 総 九 数 は 少な く な いと と が 
推察 され た 。 貢 後 特定 の 6 戸 の 便 池 に つい て 隔月 に 同様 
の 調査 を 行 つ た を 結果, 卵 数 は 各戸 , 各 月 に 依 つ て 一 定 の 
傾向 を 示さ な い が , 生存 は 67 一 8722 の 間 に ぁ あ つて 何れ も 
相当 の 高 率 で あつ た 。 人 金 卵 と 対す る 不 受精 卵 事 を みる 
に ; 観 宗 期間 の 後半 期 に 向 つ て 増加 を 示し て いる と と 
は , 虫 感染 が 次 減少 し レ し つっ つっ つ た こと と を 推察 せしめ 

と れ ら の 選 尿 の 撤 布 され る 畑地 土壌 内 卵 は , 全部 落 を 
通じ , 月 に 依 つ て 変動 を みる が , 土壌 10gm 合 有 ぞ 卵 数 は 
2.2 一 66.9% で あり , 成 各 卵 率 は 46.2 一 79.52% で ある こと 
と が 注目 され る 。 即ち 1 年 中 常に 相当 数 の 卵 が あり , か 
つ 多 数 の 成熟 卵 が 存在 し て いる 訳 で ある 。 

と れ ら の 卵 は , 畑地 で 働く 者 の 身体 及び 被服 に 附 着 し 
て 住家 に 持ち 帰ら れる 可能 性 が ぁ り , 家屋 内 で 最も 多く 
振り 落 さ れる の は 土間 で ある の で , 土間 に お ける 虫 卵 の 
検索 を 行 つ た 結果 , 土砂 を 混 じ た 鹿 垢 10gm に つい て , 
1.8 一 15.3 個 の 虫 卵 を 検出 し , 一 般 的 に 冬季 に 多く , 夏 
期 と に 少ない 傾向 の ある こと と を 認め た 。 尚 成熟 卵 は 初期 を 
除い て 一 55.92 な つて いる 。 か か る の 由来 は , 前 
記 の 如く 畑 了 地 か ら 持 ち 上 帰ら れる と と が 重要 視 さ れ ね ば な 
ら な い が , 尚 風 に 依 つ て 飛来 する も の 及び 畳 か ら 掃き す 
て られ る も の な ども 一 部 温 じ て いる と と は 否め な い 。 

次 に の 虫 な 風 に 依り 土 共に テ 飛散 し, その 最 
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も 普通 に 落下 する で あろ うと 考え られ る 購 上 の 卵 を 検索 
する に , 1 gm 中 に 1 一 12 個 の が 見 出さ れ て い 
る 。 こ と これら の 卵 に は , 風 に 依る 飛来 の 他 , 居住 者 の 肛 囲 
か ら 落 下す る も の も 含ま れ て いる で あろ うこ と と は , 感染 
者 の 多い 家庭 と 然 ら ざる 家庭 と で 見 出さ れる 卵 数 を 比較 
する と , 明らか に 前 者 に 多い こと や , 貝 卵 に は 単細胞 工 
の も の が 多い こと な ど か ら 推 察 さ れる 。 

し か し , 障子 の ど に 少数 ら 見 出さ れる は 
恐らく 風 に 依 つ て 飛来 し た も の が 主体 で あぁ る と 考え て 凍 
違い は ある まい 。 | 

虫 卵 が 風 で 運ば れる こと こと は 種々 な る 観察 か ら 間違い な 
いと 思わ れる が , 私 共 は 実際 に これ を 捕捉 する こと と の 実 
験 を 行 つ た 。 即ち 一 定 の 大 き さ の パッ ト に 水 を 盛 つ た も 
の を 部 落 の 5 カ所 の 軒下 に 放置 し , その 中 か ら 毎 月 1 万 
47 個 の 検出 し 得 た 。 と の 卵 は 風 に つ て テ 飛来 
し た こと と は 間違い の な いも の と 考え る 。 

以上 の 如く 便 池 , 畑地 土壌 , 家屋 内 土間 , 連 上 , 容 枠 
等 に お ける 検出 を 行い , 一 定 の 成績 を 得 た 。 と 
れ ら の 貝 卵 に は 相互 的 に 関連 性 が ある と と は 充分 推 宗 出 
来る が , 或 時 期 又 は 全 期 間 を 通じ , その 数 の 間 に 必 ず 
し も 相関 性 を 認め 得 な か つた 。 と の 結果 は 虫 卵 移動 の 方 
法 , 材料 採取 個所 , 卵 の 分 布 状態 に 信 i る 他 , 清掃 の 如き 
人 為 的 な 条件 が 加 つ て いる 等 に 依り 当然 と し て 良い と 思 
われ る 。 又 肛 囲 か ら 落 下す る 貝 卵 の 存在 が , 便 池 か ら 始 
まる 一 連 の 虫 卵 移動 経路 上 の 所 見 を 純粋 な も の と し て い 
な いこ と と も あり 得る で あろ う 。 し か し 肛 囲 の 調査 を 行 つ 
て いな い の で その 程度 に つい て は 伺 と も 云え な い が , と 
の 場合 の 卵 の 分 布 状 態 を 左右 する ほど の も の で は ある ま 
い 。 要 する に 上 農村 部 落と に お いて は 短 虫 卵 が 複雑 な 状態 に 
お いて 農家 の 生活 を 囲 続 し て 居り , それ ら に は 相互 関連 
性 を も ち つ つつ 変化 し て いる も の と する こと と が 出来 る 。 


一 農村 部 落 を 中 心 と し て , 員 虫 卵 の 分 布 を その 移動 す 
る と 考え られ る 経路 に 従 つ て 調査 し た 。 調査 の 各部 位 で 
は 何れ も 一 定数 の 虫 卵 を 見 出し , それ ら の 間 に は 一 定 の 
関連 性 が ぁ ある こと は 間違い な い 所 で ある が , その 数 に は 
必ず し る も 相関 性 は 認め 得 な か つた 。 し か し 卵 の 移動 方 
法 そ の 他 の 条件 か ら 考 えて この と と は 不 合理 で は な い 。 
要する に 農村 に お ける 上 虫 卵 の 分 布 状態 は 常に 変化 し て 
居り , か つ 多 角 的 で ある の で , それ ら の も の を 動 的 , 立 
体 的 な も の と し て 取扱 うこ と に 意義 が あぁ ある も の と 思う 。 
木 文 で 報告 し た も の は その ょ うな 意図 で 行わ れ た 観察 の 


結語 


昭和 34 年 8 月 (1959)] 


結果 で ある 。 

本 研究 の 大 要 に つい て は 1954 年 第 10 回 日 本 寄生 虫 学 
会 西日本 支部 大 会 及び 1955 年 第 11 回 同 大 会 に 於 て 報告 
し た . 
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Summary 


It has been shown by many finvestigators in- 
cluding one of the present authors (T.N.) that 
Ascaris eggs occur in several places in-and outside 
dwelling houses of rural areas in Japan, a fact 


which makes the infection route of this parasite 
very complicated. The principal source of such 
phenomenon is undoubtedly human nightsoil used 
as fertilizer, and the eggs scattered with nightsoil 
on farm may secondly be borne and spread by 
rain and wind as well as by farmers, From such 
mode of spreading of eggs, it is reasonably sup- 
posed that the feature of their distribution may 
be changable from time to time, Therefore,* it 
might be of epidemiological significance only when 
the distribution of eggs is considered in a dynamic 
and stereic state. Most investigators, however, 
hitherto have dealt with only partial finding about 
this matter, 

The present authors performed a systematic 
observation on the occurrence of Ascaris eggs in 
a village (Kajikita) near Osaka city during one 
year (1954-1955). For this purpose, nightsoil in 
pit-latrine, farm soil, and dusts on earthen floor, 
mat floor of room chamber, cross-pieces of paper 
slinding door, and window of farmer’s houses 
were examined for eggs, calculating their number 
per unit dosis of material and differentiatng 
their developmental stages. The eggs were found 
almost always, although their numbers vary accor- 
ding to place and season. However, no exact 
correlation in number between those found in each 
place has been observed, in spite of that it might 
be exyected. As to this fact, however, the authors 
are of opinion that there is no wonder when the 
mode of spreading of eggs is concerned, which . 
may be rather incidental. At any rate, it may be 
true that the rural life in this country is exposed 
to much chances of infection of Ascaris lumbricoides. 

In connection with this problem, the authors 
carried out also an observation to prove the pos- 
gibility of wind-borne spreading of Ascaris eggs, 
with positive results as shown in Table 12. 
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日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 で ご ある 宮入 中 を 撲 減 す る 目的 

で , 殺 只 剤 を 使用 し た 際 , その 前 後に お ける 上 貝 の 分 布 密 
度 の 変動 を 適 確 に 測る こと が 必要 で る ある 。 し レ し か レ , 従来 
の 宮入 上 貝 の 生態 分 布 に 関す る 観察 の 多く は , 量 的 な も の 
で な く , 上 貝 を 含ん だ 土壌 ど と 和 飾 に か ける と , 或 は 経験 
に 富ん だ 採集 者 が ピン セッ ト で , 単位 時 間 内 に 集め た 
由 の 数 を 調べ て , 中 の 密度 を 評価 する 方 法 が 多く 報告 さ 
れ て いる 。 宮入 内 は その 食性 と し て 紙 を 好 こ と は , 
候 地 の 田 貼 に お か れ て ある 紙片 に と 。 し ば し ば 貝 が 多く 
附 着 し て いる と と か ら ゃ も , 和 容易 に 想像 で きる (杉浦 , 
1988 。 Wagner ら (1957) は 宮入 湿 つ た を 
与え て , 優 に 一 年 間 飼 育 で きる と と を 報告 し て いる 。 ま 
た , と の 上 貝 の 消化 器 内 に , セル ラー ゼ の ある こと と も 理由 
の な いと と で は な い ( 森 ら , 1959 う 。 従 つ て , 宮入 中 の 
棲息 地 に 濾紙 を 放置 すれ ば , 上 内 の 集まる こと が 期待 され 
る わけ で ある 。 この よう に , 宮入 貝 が 汗 紙 に 集まる 性 質 
を 利用 し て , 甲府 地方 の 内 の 棲息 地 で , その 分 布 密 度 を 
調べ る 目的 で , 以下 と に と のべる 2 , 3 の 観察 を 行 つ た 。 


実験 方 法 


すべ て の 観察 に は , 直径 11cm の 円 形 東 洋 濾紙 CNo. 

1) う を 使用 し た 。 こ と これら の 濾紙 を , 田 画 内 の 水底 , 或 は 
溝 の 土手 に 沿 つ て 放置 し た 。 放 置 後 , 間もなく 
は 濾紙 に 膨 い 寄り , その 上 に 一 晩 中 その まま で いる こと こと 
静か に 取り 上 げ , 濾紙 に 集 ま つ て いる 由 の 数 を 記録 し た 。 
と の ょ うな 方 法 で 集め た 上 由 を 計測 し レ , 毅 長 に 従 つ て , 成熟 
(5.0 mm 以上 ), 幼 若 (2.5 mm~5.0 mm), 稚 
(2.5 mm 以下 ) の 3 期 に 分 けた 。 

1958 年 夏 , 山梨 県 川 流域 の 今 並び に 八田 両 村 
KAZUO MORFLI, KENICHI OKAMOTO, TsSUKO 
NAKAGOME & KENICHI SUGIURA : Observations 
on the habitat of Oncomelania nosophora with filter 
paper (Department of Medical Zoology, Showa 
Medical School, Tokyo) 


の 流行 地 で , " 地点 を えらび, 上 記 の 如き 実験 採集 を 行 
つた 。 に A。 地区 は 田 , B は と 水田 の 
境界 線 並 びと こそ の 流水 中 , C 地区 は 田 か ら 常 時 水 の 流れ 
と ん で いる 水たまり , D 並 びに E 地 区 は それ ぞ れ 孤立 レ 
た 湿地 , F 地 区 は これ ら の 地域 を 縦 弓 する 小川 が 多 無 川 
の 本 流 に 流れ と を 地点 で ある 。 

観察 実験 の 期間 中 の 気温 は 26°C~82°C を 示し , 連続 5 
日 間 に 互 る 実験 を も と に し て 結果 を 求め た 。 


実験 結果 は 第 1 表 に 示さ れ て いる 。 A 並び に A。 地 
区 は , それ ぞ れ 82m ゞ 16m, 10mXx 9m の 広 さ で , 稲 は 
未だ 結実 前 , 土質 は 壌 土 で て あつ た 。 水田 を か こむ 幅 は 2 
方 な 3 方 が 石垣 で , の 溝 か ら 水 が 常に ゆる や か 
に 水田 中 に 流れ と こん で いた 。 夕刻, A: 地区 に は 104 枚 , 
A。 地区 に は 32 枚 の 濾紙 を それ ぞ れ 2 m 間 隔 に 碁盤 の 目 「 

第 1 表 7 地区 た 於 ける 実験 結果 


24 13.2 326 95 34 197 
30 21.4 665 175 108 382 


20 17.6 366 205 124 37 
2.7 84 39 5 40 
8.6 352 292 55 


3.4 94 65 22 


総 計 1887 871 348 668 


* 内 の 集 ま つ て いた 濾紙 数 を 表わす 。 
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試 有 採集 し た 上 中 数 
験 効 
月 日 
9.10 
2 A: 
B ( 溝 
3 9. 2 22 
B (流水 中 ) 9. 6 15 
8.14 
8.14 
8.15 
| | 
A ( 90 ) 
: 


4 昭和 34 年 8 月 1959)】 


行 
K 田 の 

写真 1 稲田 に か れ た 渡 紙 2 濾紙 に 集 ま つ た 上 只 


続 5 


写真 3 流水 た 浮 べ た 濾紙 真 4 写真 3 に 示し た も ゃ の の 一 例 
宮入 内 が 集 ま つ て いる と と を 示す 


37 第 2 表 濾紙 1 枚 当 り に 集まっ つた を 内 数 


40 } 水 の 取 入口 か ちの 距離 (m) 
5 4 6 81012 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 


0 : 3.2 5.8 13.2 6.8 8.0 1.8 3.8 1.4 1.40.60.4 0 0 0 0 0 
2.?° 4.6 3.0 3.2 6.0 4.8 0 0 0 


19.6 7.2 
7 7.2 1.2 1.8 4.0 2.41.0 2.2 
11.0 13.4 5.6 4.4 
a 21.4 10.0 1.8 12.0 


= 
543. 
| 
197 | 
382 
| 
| 
(91 


第 1 図 地区 の 中 分 布 
: 紙 に 集 ま つ た 
XxX: 上 内 の 集 ま ち な か つた 濾紙 


第 2 図 Az 地区 の 中 の 分 布 密度 
: 紙 集 まつ た 1 
Xx: 中 集まら ちら な か つた 濾紙 


状 に お き , 一 晩 放置 し, 翌朝, それ ら め の 濾紙 を 回 収 , そ 
れ ぞ れ の 油 紙 に 集まっ つて いた 上 中 の 数 を 記録 し た 。 そ の 結 
果 は , 第 2 表 に 詳し く 示 され て いる 如く , 宮入 上 中 は 溝 か ら 
田 に 水 の 流 れこ と こむ 水 の 取 入口 附近 に 多く 棲息 し レ し て いた 。 
更に , 水 の 取 入口 か ら の 距離 に 従 つ て, 徐々 に その 数 が 
減少 し て いる と と が わか つた (第 1 図 , 第 2 図 ) う 。 A 地 
区 で は , 1 日 当り 最も 多く 1 枚 の 濾紙 に 集 ま つ た 上 躍 数 は 
18.2 匹 また A。 地区 の それ は 21.4 匹 で あつ た 。 従 つ 
て , A。 地区 の 上 中 の 分 布 密 度 が , A 地区 の それ より も は 
る か に 大 で お る こと と が 明らか に され た 。 

B 地 区 で は , 水 の 流 れ が 0.5m/sece ある た め , 溝 の 両 
療 に 内 が 多く 集 っ つて いる こと こ と が わか つた (写真 8 , 4 第 
3 図 )。 1 日 油 紙 1 枚 に 集まる 上 貝 の 最大 数 は 17.6 匹 で あつ 
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第 3 図 区 の 分 布 

x : 由 集まら な か つた 

a, b, c,d 並び た e は 流水 中 に 放置 

し た 木片 を 表わす 。 
た 。 1 切れ の 木片 の 全面 に 3 枚 分 の 小 紙 を 張り つけ, そ 
の 一 端 を 紐 で 岸 に 固定 し て , 流水 中 に 浮 べ , 流水 中 の 中 
の 存在 を 調べ た 。 この よう な 5 切れ の 木片 を 用 いた 結 
果 , 成就 員 39 匹 , 幼 若 内 5 匹 , 稚 具 40 匹 を 採集 する と と 
が で きた 。 採集 され た 上 中 の 大 部 分 は , 木片 の 裏面 の 濾紙 
に 附 着 し , 1 日 濾紙 1 枚 に 集まる 上 中 の 最大 数 は 2.7 匹 で 
あつ た 。 この と と は , 成 , 或 は 稚 具 が 流水 中 
に 浮 注 漂流 し て いる こと と を 示し て いる 。 

C 地区 は , 流速 0.25m/sec の 水 が 流 れこ と こむ を, 底 に 石 の 
ある 水たまり で ある 。 そ の 水深 は 20cm~80cm 位 , 流れ 
の 入口 附近 は 幅 2 m, 水たまり の 面積 は 約 30m* で あつ 
た 。 従 つ て , 植物 は 殆 ん ど 生 育 し て いな か つた 。 こ と この 水 
た まり の 岸 に 沿 つ て , 52 枚 の 濾紙 を 1 晩 放置 し , 観 祭 実 
験 の 結果 , 員 は 水たまり の 周辺 に 沿 つ て 棲 候 し て いる こと 
と が わか つた 。 特 に , 流水 の 突き 当る 岸 に 多数 の 内 が み 
いだき され た 。 1 日 濾紙 1 枚 に 集まる 上 中 の 最大 数 は 8.6 匹 
で お あつ た 。 

D 及 び E 地 区 は , 水田 か ら か な り 離 れ た 湿地 で , D は 
無 川 の 堤防 内 に , は 堤防 外 に あぁ あつ た 。 ま た 無 川 の 
本 流 が , 直接 D 地 区 に 流入 し て お り , 互 地区 の 水 は 湧き 
水 で ある 。 そ を それぞれ の 湿地 の 周辺 と , 20 枚 の 濾紙 を 置 
き , 実験 観察 し た が 具 を 見 い だ す とこ と は で き な か つた 。 

F 地 区 は , 流行 地 を 縦貫 する 幅 約 4 m の 小川 で , その 
流れ の 曲り 角 の 地点 に あぁ た つて いる 。 流れ は , この 附近 
で 淀 み , 附近 の 田畑 に あふ れ て いる 。 濾紙 46 枚 を , 流れ 
の 沿 つて 放置 , 翌朝 回 収 観察 し た 結果 , 流れ の 


(92 ) 


544 
/ 
| 
es ee 
eee 
le 


34 年 8 月 (1959)) 


申 部 附近 に , 数 個 の 内 が みい だ され た に 過ぎ な か つた 。 
即ち , 1 日 濾紙 1 枚 当 り の 上 内 の 最大 数 は 3.4 匹 で あつ 
た 

以上 , 実験 観察 し た "地区 の , 誠 境 並び に 面積 が それ 
ぞ れ 異な る 点 か ら , これら の 地区 に お ぉ ける 上 貝 の 分 布 密 度 
を 直 に 比較 検討 する とこ と は , は ば か ら な けれ ば な ら な い 。 
し か し , 第 1 表 に 示さ れる 如く , Ai, Az, B,C,D, PE 
並び と FF 各地 区 に お ける 1 日 当り 濾紙 1 枚 に 集まる 中 の 
最大 数 が , それ ぞ れ , 13.2, 21.4, 17.6, 8.6, ,0, 0 
並び と 8.4 で あり , 更に , 流水 中 で は 2. て で あつ た と と 
か ら , A。 地区 が 他 の 地区 に 比較 し て , 最も 多数 の 宮入 
内 が 単位 面積 内 に 棲息 し て いる こと が 推 泊 さ れる 。 も 
し レ , 同一 で , 同じ 面積 の 地区 を 調査 する に は , 上 
の 分 布 密 度 は 容易 に 比較 し うる と 思う 。 例 えば , 同一 電 
境 で ある A 及び A, 地区 で は , A。 地区 に お ける 分 布 
密度 が A 地区 の それ より も 高い こと は 確認 で きる 。 


考 接 


宮入 中 の 棒 息 地 に お ける 分 布 密度 を 明らか に する た め 
に は , 従 来 は quadrate に よる 方 法 が と られ て きた 。 し か 
し , と れ は 現地 に あつ て 実際 に 使用 する 場合 , 労力 と 時 
間 を 費 す 点 か ら あ まり 適当 と は 思わ れ な い 。 最近 は , 潮 
に 沿 つ て 一 定 間隔 の 地点 を 選び , sampling する と こと が 
し ば し ば 行わ れ も て いる 。 とれ は 同一 人 が 単位 時 間 に ピ ン 
セッ ト で 角 集 し た 中 の 匹 数 を 記録 し , man-hour 単位 の 
中 数 と し て 表わさ れ て いる (McMullen ら , 1951 ; Oli- 
vier, 1955 ; Ritchie, 1955 ; Olivier ら , 1956)。 周 知 の 
如く , この man-hour 法 は 採集 者 の 生理 条件 に 非常 に 
左右 され , また , 採集 者 は 小さ な 由 よ り も 大 き な 上 貝 を 集 
め が ち で あり , 更に , 約 3 mm 前 後 以下 の 由 を し ば し ば 
恐れ が 多分 に ある 。 新しく し た 由 , と の 方 
法 で 採集 する に は あま り に 小さ すぎ , その た め え られ た 
結果 を 適 確 に 評価 する と と は 誠に 困難 で ある 。 更に , とこ 
れ ら の 方 法 を 行 つ た 地区 の 生物 陣 境 は , その た め 破 壊さ 
れる の で , 再度 繰り 返し て , 中 の 分 布 密 度 を 調査 する こ 
と は 不可 能 と な る 。 ツ 

本 報告 で は , 由 の 分 布 密度 を 評価 する た め の 新 し い 採 
集 方 法 を 紹介 し た 。 即 ち 一 定時 間 に 濾 紙 に 集 つ た 上 由 の 数 
を 用 いて , 中 の 分 布 密 度 を 決め る 方 法 で ある 。 と こと れ は 内 
が 滞 紙 を 好む 性 質 を 利用 し た も の で ある 。 と この ょ うな 
紙 法 に よる と , 濾 紙 を 実験 地 に 放置 し た 場合 , 濾紙 に 集 ま 
つた 成熟 具 , 幼 若 具 は 勿論 稚 具 を 含む すべ て の 時 期 の 中 
が 採集 で きる 利点 が ある 。 実際 , この 方 法 で 帝 長 が わ ず 
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ー か 0.6mm の 貝 を 多数 採集 する こと が で きた 。 


また , 濾紙 の 半分 を 水中 に 浸し て お いた 場合 。 水面 上 
並び と 水面 下 の 濾紙 の 両 部 分 に と を それぞれ 異な つた 時 期 の 
内 が 集まる とこ と が わか つた 。 

更に , Standen (1951) 並び と Sandground (1955) 
の 記載 し た 方 法 に 従 つ て , 表面 に を 濾紙 を 用 
いて みた 。 即ち , と アル ギン 酸 ツ ソー ダ を 含む 
に を 浸し , CaCl, 破 で 後 乾 燥 させ た も の で 
ある 。 こと の 紙 を 用 いた 際 , 上 述 の より も , 
1.29 倍 多く の 上 貝 を 集め うる こと が わか つた 。 

上 述 の 如く , 濾紙 法 に ょ よれ ば , 中 の 数 は 従来 諸 研 究 者 
の 用 いた 方 法 よ り も , 正確 に 表わす こと が で き , 更に , 
と の 方 法 は 容易 且 簡 単 で , し か も 同時 に 広範 囲 の 地域 に 
利用 で き , 濾紙 の 他 に , 特別 の 器具 も 必要 と し な い 。 人 
為 的 な 要因 か ら 生 ずる 誤 も 少な く て すむ 利点 が ある 。 山 
型 県 の 日 本 住 血 吸虫 症 の 流行 地 に 置か れ た 濾紙 上 に は , 
大 小 の 宮入 上 由 は 勿論 の と こと と, も の ぁ あら が い , か わ に な た , 
ひら まき も どき 等 も 集 キ つて いた 。 

と の 濾紙 法 を 使用 すれ ば , 特に 幼 若 具 と 稚 具 を 含め た 
宮入 上 内 の 分 布 密 度 の 季節 的 変動 , 殺 上 中 剤 の 使用 後 の 宮入 
由 の 数 の 江 少 と ょ り そ の 効果 の 判定 が , より 容易 に 且つ 
正確 に 表わし うる で あら う 。 と の 方 面 の 実験 は , 目下 甲 
府 地 方 の 流行 地 で 行ない つつ ある の で , 他 日 報告 する つ 
も り で ある 。 


1958 年 夏 , 山 弄 県 甲 附近 郊 の 今 諏 訪 , 八田 両 村 の 流行 
地 に お いて 7 地区 を 選び , 濾紙 を 用 いた 新しい 採集 方 法 
に より , 宮入 中 の 生態 観察 を 行っ つた 。 7 地区 は , 水田 , 
溝 , 水たまり 並び に 湿地 で あつ た 。 中 の 布 密度 
は , 水田 特に 浴 泊 用 溝 か ら 水 の 流れ こん で いる 入口 附近 
が の 実験 地区 より も 大 で あつ た 。 溝 を 流れ る 
水中 に も 少数 の 宮入 貝 が 発見 され た 。 し か し , 湿地 に は 
発見 され な か つた 。 貝 の 棲息 地 の 観 察 結果 は 従来 の 研究 
者 に より 報告 され て いる 如く , 上 中 が 漠 激 用 水 に ょ つて 運 
ば れ て くる 可能 性 の ある と と を 暗示 し て いる 。 本 報告 で 
用 いた 新しい 濾紙 法 は , 野外 に お ける 正確 な 内 の 分 布 密 
度 を 得る の に 適し て いる の で すす め ら れる べき で ある と 
。 


1) McMullen, D. B., Komiyama, S. and Endo- 
Itabashi, T. (1951) : Observations on the habits, 
ecology and life cycle of Oncomelanéa nosophora, 
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Summary 


Habits of Oncomelania nosophora were observed 
by a new method using filter paper in the endemic 
areas of schistosomes. Observations were made in 
geven selected stations, such as rice fields, an ir- 
rigating ditch, a pool and two swamps, in Kofu 
District, during summer. months, 1958. Snail 
population density was higher in rice fields, es- 
pecially around the entrance of water from ditches, 
than other places tested. A few snails were found 
numerously at the opposite side of water entrance, 
No snail was found in swamps. Thus observations 
made in the field suggested that snails may be 
delivered with water by irrigation as stated by 
previous investigators. The filter paper method 
will be commended to measure the accurate snail 
population density in the field. 
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昭和 34 年 8 月 (1959)] 


Trichomonas vaginalis の 二 , 三 薬剤 に 対す る 
耐性 増強 に つい て 


岩 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 34 年 2 月 16 日 受領 ) 


微生物 の 薬剤 に 対す る 耐性 獲得 と 云う 現象 は 秋葉 
(1952) に よれ ば 1907 年 に Ehrlich 門下 の Frank & 
Roeh1l に より Trypanosoma に お いて 発見 され た も の で 
ある 。 赤痢 アメ ー バ に お いて る を る Harawani (1980), 平山 
(1984 う 等 は その 原虫 が ェ メ チン に 対し て 耐性 を 獲得 し 
た 事 を 報告 し て いる 。 

リコ モー ナス (以下 と 略す に お いて も こと 
の 現象 は 考 へ られ , 又 現 実 と 臨床 面 で は この と と が 問題 
と され て いる 。 

試験 管内 と に お ける 補 .v. の 薬剤 耐性 の 獲得 の 有無 に 就 
いて 検討 し た も の に は Adler 等 (1952), 猪 木 ら (1954), 
細谷 ら (1955) 及び 三浦 ら (1956) の 報告 が あり, 
床 面 か ら 藤 井 等 (1956) は Carbarsone-Hexestrol を 使 
用 し た 際 の 再発 例 こ に お いて 直 .v. の 耐性 増強 と 云う 事 を 
示 唆 し て いる 。 之 に 反し 青 河 (1956) は トリ コマ イシ ン 
に よる 治療 に お いて 年 次 的 推移 に と よる 感受 性 分 布 か ら は 
T.v. の 同 剤 に 対す る 抵抗 性 獲得 の 兆候 を 認め て いる が , 
分 離 部 位 別 及び 消 虫 に 要する 投薬 回 数 別に 分 離し た 各 株 
の 間 に 感 受 性 に 差 は 無く , 難治 症例 株 で も 同様 の 傾向 で 
あぁ つた と 報告 し て いる 。 

著者 の 実験 は 抗 ト リコ モー ナス 乃至 抗 ア メー パ バ 作 用 を 
有する カル バ ミ マ ジン, 塩酸 エニ メ チン , トリ コマ イシ ン , 
7 クロ マイ シン の 4 種 の 薬剤 を 使用 し 之 等 に 対す る TT.v. 
の 醒 性 増強 の 有無 を 試験 管内 及び 動物 実験 に と よ つ て 比較 
検討 し た も の で ある 。 

1 試験 管内 実験 


Experiments on acquirement of 
resistance to carbarsone, tetracycline, trichomycin 
and emetine hydrochloride in Trichomonas vag- 
nalis (Department of Parasitology, School of Me- 
dicine, Keio University, Tokyo) 


SUMIO IWAI: 


実験 材料 及び 方 法 


使用 培地 は チ ス テイ ンプ ブイ ョ ヨン 血清 培地 で ある 。 

供 試 T.v. 株 は トリ コモ ー ナ ス 腔 炎 患 者 の 帯 下 か ら ペ 
= シリ ン 及 び ス え ストレプトマイシン を 加え た 上 記 培 地 で 分 
離し , マ = シ リン の み を 加え て 上 記 塔 地 で 200 代 以上 継 
代 し た 無菌 の B 株 で ある 。 供 試薬 剤 は カル バ ミ ジ ン 末 
(三共 ), 塩酸 メチ ン 注 射 (40 mg/cc, 武田 うつ アク ロ 
マイ シン 末 (Lot No. 4761 一 108 武田 )) トリ コマ イシ 
ン 末 (LL. 912, 3050u/mg 藤沢 ) の 4 種 で ある 。 
薬剤 を 培地 に 添加 する に 当り カル バ ミ ジ ン 以 外 は 予め 
減 菌 蒸溜 水 で 数 段階 の に し , この 0.1cc 
を 培地 に 添加 し た 時 に 培地 内 で 所 要 の 濃度 と な る 様 に 調 
し た 。 カ ル バ ミ ジン は 蒸溜 水 に の , 培地 成分 と 
し て 深 加 すべ き 人 血清 で 所 要 濃 度 に 溶解 し て 培地 に 深 加 
し た 。 

叉 雑菌 混入 を 防ぐ 目的 で 培地 に スト レプ トマ イシ ン 32 
mg/cc。 ペ = シリ ン 20,000 ulcc を し た 。 各 薬剤 
液 は 力 価 の 低減 を 恐れ て 実験 直前 に 調製 し た 。 

各 薬 剤 と 就 き 数 段階 の 濃度 列 の 培地 に 原 株 の 48 時 間 培 
養 虫 体 を 移植 し , 各 濃度 列 に 就き 48 時 間 毎 の 継 代 を 行い , 
原 株 の 継 代 可 能 の 最高 濃度 で 10 代 各 継 代 し それ ょ り 痢 次 
濃度 を 高め て どの 濃度 意 継 代 出 来る か を 見 た 。 

叉 と の 継 代 実 験 成績 に 基 ず いて 各 濃 度 に お ける 継 代 前 
後 の 虫 体 の 増殖 状態 を 比較 検討 する た め , 各 薬 剤 に 就 い 
て 夫々 一 定数 の 虫 体 を 移植 し 数 日 間 増 殖 虫 体 数 を 血球 計 
算盤 で 算定 し て , 各 濃 度 に お ける 継 代 後 の 耐性 増強 の 有 
無 を 虫 体 の 増殖 曲線 の 上 か ら 検 討 し た 。 

継 代 実 験 に は 各 濃 度 に お いて 2 本 の 培養 基 を 使用 し , 
増殖 曲線 を 作る 場合 と は , 同一 培地 で 毎日 観察 する 事 は 
培地 の 携 振 に 伴う 汚染 や 培養 液 の 減少 な ど 種 々 の 不都合 
が あぁ ある の で 毎日 計算 後に は その 塔 地 は 棄却 する 事 に し レー 
日 8 本 宛 の 培地 で 計算 し て その 平均 値 を 以 て その 日 の 増 
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殖 虫 体 数 と し た 。 


カル バ ミ マ ジン 一 継 代 成績 は 第 1 図 の 如く で ある 。 原 株 
i の 継 代 可 能 最高 濃度 は 0.5 mg/cc で その 10 代 に お いて 
t 1.0mg/cc に 継 代 可 能 と な り 更 に その 10 代 に お いて 2.5 
- mglcc に 継 代 可能 と な つた 。 

2.5 mglcc で の 継 代 を 途中 で 中 止 し た の は こと の 濃度 が 
カル バ ミ ジ ン の チ ス テイ ンプ イ ョ ヨン 血清 培地 で の 溶解 限 電 
度 で それ 以上 の 高 で は 薬剤 は て 了 い 実験 を 続 
_ ける 事 は 無 意 味 と 考え られ た か ら で あ る 。 


(HB/cc) 


株 
25mg 10nmg 05 mg 01 mg 


10 代 十 第 2 図 カル ペ ミ ジン 各 度 に 於 ける 増殖 状態 


初代 
2 


10 


(5/Cc) 


数 


初代 
2 代 


第 1 図 カル ペ ミ ジン 継 代 成績 


原 株 の 各 濃 度 に お ける 増殖 曲線 は 第 2 図 に 示す 通り で 
ある 。 
継 代 可 能 濃 度 で ある 0.5mglcc で は 対照 に 比 し て 著 し レ 
く 増 徹 は 抑制 され て は いる が 生存 日 数 と お いて は 差 が な 
い 。 
第 3 図 カル ペ ミ ジン 0.5mglcc の 濃度 で 継 代 し 
1.0 mg/cc 及び 2.5mg/cc で は 夫々 48 時 間 , 24 時 間 で た 時 の 耐性 増 張 状 態 


虫 体 は 死滅 し た 。 
0.5 mg/cc で の 継 代 前 後 の 増 殖 曲 線 は 第 3 図 に 示す 如 第 4 図 は 1.0mg/cc で の 継 代 前 後 の 増殖 曲線 を 示す も 


く ,。 10 代 で は 初代 より も , 曲線 は 上昇 し て お り , 1.0 の で 10 代 に お いて も 初代 より 曲線 は 上 昇 し , 且つ 生存 日 
mg/cc に 移し た 場合 の 曲線 も 原 株 の 同 濃 度 に お ける 曲線 数 も 延長 し て いる 。 
より も 上 昇 し , 且つ 生存 日 数 も 延長 し て いる 。 叉 1.0 mg/cc より 2.5 mg/cc に 移し た 場合 も 軽度 穫 
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第 4 図 カル バ ミ ジ ゼン 1.0 mg/cc の 濃度 で 継 代 し た 
: 時 の 増 態 
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図 メ チン 代 成 績 


らら 増殖 曲 線 は 上 昇 し て お り 生 存 日 数 も 著 明 に 延長 し て い 


ス 


‘る 。 


塩酸 エメ チン 一 継 代 実 験 第 5 図 に 示す 通り で ある 。 


即ち 原 株 の 継 代 可 能 最 高 濃度 は 25yjcce で あり その 10 代 


ょ り 50yjcc に 継 代 し 得る 様 世 な つた が 8 代 に お いて 
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第 6 図 テ メ チ ン 各 濃度 に 於 ける T.v. 増殖 状態 
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第 7 図 テニ メチ ン 25y/cc の 濃 席 に 於 ける 継 代 前 後 
の 増殖 状態 


第 6 図 は 原 株 の ェ メ チン 各 濃 度 に お ける 増殖 曲線 で あ 
る 。 

と の 図 で 見 る 如く ェ エメ チン に お いて は 原 株 の 継 代 可 能 。 
最高 濃度 で ある 25?/cc は 勿論 その 4 倍 の 100yjcce に お 
いて も を も 原 株 初代 で は 増殖 し 得る 事 を 示し て いる 。 生存 日 
数 に とお いて 各 濃 度 と も 差 は な い 。 ; 

500 /cc は 24 時 間 で 虫 体 は 死 減 す る 事 を 示し て いる 。 

併 し 25y/jcc に お ける 継 代 前 後 の 増 琴 曲線 を 比較 し て 
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10 代 


初代 
第 8 図 アク タク ョ マイ シン 総代 成績 


図 アタ クロ ョ マイ シン 各 濃 度 に ける TT.v. 増殖 
状態 


見 る と 第 7 図 の 如く , 257/cc の 10 代 は 初代 より も 曲線 は 
低下 し , 又 25y/cc か ら 50y/cc に 移し た 時 の 曲線 及び 25 
y/cc か ら 100y/cc に 移し た 時 の 曲線 は 全く 上 昇 を 示さ 
上 原 株 及び に お ける 曲線 より る 
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0125mg > 


第 10 図 アク ョ ロマ イシ ン 0.125 mg/cc の 濃度 で 継 
代 し た 時 の 耐性 増 態 


著しい 低下 を 示し て いる 。 
アク ロマ イシ ンー 継 代 実 験 成績 は 第 8 図 に 示す 如く , 

0.125mg/cc が 原 株 の 継 代 可能 最高 濃度 で あり , とこ の 渡 
度 で 10 代 継 代 後 に は 4 倍 濃度 の 0.5mg/cc に 継 代 可 能 と 
な つた 。 0.5mg/cc で 継 代 し て 更に 高 濃度 に 移 そ うと 疹 
め た が その 30 代 に お いて も 尚 1.0mg/cc に は 継 代 し 得 な 
か つた 。 又 0.125mg/cc より 0.5mg/cc に 継 代 し 得 た の 
で 0.25mg/cc で の 継 代 は 途中 で 中 正 し た 。 

原 株 の 各 濃 度 に お ける 増殖 曲線 は 第 9 図 に 示す 通り で 
ある 。 原 株 継 代 可能 最高 濃度 で ある 0.125mg/cc に お い 
て は 曲線 は 可能 り の 上 昇 を 示し て いる が , 0.25mg/cc で 
は 生存 日 数 は 0.125mg/cc と 差 は な い が 曲 線 の 上 昇 は 僅 
か し か 認め られ な い 。 0.5mg/cc で は 虫 体 は 24 時 間 内 に 
死滅 し た 事 を 示し て いる 。 

0.125 mg/cc で の 継 代 前 後 の 増殖 曲線 は 第 10 図 の 如 
く , その 10 代 で は 曲線 は 閉 明 に 上 昇 し て 対 央 と 略 々 等 し 
く , 更に 0.25mg/cc 及び 0.5mg/cc に 移し た 場合 の 曲線 
は 原 株 の 夫々 の 濃度 に お ける 曲線 に 比 し て 上 昇 し て お 
り , 0.5mg/cc で は 生存 日 数 も 継 代 後 に お いで は 閉 明 に 
延長 し て いる 。 

0.5 mg/cc で 830 代 和 継 代 し た 時 の 初代 20 代 と の 疾 殆 曲 
線 を 比較 する と 第 11 図 の 如く , 曲線 は 次 第 に と 上昇 し て 
いる が 尚 な 対照 に 比 し て か な り 低く その 30 代 よ り 1.0 
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トリ コマ イシ ン 継 代 成 績 


第 13 図 
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第 11 図 アク タク ョ マイ シン 0.5 mg/cc の 濃度 で 継 代 
し た 時 の 耐性 増 状 態 


co 
】 


ce) 


体 


トリ コマ イジ シン に 於 ける .v. 増殖 状態 


第 14 図 


薬剤 非 の 正常 に 戻し て 10 代 和 代 後 再び 0.5 
mg/cc に 移し て 耕 性 が 維持 され て いる か どう か 見 た も の 
で ある 。 図 の 如く 耐性 株 を 正常 塔 地 に 戻す と 貝 体 の 増殖 


第 12 図 アク ロマ イシ ン 面 性 株 を 正常 境地 に 戻し は 対 駒 と 略 同 様 で あり , 正常 培地 で 10 代 継 代 後 に も 尚 ほ 
た 時 の 耐性 復帰 状態 0.5 mg/cc に 増殖 し 得る 事 を 示し て いる 。 
mg/cc に 移し て も 貝 体 は 増殖 せ ず 24 時 間 内 に 死 減 し た 事 トリ コマ イシ ンー 一 継 代 実 験 成績 は 第 13 図 と に 示す 如 
を 示し て いる 。 く , 1.25y/cc が 原 株 の 継 代 可 能 最 高 濃度 で あり , その 江 


第 12 図 は アク ロマ イシ ン 0.5 mg/cc の 20 代 の 虫 体 を 度 で 20 代 和 継 代 し た が 2.5y/cc に 継 代 出来 な か つた 。 
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初 代 
第 15 図 トリ コマ イシ ン 難治 症例 株 の トリ ュ = マイ 
シン 継 代 成 績 


3 4 5 
第 16 図 トリ り コ マイ シン 難治 症例 株 の トリ ュ マ イ 
シン 各 け る 増殖 状態 


1.25y/cc に お ける 継 代 前 後 の 増殖 曲線 は 第 14 図 の 如 
く , 初代 と 20 代 で は 殆 ん ど 差 は 認め られ な い 。 又 1.25 
?/cc か ら 2.5y/cc に 移し た 時 も 原 株 の 2.5y/cc の 曲線 
と 同様 24 時 間 内 に 虫 体 は 死滅 し た 事 を 示し て いる 。 

第 15 図 は 。 ト リコ マイ シン に 難治 性 の 患者 の 勝 よ り 分 離 
し た 耳 株 に に 就 い て トリ コマ イシ ン で 継 代 実 験 を 行っ つた 成 
績 で ある 。 乏 に ょ る と 互 株 は 1.25y/cc が 継 代 可 能 最 高 
濃度 で あり 20 代 より 2.5 yjcc に 移し た が 増殖 不可 能 で 
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ン , トリ コマ イシ ン に 対す る の 耐性 増 の 
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C. 一 カル バ ミ ジ ン 
A アク マイシン トリ コマ イジ シン 


メチ テ チン 


あっ つた 。 

耳 株 の 1.25y/cc に お ける 継 代 前 後 の 増 殖 曲 線 は 第 16 図 
の 如く , 初代 と 20 代 と で は 差 は 殆 ん ど 認め らち られ な か つ 
た 。 1.25y/cce か ら 2.5y/cc に 移し た 時 の 曲線 も 原 株 と 
同様 に 24 時 間 内 に 虫 体 は 死滅 し た 事 を 示し て いる 。 

以上 の 4 剤 に 就き 原 株 の 継 代 可 能 最高 濃度 に お ける 継 
代 前 後 の 増 殖 曲 線 か ら 夫 々 の 薬剤 の 耐性 増強 度 を 比較 す 
る と 第 17 図 の 如く で ある 。 即ち ヵ カル バ パ ミ ジ ン 及 び ア ク F 
マイ シン で は 明らか に 耐性 の 増強 が 認め られ た が , エメ た 
チン で は 継 代 後 の 方 が むし ろ 増 殆 曲 線 は 低下 し て お り , 


カル バ パ ミ ジ ン 10 


トリ コマ イシ ン 25『 


ロ vT シ ン 025mg 
ン 

25Y 
第 18 図 アク ョ マイ シン , カ ル バ ミ ジン の 交叉 耐性 : 
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トリ コマ イシ ン で は 継 代 前 後 で 曲線 に 差 は 無く , 従 つ て 
ェ メ チン 及び トリ コマ イシ ン で は 耐性 増強 は 認め られ な 
か つた 。 


第 18 図 は 継 代 実 験 で 得 ら れ た アク ロマ イシ ン の 0.5 
mg/cc 耐性 株 及び カル バ ミ ジ ン の 2.5 mg/cc 春 性 株 に 
就 い て , 両者 の 交叉 耐性 及び ェ メ チン 並 と トリ コマ イシ 
ン に 対す る 面 性 の 有無 を 示し た も の で ある 。 

図 の 如く , 耐性 株 は 夫々 他 の 3 剤 の 原 株 の 継 代 不 能 最 
低 濃 度 で 継 代 出 来 ず , 従 つて 交叉 耐性 は 認め られ な か つ 

動物 実験 

著者 (1957) は TT.v。 を マウ ス の 皮下 , 筋 内 , 腹腔 内 
に 接種 する と そ と に 騰 瘍 を 形成 する 事 を 報告 し た 。 

そこ と で 本 実験 に お いて は .v。 を マウ ス に 感染 させ 同 
時 に 上 記 4 薬剤 深 夏 を その マ ャ ウス に 注射 し て 先 づ その 効 
果 量 を 虫 体 の 生存 及び 臓 間 形 成 の 有無 か ら 判 定 し , 更に 
その 効果 量 以下 を 注射 し て 形成 し た 臓 瘍 か ら 虫 体 を 分 離 
増殖 せしめ て 再び 新た な ャ ウス に 感染 させ , その 虫 体 が 
薬剤 の 初め の 効果 量 に 対し て 耐性 を 得 た か どう か を 知ら 
ん と し た 。 併 し 本 実験 で は 各 薬 剤 と も マウ ス え に 対 する 耐 
容量 で は T.v. の 感染 阻止 的 効果 が 認め らち れず, こと の 方 
法 で 面 性 実験 を 行う 事 は 失敗 に 終 つた 。 

以下 に その 大 要 を 述べ る 。 


実験 材料 及び 方 法 


T.v. の マウ ス へ の 接種 方 法 は 著者 が 先 に 発表 し た 通 
り で ある 。 併 し 確実 に 肛 瘍 を 形成 せしめ 得る 事 , 細菌 に 
ょ る 汚染 を 受け 難い 事 な ど か ら .v. の 接種 部 位 は 筋 内 
と し た 。 

接種 虫 体 数 は 先 の 実験 た に 基 き 50 Xx10* と し た 。 
薬剤 溶液 の 注射 は 薬剤 の 高 濃度 の も の を 直接 虫 体 に 作 
用 させ る 上 か ら は 筋 内 に 行う の が 望ま し い の で ある が , 
この 部 位 で は 薬剤 を 繰り 返し 注射 する と 組織 の 損傷 基 し 
く 且 つ 細 菌 に よる 少 染 が 起り 効果 の 判定 が 困難 と な り 又 
同じ 部 位 と は 云 へ 虫 体 接種 部 に 確実 に 薬剤 を 注入 する 事 
る 困難 な の で , 薬剤 は 全て 腹腔 に 注射 し た 。 

か くし て 接種 直後 薬剤 腹腔 内 に 注射 し そ 
の 後 は 男 日 乃至 隔 日 に 6 回 乃至 3 回 注射 し 1 週 後 に マウ 
ス を 必殺 し 臓 間 形 成 の 有無 及び 生 虫 体 の 有無 か ら 薬 剤 効 
果 を 判定 し た 。 薬 剤 溶 作製 は カル バ ミ マ ジン は 2 の 
重曹 水 で 他 は 水 で 溶解 し , その 0.5cc を 注 
射 し た 。 
薬剤 投与 量 は 成績 と お いて 表記 する 通り で ある 。 
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マウ ス は 各 投 与 量 に 就き 5 匹 宛 使用 し た 。 


カル バ ミ マ ジン 一 一 第 1 表 の 如く , 最大 耐容 量 た る 82.5 
mg/kg を 連日 6 回 注射 し 生存 マウ ス 3 匹 と に お いて 何れ 
も 腰 瘍 形成 を 認め , 且つ 生 虫 を 検出 し た 。 


第 1 表 カル ミ ジン 投与 成績 (連日 6 回) 


生存 マウ ス に 於 ける 
投与 生存 マ ゥ ス 数 
形成 例 , 生 例 
330 mg 0/5 
165 mg 0/5 
82.5 mg 3/5 3/5 3/5 
Control 5/5 5/5 5/5 


塩酸 エニ メチ ンー 一 第 2 表 の 如く , 最大 耐容 量 た る 8.25 
mg/kg を 隔 日 8 回 注射 し 生存 マウ ス は 32 で 共に 
形成 を 認め 生 虫 を 検出 し た 。 


第 2 表 塩酸 = メチ ン 投 与 成 績 ( 隔 日 3 回 ) 


生存 マウ ゥ ス に 於 ける 
投与 量 /kg 生存 マウ ゥ ウス 数 

肛 形成 例 生 検出 例 
33 mg 0/5 
16.5 mg 0/5 
8.25 mg 2/5 2/5 2/5 
Control 5/5 5/5 5/5 


アク ロマ イシ ン 一 一 第 83 表 の 如く , 最大 春 容 量 た る 
8330mg/kg を 連日 6 回 注射 し 生存 し た 2 例 は 共に 肝 協 を 
形成 し 生 虫 を 検出 し た 。 165mg/kg 82.5mg/kg を 注射 
し た 例 で は 夫々 4 匹 , 5 匹 が 生存 し 全 例 に お ぉ いて 膜 瘍 形 


・ 成 を 認め 生 虫 を 検出 し た 。 
第 3 表 アタ ョ マイ シン 投与 成績 (連日 6 回 ) 
生存 マウ え に 於 ける 
投与 量 kg 生存 マウ 数 
瘍 形成 例 生 検出 例 
660 mg 0/5 
330 mg 2/5 2/5 2/5 
165 mg 4/5 4/5 4/5 
82.5 mg 5/5 5/5 5/5 
Control 5/5 5/5 5/5 


トリ コマ イシ ン 一 一 第 4 表 の 如く , 連日 6 回 投与 群 で 


は 最大 耐容 量 た る 2.5mg/kg を 注射 し 1 匹 が 生存 し た 


が 膜 易 形成 を 認め 生 虫 を 検出 し た 。 隔 日 3 回 投与 群 で は 
最大 耐容 量 た る 5 mg/kg を 注射 し 生存 マウ ス は 4 匹 で 
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第 4 表 トリ ュ マ イシ ン 投 互 成績 


連日 6 回 投与 群 隔 日 3 回 投与 群 


生 生存 マウ ウス 生存 マウ ス 
投与 量 存 に ける 存 に 於 ける 


形 生 検 ウス 生 検 
数 成 例 出 例 数 出 例 


fs 5f5 5/5 
Control 5/5 5/5 5/5 5/5 5/5 5/5 


何れ も 腰 瘍 を 形成 し 生 虫 を 検出 し た 。 


総括 並 に 考 接 
Adler 等 (1952) は 培養 T.v. を 用 いて 試験 管内 で 薬 


剤 に 対し て 耐性 を 獲得 させ 得 た と 報告 し て いる 。 初め ・ 


彼 等 は 4.4' 一 diamidino stilbene に 就 て その "0,000 倍 
に を 移植 的 に 濃度 を 高め て 5,000 
倍 濃度 に も 発育 せしめ る 事 が 出来 た 。 更に 彼 等 は 一 種 の 
アル カロ イド で ある Colchicine に 就 い て も 同様 の 実験 
を 行い 最初 16,000 倍 濃度 に 移植 し 次 第 に 高 濃度 に 移し 

て 26 カ ヵ月 後に 600 倍 濃度 に 耐性 を 獲得 そし め た 。 又 Co- 
lchicine 遼 性 株 の 耐性 の 維持 を 見 る 為 に 8,000 倍 ,2,000 
倍 ,1,600 倍 ,1,300 倍 濃度 に 耐性 を 得 た 株 を 4 ヵ月 ~ 9 
カ月 間 Colchicine を 含ま 倍 地 で 継 代 後 び 夫々 の 
度 に 移し た 所 全て 充分 正常 な 培養 を 得 た と 云 つ て いる 。 

最近 細谷 等 (1955) 及び 三浦 等 (1956) は トリ コマ イ 
シン に 対す る 補 .v。 の 耐性 を 実験 的 に 見 た が 互 に 反する 
報告 を し て いる 。 

ち 細谷 等 は トリ コマ イシ ン 地 で 380 代 日 間 
継 代 し た が その 貝 体 は 原 株 に 比 し て 耐性 を 得 ず , 又 ト リ 
コマ イシ ン 感 受 性 は 常に 0.31~0.62mg/cc の 低 濃度 で 完 
人 金 に 殺 減 的 に 作用 し た と 云 つ て いる 。 

当 に 反し て 三浦 等 は 0.3y/cc で 10 数 代 継 代 後 4 倍 の 濃 
度 各 耐性 を 獲得 せしめ 得 た が , この 耐性 株 は 薬剤 を 含ま 
培地 で 数 代 継 代 し た 結果 , 初代 発育 許容 濃度 の 0.8 
>/ec さ せる 事 は 出来 な か つた 。 この 耐性 株 は オー 
レオ マイ シン 。 フラ バシ ッ ド ,。 カル バ ミ ジ ン , サル バル 


_ サン , アク チノ マイ シン 等 に 対し て 交叉 耐性 を 示さ な か 


猪木 等 (1954) は カル バ ミ マ ジン 他 数 種 薬 剤 の 効力 判定 の 
ー つ と し で 貝 体 の 増殖 抑制 濃度 で 継 代 し その 間 の 虫 体 の 
増殖 状態 こと にょ つて 効力 の 有無 を 決め る と 共に 同 濃度 で 継 
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代 し た 際 の 春 性 の 発現 状態 を 知ら ん と し た 。 と の 実験 で 
は カル バ ミ ジ ン に お いて は 発育 抑制 限界 濃度 た る 5,000 
倍 濃 度 で は 継 代 の 最高 は 3 代 迄 で あり 10,000 倍 濃度 で 
は 25 代 各 も 継 代 出 来 た 例 が あり その 実験 に お いて は 他 の 
薬剤 と 同様 に 耐性 の 発現 を 明確 に し 得 な か つた と 云っ つて 
いる 。 

本 実験 に お いて は 原 株 の 継 代 成 績 と 各 濃 度 に お ける 増 
殖 曲 線 と か ら 薬 剤 の 有効 濃度 を 判定 し , この 濃度 より 高 
濃度 で 継 代 出 来 , 且つ 継 代 後 の 増殖 曲線 が 継 代 前 より 上 
昇 し て いる 事 を 以 て 遼 性 を 獲得 し た と 判定 し た 。 

之 と ょ よる と カル バ ミ ジ ン で は 1.0mg/cc が 最低 有効 濃 
度 と 考 へ られ 2.5mg/cc に 各 継 代 可 能 と な り 増 殖 曲 線 か 
ら も 貝 体 の 増殖 は 認め られ た の で , 原 株 の 継 代 可 能 濃度 
0.5mg/cc に 対し て 5 倍 の 耐性 を 獲得 し た 。 

猪木 等 が カル バ ミ ジ ン に 就 て 耐性 の 発現 を 認め 得 な か 
つた の は 薬剤 の 効力 判定 を 重視 し 耐性 獲得 に 関し て は 同 
濃度 だ け で 継 代 を 行い 低 濃 度 か ら 次 第 に 高 濃 度 へ 移す と 
云う 方 法 を 採ら なかつ たため と 増殖 状態 を 明確 に 追求 し 
な か つた 事 に よる も の で あろ 5 う 3 。 

次 に 塩酸 エニ メ チン に 対す る 耐性 実験 で ある が , 之 は 赤 
痢 アメ ー バ に 主として 使用 さら れ 従 つて 赤痢 アメ ー バ に 
対す る 耐性 獲得 に 関し て 数 氏 の 報告 が あぁ る 。 

即ち Dobell 及び Laidlaw (1926) は 5 万 分 の 1 の 濃 
度 で 1 カ ヵ月 継 代 し 時 々 高 濃度 に アメ ー パ を 移し た が 一 度 
も 生育 せ ず 結局 耐性 株 を 作り 得 な か つた 。 千葉 (1928) 
は 5 万 分 の 1 の 濃度 で 10 代 継 代 し 高 濃度 に 移植 し た が 増 
殖 し な か つた 。St. John (1983) は 40 万 分 の 1 の 濃度 で 
4 日間 培養 し 之 を 10 万 分 の 1 の 濃度 に 移 値 し た が 4 回 移 
植 し て 絶え た 。Halawani (1930) は 40 万 分 の 1 の 濾 度 
(死滅 最小 濃度 8 万 ~ 2 万 分 の 1 ) か ら 始 め 次 第 に 濃度 
を 上 げ て 途中 で 弱 つ て 来る と 一 度 低 濃度 に 移し レ し て か ら 又 
高 濃 度 に 上 げ る と 云う 様 に し て 5 ヵ月 後に 1 万 分 の 1 の 
濃度 迄 耐性 を 獲得 させ 得 た 。 平山 (1984 う は 10 万 倍 濃度 
か ら 始 め て 4 万 乃至 3 万 倍 濃 度 で も 生育 せしめ 得 た 。 又 
松林 (1947) に よれ ば Bonnin Aretas は ェ エメ チン 濃 
度 の 低い 培地 か ら 次 第 に 高 濃 度 に アァ アメーバ を 馴 ら し , 初 
め に は 生育 し 得 な か つた 高 民 度 に 生育 せしめ 得 た が , とこ 
の 株 を ェ メ チン を 含ま ぬ ぬ 培地 で 継 代 す る と 10 代 後に も ェ 
メチ ン に 対す る 耐性 は 残留 し た と 云う 。 

以上 の 如く 赤痢 アメ ー バ に お いて は エメ チン に 対す る 
耐性 の 獲得 は 全面 的 に 認め られ て は いな い が , 耐性 を 獲 
得 し た と 云う 報告 に お いて も 容 易 , 且つ 高度 に 獲得 し 得 


る も の で は な い 様 で ある 。 
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Tv。 と におい て は 本 実験 で は 面 性 の 獲得 は 認め られ な 
か つた が , Halawani の 如く 貝 体 が 弱 つ た ら 低 濃 度 に 移 
し て か ら 又 高 江 度 に 上 げ る と 云う 様 な 方 法 を と ら ず , 同 


濃度 で の み 継 代 を 続け た 事 , 叉 25 yjec と 云 う 濃度 で は 。 


原 株 の 継 代 濃 度 と し て 高 す ぎ た か も 知れ 如 事 な ど が 考え 
られ 尚 話 こ れ 等 の 点 に 関し て 今後 の 検討 を 要する も の で 
ある 。 

ァ ク ロマ イシ ン で は 0.125 mg/cc か ら 始 め て 4 倍 の 
0.5mg/cc を 獲得 せしめ 得 た が , 0.5mg/cc 30 代 
迄 の 継 代 で は 継 代 を 重ね る に つれ て 増殖 曲線 は 新 次 上 昇 
し て お る 事 か ら 見 て 更に 継 代 を 続け れ ば ょ り 高 濃度 に 面 
性 を 得 さ せ 得 る 事 が 期待 出来 る 。 双 この 0.5mg/cc 耐性 
株 を アク ロマ イシ ン を 含ま 次 培地 に 移す と 増殖 曲線 は 一 
度 も 薬剤 と 接触 し た 事 の な い 株 と 余り 差 は 無く 従 つ て ア 
クロ マイ シン 依存 の 如き 傾向 は 認め られ な か つた 。 更 
に 感受 性 か ら も 普通 培地 で 10 代 継 代 後 と お いて も 0.5 
mglcc に 対し て 硝 性 を 維持 し て いる 事 が 証明 され た 。 
トリ コマ イシ ン で は 1.25y/cc か ら 始 め た が その 20 代 か 
ら ょ より 高 濃度 に は 耐性 を 獲得 せしめ 得 な か つた 。1.25 
y/cc の 初代 と 20 代 で は 増殖 曲線 に お いて 殆 ん ど 差 が 無い 
事 か ら こ の 薬剤 は 耐性 を 獲得 させ 難い も の と 考え られ 
る 。 と この 成績 は 薬剤 の 作用 濃度 に は 差 が ある が 細谷 等 


(1955) の 報告 と 略 一 致す る 。 併 し 前 述 の 如く 三浦 等 
(1956) は トリ コマ イシ ン に 対す る 耐性 獲得 と 成功 し た 
と 報告 し て いる が , 之 は 細谷 等 の 報告 と 相反 する も の で 
あり 被 検 株 の 異 る 事 が 一 応 そ の 原因 と 考え られ る 。 併 し 


之 に 就 い て は 青 河 (1957) は 分 離 諸 株 の 感受 性 分 布 を 調 
べ て その 抗原 虫 ス ペ マク トラ ム が 両者 の 被 検 株 の 範囲 と 一 
致す る 事 か ら 両 者 の 異 見 が 株 以外 に ょ る と と ぷ が 想定 され 
る と 云 つ て いる 。 

著者 の 成績 を も 併せ て 耐性 獲得 に 相反 する 成績 が 得 ら 
れる 事 が 株 以外 に ある と すれ ば , 使用 薬剤 に 何ら か の 相 
泉 が あぁ る の か も 知ら 如 が と の 点 を 解明 する に は 数 多く の 
株 に 就き 又 Lot number の 異な る 多く の 薬剤 に 就き 検 
討 する 必要 が ある と 思わ れる 。 

双 ー 例 で は ある が トリ コマ イシ ン 難 治 性 患者 の 騰 分 泥 
物 よ り 分 離し た 株 で 同様 の 実験 を 行 つ た 成績 は B 株 と 全 
く 同 様 で あり , 之 は 青 河 の 報告 と 一 致す る も の で ある 。 
と の 成績 か ら 了 臨床 的 に トリコ マイ シン 療法 に 抵抗 する 症 
例 で は 騰 内 で トリ コマ イシ ン の 濃度 が 急速 に 低下 し 与え 
た 濃度 の 薬剤 が T.v。 に 接触 し な いも の と 考 えら ちら れ ょ 


秋葉 (1952) は 細菌 に お ける 薬剤 耕 性 獲得 の 難易 は 薬 
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剤 の 種類 と ょ り 異 な る し , 細菌 に 比 し て 変異 率 の 低い え 
ピロ ヘー タ や 原虫 類 は 耐性 を 得難い と 云 つ て いる 通り , 
本 実験 に お いて 補 .v. の 耐性 獲得 は 細菌 の 如く 容易 且つ 
高度 で は な い が , 薬剤 の 種類 に と ょ つて は 明らか に 耐性 を 
獲得 し 得る も の で ある 。 

著者 ( 末 発 表 ) は 之 等 4 剤 の T.v. の 脱水 素 酵素 系 に 
及ば ば す 影 響 を 比較 し た 所 , アク ロマ イシ ン と カル バ ミ マ ジ 
ン と は その 系 を 阻害 する 事 を 認め た が , 両者 の 耐性 株 相 
互 間 及び 夫々 他 の 3 剤 の 間 に 交 叉 耐性 を 認め な か つた 事 
か ら 4 剤 は 作用 機 序 を 異 と する も の で あろ う 。 

秋葉 (1952)、 小 酒井 (1955), 水 野 (1955) 等 と に よれ ば 
細菌 と お ける 薬剤 耐性 獲得 の 機 序 は 単なる 適応 に と ょ よる も 
の で は な く , 増殖 中 に 遺伝 子 に 突然 変異 を 起 し て 耐性 の 
菌 体 が 生じ , 薬剤 は 単に 感性 菌 を 抑制 し 耐性 菌 の み を 増 
殖 せ し め る と 云う 選択 作用 を 営む に 過ぎ ぬ と 云う 自然 突 
然 変異 説 と , 薬剤 が 菌 体 に 直接 作用 し て 遺伝 子 の 変異 を 
誘発 する 作用 を 有する と 云う 誘導 変異 説 と が 行わ れ て 
いる が 今日 末 だ 何れ と も 決定 し て いな い 様 で ある 。 

本 実験 に お いて 単に T.vw。 が 耐性 を 獲得 する か 否 か を " 
検討 し た も の で あり 耐性 獲得 の 機 序 に 就 い て は 今後 の 検 
討 を 待た ね ば ば なら 

マウ ス に お いて 硬 性 を 獲得 せしめ ん と し た 実験 で は 前 
述 の 如く 失敗 に 終っ た が , 永田 (1954) foetus を 
マウ ス 腹 腔 に 接種 し トリ コマ ャ イシン を 皮 注 し た 所 , マウ 
ス の 厨 容 量 以 上 の 薬剤 を 注射 し て も T.f. は 尚 生 存 し て , 
いた 事 を 報告 し て いる 。 : 

以上 の 如く 動物 実験 で は 遺 屋 征 ら 耐性 獲得 を 証明 し 得 
な か つた が , 春 性 獲得 の 支配 的 因子 は 薬剤 と 微生物 と の 
関係 に ある も の で あり , 試験 管内 で 薬剤 の 種類 と より 耐 
性 を 獲得 し 得る 事 を 証明 し た 事 は TT.v. の 治療 に 共 し 。, 
又 再 発 の 問題 を 論ずる 場合 に 耐性 と 云う 事 も 一 応 念 頭 に 
置く べき で ある 。 


培養 TT.v. を 使用 し て カル バ ミ ジ ン , 塩酸 エメ チン , 
アク ロロ マイシン, トリ コマ イシ ン に 対す る 耐性 獲得 の 有 
無 を 比較 検討 し た 。 

1) カル バ ミ ジ ン に 対し て は 0.5 mg/cc か ら 始め て 
2.5mgl/cc 和 耐 性 を 獲 性 を 獲得 せしめ 得 た 。 

2) 塩酸 エニ メチ ン に 対し て は 25y/cc で 10 代 継 代 後 50 
yjcc に 移植 継 代 し た が 8 代 で 絶え 耐性 は 獲得 せしめ 得 
な か つた 。 

3) アク ロマ イシ ン に 対し て は 0.125mg/cce か ら 始 め 
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て 0.5mg/cc 迄 奇 性 を 獲得 せしめ 得 た が 更に 高 濃度 に 看 
性 を 増強 し 得る 事 が 期待 され た 。 又 0.5mgl/cc 耐性 株 は 
薬剤 と の 接触 を 絶つ て も 耐性 を 維持 し 得る 事 を 認め た 。 
4) トリ コマ イシ ン に 対し て は 0.125 y/ec で 20 代 継 
代 後 も それ ょ より 高 濃度 に 上 げ 得 ず 面 性 獲得 は 認め られ な 


か つた 。 

又 ト リコ マイ シン 難治 性 患者 より の 分 離 株 に お いて も 
その 感受 性 は 全く 同様 で あつ た 。 

5) カル バ ミ ジ ン 及 び ア クロ マイ シン の 耐性 株 に お い 
て は 両者 間 及 び 夫 々 他 の 3 剤 間 に お いて 交叉 耐性 は 認め 


られ な か つた 。 

6) マウ ス に .v. を 感染 せしめ て 上 記 4 剤 に 対し 面 
性 を 獲得 せしめ ん と し た が , 各 薬 剤 と る マウ ス の 人 出 容 量 
注射 で は T.v. 感染 を 防止 し 得 ず 耐性 獲得 を 証明 する 事 
は 出来 な か つた 。 


本 論 要 昭和 32 年 9 月 第 17 回 日 本 寄生 学会 
東日本 支部 大 会 に た 於 て 発表 し た 。 

する に 当り 御 指導 御 校 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 
に 浅見 敬三 助教 授 に 深く 感謝 致し ます 。 
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Summary 


The author attempted to make bacteria-free 
strains of Trichomonas vaginalis resistant to some 
therapeutic remedies, such as emetine hydro- 
chloride, trichomycin, tetracycline and carbarsone, 
The strains used were isolated from trichomonas 
vaginalis and maintained serially through cystein- 
bouillon-serum medium & more than two 
hundred subcultures,. Each remedy was added in 
adequate concentrations into the media in which 
2 mgl/cc of streptomycin and 2000U/cec of penicillin 
were contained in order to prevent bacterial con- 
taminations, The evaluation of the growth of the 
organism in remedy containing media was made 
in two points, namely the establishment of serial 
transplantation and the growth curve under the rem- 
concentrations tested. 

Initially the maximum concentration which permi- 
ted the growth of the strains was determined, After 
the maintenance on this concentration for the pas- 
sages, the strain was transferred into the higher 
concentrations. The same procedure was repeated 
until the highest concentration under which the 
strain could acquire resistance. In every subcul- 
ture, population was calculated by hemocytometer 
in order to obtain growth curve, 

In case of carbarsone, initially the strain toler- 
ated the concentration of 0.5 mgl/cc, and after the 
passages it acquired the resistance in concentrations 
of 2.5 mg/cc. However, further experiments could 
not be performed because carbarsone could not be 
dissolved in higher concentrations. In emetine 
hydrochloride, initial concentration tolerated was 
2.5Y/cc, and the strain did not acquired any resis- 
tance. In teracycline, the strain initially tolerated 
the concentration of 0.125 mgl/cc and finally 0.5 mg 
lcc, however, it was expected to obtain resistance in 


. 
| | 
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higher concentrations. The resistance once acqu- case of vaginal trichomoniasis resistant to tricho- 
6, ired was maintained after ten passages in tetr- mycin treatment did not show any difference from 
導 の acycline-free media, The initial maximum con- the normal strains in resistance to trichomycin. 
ます centration of trichomycin was 0.125 Y/cc, and no The acquired resistance to carbarsone and tetr- 
向 , resistance could be acquired in higher concentr- acycline was not in common with each other and 
会 ations,. One strain which was isolated from the also with the other two remedies. 
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Larva migrans に 関す る 研究 


(2) 犬 よ ょ び 豚 遇 虫 の マッ ス 体 内 移行 幼虫 の 行動 と 形態 の 比較 , 
な ら び に これ ら 幼 虫 の 再 感 委 能 と の 関連 に つい て 


俊 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 33 年 2 月 16 日 受領 ) 


豚 が 非 固 有 和 宿主 ( 例 へ ば マウ ス に 経口 投与 


され た 場合 , 通常 腸 一 肝 一 肺 一 消化 管 移行 を 行い 或 る 程 
度 の 発育 を 遂げ る こと が 知ら れ て いる 。 し か し 犬 虫 幼 
虫 に あつ て は こと の 場合 前 者 と 様相 を 異 に し 脳 ・ 筋 な ど へ 
も 移行 し 且つ 長期 に 豆 り 生存 する 事実 が 知ら れ て いる 
(Sprent, 1952 ; Tiner, 1953)。 さ ら に 人 体 へ 侵入 し た 
場合 Visceral larva migrans (Beaver et al. 1952 ; 
Beaver, 1957 ; 他 ) と し て 知ら れ て いる 重 篤 な 症状 を 惹 
起す る こと と が 注目 され 公衆 衛生 上 の 新しい 問題 を 提起 レ 
て き て いる 。 

と の larva migrans (移行 幼 線 虫 症 ) は 寄生 虫 と 宿主 
(侵入 を うけ る 動物 ) と の 組合 せ と に と よ ょ つて その 病態 や 症状 
の 軽重 が 異な つて くる も の で , 或 る 組合 せ , 設 ら く 殆 ん ど 
大 部 分 の 場合 は 全く 感染 が 成立 する こと な く 経 過す る も 
の で あり , ある 特定 の 組合 せ の 場合 こ に の み 特 異な 発症 を 
みみ る も の で あろ う 。 よ つて と の ょ うな 例 は 犬 環 虫 の 場合 
に の みな ら ず 他 に 犬 多 虫 に よる 皮膚 炎 , 皮膚 頸 口 虫 症 な 
ど に ぁゃ も 広 く 見 られ る も の で ある 。 又 家畜 の 例 で は 細山 羊 
ある い は 幼 胸 に お ける 和牛 を 固有 宿主 と する Setaria cervi 
(digitata) 幼虫 に よる 脳 糸状 虫 症 (所 調 腰 麻痺 ) が 
こと の 種 の も の と し て 最も 有名 な 例 と し て 知ら れ て いる 。 

犬 に よる larva migrans の 提唱 以来 , 今 ま 
で や や 等 閑 視 され て きた 観 の ある 犬 環 虫 幼虫 の 形態 (Ni- 
chols, 1956 a, b; Schacher, 1957), 行動 CSprent, 
1952 ; Tiner, 1953) 等 に 関し また は 各種 の 肉食 献 の 名 
虫 の life history (Sprent 1953,1956,1958) に 関し て の 

TosHIo ISHII: Studies on larva migrans (2) 

Comparative studies on migratory behaviour and 

larval morphology of Toxocara canis and Ascaris 

suilla, concerning with their re-infectivity (Depart- 
ment of Parasitology, National Institute of Health, 

Tokyo) 


業績 が 相次い で 発表 され て いる 。 

著者 は 前 記 の 犬 お ょ び 豚 遇 虫 効 虫 の マウ ス 体 内 に 見 ら 
れる 移行 様式 の 差異 と 注目 し , これ を 以 て larva mig- 
rans 解明 の 一 端 に 資 せ ん と 試み た 。 と この た め 夫々 の 貝 
卵 を マウ ス に 経口 投与 し 移行 中 の 組織 内 幼虫 の 比較 を 行 
いさ ら に 分 離 幼 虫 に つき これ を 第 2, 第 3 次 動物 へ 再 投 
与 し , その 感染 の 成立 の 有無 と 幼虫 の 形態 と の 関連 を 検 
対し て みた 。 

材料 お よび 方 法 

観察 は , (1 う 犬 お ょ び 豚 遇 虫 の マウ ス 体 内 に お ける 
夫々 の 移行 様式 と , これ に 伴 ふ 主 な 形態 的 変化 , (2) 
感染 マウ ス 臓 器 か ら 分 離し た 夫々 の 移行 幼虫 の 第 2 次 お 
よび 第 3 次 動物 へ の 感染 移行 の 成立 の 有無 と , その と き 
の 幼虫 の 形態 と の 関係 を , 感染 に 用 いた 幼虫 と 移行 幼虫 
と に つい て 比較 し つつ , また 両 種 適 虫 の それら を 対比 し 
つつ っ た 。 

(1) 虫 卵 の 採集 , 培養 マウス へ の 投与 鏡 検 標本 
の 作製 な ど は 全て 前 報 (石井 , 1959) に お いて 報じ た 通 
り で ある 。 但し は 小林 ら (1958) が 報じ て いる 
如く 蛋白 膜 を 有する 卵 で は マウ ス に 対し 感染 を 起 し 得 な 
い の で こと れ を 除去 し て 投 し た 。 

(2) 第 2・ 第 3 次 動物 へ の 再 感 染 は , 夫々 の 前 次 感 
染 マ ウス の 所 要 臓 器 を 鉄 で 細 切 し , 387C 加 温 生理 食塩 水 
に 3~5 時 間 放 置 し , これ を ガー ゼー 枚 で 濾過 , 軽く 遠 
心 沈 涯 し , 離 幼虫 を 含む 沈 流 を 虫 卵 投 与 と 同様 に 白金 
耳 に 附 着 せしめ , これ を マウ ス の 口腔 内 に 挿入 喉 下 せ レ 
め て 行い , 感染 成立 の 有無 は 剖検 と より 確 め た 。 


幼虫 の 行動 と 形態 変化 
1. 
犬 の 略 2,.000 っ = を マウ ス に 投与 し , 3, 5, 15 
お ょ よび 24 時 間 後 に お ける 幼虫 を 検索 し た と こと ろ 第 1 表 に 
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犬 投与 後 3~24 時 間 に け る マウ スネ 体内 の 分 布 


小 


大 腸 


中 


3 時 間 後 
5 時 間 後 
15 
24 時間 後 


9 
157 
1 


404 


見 る 如き 成績 を 得 た 。 表 に 見 る 如く 15 時 間 ま で は 盲腸 に 
ぉ いて 組織 内 に 侵入 中 の 幼虫 も 内 の も 集中 的 
に 多く みみ られ た 。24 時 間 後 で は 腸管 内 に お いて 見 出さ れ 
る 幼虫 は 基 し レ く 少な く な り ,。 肝 に お いて 集中 的 に 見 出さ 
れる よ ょ うに な つた 。 と れ ら は 全て 虫 卵 投与 前 の 処置 と し 
て の マウ ス の 絶食 は 行 は な か つた も の で , 腔 内 の 離 幼 

お ょ び 未 明 化 卵 の 数 は その 部 位 の 宿 工 量 に 比例 し て 見 
出さ れる 傾向 に あつ た 。 また 計数 を 目的 と し な い 他 の 
実験 に お いて 出来 得る か ぎり 多数 の 幼虫 を 集め る た め 
15,000~ 20,000 っ の 虫 卵 を 投与 し た 例 で は , 小腸 の 全 
域 に 互 り さら に 胃 壁 に まで 出血 斑 を 認め , その 部 の 組織 
中 に 溢 離 侵 入 し つつ ある 幼虫 を 多数 認め た 。 感染 は 特定 
部 位 に の み 起 る も の で な く 貝 卵 の 数 的 問題 を 附帯 する 滞 
留 時 間 が 関係 し て いる よう に 思わ れ た 。 

24 時 間 後 の 移行 は , 第 2 表 に 示す 如く 1 お ょ び 2 日 は 
主 に 肝 に , 3 日 後に は 主 に 肺 に お いて 見 出さ れ , 犬 虫 
な どの 特異 的 な 移行 と し て 知ら れ て いる 脳 へ の 移行 は 早 
き は 2 日 後 か ら 見 られ , 以後 28 日 後に お いて も な お 164 
隻 の 幼虫 を みた も の も あつ た 。 ま た 務 肢 筋 へ の 移行 は 主 
に 妥 背 部 の 筋 に お いて 3 日 後 か ら 脳 内 分 布 と ほ ゞ く 平 行 し 
た 状態 で み ら れ た 。 * 

第 2 表 犬 環 東 投与 後 の マ ウス 体内 の 幼虫 分 布 


脳 肺 心 有 消化 管 肢 


404 
163 
3 85 


投与 時 の 犬 の 形態 (第 2 期 ) に つい て 
は , すでに 前 報 に お いて 観察 し た に 一 応 記 載 
た が , 今回 は これ を 移行 幼虫 の を それ と 対比 する た め , 両 
者 間 の 差異 を 中 心 と し て 簡単 に 再 記 し て 行き た い 。 

体長 ・ 体 店 は , 投与 時 の 感染 幼虫 も 移行 幼虫 る 387~ 
419 (402) Xx17~21 (18.4 う g を 示し レ 両者 の 間 に 差 は 認 
め ら れ な か つた 。 し か し 長期 に 豆 り 組織 内 に 測 留 し た も 
の , ある い は 再々 投与 を 行 つ た も の の 中 に 少数 で は ある 
が 時 に や ゃ や 体長 を 減じ 体 巾 を 増加 し た か の 如き 観 を 呈す 
る も の が 見 られ た (写真 L,M, 叉 9 日 目 の 脳 か ら の も の 
で 3864X21.3, 886X21.38um の も の を 見 た )。 (1957 
は 移行 幼虫 で 体長 , 体 巾 の 減少 を 認め , これ を 内 部 諸 器 
官 の 分 化 と の 関連 を 物語 る も の と し て いる が , と の 収縮 
は あま り 甚 し いも の で な く 且 つこ と の よう な 傾向 を 示す も 
の は 多く 食道 に 属 曲 が 見 られ る 点 か ら , 何ら か の 原因 に 
ょ る は 標本 作製 中 起 つ た 収 と る 思わ れる 。 

口腔 に つい て は 感染 幼虫 で すでに 漏斗 状 に 観 祭 され た 
が , その 開口 状態 は あま り 顕 著 で は な い 。 と これ が 移行 幼 
虫 で は 時 日 の 経過 と と も に 徐々 に 明らか に な つて くる 。 

食道 は 長 138 一 146 (141.92g で 管状 に され る 
食道 長 / 体 長 比 は 1 : 2.8 ( 略 1 : 3)〉 で と の 値 は 全 期 
に 変ら ない 。 食道 部 は 殆 と ん ど に 見 え 不 部 
と し て 観察 され る 腸管 部 と 明瞭 に 区 別 さ れ , 体長 ・ 体 貼 
(大 きき ) と と も に と の 両 部 の 比 は 幼虫 の 概括 的 な 観察 
に お いて は 可 成 り 印 象 的 に 目 と に つく も の で ある 。 ま た 前 
述 し た 如く , 移行 幼虫 の 中 で 時 日 の 経過 の 長い も の で 会 
道 が 必 曲 し て いる も の が 見 られ た が , この 必 曲 は 卵 合 の 
古い も の (4 日) か ら 得 た も の で も 見 られ た と と が ある 
の で 何ら か の 原因 で 老 効 虫 で は この ょ うな る の が 増加 
する も の で ある か も 知れ な い 。 食道 は と き に や *^ 巾 広 
く , 或 は より 強い 線 と と し て 観察 され て くる も の が ある 。, 


(107 ) 


4 
559 
| 
| 
見 ら 
nig- 
の 
を 行 
再 投 
を 検 
ける 
2) 
次 お 
と き | 
幼 
比 し 
た 通 
いる 
水 
は レ . 
3 37 141 
5. 49 16 8 
8 


神経 輪 。 排 排 口 , 食道 腺 な ど は 殆 ん ど 差 が な い ょ うに 
加わ れる 。 し か し 移行 幼虫 で は これら が 観察 し と くく な 
つて いる も の が 多い 。 

食道 の 末 部 は や や 膨 隆 し , 食道 球 を 形成 する が この 部 
の 変化 は み ら れ な い 。 

以上 の 食道 部 に は 各種 分 泌 腺 の 原 基 が ある 竹 で ある 
が , と これら に つい て は 種々 の 見 解 が あり 判然 と し な い 点 
が 多い が total preparation の 観察 と ょ つて は 両者 の 間 
に 顕著 な 差 が ある と は 思わ れ な か つた 。 た ゞ 一 般 と と の 
部 に 散在 し て いた 題 粒 が 減少 する 傾向 は 認め られ た 。 
腸管 は 感染 で は 不 な 比較 的 大 き な と ょ つ 
て 充満 し 尾 端 か ら 35~40m に 終り 細い 管状 の 直腸 を 以 て 
肛門 に 開い て いる 。 移 行 幼虫 で は 栄養 類 粒 の 微細 化 ・ 減 
少 と と も に 側線 の 発達 に ょ り 特 に 腸管 前 半 部 は 背 仙 に 押 
有 付け られ た 様相 を 呈し て くる 。 と の 変化 は 感染 後 2 日 に 
し て すでに 明らか に と なり, 感染 幼虫 と 移行 幼虫 と の 唯一 
の 著 な 相 園 と な つて いる 。 し か し 移行 中 の 時 日 の 経過 
記 よ ょ る 変化 の 進行 は 殆 ん ど 見 られ な い 。 

直腸 ・ 肛 門 な お ょ び 尾 部 に は 変化 は な い 。 

2. 

豚 遇 虫 の 感染 幼虫 は 前 報 で ふれ た 通り 一 般 と 認め られ 
て いる よう に 被 ( 幼虫 で あり 後 を 脱し 宿 
主 の 組織 へ 侵入 移行 を 開始 する 。 マ ウス の 体内 に と お いて 
は 6 日 以後 に は 肺 で 次 回 の 脱 靖 , す な は ち 第 3 期 幼 虫 に 
まで 発育 する の を 認め た 。 従 つて この間 の 変化 は 犬 虫 
の それ に 比 し て は る か に 顕 著 で あつ た 。 

体長 ・ 体 巾 は 閣 増 し , これ に 従 つて 食道 長 / 体 長 比 が 減 
少し , これ が 極め て 顕著 な 変化 と し て 観察 され た (第 8 
表 )。 こ と の 大 き さ の 増加 は 個体 差 が 極め て 大 きく 4・5 
日 か ら は 特に 目立ち , 小 な る も の は 大 な る も の の 半分 に 
満た な い 場合 も し ば し ば ある (写真 8 う 。 し か し 前 述 し レ 
た 脱 靖 は 肺 で 認め られ 肝 で は 明らか で な か つた が , その 
他 の 全て の 変化 は 特に 有 時に お ける も の の 方 が 肺 に お ける 
や も の に 遅れ , 或 は 体型 が 小さ いと いう 傾向 は 認め られ な 


第 3 表 豚 虫 の 計測 値 単位 


食 食道 長 プ 
投与 後 
投与 時 245~ 。 293 (267.8) 13~16(13.8) 101.0 < リリ: 
2H 245~ 341(277.2) 13~18(14.5) 107.7 <Y/; 
4 日 254~ 570(425.3) 15~32(23.4) 108.4 
7 日 305~1,011 (806.3) 16~42(41.2) 163.2 Js 
11 470~1,412 (830.0) 24~59(42.6) 166.3 Ys 
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か つた (写真 R, S, : 同 倍率 ) う 。 但し 数 的 に は 肝 に は 長 
期 に 豆 り 残る も の は 少な く な り 11 日 以後 で は 認め られ な 

頭 端 の 変化 と し て 顕著 な も の は 口 訂 で, 感染 幼虫 で 未 
分 化 な 口 暦 様 突 起 が 見 られ た も の が , 移行 幼虫 で は す で 
に 2 日 後 ( 肝 〕) の も の で ぁ も 口腔 の 開口 が 明らか に な り と 
れ が 見 られ な く な る (写真 P,Q)。 さ ら に 4 ・5 日 目 の 
幼虫 で は や や 分 化し た 口 暦 原 基 様 の 構造 が 見 られ て くる 
(写真 T )。 

食道 は 口腔 の 開口 と と も に 発達 し , 食道 腔 は 明らか に 
な り , また 筋 層 の 発達 が 著しい 。 と この 傾向 も 4・5 日 か 
ら 特 に 顕著 に な つて くる (第 5・6 図 , 写真 R~X) 食 
道 球 の 膨 隆 度合 は 犬 環 虫 の それ に 比 し て 少な い 。 

腸管 の 変化 る 著しい 。 感 染 幼 虫 あ る い は 初期 の 移行 幼 
虫 で は 不透明 或 は 光 の 大 粒 と さ れ て いた も の 
が , 黒色 微細 王 粒 に 代り また 壁 構造 の 如き も の が 見 られ 
て くる 。 とれ ら の 変化 も 他 の 一 連 の 変化 と と も に 4・5 
日 頃 か ら 顕 閉 に な り , 体長 と の 比 と お いて は 増加 する が 
(第 3 表 ), この 時 期 に は また 体 壁 の 筋 層 が 発達 する た め 
体 巾 と の 比 は 減少 する 。 

直腸 お ょ び 尾 部 も 同様 に 4・ 5 日 か ら 発達 が 著しく , 
直腸 は 広く な り 直 腸 腺 を 認め る に 至る 。 

11 日 目 の 肺 ょ り 得 た 幼虫 (第 図 〕) で 極め て 明瞭 に 排 
江橋 の 耳 型 構造 の 見 られ た も の が あつ た 。 し か し こと の 構 
造 が 匠 様 に 判然 と し た も の は 極め て 少な く , 何 日 頃 か ら 
発達 し て きた も の か は 判明 し な か つた 。 

小 括 

犬 お ょ び 豚 映 虫 の マウ ス 体 内 に お ける 移行 幼虫 の 形態 
的 変化 を 比較 する と , 犬 銅 虫 幼虫 で は 側線 が 発達 する に ・ 
止ま り 体 型 を は じ め 他 の 部 分 に 変化 を 認め な か つた が , 
と れ に 対し 豚 遇 虫 で は , 一 部 の も の で 排 港 橋 の 発達 する 
の を 認め は し た が , 体長 , 体 巾 の 増大 と と も に 消化 器 系 
の 一 連 の 変化 が より 顕著 で あり , さら に 次 回 の 脱 靖 が あ 
つて 第 8 期 幼 虫 に まで 発育 する の を 認め た 。 


分 離 移 行 幼虫 の 再 投与 実験 


マウ ス 体 内 を 移行 中 の 犬 を マウ ス の か ら 
洗 出 分 離し レ し て と これ を 第 2 次 動物 (マウ ス ) へ 再び 経口 投 
与 し た と と ろ , 第 4 表 に 示す 如く 何れ も 感染 が 成立 し 
た 。 又 同様 に と し て 第 3 次 動物 て (マウス) へ 更に 経口 投与 
し た 場合 も 第 5 表 の 通り 感染 が 成立 し , 何れ の 場合 も 第 
1 次 の 感染 と 同様 に 肝 一 肺 一 脳 移 行 を 行う の を 認め た 。 
な お , 各 前 次 感染 の 経過 日 数 の 長い も の , お よび 更に 多 
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第 4 表 犬 虫 の 第 2 感染 


5 脳 10 12 ーー — 
n 肺 20 8 1 — 1 
40 7 1 1 
7 肺 300 12 4 2 


第 5 表 犬 虫 の 第 3 感染 


分 離 第 3 検出 数 


経 感染 
数 臓器 概数 過 数 脳 肺 


肺 肝 150 1 
6 


to lm to 


第 6 表 豚 の 第 2 染 


1 分 第 2 検出 虫 数 
過 数 臓器 過 数 肺 
4 時 間 肝 800~1000 1 日 t+ — 
11 


1 日 250 4 時 間 腸 に 十 


= 


次 の 感染 も 計画 は し た が , 何れ も 幼虫 数 の 減少 と ょ り 技 
術 的 に 実施 し 得 な か つた 。 第 2 ・ 第 3 次 の 何れ の 場合 も 
感染 率 は 相当 に マレ が 見 られ 且つ 一 般 に 低い が , 分 離 幼 
虫 に 対す る マウ ス の 消化 影響 , つま り 人 幼虫 を 合 
む 沈 湾 の 性 状 も 一応 考 慮 さる べき も の と 思わ れる 。 

と この間 に お ける 幼虫 の 形態 は 第 2 ・ 第 3 次 の 感染 を 行 
つて も る 尚 , 第 1 次 感染 と お ける 場合 と 全く 同様 で , 常に 
第 2 期 功 虫 を の み 見 出し た 。 

様 の 方 法 に こと よ ょ っ つて 行 つ た 。 第 1 次 感染 後 4 時間 の も の お 
ょ び 1 日 の も の で は 感染 が あり 移行 を 反復 する の を 見 た 
が , 以後 の 幼虫 で は 全て 陰性 結果 を 得 た 。 


な ら び に 接 


犬 お よび の 含 感染 幼虫 を 非 固 有 宿主 で あ 
る マウ ス に 投与 し , それ ぞ れ の 移行 幼虫 の 行動 と 形態 を 
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比較 し と と ころ, 両者 の 間 に 根 本 的 と も 思わ れる 差 が 認め 
られ た 。 

す な は ち 犬 遇 虫 幼虫 で は 肝 一 肺 一 脳 , 筋 へ の 移行 を 行 
い , 且つ 長期 と 下 り マウ ス の 体内 に 留まり , この 間 の 見 
る べき 形態 的 変化 と し て は 側線 が 発達 する 点 を 挙げ 得る 
に 止ま り 体型 を は じ め 他 の 器官 組織 に は 認 を べき 変化 
が な か つた 。 一 方 これ に 対し で は 肝 一 肺 一 
管 (排出 ) 移行 を 行い , この 間 に お ける 形態 的 変化 は 前 
者 に 比 し て は る か に 大 きく 体長 ・ 体 巾 の 増大 , 消化 器 系 
続 の 顕著 な 発達 が 特に 目立つ た 。 これ ら の 変化 は 感染 
4・5 日 目 か ら 特 に 顕著 に な り 6 日 以後 と は 次 回 の 脱 靖 
が 見 られ 第 8 期 凛 虫 に きま き で 成育 する の が 認め られ た 。 

両 種 着 虫 の マウ ゥ ウス へ の 感染 実験 は すでに 多く の 業績 が 
発表 され て いる 。 近年 に いて を も 犬 いて は Sp- 
rent (1952, 1953, 1955, 1958), Tiner (1953), Nichols 
(1956a), Schacher (1957), 森 (1957) ら の , 豚 銅 虫 に 
っ つい て は Nichols (1956b), 堀田 (1957) ら の マウ ス 体 
内 の 移行 幼虫 の 分 布 , 行動 , 形態 に つい て の 業績 が あ 
る 。 著 者 の 今回 の 実験 の 結果 も 略 こ れ ら の 報告 と 一 致し 
て いる 。 た さく 森 は 犬 で , 堀田 は 豚 で 夫々 第 1 
幼虫 を 用 いて 感染 を 行い , 何れ も 第 2 期 幼 虫 まで 発育 す 
る と し て いる が , 著者 は 前 報 に お いて 述べ た 如く 感染 幼 
虫 は 何れ も 第 2 期 で ある と こと を 確 犬 で は 第 
2 期 の まま , 豚 は 第 8 期 虫 まで 発育 する の を 
みとめ , Nichols と 一 致す る 結果 を 得 た 。 

Schacher (1957) は 犬 貞 虫 に お いて 第 3 期 幼虫 を 特長 
づけ る も の と し て , (<1) 消化 器 系 続 に 根本 的 分 化 が あ 
る と と , (2) Ascarid type の 口唇 が 出現 する と こと と, 
(8 性 別 が 出来 る よう に な り 始 め る と と 等 を 挙げ て い 
る 。 Nichols (1956 b) は 豚 に つい て 同 様 の 
見 解 の も と に larva の stage を 学 類 し て いる 。 更に 
Sprent (1958) は 猫 岬 虫 で 体長 の 増加 , 口唇 ・ 消 化 器 ・ 
尾部 の 変化 を 挙げ て いる 。 と の よう な 第 8 期 幼 虫 の 特長 
と 見 ら る べき 変化 は , 今回 の 実験 で は 豚 血 虫 幼虫 に お い 
て の み 観 察 さ れ た 。 と くに と れ ら の 中 で 変化 も 顕著 で あ 
り 観察 が 容易 で あつ た の は 消化 器 系 統 に と つい て で あつ 
た 。 こ と の 観点 に た て ば , 4・5 日 以後 の 幼虫 に 見 る よう 
に 消化 管 の 発達 が 明らか な も の は , た と へ 脱 靖 が 判然 と 
し て いな く て も を も 形態 的 に 3rd stage ある い は その 過程 
に ある も の と し て early 3rd stage larva と 云い 得る 
ぁ あの か と 思わ れる 。 つ まり と の 形態 の 幼虫 は さら に 体長 
の 変化 が あり 続い て 明 ち か に 脱 閑 を みる よう に な り , とこ 
と に 第 3 期 効 虫 と な る が , と この間 に は 他 に 特に 目立つ 形 


(109 ) 


長 | 
な 
未 | 
| 
1 の 
る 
| 
] 
れ ] 
5 | | 
] 
構 
系 
あ 
| | 


虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 4 


562 


| 
~~ 
/ 
第 1 
4 $k 
70 0 
| 
第 6 
第 4 
| 
(110) 


(1959) 


昭和 34 年 8 月 


563 
4 
、 
B 


、30 日 卵 よ り 

, 20 日 後 , よ り 
豚 , 35 日 よ り 

, 2 日後 , 肝 よ より 
豚 , 6 日 後 、 肺 ょ より 
豚 , 11 日 後 , 肺 ょ り 


A~B 30 日 卵 よ り の 幼虫 
C~H 2 日 後 , 肝 ょ り の 幼虫 
I~J 7 日後, 脳 ょ り の 幼虫 


K 30 日 後 , 脳 ょ り の 幼 貝 
第 1 感染 7 日後, 肝 肺 
ょ り を 第 2 感染 8 日後, 
脳 り の 
第 1 感染 7 日後 肝 , 


[寄生 貝 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 4 号 


11 日 後 , 肺 ょ り 
, 11 日 後 , 腸 ょ り 


肛門 , ep: 排 , ex: 排 
生殖 原 基 , i: 腸管 , 1: 側線 
oe : 食道 , oeg : 食道 腺 
直腸 , rg: 直腸 腺 , sh: 


肺 ょ より を 第 2 感染 8 , 
肝 よ ょ より の 幼虫 


豚 


N 35 日 よ り の 

P 2 日後 , ょ より の 
2 日後 , 肺 より の 幼虫 
5 日 後 , ょ り の 
5 日後, 肺 ょ より の 幼虫 
11 日 後 , 肺 ょ より の 幼虫 
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態 的 変化 が 認め られ な いか ら で ど で あ る 。 さ きら に 同様 の 見 地 
か ら , 2 日 目 の 幼 虫 は 口腔 が 明らか に 開口 し た 点 , 食道 
が 太く な つて きつ つ あ る 点 , 直腸 が ょ り 明 ら か に な つて 
きた 点 な どの 一 連 の 消化 器 系 続 の 発達 の 故に , advanced 
あぁ あるいは advancing 2nd stage larva と い へ る も の と 
思 は れる 。 

と れ ら 移行 幼虫 の 形態 ( 或 は stage) は 再 感染 能力 に 
伺か 一 応 の 関連 が ある も の と 思 は れる 。 再 感染 と に つい て 
は , 犬 興 虫 で は 第 2 次 , 第 8 次 感染 と も に 常に 成立 し た 
が , で は 初期 の も の に つて 成立 し た 。 犬 に 
ぁ つ て は , 第 1 次 の 感染 幼虫 と 第 2 次 以後 の 分 離 (感染 
に 用 いた ) 幼虫 お よび 移行 幼虫 の 間 に 差 が な く 何 れ も 第 
2 期 幼虫 で あつ た の で , 一 応 問題 は な いと 思わ れる が , 豚 
上 銅 虫 に あつ て は , 時 期 に と にょ よ つて 感染 し た も の と し な いも 
の が あつ た の で と の 点 を 検討 し て る 。 と に か く 第 3 期 
幼虫 で は 感染 が 成立 し な か つた 。 さ ら に 2 日 を 境 と し 第 
2 期 交 虫 と 思わ れる も の で も 感染 が 成立 し な か つた が 。, 
と れ 以 後 の 幼 虫 は 上 述 の ょ うに や ゝ > 進ん だ 第 2 期 幼 虫 で 
ある と 解 さ れる の で , 通則 的 に は 両 種 着 虫 と も infec- 
tive 2nd stage に の み , 或 は この 形態 に 極 く 近い も の 
で の み に 再 感染 が み ら れ , advanced 2nd stage 以上 に 
発育 すれ ば 再 感 染 能 が 失わ れる も の と 解 さ れる 。 犬 遇 虫 
に お ける 第 3 次 感染 は この 点 を さら に 確 め る 意味 で 行 つ 
た も の で ある 。 さ うし て こと この 結果 か ら も 第 2 期 幼 虫 の 形 
能 を 基本 的 に 維持 する こと , つま り 第 8 期 幼 虫 へ の 発育 
過程 を 進ま な いと こと が , 感染 能力 に 関し て 何ら か の 意味 
を も つて いる も の の ょ うに 考え られ る 。 第 2 次 ・ 第 3 次 
の 感染 マウ ス か ら 分 離し た 幼虫 に は 前 述 の よう に 発育 が 
み ら れ な か つた の で , 当然 第 4 次 ・ 第 5 次 と 更に 高 次 の 
感染 も 可能 で あろ うと 推定 され る が , 貝 数 の 減少 に と ょ り 
技術 的 に 実験 を 行う こと が 出来 な か つた 。 豚 遇 虫 の 第 2 
次 感染 に つい て は 浅田 (1923)〉 が これ を 行い , 第 1 次 
感染 経過 2 日 の も る の で は 感染 が 成立 し , 8 日 の る も の で は 
成立 せ ず , 第 1 次 動物 体内 で 著しく 発育 を と げた 幼虫 で 
は 再 感 染 を 起 し 得 な いと いつ て いる が , と これ を stage に 
つい て 考え る と 同様 の 見 解 で は な か ろう か と 思わ れる 。 

以上 の 如く , 形態 と 再 感染 能力 と の 間 に 一 応 の 関連 が 
見 られ た が 。 と の よう な 幼虫 の 発育 に 差 が ある と と は , 
それ ぞ れ の 幼虫 と マウ ス と の 間 の 或 る 関係 の 差 と いえ よ 
う 。 こ の parasite と host の 間 に 今 一 応 考え られ る も の 
と し て は , て (1) 感染 時 の 反応 と し て の 感染 率 ,。 (2) 
感染 後 の 反 応 と し て 幼虫 の 生存 時 間 , 幼虫 の 成長 度 , が 
幼虫 側 に ある も の と 考え られ る (宿主 側 の 要素 は , 感染 


565 


幼虫 数 と 被 傷 部 位 に ょ つて 決定 され る が , 大 数 感染 で な 
い 限 り 致死 的 な を る の で は な い )。 犬 と 豚 を この 
点 ど つい て 比較 し て みる と , 感染 に 関し て は , 犬飼 虫 で 
は 20~3022 の 感染 を みた が , 豚 遇 虫 で は 卵 の 蛋白 膜 を 除 
去 す る と いう 処置 が な けれ ば マ ャ ウス に 感染 せ ず , 蛋白 膜 
除去 用 いた 場合 に は じ め て 感染 を 見 る に 
る も の で ある 。 マ ウス 体内 で の 幼虫 の 生存 期間 は 犬 映 虫 
に 長く , 成長 度 は 豚 遇 虫 に お いて 顕著 で あぁ あり, と これら を 
線 合 する と , 多岐 多様 の 解釈 が 下 せ る も の と な り 一 概 に 
何と も いえ な く な つて くる 。 

Sprent (1952) は 種々 の 動物 の 遇 虫 を マウ ス に 投与 
し その 移行 様式 を 犬 な ど 肉食 を 含 so- 
matic migration を 行う 群 と , 人 , 豚 , 馬 環 虫 な どの 
tracheal migration を 行う 群 と に 分 け て いる 。 さ ら に 犬 
の 固有 宿主 へ の 感染 の 主 道 は 脱 感染 で あら とい 
つて いる 。 又 野田 (1956〉 う は 犬 環 虫 を 固有 宿主 へ 投与 し た 
場合 も 犬 の 年 齢 に 応じ それ ぞ れ 異な つた 様式 で は ある が 
somatic migration を 行う こと を 報告 し て いる 。 と の ょ 
うな 点 を 考慮 する と , マウ ス 体 内 に 見 られ た 犬 畑 虫 の 移 
行 様式 は この 幼虫 の を つて いる 本 来 の 性 質 に よる も の と 
思わ れる 。 し か し レ somatic migration と , 移行 中 の 形 
熊 変化 と の 関係 は , 同様 の somatic migration を 行う 
Ascaris columnaris や Ascaris devosi な ど が マウ ス 体 内 
で 或 程度 大 き さ を 増す (Sprent, 1955) こと , また 直接 
関連 を も た すこ と と は 無理 か も 知れ , 馬 の 脳 状 
虫 症 に お いて Setarig cervi (digitata) の 幼虫 が 3~4 
cm まで 成長 する (板垣 ら , 1947, 1948) こと な どか ら , 
絶対 的 な も の で ある と も 思わ れ な い 。 犬 虫 が visceral 
larva migrans の 主要 な 病原 虫 と し て と り 挙 げ ら れる 所 
以 は 固有 宿主 体内 で も somatic migration を 行い 胎盤 感 
染 を 本 来 と し , マウ ス に 対し て は 第 2 次 , 第 3 次 の 感染 
が 可能 で ある 点 に ある も の と 思わ れる 。 


要 約 


犬 虫 お び 豚 マツ ウ ス に 投与 し , 移行 
幼虫 の 行動 と 形態 を 比較 し た 。 

(1) 犬 興 虫 は , 肝 一 肺 一 脳 ・ 筋 移行 を 行い , この間 , 
側線 の 発達 を 除い て 他 に 形態 的 変化 は な く , 第 2 期 幼 虫 
の み が 見 られ た 。 

(2) 豚 遇 虫 は , 肝 一 肺 一 消化 管 ( 排 出 ) 移 行 を 行い , 
体長 ・ 体 巾 の 増大 , 消化 器 系 続 の 発育 が と くに 顕著 で あ 
り , 6 日 以後 に は 肺 で 次 回 の 脱 靖 を み , 第 3 期 幼虫 に ま 
で 成育 し た 。 
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下 次 に と これら 移行 幼虫 を マウ ス の 臓器 か ら 分 離し , 
第 2・ 第 3 次 の 感染 を 行い , 形態 と の 関連 を 検討 し た 。 

C1) 犬 瑞 虫 は , 第 2 次 ・ 第 3 次 感染 と も 常に 成立 し 
た 。 し か も こと の 間 に は 形態 的 変化 は な く 全 て 第 2 期 幼虫 
た 。 

(2) 豚 で は , 感染 後 1 日 以内 の 第 2 期 で は 
第 2 次 感染 が み ら れ た が , 2 日 以後 の 発育 の 進ん だ 第 2 
期 幼 虫 。 お よび 第 8 期 幼 虫 で は 感染 が み ら れ な か つた 。 

稿 を 終る に 当り , 御 指 導 , 御 校 導 を た まわ つた 予 研 寄 
生 部 長 小宮 義孝 に 衣 より 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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Summary 


I. The embryonated eggs of canine ascaris 
(Toxocara canis) and swine ascaris (Ascaris suilla) 
were inoculated into mice and their larval migratory 
behaviours and morphological changes were inves- 
tigated. 

1. Toxocara canis 

The somatic type of migration was observed, 
Only a minor change was found in the excretory 
system within two days after inoculation into the 
mice, but no growth and no fundamental morpholo- 
gical change were detected, The migrating larvae 
found from various tissues of infected mice were 
always identical with those of the infective second.- 
stage,. 

2. Ascaris suilla 

The tracheal type of migration was observed. 
Morphological changes of ascaris larvae were 
greater than those of toxocara larvae. The ap- 
parent marked growth in length and width, the 
fundamental development of digestive system were 
observed. The next molt (2nd) was occured in the 
lungs six days after inoculation. 

Il. The migrating larvae of these two species 
in tissues of infected mice were isolated and ino- 
culated into the other mice. 

1. Toxocara larvae always could be passed from 
mouse to mouse repeatedly (2nd infection). The 
larvae isolated from the secondary infected mice 
were also infective to other mice (3rd infection). 

2. Ascaris larvae isolated from the tissues of 
mice within a day after inoculation was found in- 
fective to other mice and could repeat the migra- 
tion (2nd infection—-2nd stage larvae). The 
larvae isolated two or more days after inoculation 
(advanced 2nd stage or 3rd stage), however, were 
lacking the infectivity. 


| | 
] 
| 


昭和 34 年 8 月 (1959)] 


マン ソン 条 虫 に 関す る 研究 
1) 発育 に つい て 


高 橋 


昭和 医科 大 学生 物 学 教室 
(昭和 34 年 2 月 17 日 受領 ) 


マン 頭 和 mansoni) は 
Scheube(1881) が 人 体 よ り Bothriocephalus linguloides 
(Plerocercoid) を 発見 し て で 以来, 形態 , 発育 に 関し て は 
既に 幾多 の 研究 と ょ つて 明らか に され て いる 。 

即ち , 本 殺虫 は 犬 及 び 猫 を 終 宿 主 と し , その 腸管 に 寄 
生 す る 。 成熟 卵 か ら 出 た Coracidium は Cyclops に 入 
り , Procercoid と な り , 第 2 中間 宿主 こよ 入 つて Plero- 
cercoid と な る 。®Plerocercoid は 人 体 を 始め 他 の 足 乳 類 , 
上 虫 類 , 両 棲 類 , 鳥類 の 皮下 , 筋肉 , 結合 織 に 見 出さ れ 
る 。 し か し , 本 条 虫 に は 注目 すべ き 固 有 の 宿主 特異 性 が 
ぁ る 。 即ち, Plerocercoid は , 終 宿 主 で ある , い 
は 少数 の 肉食 獣 を 除い た 大 部 の 容 槍 動物 一 即ち , 第 二 中 
間 宿 キー に 経口 取 され て も , その 消化 管内 で 消化 され 
た り , また は 発育 し て 成虫 に な る こと な く , 消化 管 壁 を 
し て 再び 皮下 , 筋肉 , 結合 織 内 に 到 Plerocercoid 
の 段階 を 保持 する 。 ま た 猫 は Plerocercoid を 宿す 第 2 
中 間 宿 主として 知ら れる 一 方 , 消化 管 か ら は 成虫 が えら 
れる 。 

と れ ら の 宿主 特異 性 の 究明 と に は, 自由 生活 を 営 を 動物 
と 寄生 生活 を 営 $ 動 物 と の 比較 生理 , 形態 学 的 な 広汎 な 
研究 が 必要 で ある 。 と この 観点 か ら は , 寄生 生活 を 営む 動 
物 を 宿主 か ら と り 出 し , 交 vztro で 飼育 し て , その 生理 
和 的 機能 を 検索 する か , また は 宿主 体内 の 種々 な 条件 下 に 
お ける 変動 を 生化 学 的 , 或 は 組織 化学 的 に 検索 する と と 
が , 寄生 の 基本 的 な 問題 の ひと つ で ある 宿主 特異 性 を 明 
ら か に する て が か り と 考え られ る 。 し か し 寄生 映 虫 類 の 
宿主 体外 に お ける 飼育 は か な り の 困難 が 少な く な い 。 一 
方 , 本 条 虫 固有 の 宿主 特異 性 に つい て の 研究 は , 未だ 余 
りな され て いな い 。 

著者 は マン ソ ン 裂 頭 衝 虫 の 宿主 特異 性 の 究明 の て が か 
り と し て , 本 条 虫 の 生活 上 を 追求 し , その 発育 過程 を 検 


TAKEO TAKAHASHI: Studies on Diphylloboth- 
rium mansoni (1) Life cycle and host specificity 
(Department of Biology, Schowa Medical School, 
‘Tokyo) 


討 し , 終 宿 主 こ と お ける 発育 途上 の 虫 体 を 第 2 中 間 宿 主 に 
挿入 し て ,。 その 形態 学 的 変化 を 観察 し た の で こと と に 報告 
する 。 


材料 並び に 方 法 


1. 卵 材料 

千葉 県 産 の ヤマ カ ガ シ の 皮下 及び 筋肉 内 より えた リグ 
ラ 状 の 幼 条 虫 を 犬 に 試食 後 , 約 10 日 で 区 便 中 に 虫 卵 を 排 
出す る の を 見 た 。 そ を その後, 宏 検 し , その 消化 管内 か ら 成 
を えた 。 と の 成 条 虫 子宮 か ら と り 出 し , 
で 培養 し , Coracidium を えた 。 こ と これ を Cyclops に 援 
食 せ し め て Procercoid を 得 , マウ ス に 感染 せしめ , 
Plerocercoid を えた 。 つ いで 終 宿主 で ある 犬 に 経口 投与 
せしめ , 約 10 日 を 経て 区 中 虫 見 出し , これ を 
後 の 材 料 と し て 使用 し た 。 培 差 に は 区 便 を 可 玉 的 に , 清 
水 で よく 洗い , 大 型 シ ャ ー レ に 移し , 水深 5 mm と し , 
毎日 換水 し た 。 

2. 中 間 宿 主 : 
第 1 中 間 宿 主 の Cyclops は , 洗足 池 よ り 採 集 し た も 
の を 実験 室内 で 飼育 多 殖 させ, これ を Coracidium の 浮 
湊 す る ビー カー に 入れ , 感染 させ た 。 第 2 中 間 宿 主 は , 
実験 室内 多 殖 の マウ ス を 使用 し た 。 成熟 Procercoid を 
有する Cyclops を 減 菌 蒸溜 水 で 5 回 洗 浴 し , これ を マ 
ウッ ウス の 腹部 皮下 , 或いは 腹腔 に 注入 し , 術 後 マ ウス 1 匹 
当り ペー= シ リン 1 万 単位 を 筋 注 し た 。 

3. 終 宿 主 消化 管 に お ける 発育 途上 の 貝 体 を マウ ス に 
挿入 する 方 法 

と の 実験 た 使用 する マウ ス に つい て は , マン メン ン 裂 頭 
の Plerocercoid を 完 持つ て いな いこ と と を 必要 
と する の で , 実験 室 こ お いて 戯 重 に 管理 し , 繁殖 させ た 
マウ ス を 使用 し た 。 実験 的 に 感染 せしめ た マ ャ ウス ょ り 得 
た . Plerocercoid・ を 犬 に 経口 投与 し , 一 定時 間 毎 に 誠 検 
し , 摘出 し た 体 を 生理 的 食塩 水 で 3 回 洗 , マ 
ウス の 腹部 皮下 に 挿入 縫合 し , 術 後 ペ マニ = シリ ン 1 万 単位 
づつ た 。 
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実験 成 


28 匹 の ヤマ カ ガ シ を 誠 検 し , その 25 匹 の 皮下 及び 筋肉 
に リグ ラ 状 の 幼 条 虫 を 認め た 。 こ と これ を 2 頭 の 犬 , 及び 1 
頭 の に 夫々 10 づつ 経口 投 , 犬 は 8 日後, 12 日 
後 , 猫 は 14 日 後に 糞 に マン ソン 裂 頭 条 虫 の 虫 卵 を 検出 し 
た 。 そ の 後 。 これ ら の 及び 猫 を し た 結果 , 十 指 
腸 末端 及び 空腸 上 部 に 頭 部 を 附 着 さ せ , 回 腸 末 端 に 到 る 
各 10 条 の 成 条 虫 を えて , これ を 形態 学 的 に Diphyllobot- 
mansoni と 同定 し た 。 

成 条 子宮 より えた , より 得 た 虫 , それに 
末 を 加え た も の の 8 種 を 28°C 器 内 で し , Cor- 
acidium が 洛 出す る まで の 平均 日 数 は , 前 者 が "日 , 後 
三 者 は , それ ぞ れ 10 日 で あり , 子宮 か ら 採 卵 し た 場合 は 
発育 日 数 の 短縮 が み ら れ た 。 骨 化 率 に お いて は , 貝 卵 
912%6 の 結果 を 得 た 。 子宮 か ら 可 卵 し た 場合 , 発育 日 数 最 
短 , 骨 化 率 最 高 の 成績 を 得 た 。 

B. 第 1 中 間 宿 主 に お ける 発育 

Coracidium は Cyclops に 経口 的 に 摂取 され , 消化 管 
より 体腔 に 出 て Procercoid と な る 。 感 染 後 10 日 で , 幼 虫 
体 後半 部 に 2 ~ 3 個 の 強 光 属 性 , 不正 円 形 の 石灰 小 体 を 
認め , 14~15 日 後に は その 数 と 大 き さ を 増す 。 体 部 は 長 
径 を 増し , 筋 細胞 著 明 と な り , 伸縮 運動 を する 。 尾 胞 は 
体 部 基 と 極め て 細い 連絡 を 保ち , 外力 と に よ つ て 容易 に 
離 断 し , 成 貢 す る に つれ て , 構造 不鮮明 と な る 。 感染 後 
15 日 を 過ぎ た Procercoid は 第 2 中 間 宿 主 に 対す る 感染 
人 能力 を 獲得 する 。 

C. 第 2 中 間 宿 主 こ と お ける 発育 

1. 成 蒸 Procercoid を 持つ Cyclops を マウ ス に E え 
て Plerocercoid を 得る 方 法 は , 経口 投与 , 皮 下 六 射 , 上 腹 
腔 内 注射 いずれ の 場合 も 大 差 な く 感染 成立 する 。 し か 
し , 経口 投与 は 定量 的 に 不正 確 を ま 凡 が れ な い 。 皮 下 注 
射 は , 注射 部 位 の 壊死 率 高く , 腹腔 内 注射 が 最も 確実 で 
あり , 良 結果 を 得 た 。 腹腔 内 注射 1 週間 後 の 誠 検 に お い 
て は , Cyclops の 死骸 或いは 破片 を 腹腔 内 に 認め る も , 
2 週 後 の 誠 検 に お いて は 認め られ な い 。®Plerocercoid 感 
染 後 5 日 と お いて は 長径 1.5mm, 巾 径 0.38mm に し て , 
継 走 筋 弧 約 の 発達 を みる 。 感染 後 10 日 に お いて は 長径 8 
mm, 径 0.8mm と な り , 体 壁 構造 明 と な る 。 体 前 
端 中 央 部 は や や 陥 入 し , 運動 に よ ょ り 突 出し , 所 調 頭 部 を 
形成 する 。 感 染 後 20 日 と し て 長径 2 cm, 巾 径 1.5mm に 
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夏 し , 終 宿主 に 対す る 感染 能力 を 獲得 する 。 

2.。 ヤマ カ ガ シ より 得 た る Plerocercoid を ,。 マウ ス , 
ヒキ ガエル , イモ リ の 皮膚 を 切開 し て , 皮下 に 埋没 し , 
縫合 し て 15 日 後に 誠 検 し た 結果 , マウ ス は 埋没 場所 と 無 
関係 に 完全 な 形態 で ぐ 生 存 し た 。 ヒ キ ガ エル は 埋没 場所 か 
ら 殆 ん ど 移 動 す る こと な く , Plerocercoid の 体 後部 生 々 
崩壊 する も の を 認め , マウ ス に 比べ 良好 な る 附 境 と は 云 ' 
えな い 。 イ モリ は 全く Plerocercoid を 認め る こと こと が 出 
来 な か つた 。 

つぎ に , これ ら の 和 宿主 庫 境 を 更に 究明 する た め に Ple- 
rocercoid の 所 調 頭 部 (a) を 体 部 (b) と 切り 離し , こ れ 
を 夫々 上 述 の 如く 埋没 し て 観察 し た 結果 , マウ ス は (a) 
の 場合 体 部 の 成長 を 認め る と と が 出来 た が , (b) の 場合 
は , 虫 体 を 発見 出来 な か つた 。 ヒ キ ガ エル は (a) の 場合 , 
各 5 個 埋没 し , 夫々 2 個 , 1 個 を 発見 し た 。 又 全然 認め ら 
れ な い の も あつ た 。 成長 の 程度 は , マウ ス に お と る 。 イ 」 
モリ は , (a), (b) いずれ も 全く 険 性 の 結果 を 示し た 。 

3. 第 2 中間 宿主 及び 終 宿主 で ある 猫 に , Procercoid 
を , Cyclops の まま 経口 投与 , 皮下 注射 , 及び 腹腔 内 注 
射 し た 結果 は , いづ れる も 陰性 と に 終っ た 。 し か し , Cyclops 
か ら と り 出 し た Procercoid を 腹腔 内 に 注入 し た 猫 に お 
いて は , その 皮下 に Plerocercoid を 発見 し た 。 ま た , 
内 服部 皮膚 を 切開 し て , Plerocercoid を 埋没 する 実験 に 
お いて は , 15 日 後 の 誠 検 に と において, や や 生長 し た Pler- 
ocercoid を 見 い だ し た 。 

4. Coracidium 感染 後 19 日 目 の Cyclops より 得 た 
Procercoid を ハム スタ ー, 金魚 イモ リ に 経口 投与 , 並 
びに 腹腔 内 に 注入 し , 対 辿 に マウ ス を 使用 し , 1 ヵ月 後 
に 誠 検 し た 結果 , 対照 群 は 100 感 染 を 認め た 。 ハ ムズ ス 
ター は 同じ く 100% の 感染 を 示し た が , 体長 , 体 巾 共 
に , 対 央 群 より 小さ く 。 マウ ス に お ける ょ り 発 育 不良 で 
ある 。 金魚 イモ リ で は 全く 陰性 の 結果 を 示し た 。 

5。 マウ ス よ り 得 た Plerocercoid を 再び マウ ス に 経 
投与 し , 10 後 か ら 40 分 ま で , 10 毎 に し た 結 
果 は Table1 の 如く , 40 分 以内 に その すべ て が 腹腔 内 
に 脱 れ 出る 。 脱出 に は , 所 調 頭 部 と , それ に 続く 若干 の 
体 部 で 切断 され , 脱出 後 の 虫 体 の 大 き さ は , 胃 壁 か ら 脱 
出し た 虫 体 は , 十二指腸 壁 か ら 脱 出し た 虫 体 より 体長 が 
長い 。 残 体 部 は 胃 , 十二指腸 , 空腸 部 と 経過 する に 従 
い , 崩壊 の 程度 が 高く な り , 回 腸 と は 認め られ な い 。 そ の 
後 10 日 , 20 日 , 30 日 に 誠 検 し た 結果 は Table 2 の 如き 
寄生 数 と 寄生 部 位 を 示し た 。 即 ち 日 数 の 経過 に 従い 寄生 
部 位 は 腹腔 か ら 頭 部 皮下 え 移 行 す る 。 
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Table 1. Distribution of the plerocerceid larvae 

in the various intestinal organs of a mouse, 
when they were administered through 

the mouth of the mouse 


Time Peritonaeal Stomach Sto- Duodenum Duode- 


(min.) cavity wall mach wall num 
10_ 1 4 3 2 0 
20 4 | 0 3 2 
30 7 0 0 1 

0 0 0 0 


40 10 


Table 2. Distribution of plerocercoid 
administered 


Day Lumbar Scapular Cephalic 
cavity hypodermPYpoderm hypoderm pypoderm 


10 2 


6 2 0 0 
20 1 3 1 5 0 
30 0 2 0 4 4 


D. 終 宿 主 と お ける 発育 

1. ヤマ カ ガ シ ょ り 得 た る Plerocercoid と , 実験 的 
に 感染 せしめ て 得 た Plerocercoid と を 各 "7 条 づつ 犬 に 
経口 投与 し た 結果 , 夫々 11 日 , 18 日 後 の 開 に マン ソン ン 裂 
を 検出 し , 17 日 後 の 検 に お いて , 十二指腸 末 
部 か ら 空 腸 部 に 各 " 条 の 成熟 し た 条 虫 体 を えた 。 と この 両 
者 間 に は 形態 的 に 全く 落 を 認め る と と が 出来 な か つた 。 

2. 4 種 の Plerocercoid 即ち , (a) ヤマ カ ガ シ ょ より 
えた も の , (Pb) 実験 的 に マウ ス に 感染 せしめ て えた も 
の , (c) ヤマ カ ガ シ より えた Plerocercoid を マウ ス の 
皮下 に し て えた もの, (d ヤマ ャ マカ ガ シ よ りえ た 
Plerocercoid を マウ ツウ ス に 経口 投与 し て えた も の , 以上 4 
種 の 各 Plerocercoid 10 匹 を , 同 腹 の 猫 に 経口 投与 し た 
結果 , いずれ も 18 日 後に 虫 を 排出 し , 24 日 後 の 誠 
お いて , いずれ る も 同数 の 成 条 虫 を えた 。 た ゞ (a) を 与 
えた 猫 か ら え た 成 条 虫 の うち 1 条 は , 体長 約 5 mm, 頭 
部 の 吸 溝 完成 せる も , 体 節 構造 の 全く な い 虫 体 を 認め た 
が , その 他 は , (Ce), (d) いずれ も 体長 50cm 以 
上 , 最大 1 m の 成 条 虫 を 得 た 。 


Table 3. How a tapeworm grew in length in its final host (dog) 


x xxex x 


BODY LENGTH (cm) 
8 


exx x 


10F 


24 48 12 96 120144 172 192 216 
HOURS 


Text-Fig, 1. Growth of a tapeworm in the _ 
final host (dog) 


3. 実験 的 に と マウス に 寄生 せしめ た Plerocercoid を 
犬 に 経口 投与 し レ て 一 定時 間 毎 に 2 頭 づ つ 誠 検 し , 虫 体 の 
発育 状態 を 体長 を 指標 と し て 追跡 し た 結果 は Table3 及 
び Text-Fig.1 に 示し て ある 。 有 即ち, 24 時 間 か ら 96 時 間 
まで は 比較 的 ゆる や か な 発育 を 示す が , 120 時 間 以 後 は 
急速 な 発育 を 示し , 24 時 間 値 を 1 と すれ ば , 120 時 間 で 
35 倍 , 144 時 間 160 倍 , 216 時 間 で 200 倍 に 成長 する 。 

犬 に 経口 投与 され た Plerocercoid は 30 分 乃至 1 時 間 
以内 に , 胃 か ら 十 二 指 腸 え 移行 し , この 間 Plerocercoid 
は 体 の 前 端 で 離 断 (Fig. 1 ), 変形 し , 0.5mm 内 外 の 


120 144 172 192 216 


Time 24 48 72 96 
Mean (mm) 5.8 11.9 
Mean square 0.2 0.1 6.4 28.1 
Relative value 1 1.2 4.1 8.5 


48.5 223.5 105.0 203.3 288.8 
495.3 589.7 190.0 353.4 759.9 


34.6 159.6 75.0 145.0 206.3 


と 無 
x 
が 出 . 
x 

« 
め ら # 
注 
ops | 
に お 
験 に 0 
ler- 
月 後 
ス 
良 で 
に 経 
た 結 
腔 内 
の 
ら 
長 が I 
に 従 
その 
寄生 
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Table 4. Worms (at their various stages of 
growth in the final host) incubated 
into the secondary host 


14 


10 


28, 29 13 
30, 31 13 
144 32,33,34 3* 11 
192 35, 36 11 


Time of Num- Da 
worms ber of of Plero- i 
stay in No. incu- cercoid Dead 
the final bated formed 
host worms 
4 2 10 1 0 1 
2 3 42 る 0 1 
12 0 0 3 
a 4 8 13 2 0 6 
5 7 13 1 0 6 
6 8 12 3 2 3 
7 8 12 4 3 1 
8 3 10 4 1 0 
24 9,10,11 4 11 3 1 8 
12 6 12 2 A 3 
48 13, 14 4 11 2 3 3 
15;16;,17 8 10 0 1 8 
18 2 10 0 1 1 
72 19, 20 4 10 0 1 4 
0 2 0 
0 0 8 
0 0 8 
0 0 8 
0 0 6 
0 3 6 
0 4 


*a piece cut lat cm from the scolex of a worm 


幼虫 体 と な る (Fig. 2 )。 残 体 部 は 寸断 , 崩壊 を 示し , 
1 時 間 以 内 は 胃 内 に 認め られ る も , それ 以後 は 発見 され 
な い 。 経口 投与 後 830 分 乃至 1 時間 の 幼虫 体 は , 十二指腸 
上 部 の 綾 毛 内 に 潜入 し , 伸縮 運動 を な し , 2 時 間 , 3 時 
間 , 4 時間 CFig. 3 ), 18 時 間 の 誠 に お いて は , 
十二指腸 下部 え ぇ 移行 し , 24 時 間 で は 十二指腸 下 半 部 に 位 
置 し , 48 時 間 で 十二指腸 と 空腸 の 移行 部 に 限局 し , 72 時 
間 以 後 は 空腸 上 部 に 位置 する 。 著 明 な 形態 変化 と し て 
は , 投与 後 24 時 間 に 頭 部 の 吸 溝 を 認め (Fig. 4 ),48 時 間 
後に 明瞭 な 構造 を 示す (F 操 . 5 , 6 う 。 72 時 間 後に は 頭 部 
や 長 さ を 増し (Fig.7, ご く 軽 な 体 節 状 の 
が 体 全 体 に 見 られ る 。 こ と これが 96 時 間 後に は 明瞭 な 体 節 構 
造 と し て 分 化す る (Fig.9 )。 120 時 間 後に は 体 節 は 長 
径 を 増し , 後部 体 節 に お いて は , 雄性 生殖 器 の 分 化 が 認 
め ら れる (Fig.10)。 144 時 間 後に は , 貝 体 後部 リリ 』 以下 
の 体 節 に 予 宮 の 分 化 を 認め , 192 時 間 後 に 宿主 次 便 に 虫 
卵 を 検出 し た (Fig.11)。 

4. 固有 宿主 に お ける 発育 過程 は 上述 の 如く で ある 
が , 非 固 有 終 宿主 こと お ける 発育 を 見 る た め に , 次 の 実験 
を 行 つ た 。 即ち , 固有 終 宿主 消化 管 か ら 摘 出し た 幼虫 体 


を 非 園 有 終 和 宿主 ご ある マウ ス の 腹部 皮下 に 挿入 し た 。 低 
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し 120 時 間 以 後 の 虫 体 は , 大 きく , 挿入 困難 な 旋 , 頭 部 
か ら 約 lcem で 切断 し , その 切断 片 を 挿入 し た 。 その 結 
果 は Table 4 に 示す 。 

即ち , 固有 終 宿 主 消化 管内 で の 経過 時 間 ( 終 宿 主 滞 在 
時 間 ) が 0.5~48 時 間 ま で は , そ の 一 部 が Plerocercoid 
に 復元 し (Fig.12,13), 他 の 一 部 は 挿入 時 の 幼虫 体 の 形 
態 の まま 生存 し (Fig.14 う , 或 は 骨 謀 吸収 され た 。Pler- 
ocercoid に 復元 され る 割合 は 時 間 経 過 と 共に 低下 し , 72 
時 間 以 後 は 挿入 時 の 形態 の まま 生存 する も の (Fig.15, 
16 う , 少数 を 認め る 他 は 崩壊 し , Plerocercoid に 復元 す 
る も の は 認め られ な か つた 。 終 宿主 と お ける 幼虫 体 と 復 
元 さ れ た Plerocercoid と の 比較 は 頭 部 吸 潮 の 有無 を 搭 
標 と し , 細部 は 組織 化学 的 に 検索 し た 。 こ の 結果 は 第 2 
編 に 示す 。 つ き ぎ に 復 元 Plerocercoid を 再び マウ ス 皮 下 
に 挿入 し , 30 日 後に 採 り 出し , これ を 犬 に 経口 投与 し た 
結果 , 12 日 後に 区 便 中 に 虫 を 検出 し , 25 日 後 の 誠 検 に 
お いて 完全 な 成 条 虫 を 得 た 。 即ち , 終 宿主 感染 能力 に お 
いて , 正常 の Plerocercoid と の 問 は 認め られ な か つた 。 


考 


マン ソン 列 頭 殺虫 の 宿主 特異 性 究明 の 方 法 と し て , 中 
間 宿 主 及 び 終 宿主 と お ける 発育 過程 を 検討 し , 上 述 の 尋 
き 成績 が えら れ た 。 

即ち ヤマ カ ガ シ に 寄生 する Plerocercoid を 犬 に 与え , 
成 条 虫 を えて , と この 卵 か ら 実 験 的 に Cyclops, マウ ス , 
犬 を 経て , 再び 形態 学 的 に 差 の な い 成 条 虫 を 得 , これ が 
Diphyllobothrium mansoni の Plerocercoid で ある こと 
を 立証 し た 。 こ れ は 山田 1916), 奥村 (1919) 等 に よ ょ つっ 
て 報告 され , 小林 (1931) に よ ょ つて 詳細 に 研究 され た 。 

虫 卵 培養 に お いて , Coracidium 明 化 と 要 する 日 数 は 
28°C, 10 日 で あり , 小林 (1980) の 記載 と 一 致す る が , 
成 条 虫 子宮 か ら 採 卵 し た 場合 は , 7 日 で あり , これ は 培養 
液 中 の 細菌 は 明 化 阻害 作用 の ある こと と て 小林, 1980) か 
ら , 葵 便 か ら の 培養 に 較べ 良好 な 結果 を 得 た も の と 思わ 
れる 。 と の こと と は に, 獣 末 を 混入 し て 培養 ずる 方 
法 に お いて , 良好 な 結果 を えた こと こと に ょ つて も 裏付け さ 
れる 。Cyclops 及び 第 2 中 間 宿 主 と お ける 発育 は , 小 
林 (1981) の 報告 と 略 同様 の 果 を えた が , 新た に ハム スス 
ター を 追加 する と と が 出来 た 。 傘 椎 動物 の 中 で , マン メソ 
ン 裂 頭 条 虫 の 第 2 中 間 宿 主として の 境界 で あぁ る 無 尾 両 楼 
類 と 有 尾 両 棲 類 , 及び 魚類 の うち , ヒキ ガエル , イモ 
り , 人 金魚 に つい て の 感染 実験 は , 感染 方 法 の 如何 に 拘ら 
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ず , イモ リ , 金魚 は 感染 不成立 に 終り , 魚類 , 有 尾 両 棲 
類 は マン ソン ン 裂 頭 殺虫 の 第 2 中 間 宿 主 た り えな いと と を 
立証 し た 。 

つぎ に , 第 2 中 間 宿 主導 に お ける 発育 に つい て は , 小 
林 (1931) が 各 和 宿主 種 間 に 発育 の 差 が あり , 温 血 動物 は 
冷血 動物 より 速 か で ある と 報告 し て いる 。 し か し , 単位 
時 間 に お ける 発育 の 速度 は , 温 血 > 冷血 で ある が , 野外 
ょ り 採 集 せ する ヤマ カ ガ シ より えた Plerocercoid に は 体 
長 30cm に 及ぶ も の を えて 居り , また 温 血 動物 に お ける 
ハム スタ ー で は 100 感染 する も , その 発育 に お いて 
は , 極 め て 不良 で ある と と か ら , 発育 速度 と , 好適 宿主 の 
並行 関係 は 必ず し レ も 言え な い 。 が , 頭 部 切断 片 モ マウ ス 
と カエ ェ ル に 挿入 し た 実験 で は , マウ ス は 発育 を 示す が カ 
ェ ル は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 と これ は 皮下 に 人 工 的 に 
挿入 する と と , の 種差 を 考慮 に 入れ ね 
ば な ら な い 。 そ を それ は 蛇 類 と におい て, ヤマ カ ガ シ 。 シ マー へ 
ビ , 青 大 将 の 各々 の Plerocercoid の 発育 を 見 る と 上 述 
の 順に 低下 する 。 し か し いずれ の 場合 も 終 宿主 に 対す る 
感染 能力 と お いて は 差 が 認め られ な い 。 以 上 の と と か ら 
Plerocercoid に お ける 発育 は , 感染 能力 を 得る まで の 維 
持 に 必要 で あり , それ 以後 は 殆 ん ど 重 要 性 を 持た な いも 
の と 思わ れる 。 こ れ は 宿主 体外 に 摘出 し た Plerocercoid 
を 再び 第 2 中 間 宿 主 で ある マウ ス に 経口 投与 し た 場合 , 
虫 体 の 所 詩 頭 部 附近 は 消化 管 壁 を 宰 通 し て 腹腔 に 脱出 す 
る が , 残 体 部 は 離 断 消化 され る 。 尚 脱出 し た Pleroc- 
ercoid は 終 宿主 に 対す る 感染 能力 と に 差 の な いと こと か ら も ぁ も 
首 衣 る 。 

つぎ に Plerocercoid の 頭 部 と 体 部 を 切断 し て 別々 に 
マウ ス に 挿入 する 実験 に お いて は , 頭 部 の 挿入 は , 再び 
Plerocercoid に な つた が , 体 部 挿入 で は , 虫 体 を 発見 出 
来 な か つた 。 恐らく 崩壊 吸収 され た も の と 思わ れる 。 岩 
田 (1932) は 兎 に 頭 部 切除 し た Plerocercoid 体 部 を 挿 
入 し て , 芽 殖 性 増殖 を 報告 し て いる が , マウ ス に お いて 
は 認め られ な か つた 。 

つぎ に マウ ス に 経口 的 に Plerocercoid を 与え る 実験 
に お いて は , 胃 壁 及び 十二指腸 壁 を , 40 分 以内 に 宰 通 
し , 日 数 の 経過 と 共に , 腹腔 か ら 頭 部 皮下 え 移 行 す る 。 
名 越 (1927) が , 上 72 時間) マウ ス (14 時 間 ) に つい 
て 体内 移行 経路 を 報告 し , 小林 (1981) が , Plerocercoid 
の 宰 通 試験 を , 皮膚 , 筋 , 千 に つい て 行い 陽性 と 報告 し て 
いる 。 本 実験 に お いて は Plerocercoid の 体内 移行 経路 
と , 好適 寄生 部 位 を 更に 明確 に し た と こと に 意義 が 見 られ 
る 。 また , 終 宿 主 で ある 犬 。 猫 の 胃 内 に お ぉ ける 変化 と 比 
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較 す る と , マ ウス で は 胃 内 に 20 分 滞留 し て も 尚 , 頭 部 及び 
少量 の 体 部 は 消化 され ず , 40 分 以内 に 腹腔 に 脱出 し て い 
る 。 然るに 犬 で は 胃 内 で 虫 体 の 大 部 分 が 消化 され , 30 分 
乃至 1 時 間 以 内 に 0.5mm 内 外 の 幼虫 体 と な る 。 即ち , 
宿主 特異 性 一 ー こ の 場合 第 2 中 間 宿 主 と 終 宿 キ ーー の 差 
が 現われ る ひと つの 要因 と し て , 犬 及び マウ ス の 胃 内 に 
お ける Plerocercoid 消化 能力 の 差 に ある の で は な いか 
と 思わ れる 。 と これ は 第 2 中 間 宿 主 に も 終 宿 主 に とも な りう 
る 猫 に お いて Plerocercoid の 経 皮 投与 の 場合 は Ple- 
rocercoid を 保持 する も , 経口 投与 に お いて は , 成 条 虫 
に 変態 する こと か ら も , 胃 に お ける 消化 機構 の 差 に よる 
も の は な いか と 思わ れる 。 と これ は 更に , 成 条 虫 の 発育 が 
猫 よ り 犬 に お いて , 顕著 で ある こと か ら 考 えれ ば , 猪 
は 終 宿 主 と , 第 2 中 間 宿 主 の 中 間 型 と 考え られ る 。 従 つ 
て り 得 た Plerocercoid を に 与え て えた 潮 分 化 
する る も 体 節 構 造 の 全 く な い 虫 体 に つい て 宮 。 その 原因 を 
明らか に する こと と は 出来 な か つた が 恐らく と の 中 間 型 に 
原因 する も の で は な いか と 推察 され る 。 し か し こと れ ら 宿 
主 特異 性 の 問題 に つい て は , 更に 実験 を 続け た いと 思 
う 

つぎ に 犬 に お ける 発育 に つい て は 1 回 2 頭 づ つ 佑 検 
し , 犬 の 個体 差 を 可 及 的 に 少な くし た が , 尚 172 時 間 , 
192 時 間 に お ける 値 は , 個体 差 に ょ る も の と 思わ れる 。 
また 同一 個体 内 に お いて る ぁゃ も 貝 体 の 発育 に 差 が 認め られ , 
従 つ て 不偏 分 散 値 は か な りな ひろ が り を 見 せ て いる 。 楊 
(1984 う は 同一 宿主 体 凡 に お いて 貝 体 の 発育 不良 は 約 33 
出現 し , これ は 宿主 の 年 齢 に より 差 が あり , 1 年 未満 の 
も の は , 発育 不良 が 少な く , 1 年 以上 の 犬 に 多く 認め ら 
れ , この 原因 を 免疫 性 が 虫 体 の 発育 を 阻害 する と 推論 し 
て いる 。 本 実験 に お いて は , 実験 室 飼 育 を 続け た 年 齢 8 
ヵ月 以上 1 年 未満 の 犬 で , し か も マン ツン ン 裂 頭 条 虫 に 関 
し て は 全く 陰性 の 犬 を 使用 し た こと か ら , 楊 の 免疫 性 に 
よる 発育 阻害 の 考え は 青 定 出来 な い 。 し か し 同一 個体 に 
お ける 発育 の 差 が 伺 に 原因 する か は , 本 実験 に お いて は 
明らか に 出来 な か つた 。 

非 固 有 経 宿主 に と お ける 発育 を みる に , その 一 部 が PI- 
erocercoid に 復元 し て いる 。 即 ち , 終 宿 主 問 在 時 間 48 時 
間 以 内 に お いて , これ を 再び 第 2 中 間 宿 主 で ある マウ ス 
に 挿入 する と Plerocercoid に な る 。 更に これ は 終 宿 主 え 
の 感染 能力 と に お いて 正常 の Plerocercoid と 全く 差 が 認 
め ら れ な い 。 と これ を 究明 する た め に は 終 宿 主 滞在 時 間 に 
ょ る 貝 体 の 変化 を 組織 化学 的 に 検討 する 必要 が ある 。 ま 
た 終 宿主 滞在 時 間 192 時 間 の 虫 体 の 頭 部 を 挿入 し , 挿入 


部 
の 結 
‘oid 
の 形 
ler- 
15, 
と 
を 
第 2 
皮下 
し な た 
| 検 に 
お 
っ 
与え , 
- れ が 
に 
し た 。 
1 数 は 
, 
0) か 
思わ 
ヽ 
両 
イモ 
と 拘ら 


572 


時 の 形態 の まま 11 日 間 生 存 を 続け る こと は 代謝 の 面 か ら 
も 興味 ある こと で あり これ は 第 2 編 に お いて 考察 する 。 


要 約 

マン ツジ ン 条 の 生活 追求 し , その 発育 過程 を 
検討 し , 概略 次 の 如き 結果 を 得 た 。 

1. Plerocercoid カ ガ シ ) 成 条 虫 ( 犬 成 
日 数 12 日 ] 一 虫 卵 (水中 う 〔28°C, 10 日 〕ー~Coracidium 
ーーProcercoid (Cyclops) [15 日 〕 一 Plerocercoid (マウ 
ス ) 〔20 日 〕 一 成 条 虫 , ( 犬 ) 以上 の 如き 生活 療 を 得 た 。 

2.。 ヤマ カ ガ シ ょ より えた Plerocercoid は , イモ リ 
に 感染 し な い 。 Procercoid は 人 金魚, イモ リ に 感染 し な 
い 。 へ ハム スタ ー に は 感染 し て Plerocercoid と な る 。 頭 
部 切断 し た Plerocercoid の 体 部 は マウ ス 及 び ヒ キ ガ エ 
ル の 皮下 で は 再生 現象 は 見 られ な い 。 

3. マウ ス か ら え た Plerocercoid を 再び マウ ス に 経 
口 投与 する と , 40 分 以内 に 腹腔 に 脱出 し 日 数 の 経過 と 共 
に 寄生 部 位 は 肩 用 部 , 頭 部 皮下 え 移 動 す る 。 

4.。 終 宿 主 ( 犬 ) に お いて は , 0.5~ 1 時 間 で 十 二 指 
腸 に 移り , 24 時 間 で 頭 部 吸 溝 分 化し , 96 時 間 で 体 節 構造 
明確 と な り , 172 時 間 で 産 九 す る 。 

5. 終 宿主 滞在 48 時 間 以 内 の 幼 条 虫 を マウ ス 皮 下 に 
入 す る と , その 一 部 は Plerocercoid に 復元 し , 犬 え の 
感染 能力 と に お いて 差 が 認め らち られ な い 。 


稿 を 終る に あたり 御 指 導 , 御 校 闘 を 戴 い た を 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 森 和 護 教 授 に 厚く 感謝 いた し ます . 

本 論 要旨 は 昭和 31 年 10 月 策 3 回 昭和 医学 会 
会 , 昭和 32 年 4 月 第 26 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に た 於 いて 
発表 し た . 
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科学 研究 所 報 III. 


Summary 


The life cycle and host specificity of DiphyL 
lobothrium mansoni were investigated into, and 
the results obtained are as follows : 

1. Life cycle of D. mansoni Plerocercoid (in 
snake. Natrix tigrina) Adult tapeworm (lin 
dog) — Egg (in water) 28°C, 10days coracidium —~ 
Procercoid (in cyclops) 1 days pjerocercoid(in mouse) 
20 days Young tapeworm (in dog) —~ Adult tape- 
worm (in dog). 

2. In our experiments, the. procercoid larvae 
did not infect gold fish and Triturus pyrrhogaster, 
but the infection occurred in the case of hamsters, 
in the hypoderm of which the procercoid larvae 
grew into plerocercoid ones. 

3. Triturus pyrrhogaster was not infected with 
the plerocercoid larvae which had been removed 
from the Natrix tigrina. 

4. The plerocercoid larvae without scolexes did 
not regenerate when transplanted into the subcu- 
taneous tissue of a mouse or Bufo vurgalis. 

5. When the plerocerccid larvae removed from 
a mouse were given back to another, they escaped, 
it was found, into the peritonaeal cavity of the 
mouse within 40 minutes, and in the course of 
time they moved to the scapular parts and cephalic 
hypoderm of the mouse. 

6. The plerocercoid larvae moved from the 
stomach of their final host (4 e. dog) to its 
duodenum in 0.5 to 1 hour, and the scolex bothria 
of the larvae it was observed, began to differen- 
tiate within 24 hours, 96 hours after their ad- 
ministration to the dog, the larvae began to have 
their structures of segments, and in 172 hours 
they developed to the stage of oviposition. 

7. When the young tapeworms, which had 
stayed in the intestines of their fiinal host for 
less than 48 hours, were put into the hypoderm 
of its secondary host (1,. é. mouse), some of them 
reverted to the plerocercoid, The “plerocercoid 
larvae thus reproduced, when they were tested 
on dogs, was as infectious as the ordinary ones. 
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Explanation of Plate 


1. Plerocercoid in the stomach of a dog : 30 min. after it was administered through the 


mouth of a dog. 
Young tapeworm in the duodenum: 30 min. after its administration,. 


Young tapeworm: 4 hours. 


Young tapeworm : 48 hours. 


2, 
3. 
4. Yonng tapeworm: 24 hours. 
5. 
6. 


Transversal sections of scolex: 48 hours (H. E. stain) x 100. 

7-8 Young tapeworm: 72 hours. 
Posterior regions of young tapeworm : 96 hours. 
Proglottis : 120 hours. 
Transversal sections of scolex : 192 hours. (H. E. stain) x 100. 
The plerocercoid larvae reverted to from the young tapeworm. (When the larvae 
removed 24 hours after their administration from the final host, were incubated in a 
mouse for 10 days.) 
The same as Fig. 12. (When the larvae, removed 24 hours after their administrat- 
ion from a dog, were incubated in a mouse for 12 days.) 
Unchanged young tapeworm, it removed 24 hours after its administration from a 
dog, was incubated in a mouse for 11 days. 
The same as Fig. 14. (When the tapeworm, removed 144 hours after its administ- 
ration from a dog, was incubated in a mouse for 11 days.) 
The same as Fig. 14. (When the worm, removed 192 hours after its admisrration- 


from a dog, was idcubated in a mouse for 11 days.) 
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電子 油 の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 
(4) 草子 油 の 卵 作用 に 及ぼ ばす 温度 の 影 


同 


( 東 東山 農業 試験 場 線 虫 研究 国立 予防 研究 所 寄生 部 
(昭和 34 年 2 月 25 領 ) 


第 1 報 (1958) に お いて , 油 が 対し て 非 
常に 高い 殺 卵 作用 を 有する こと を 報告 し た 。 そ し て , と 
の 殺 卵 作用 は 処理 温度 が 28°C の 場合 と 10C の 場合 で か な 
り の 相 異 が 認め られ た 。 すなわち , 処理 温度 が 低い 場合 
に は , 章子 油 の 殺 卵 作用 は 低減 する と こと が 明らか で あつ 


薬剤 の 殺 卵 作用 が 温度 の 低下 と と も に 著しく 低減 す 
る と と は , すでに 多く の 研究 者 に よ ょ つて 示さ れ , 松村 ら 
1955) は 殺 卵 剤 の 作用 条件 の 一 つ に 低温 で 実験 を 行う 
こと を あげ て お り , 小宮 (1957) も 低温 に お いて 充分 な 
殺 卵 効果 を 有する 薬剤 が ほとん ど な い と と を 報告 し て い 
る 。 

さら に 第 2 報 (1958) に お ぉ おい て, 電子 油 の 殺 卵 作用 が 
尿 尿 中 で 著しく 低 江 する こと を 述べ た 。 これ は 恒 尿 を 
貯溜 し た 場合 に , 選 尿 中 に ammonia が 発生 し , と の 
:ammonia の 発生 に ょ つて 選 尿 の pH が アル カリ 性 と な 
り , アル カリ 性 の 中 で は 油 の 用 が 消失 す 
る た め と 考え られ た 。 

し か し , 選 尿 の pH は それ が 新鮮 な 場合 に は 中 性 , も 
し く は 酸性 を 呈す る も の で あり , と これ が 貯溜 され 腐 熱 し 
た 場合 に ammonia の 発生 を みる わけ で ある 。 と と ろ が 
麻原 の 腐 熱 は 温度 の 低い 冬期 間 に は , 非常 に 永い 期間 放 
置 し な けれ ば 行わ れ な いと と が 明らか に され て いる 。 い 
いか えれ ば , 人 冬期 間 に 貯 溜 し た 床 尿 の pH は アル カリ 性 
に 移行 し に くい わけ で ある 。 


YOSHIAKI KUNII: Studies on the ovicidal effect 
of mustard oil (4) Influence of temperature upon 
the ovicidal effect of mustard oil (Laboratory of 
Nematology, Kanto-Tosan Agricultural Experiment 
Station, Chiba Prefecture, and the Department of 
Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


油 の 作用 お よび の 腐 が , 温度 の 高低 に 
ょ っ つて 左右 され る も の で ある と いう と こと こと か ら 考 えて , 昔 
子 油 が 環 虫 卵 を 殺 卵 する た め の 限 界 温度 を 知る と こと が で 
きれ ば , 地域 的 な 年 間 気 温 と 鹿 尿 の pH を 考慮 する と と 
に ょ つて , 中 の 殺 する こと が 可能 で は な 
か ら う か と 思わ れる 。 

そこ と で 今回 は , 最も 殺 卵 力 の 高 か つ た tolyl 電子 油 と 
比較 的 入手 し や すい と 考え られ る phenyl 弁 子 油 の 2 種 
を 用 いて , 油 の 殺 作用 に お ょ す 温度 の 影響 に つ 
いて 検討 し た の で ,。 と こと に 報告 する 。 


実験 材料 お よび 方 法 


使用 し た 上 は 豚 子宮 内 正常 で ある 。 

使用 薬 は phenyl 子 油 お よび tolyl 油 を 3 倍 
の tween 80 番 で 乳剤 と し て 用 いた 。 

作用 条件 は , 処理 温度 を 28°C, 20°C, 17C, 15°C, 9 
5°C, 1°C, 一 と し , 濃度 は 5 x10+。10* 倍 
で ある 。 処理 日 数 は , 通常 の ご と く 7 日 間 と し , 20C, 
15°C, 9C に つい て は 5 日 間 , 3 日 間 , 1 日 間 を 併せ て 
ウ た 。 

処理 方 法 お ょ び 培養 方 法 は 第 1 報 に 述べ た ご ど ご とく, 
100 ml 円 竹 ビ ン に を それぞれ の 濃度 に 調製 し た 作用 液 
50ml を 入れ , 洗 た の 若干 を 加え て , 各々 調 
節 し た 恒温 器 内 に 処理 日 数 だ け 放 置 し た 。 処理 後 , 洗 浴 
し て 2% Formalin 水 を 加え , 素 焼 板 上 で 1 ヵ月 間 培 
養 し た 。 培養 温度 は 28C で あぁ る 。 

観察 は 洗 浴 直 後 , 培養 15 日 後 お よび 培養 1 ヵ月 後 の 3 
回 に 行い , 培養 1 ヵ月 後 の 結果 か ら 生死 の 判定 を 行 つ 
な お , 殺 は 対照 (蒸溜 水 の 仔 虫 形成 率 に ょ つて 
補正 し た 。 


| 575 
(123 ) : 


実験 結果 
第 1 表 , 第 1 図 に 示す と お り , phenyl 提 子 油 の 7 日 
処理 で は , 10:。 5 x103。 10* 倍 の いづ れ の 濃度 に お いて 
も 処理 温度 が 15°C 以 上 の 場合 に は 100% の 殺 卵 率 を 示し 
た 。 そ を し て 9 CC では, 10* 倍 に わ づ か 1 の 仔 虫 形成 卵 
第 1 表 Phenyl 井 子 油 の 殺 卵 作用 
(処理 日 数 7 日 ) 


発 育 状 
・ 
単 細 多 細 仔 変性 率 
胞 期 胞 期 期 期 


100 
100 
100 


100 
100 
100 


100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
2 
1 


1 


OOG COS OT Fo 


= 
ご 』| 


処 理 庶 で C) 
第 1 図 Phenyl 電子 油 の 殺 卵 作用 (処理 日 数 7 日 ) 
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を みた が , 103, 5 X10? 倍 の 濃度 の も の は 1002%2 が 毅 秘 
し た 。 5 °C で は 10* 倍 で 942, 5 X103 倍 で 412, 10* 倍 で 
は と その が 低下 し , 更に 1°C, 一 7?C に お い 
て は , まつ た く 効 果 が 認め られ な か つた 。 

第 2 表 お よび 第 2 図 は , tolyl 提 子 油 の 7 日 処理 を 行 
つた 結果 で ある 。 と れ に よる と , tolyl 間 子 油 は 処理 湿 


第 2 表 Tolyl 草子 油 の 殺 卵 作用 
(処理 日 数 7 日 ) 


態 


= = 


Nw © 


= 


処 理 温 
第 2 図 Tolyl 井 子 油 の 殺 卵 作用 (処理 日 数 7 日) 


£76 

処理 発 育 状 
温度 単 細 多 細 仔 虫 変性 率 

5x10: 100 28 100 100 
100 5x103 100 100 

20 10: 100 

5x10' 100 10 100 100 

4 

3 

100 

5x10? 100 100 

10« 100 10* 100 100 

15 100 100 

5x10° 100 5x10: 100 100 

100 : 

10: 100 100 
9 10 100 9 10: 100 100 
5x10: 85 5x10% 100 100 
10: 76 99 84 97 

84 94 5 10 64 100: 

10' 2 2 

3 

1 10 100 100 

5x10: o 5x10*. 0 

0 

10: 0 0 

—7 400 100 

5x10: 42 58 
5x10: 0 10! 0 12 

¢ 
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度 が 28C, 20C, 15°C の 場合 に は , 5 x10?, 4 の 
10: 倍 の いづ れ の 濃度 に お いて も を も 100% の 殺 卵 束 を 示し , (処理 日 数 5・3・1 日 ) 

9°C で は 103 倍 お よび 5 X10 倍 で 1002, 10* 倍 で 9722 ree 
の 夫 卵 素 と な り , 10* 倍 濃度 の も の に わ づ か の 低下 が み 処理 処理 移 窟 
られ た 。 ま た , で は 10* 倍 で 10026, 5 X10* 倍 で 56 仔 
10* 倍 で 602%, 1 で で は 倍 が 100%, 5 X10? 倍 
お よび 10* 倍 が と も に 0 と な り 。 一 7"C で は 10* 倍 が 100 
926, 5 X103 倍 582%, 10* 倍 12 あつ た 。 tolyl 子 油 
の 103 倍 濃度 の も の な , いづ れ の 処理 温度 の 場合 に も 
100 の 卵 が 認め られ し か し , 5 倍 お よ 
び 10* 倍 の 低 濃 度 で は , 処理 温度 が 9 以下 に な る と そ 
の 殺 九 作 用 が 急激 に 低下 する こと が わか つた 。 

と と で , 処理 温度 が 1 て の 場合 と に は , 5 x10? 倍 お よ 


= 


表 Phenyl 油 の 殺 卵 作用 
(処理 日 数 5・3・1 日 ) 


発 育 状 
温度 濃 単 細 多 虫 変性 率 
期 胞 期 期 期 


100 100 
100 
100 
100 
100 
77 
100 
76 


on OO 


5x10: 46 8 


| 
| 
| 
| 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
3 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
2 
5 
0 
1 
4 
0 
1 
3 
5 
2 
3 


5x10% 100 0 
10 9 
0 100 0 

5x10° 81 8 
10* 9 11 
0 9 


= 


び 10* 倍 が と も に 0 で ある の に 比 し て , 一 7 
で は 5822, 12% と か えつ て が 高く な つて いる が , 
と の 原因 に つい て は 明らか で は な い 。 

更に , phenyl, tolyl 提 子 油 の 5 日 , 3 日 , 1 日 処理 を 
20C, 15°C, 9 °C の 温度 に つい て 行 つ た 結果 が , 第 3 表 。, 
第 4 表 に 示す も の で ある 。 ; 

20C に お いて は , phenyl 油 の 5 x103 倍 , 10* 倍 
濃度 の も の が , 1 日 処理 の 場合 に それ ぞ れ 90%, 46 ろ と 
いう 低い 殺 卵 束 で あつ た が , その 他 の 場合 は すべ て 100 
2% の 卵 示し た 。 

15C に お いて は , phenyl 電子 油 の 10* 倍 に か な り 殺 節 
率 の 低下 が み ら れ た が , tolyl 間 子 油 で は , 10* 倍 濃度 の 
1 日 処理 が 94 で わ づ か に 低下 し た の み で あつ た 。 


5x10° 52 20 
10: 60 15 

5x10: 13 26 

4 10 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
+ 
0 
0 
0 
0 
0 
8 
5 
0 
6 
1 
2 
5 
6 
2 
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577 
が 殺 
倍 で 
と お い 
殺 
を 行 率 
100 
100 
100 
100. 
100 
100 
82 
100 
10' 19 29 79 
100 5x10: 100 0 0 100. 
100 100 0 0 100: 
100 15 10: 100 0 0 100 
100 5x103 100 0 0 100. 
100. 10: 82 18 0 100 
100 0 100 
9 21 2 58 
100 13 10 41 59_ 
100 0 0 100 
100 15 1 5xX10: 79 21 0 100 
5x1 86 12 1 99 
1 0 100. 
100 5x10: 99 1 0 100. 
10: 40 33 6 94 ツ 
1 0 100 
320 10 100 0 . 0 100 1 7 70 30 
0 100 
15 0 100 
12 5 96 
22 143 
9 5 87 
12 39 
16 22 
120 10 100 0 0 100 
10 90 
18 48 
15 12 88 
31 73 
40 62_ 
| 
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9 で は 5 日 ,。 3 日 , 1 日 処理 の いづ れ の 場合 こも, 
そう と うに 殺 卵 率 の 低下 が み ら れ る よう で ある 。 し か 
し toly1 油 の 倍 濃度 は 1 日 処理 と お いて も 100 
26 の 卵 率 を 示す と と が 認め られ た 。 

phenyl 子 油 と tolyl 油 の 作用 を 比較 し て 
みる と , いづ れ の 条件 の も と に お いて も , tolyl 電子 油 
が phenyl 油 り も 強い 作用 を 有する ょ うに 思 
われ た 。 


薬剤 の 殺 卵 作用 は 処理 温度 の 高低 に よ ょ つ て 左右 され , 
温度 の 高い 場合 ほど その 作用 は 強い も の と 考え られ る 。 

津 見 (1955) は ネオ ク ロン , 二 硫 化 に ょ る 
釣 虫 に つい て の 試験 で , 作用 温度 が 低い 場合 
高温 時 より も 殺 卵 効果 が 低下 する こと と を 報告 し て いる 。 

また , 小林 ら (1955) は ネオ ヂ ク ロン , 二 硫 化 炭 素 , 
硝酸 ツー ダ , 油 に る 虫 卵 卵 試験 を と 20 
“C で 行い , 薬剤 作用 時 の 温度 が その 効力 に 相当 大 き な 影 
あたえ , 高温 は 低温 の 場合 より も 一 に は た 

くも の で ある と と を 述べ て いる 。 

更に , 松村 ら (1955) も 臭 化 メ チル , 湊 化 メチ ル , そ 
の 他 種 の 薬剤 を 用 い , 水中 で 人 作用 させ て , 
ほとん どす べ て の 薬剤 の 殺 卵 効果 が , 作用 温度 の 低下 と 
と も に 減弱 し た と 報告 し て いる 。 

そし て 今回 の 草子 油 に よる 実験 に お いて , 処理 温度 が 
低い 場合 に は 明らか に 殺 九 作 用 が 低減 ある い は 消失 し て 
し まう と と が わか つた 。 し か し , 殺 卵 作用 の 低減 と 温度 
の 低下 の 間 に は 一 定 の 関係 は な られ な い ょ う で ある 。 

処理 日 数 を 7 日 と 限定 し た 場合 と は , 処理 温度 が 15"C 
以上 に お いて は phenyl, tolyl 電子 油 と も に 10:。 5 Xx 
10* 倍 の 濃度 の いづ れ も 100 の を 示し , 15 
*C 以 下 で は その 殺 九 率 が 急激 に 低下 し , 1C に な る と , 
ほとん どの 処理 遇 は 対照 の と 同様 に 仔 虫 を 形 
成 た 。 

水井 (1954) は , 卵 の 発育 限界 温度 が 15C で ある 
と 人 述べ て いる が , 薬剤 の 殺 卵 限界 温度 と 環 虫 卵 の 発育 限 
界 温 度 と の 間 に は 何ら か の 関係 お ある の で は な か ろう 
か 。 

環 虫 卵 が 発育 せ ず 単細胞 期 の まま 静止 し て いる 状態 に 
ある 場合 と , 発育 が 進み , 細胞 が 活動 し て いる 状態 に あ 
る 場合 と で は , 環 虫 卵 の 薬剤 に 対す る 抵抗 力 が 異な る の 
で は な いか と 考え る 。 


た , 薬剤 が を 殺 する た め に は , 何ら か の か 
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た ち で 薬剤 が 虫 の 内 に て , その 発育 を 
害する も の と 思わ れる 。 そ を そして, 薬剤 の この 浸透 力 は 温 
度 の 高低 に こよ ょ つて 大 きく 左右 され , 低温 の 場合 に は 高温 
の 場合 に と 比 し て その 浸透 力 が 小さ く な る た め , 薬効 が 遇 
虫 卵 の 卵 内 に 及ば な い の で , 低温 時 の 殺 卵 作用 が 低下 
する も の と も 考え られ る 。 


要 約 


童子 油 の 殺 卵 限界 温度 を 知る た め に , 28C, 20°C, 17 
15°C, 90°C, 5 °C, 1 ©, — 7 の 各 温 度 で phenyl 
tolyl 電子 油 の 殺 卵 作用 を 検討 し て 次 の 結果 を 得 た 。 

1) phenyl 電子 油 は 7 日 処理 の 場合 に は , 15°C が 5 
x10? 倍 倍 濃度 の , そし て , 9 °C が 倍 濃度 の 100 
2% の 殺 卵 率 を 示す 限界 温度 で あつ た 。 

2) tolyl 草子 油 の 7 日 処理 で は , 10? 倍 濃度 は いづ れ 
の 処理 温度 に お いて も 100 の 殺 婦 素 を 示し た 。 し か 
し , 5 X10? 倍 で は 9 CC が, 10* 倍 で は 15°C が 限界 温度 で 
あつ た 。 

8) 処理 日 数 が 短縮 され た 場合 に は , "7 日 処理 の 場合 
より 限界 温度 が 高く , phenyl 草子 油 で は 5 日 処理 で 15 
C 以 上 , 3 日 処理 で 20C, 1 日 処理 で は 20°C 以 上 の 温度 
で な けれ ば 完全 な 殺 卵 効果 は 望め な いよ ょ よう で ある 。 

4) tolyl 電子 油 の 場合 は , 5 日 , 3 日 処理 で 15"C, 
1 日 処理 で 20C で あつ た 。 た さく し, 10! 倍 濃度 の も の は , 
いづ れ の 条件 に お いて も 100% の を 示 し た 。 

5) 電子 油 の 殺 卵 限界 温度 は , お お むね 15°C 附 近 と 考 
えら れ , 発育 と 何ら か の 関係 が ある の で は な い 
か と 思 は れる 。 
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を 願 つ た 農業 技術 研究 所 池内 まき 子 技 沖 た 感謝 する . 
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Summary 


The author examined the ovicidal effect of phenyl 
and tolyl mustard oil at 28°C, 20°C, 17°C, 15°C, 


9°C, 5°C, 1°C and—7°C, respectively, to know an_ 


effective ovicidal temperature range to ascaris 
eggs, 


5793 


The sesults were as follows : 

The ovicidal effect of tolyl mustrad oil an 10% 
concentration was 100% mortality in every cond- 
ition of the present examination, 

The effective ovicidal temperature for mustard 
oil was about 15°C in 7 days treatment, but the 
temperature had to be risen to higher than 15°C, 
as the period treatment was shortened. 

From the above results, the effective ovicidal 
temperature of mustard oil is somewhat concerned 
with the developmerit of ascaris eggs. 
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慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


言 


我が国 に お ける 寄生 虫 , 殊 に 環 虫 , 釣 虫 等 , 線 虫 類 の 
幕 延 の 根本 原因 が , 人 閣 を 肥料 に 使用 する と いう 農業 習 
ある こと と は , 言 を 人 な い 。 従 つて 寄生 感染 の 
, ひい て は , その に は , その 様 な 習慣 と 適 
当 な 交 便 の 処理 が 根本 対策 と な る が , その 様 な こと は 現 
在 の 日 本 で は , 早急 に 行わ れ う る 穫 が な い 。 を こと で 一 歩 
退 い た 対策 と し て 交 便 内 の 虫 卵 を 肥料 と し て 使用 する 以 
前 若しくは , その 直後 に 死 減 さ せる こと こと が 考え られ , 従 
来 か ら 種 々 の 方 法 が 実験 され て いる 。 そ を それは 交 便 の 充分 
な る 腐 熱 に と よる 物理 化学 的 殺 卵 作用 を 応用 する も の , 欠 
に ょ る 卵 , 化学 薬品 処理 と ょ る 殺 卵 等 が ある が , 多く 
の 勢力 に 拘ら ず 未だ 実際 に 応用 可能 な 対策 は 無い よう で 
ある 。 化 学 薬品 を 用 いる も の に は , 特に 最近 に 至り 多く 
の 勢力 が 注 が れ て いる 様 で ある が , 実験 室内 で は 卓 効 を 
奏し て も , 野外 実験 で は それ 程 の 好 結 果 を 得 ち られ な いも 
の や , 肥 効 を 損 う 等 «の 理由 か ら 実 用 に 供 さ れ 六 も の が 
多い 。 之 等 の 内 で は , 松村 等 (1952) の 二 硫 化 炭 素 , 長 
野 (1952) の 亜硫酸 ツー ダ , 国井 (1953) の 提 子 油 , 和 
泉 (1954) の ネオ ヂ ク ロン 等 が 好成績 を 得 て い る 。 

著者 は この 化学 薬品 布 と よる 卵 の 検討 を 行 
つて 見 た の で ある が , 特に その 薬剤 の 使用 が 農業 諸事 情 
に 適合 し て 居り , 実地 に 使用 され 易い で あろ うと いう 想 
定か ら , 薬剤 の 方向 を 近 時 盛 に 使用 され る 農薬 に 限定 
し 。 更に 数 種 の 消 下 剤 も 共に 実験 を 行 つ た 。 農薬 で あれ 
ば 既に 現在 多く の 農 察 で 婦 繁 に 用 いて いる も の で あり , 
薬剤 の 添加 に よ ょ る の 肥料 効果 の 低下 , 若しくは 作 
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物 に 対す る 有害 作用 と いう 様 な 最も 問題 に な りや すい 点 
も さけ る と と が 出来 る か ら で あ る 。 


材料 及び 方 法 


1 試験 薬剤 及び その 

実験 に 供し た 薬品 は 下記 の 22 種 類 で ある が それ を 系 統 
別に 大 別 す る と , 有機 炎 系 , 塩素 系 。 クロ ー ル ベン ゾー 
系 , ダ = 。 消 と な る (括弧 内 は 販売 会 
社 ) 

1 有機 の 薬剤 

1) Dypterex 50% 剤 (Bayer) 

0, 0 Dimethyl-1-2, 2,2-trichloro-1-hydoxyethyl 


phosphonate 
CH;O 1 


2) D.D.V.P. 50% 乳 剤 (米国 厚生 省 研 究 所 ) 
0, 0 Dimethyl dichlorovinyl phosphate 
H 


| 


(0 

3) Chlorthion 50%% 乳 剤 (A.C.C.) 
3-chloro-4-nitrophenyl dimethyl thiophosphonate 
S 


CH;0O 


4) Isochlorthion 乳 剤 (CA.C.C.) 
日 本 Sumicide ( 住 化学 
2-chloro-4-nitrophenyl dimetyl thiophosphate 
S Cl 


CHO 


NNo, 


= 
580 
4 
| | 
「 
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5) Malathion 50% 乳 剤 (住友 化学 ) 


0, 0-dimethyldithiophosphate of diethylmerapto 


succinate 
p—S—CH—COOCIH; 
CH—COOC;:H; 
6) Fussor 10% 乳 剤 (三共 う 
Monofluoroacetamide 
FCH;*CONH;: 
7) O.M.P.A. Pestox III. 55% 乳 剤 C1.C.I.) 
Octamethylpyrophosphoramide 
(0) 


(CH;):N N(CH) 
(CH,) <N (CH ; 


8) E.P.N. 45% 乳 剤 (Du' Pont) 
Ethylparanitrophenylthyonobenzen phosphate 


S 
C;H;O ll 
¢ 


『 塩素 系 の 薬剤 
9) Chlordane 2 油剤 (庵原 農薬 K.K.) 
1,2,4,5,6,7,8,8 octachloro 4,7, methano-3 2a, 
4,7,7a tetra hydro Indane 


10) Lindane (YB.H.C.) 10% 乳 剤 
y Benzen hexachloride 
Cl 


HHH 


HHHE 
11) D.D.T. 20% 乳 剤 
Dichlorodiphenyltrichlorogthan 
CCl; 
12) Pentachlorphenol P.C.P. の Na 塩 粉末 
ONa 
CI 
Cl 


13) Dieldrine 18.52% 乳 剤 CShell 石油 ) 
1,2,3,4,10,10a hexachloro-6, 7-epoxy 1,4,44a, 
5,6,7,8,8 a-octahydro-1, 4 endoexo 5, 8-dimet- 
hano naphthalane 


Cl 
14) Endrin 19.5% 剤 CShell 石油 ) 
1,2,3,4,10,10 a hexachloro-6, 7-epoxy 1, 4,424, 5, 
6,7,8,8a octahydro-1, 4'endo endo 5, 8-dimet- 
hanonaphthalane 
此 れ は Dieldrin の 立体 異性 体 で ちる 。 
了 クロ ー ル ベン ゾー ル 系 の 薬剤 
15) Neodichlon 
Paradichlorbenzol 10.56%% 
Bromathylen 9.55% 
Trichlorathylen 89.44% 
16) Nisso Orso (日 本 曹達 ) 
Orsodichlorbenzol 
Krezol 10% 
料 20% 
IV ダ = 系 の 薬剤 
17) Akar 338, 2222 乳 剤 (三共) 
4, 4-Dichlorobenzilic acid ethylester 
OCOC:;H; 
18) Sappiran 25% 乳 剤 (三共) 
p-chlorophenyl-p-chlorobenzene sulfonate 
1i9) Koromite 12.522 剤 改良 DN 乳剤 三共) 
4-dinitro-cyclohexyl phenol-acetate 


V) 消 系 の 薬剤 
20) 昇 HgCl: 
21) Osban 乳 剤 
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/ 
CH; 


22) クレ ゾー OH 


薬剤 の 稀 乃 は 原則 と し て , 原液 に 換算 し て 1,000 倍 に 
稀釈 し た も の を 以 て 全て の 薬剤 で の 効果 の 比較 を 行い , 
その うち いく つか に つい て は , 2,000 倍 及 び 4,000 倍 稀 
釈 液 で の 効果 を 観察 し た 。 又 Chlordane 油剤 , Neo- 
dichlon, Nisso Orso は 市 の の の 1,000 倍 用 
いた 。 

2.。 被 検 虫 実験 に 用 いた は , 新鮮 な 豚 
虫 の 子宮 末端 部 約 2 cm 内 の 成 聞 し た 受精 卵 に た に 5 アン 
チ ホ ルミ ン を 約 50 分 作用 せしめ 蛋白 膜 を 除去 し た 後 , 之 
を とり , 多量 の 水道 水 を 加え , 4 回 以上 遠心 
涯 を 繰返し て 充分 に 洗 浴 し た も の を 用 いた 。 

豚 を も つて 人 に 代用 し て 抵抗 実験 を 行う 
と と の 可否 に つい て は , 氷 藤 (1957) の 詳細 な 報告 が あ 
り , 充分 に 代用 し レ う る こと と が 知ら れ て いる 。 ま た 蛋白 肝 
の 除去 が 抵抗 力 を 少し く 減 退 さ せる も の で ある こと と は , 
一 般 に 認め られ て いる が , 蛋白 膜 を 除く と と に よっ つて 貝 
卵 相互 の 分 離 を 良好 に こし, 充分 に 個々 の 卵 が 薬剤 に 接触 
する 様 に 操作 する こと の 方 が 此 の 実験 に は より 重要 な 意 
義 を も つも の と 考え て 此 の 方 法 を と つた 。 

3.。 薬剤 の 接触 上 記 薬 剤 の 稀釈 液 3 cc を 試験 管 に と 
り , に 濃厚 虫 卵 液 を 3 滴 宛 滴下 し , 28C 器 内 
日 。 12 日 , 18 日 間 培 養 し た 。 

4. 虫 の 洗 及 び 培 養 浸漬 は 所 定 日 数 薬剤 
を 作用 せしめ た 後 , 取り 出し , 多量 の 水道 水 に て 4 回 以 
上 充分 に 達 沈 洗 浴 し た 。 

こと の 際 , 薬剤 は 多く は 乳化 剤 で ある た め 洗 葵 に 少量 の 
中 性 石鹸 を 用 いた 。 然 る 後 虫 卵 を 約 3 cc の 水 を 含 を 試験 
管 に 移し 28°C の 卵 器 に ~50 日 培養 し た 。 

5.。 効果 判定 の 方 法 , 培 養 九 を 7 日 。14 日 , 21 日 , 50 日 


目 に 取り 出し , 虫 卵 100 個 に 就 い て 発育 状態 を 調べ 単 細 
胞 期 , 初期 分 期 , 期 , , 仔 虫 期 並 びに 変性 
卵 た 分 類 し , 各々 の 百分率 を 出し た 。 

と と に 変性 は , 推定 卵 を 指す 。 柳沢 (1955) 
の 詳説 せる 如く , 薬剤 を 作用 せしめ た 虫 卵 の 発育 に は 多 
か れ 少 か れ 和 題 粒 化 , 壮 縮 転位 。 胞 形成 , 透明 化 , 変形 , 
卵 剥離 , 崩壊 , 異常 分 , 分 割 球 及び の 変性 等 の 
変性 像 が 認め られ る 。 然 し 上 記 各 時 期 を 区 別 し 得る も の 
は , 多少 の 変性 像 が 認め られ て も , 夫々 の 時 期 の 範 上 購 に 
入れ た 。 発育 の 途 次 全く 黒 変 せ る も の , 固有 像 が くず れ 
油 滴 状 物 に 満た され た も の 及び 50 日 培養 後 , 尚 未 発育 の 
変性 像 を 有する も の は , 推定 死 し て 変性 
類 に 加 へ た 。 

6 対照 対 照 と し て は , 試験 管内 に 水道 水 衝 8 cc を 
入れ , そこ と に 3 の 濃厚 虫 滴下 し , 薬剤 使用 例 
と 同一 期間 28°C に 培養 し た 。 培養 後 は 実験 例 と 同様 中 性 
洗剤 を 用 いて 洗 葵 し 更に 培養 を 続け 対照 させ た 。 勿論 , 
乳剤 の 対 辿 と し て は , その ソル ベント を 使用 する の が 己 
まし い が , ソル ベン ト は 薬剤 の 発売 会 社 に と より 独自 の も 
の を 使用 し て 居る 処 も あり , 画 一 的 に 出来 な い の で 今回 
は 上 の 如き 対照 を と っ た 。 

実験 成績 

1. 効果 を 判定 すべ き 培 養 日 数 に と つい て 

薬剤 に 浸漬 し た 虫 卵 は 多かれ 少 か れ 発 育 の 遅延 が 現 わ 
れる 。 従 つて 薬剤 浸漬 期 間 後 の 培養 日 数 が どの 位 経 過す 
れ ば 発育 が 完了 し 変性 出現 も 一 定 す る も の で 
ある か の 点 を 検討 し , その 日 数 で の 各 薬 剤 の 作用 を 比較 
し な けれ ば ぼ ば ならない 。 

今 此 の 問題 を 第 1 表 の 如く 最も 有効 で あつ た Pentachl- 
orphenol, 最も 無効 で あつ た D.D.V.P. 及び 対照 の 3 者 
に つき 比較 する と , 遅延 は あつ て も 一 応 薬剤 接触 の 終了 
後 45~50 日 の 培養 を 行え ば 全て の 貝 卵 は , 仔 虫 期 が 変性 
卵 か の 何れ か に 分 類 さ れる か ら こ と の 時 期 を 以 て 判定 を 行 
えば 良い も の と 見 当 が つけ られ る 。 


第 1 表 培養 が 仔 期 の っ に 別れ る 日 数 


Pentachlorphenol 


仔 仔 初 
上 99 1 30 15 35 40 29 19 12 
85 15 4 10 83 3 
21 97 3 97 3 97 
98 


8 


薬剤 は 何れ 1,000 倍 , 7 日 間 の 
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第 2 表 各種 薬剤 浸漬 に ょ る 変性 卵 出現 率 


ル 

日 P デ ク 1 
2 チ 1 デ ル 

BB 522%6 8 2. 1 4 7 88100 5 1 


の 数 字 は 被 検 100 個 中 の 示す . 薬剤 濃度 は 全て 1,000 倍 


第 1 表 で 判る 如く 有効 な 薬剤 で は 発育 初期 に お いて そ も の を 更に 効果 の 著しい 群 (100 ~702% の 変性 卵 出 現 ) 
の 発育 が 阻止 され , それ が 時 日 の 経過 に つれ て 変性 に 陥 と 効果 の 少な い 群 に 分 類 す れ ば , 効果 の 著しい 群 に は 
る ちい る も の で ある 。 こ と の 事 は 表示 し な か つた 薬剤 に つ Chlorthion, Isochlorthion, D.D.T., Pentachlorphenol, 
いて を も 何れ も 略 同様 で 40~50 日 で 浸漬 卵 は それ が 帰着 す Sappiran, Koromite, クレ ゾー 久石 鹸 が あり , 効果 
べき 運命 に 帰着 する こと と な る の で , 責 後 の 薬剤 効果 の の 少な い 和 群 に は D.D.V.P., Akar が あり , 無効 群 に は 
比較 は 40 へ 50 日 培養 後に お ける 変性 卵 出現 百分率 を 以 て Dypterex, Malathion, Fussor, O.M.P.A., E.P.N., 


表わす こと と し た 。 Chlordane, Lindane, Dieldrin, Endrin, Neodichlon, 
2. 殺 卵 効果 の 比較 Nisso Orso, 昇 求 , Osban が ある 。 
各 薬 剤 に 7 日 , 12 日 , 18 日 漫 漬 後 45~50 日 培養 し た 際 3. 薬剤 有効 濃度 に つい て 
の 変性 卵 出現 素 を 第 2 表 に 表示 し た 。 薬剤 渡 度 は 何れ も 上 の 1,000 億 濃度 に お ける 試験 で 効果 の 認め られ た 薬 
1,000 倍 稀 秋 で ある 。 剤 7 種 に つい て は , 夫々 2,000 倍 及 び 4,000 倍 稀 釈 の も 


に よっ つて 判る 様 に 。 剤 に よっ つて 効果 を 現 す に の を 作製 し それ に 日, 
要する 期間 に 賭し い が あり , 例え ば D.D.T. に 果 を 観察 し た 。 そ の 結果 は 3 表 に 一 て ある 。 


いて は 7 日 で は 変性 は 僅か に 2 で ある が , 18 日 第 3 表 著 効 薬剤 の 2,000 倍 4,000 倍 液 
で は 8826 に も な る 。 之 に ひき か え E.P.N., O.M.P.A., に ょ る 次 性 卵 出 現 率 

Orso 等 は , 7 日 で 夫々 十 数 変性 が 出現 し て 
も , 18 日 と に ょ よ つ て それ が 更に 加 する と は な い 。 こ 
の 様 に 薬剤 の 効果 を 速効 性 , 遅 効 性 に 分 類 し て みる と 50 YAR A RN 
% 以 上 変性 し た も の の 内 で Chlorthion Pentachlorph- 1 
enol の 両者 は , 極め て 速効 性 で あり , D.D.T., Sappiran 
は 効 性 で あり , Isochlorthion, Koromite, クレ ゾー ル 
石鹸 液 は 中 等 度 の も の で ある と と が 判っ つた 。 ) オ . 油 
ヌ 第 2 表 に お いて 対照 の 期 卵 出現 は で ある 
か ら , 各 剤 の 殺 就 い て 有意 意 の 比較 を 行え ば , “2000x 12 68 55 12 99 10 97 15 
仔 虫 期 卵 出現 率 を 対照 P: 比較 薬剤 P』 標本 誤差 を 夫々 17 日 90 80 14 96 15 91 85 
ms で 現 わ す と き が 3 より 大 な ら ば 
その 薬剤 の 殺 有意 で あり , 8 より 小 な ら 無 意 で あ 
る 。 と この 規 従 つ て 無 の も の を 無効 と し , 有意 の の 数 字 は 被 検 100 個 中 の 卵 数 を 示す . 
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その 結果 , 4,000 倍 和 の 稀釈 に お いて は , 殆 ん ど 効 
果 の 減少 の な いも の と し て は Koromite, Pentachlor- 
phenol, クレ ゾー ルル 石鹸 液 等 が あり , 殊 に , Pentachlor- 
phenol は 4,000 倍 で も 12 日 以上 の 接触 で 90 以上 が 
死滅 する と いう 高い 殺 卵 束 を 示し て いる 。 Sappiran, 

Isochlorthion, D.D.T. 等 1,000 倍 稀釈 で は 相当 の 効果 
を 示し た も の が , それ 以上 の 稀釈 に ょ つて は 著しく 効 
果 を 減少 し た が , それ に ひき か え 図示 し な か つた が , 

Neodichlon, Chlorthion で は 1,000 倍 で の 効果 は 左 程 高 
く は な か つた が , 稀釈 に ょ つて も 著しい 効果 の 減退 は 現 
われ な か つた 。 


考 


既に 発表 さら れ た 殺 卵 剤 の う ち 将 来 実用 に 供 せ られ る 
可能 性 の ある も の に は 次 の 如き も の が ある 。 

a) 二 硫 化 素 CCS) 

松村 ら (1953) は 二 硫 化 素 は 1000 5C, 7 
日 間 で を 1002% 死 さ せ 且 つ 価 格 も 安い 
の で 実用 に 適する と な し た 。! その 人 後 久 津 見 ら (1955) 


. が , 野外 モデ 便 池 を 用 いて 秋季 2 硫化 の 


を 行っ た 成績 で は 2 週間 1,000 倍 で 60% 
の し か 示さ な か つた 。 小宮 ら (1955) の 報告 で 
も 2 週間 , 低温 < 一 2 ~10C) で 対照 と 殆 ん ど 
変り が な か つた 。 

b) 硝酸 ツ ソーダ (NaNO.) 

硝 酸 ノー ダ の 効果 の 著しい こと は 長野 ら (1952) 
の 提唱 に ょ る も の で , その 後 小宮 ら (1955) は 2 週間 , 
酸性 の 場合 , 高温 で 100, 低 温 (一 2 ~10°C) 
で 28~583% の 殺 減 率 を 報告 し て いる 。 

c) 揮発 性 油 CCH: CH-CH,-N=C =S) 

国井 ら (1953) に よれ ば 揮発 性 朱子 油 は 26~28°C の 場 
合 10,000 液 中 3 日 間 浸 で の 発育 を 
し レ し 著しい 殺 卵 効果 を 認め て いる が , 小宮 ら (1955) は 選 
尿 の 存在 と ょ り そ の 作用 は 減 弱 し 1,000 倍 で も 殆 ん ど 効 
果 が な いと 云 つ て いる 。 と の 際 尼 尿 を 酸性 に し て お く と 
その 効果 は 略 々 復元 する と いう 。 

が 対し て 用 が ある と と を 提唱 し た の 
は 和泉 (1954) で , 氏 に よれ ば 入 に 対し て 500 
倍 稀釈 液 中 , 室温 下 , 2 週間 で 発育 を 完全 
に 阻止 し , 1,000 倍 で その 大 部 分 の 発育 を 阻止 する 。 又 
久 津 見 (1955) は 秋季 , 野外 モデ ル 便 池 を 使用 し 遇 虫 卵 
減 試験 を 行 つ た 成績 で は 500 倍 1,000 倍 86% 
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殺 卵 示し て いる 。 玉 (19583 う は 5 混合 物 中 , 
15 日 で 500 倍 7Y322, 1,000 倍 9 の 卵 し か レ 
て いな い 。 

か く 実 験 成績 が 研究 者 に より 差異 が あり 、 結果 が 必ず 
し レ し も 一 致し な い の は , 実験 人 条件 に 種々 の 巻 が ある 為 と 被 
験 の 生死 判別 の 方 法 が 異 つ て いる 考え られ 
る 

実験 条件 と し て は , 剤 の に 対す る 効果 が 
尿 の 存在 に と ょ . り 著しく 低減 し (国井 1954, 松村 ら 1954, 
久 津 見 1955) 且つ 殺 卵 剤 の 効力 は 低温 と に お ぉ いて 減弱 する 
(柳沢 ら 。1954, 小宮 ら ,1956) こと に ょ 殺 剤 の 研 
に は 低温 尿 尿 中 浸漬 実験 が 望ま し い 。 然し 本 実験 は 名 数 
の 薬剤 中 か ら 有 効 な も の を スク リー ン す る 為 の も の で , 
特定 の 同一 条件 下 で 実験 を 行 つ た 。 将来 順次 尿 尿 中 浸漬 
低温 培養 を 行う 予定 で ある 。 

被 検 貝 卵 の 生死 判別 の 方 法 と し て は , 古く か ら 種 々 
の 方 法 が 行わ れん て いる が , 未だ 適 確 な も の は な い 。 そ こと 
で , 著者 は 薬剤 後 の を 長期 間 28C の 器 内 
に 培養 を 行い すべ て の が 仔 虫 期 変性 に 別れ る 
時 期 (45~50 日 ) を 見 出し , その 時 期 に 生死 の 判別 を 行 
つた 。 多 津 見 (1955) は , 生死 判別 を 行う 時 期 を 低温 
(1 ~10C) に お いて 60 日 以上 と し て いる が , 著者 の 場 
合 は 高温 で ある の で 上 記 の 期間 に 判別 を 行え る も の と 思 
考 す る 。 

次 に 本 実験 に 試供 し た 薬剤 の か 多く の も の に つい て は 未 
だ その 殺 卵 効果 に 関す る 報告 を 見 な い が , その うち 数 種 
の 薬剤 に 就 い て は , 大 沢 (1955) の 研究 が ぁ る 。 そ を それ に よ ょ よ 
る と Pentachlorphenol は 1,000 倍 水 と し , 14 日 
し た 場合 , の 97 死滅 し , 同じ 条件 で クレ ゾー 
ル は 0%, Lindane は 1 の 殺 卵 作用 し か 認め られ て い 


ない 。®Pentachlorphenol 及び Lindane は 著者 の 成績 と 


ょ く 一 致す る が , クレ ゾー ル は 全く 反対 の 結果 に な つて 
いる 。 D.D.T. 乳剤 を 中 に 1,000 倍 稀釈 に な る 


・ 様 に 加え , 14 日 間 作 用 させ た 場合 その 殺 卵 効果 は 0 で 


之 は 著者 の 次 回 発表 予定 の 床 尿 中 実験 成績 と ょ く 一 致す 
る 。 

本 実験 に お いて 殺 卵 効果 の 閉 し か つた Chlorthion, 
Isochlorthion, D.D.T., Pentachlorphenol, Sappiran, 
Koromite, クレ ゾー 久石 鹸 液 等 の 実際 的 応用 に つい て 
は , 撤 布 の 際 , 何れ も 操作 簡単 で あり , 1,000 倍 稀釈 程度 
で は 毒性 も 少な く 取 扱い に 危険 は な い 。 叉 此 等 の 薬剤 混 
入 が 肥料 効果 を 減じ 上 且 農 作物 に 被害 を 与 へ る か どう か と 
いう こと と に 就 い て は , 除草 剤 と し て 使用 せら れる Pen- 
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tachlorphenol, 消毒 剤 の クレ ゾー 石鹸 液 を 除き 他 の 薬 
剤 は 同 稀 釈 程度 の も の が 農薬 と し て 使用 そら れ て いる の 
で , それ ら の 心配 は な く 同 時 に に 働く の 
と 考え られ る 。 

農薬 等 を 主 と し た 22 種 の 薬剤 が 試験 管内 ご 遇 虫 卵 の 発 
に お よ ょ す 影響 を 検討 し た 。 

1) 実験 全 経 過 を 28'C の 温度 下 で 観察 する 場合 は 一 般 
に 45~50 日 間 の 培養 に ょ つて 薬剤 効果 の 判定 を 行 つ て 良 

2) Chlorthion, Isochlorthion, D.D.T., Pentachlor- 
phenol, Sappiran, Koromite, クレ ゾー 石鹸 1,000 
倍 稀釈 12~18 日 浸漬 の 何れ も 80% 以 上 の 効果 
が あぁ る こと を 知 つ た 。 

3) その 中 , Chlorthion, Isochlorthion, Pentachlor- 
phenol, Koromite, クレ ゾー 石鹸 は 2,000 倍 稀釈 
Pentachlorphenol, Koromite クレ ゾー 久石 鹸 更に 
1,000 倍 稀 釈 の 場合 も 80 以 上 の 殺 卵 効果 を 示し た 。 

4) これ 等 有効 と 作用 する 薬剤 の 内 Chlorthion, Pen- 


tachlorphenol は 極め て 速効 性 ,D.D.T.. Sappiran は 遅 


効 性 で あり , Isochlorthion, Koromite クレ ゾー ムル 石鹸 液 
は 両者 の 中 間 で あつ た 。 

5) これ ら の 薬 剤 は Pentachlorphenol) クレ ゾー ル 
石鹸 疲 を 除き , も と も と 農薬 と し て 使用 され て いる も の 
で 尿 尿 に 投入 し て も 肥料 効果 を 損 ふ こと は な いと 考え ら 


. れ る 。 


筑 に あたり , 御 指 導 びに 御 校 を 賜 つ を 松林 教 
授 , 減 見 助教 授 , 薬品 の 提供 及び 種々 有益 な る 御 助 言 を 
い た 東京 大 学 学 教室 上 田 教授 に ち 感 の 


- 意 を 表し ます . 
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Summary 


Many kinds of chemicals have already been 
tested for their ovocidal effects on the purpose of 
destroying helminth eggs in feces, and some of 
them were found to be effective. In the present 
experiments, altogether 22 kinds of agricultural 
chemicals which are used for destroying harmful 
arthropods and weeds in the fields were tested 
for their ovocidal effects. Those chemicals belonged 
to organic phosphor-compounds, chlor-compounds, 
chlor-benzol compounds, anti-acarina drugs or des- 
infectants. For the screening purpose, they were 
dissolved in 1:1,000 concentration and ascaris eggs 
obtained from uteri of pig ascaris were immersed “ 
in those sgolutions for periods of 7, 12 and.18 
days at 27°C,. After these periods, eggs were 
washed by repeating the centrifugation and were 
kept in water for 50 days at 27°C to examine 
what percentages of eggs would degenerate, 

The chemicals which were as much effective 
as to destroy more than 80% of eggs by the 
immersion in the 1l:1000 solution for 12-18 days 
were chlorthion (3-chloro-4-nitrophenyl dimethyl 
thiophosphate), isochlorthion (2-chloro-4-nitrophenyl 
dimethyl thiophosphate), D.D.T., pentachlorphenol, 
sappiran (p-chloro-p-chlorobenzene sulfonate), koro- 
mite (4-dinitro-cyclohexyl phenolacetate) and crezol- 
soap solution,. Chlorthion and isochlorthion were 
as much effective by the 1:2000 dilution and 
pentachlorphenol, koromite and crezolsoap solution 
were also as much effective even by the 1:4000 
dilution, Chlorthion and pentachlorphenol worked 
repidly : relatively short period of immersioa was 
enough to destroy most of the eggs. D.D.T. and 
sappiran worked slowly, isochorthion and koromite 
were intermediate. 
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飯島 


日 本 住 面 吸虫 の 中 間 和 宿主 ミヤ イリ ガイ 個体 群 の 自然 
棲 候 地 に お ける 消長 に 関す る 生態 学 的 研究 


利 
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国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 由梨 県 立 医 学研 究 所 地方 病 科 


日 本 住 血 吸虫 病 対策 の 根幹 は , その 中 間 宿 主 で ある ミ 
ヤ イ リガ イ Oncomelania nosobhora の に ある こと と 
は 論 を 作 つ まで も な い が , 実際 問題 と し て も 有 病 地 各 地 
に お ける 本 病 対象 事業 も 殆 ん どこ れ に 集中 され て いる 現 
況 で ある 。 

ミヤ イリ ガイ の 撲滅 対策 と し て は , 従来 は 主として 化 
学 的 方 法 に よる 殺 員 が 行わ れ も て いた が , 近 来 は と み に そ 
の 生物 学 的 特性 を 利用 し 絶滅 を 図 ろ うと する 気運 が 握 
頭 し > ある 。 即ち その た る 潮 コン クリ ー ト 
し , と に より ミヤ イリ ガイ の 産卵 , 及び 等 
を 制約 し 絶滅 を 図 ろ うと の 試み は 既に 1950 年 より 事業 面 
に と り 入 れ ら れ て いる が 如き , 更に 最近 山梨 県 と お いて 
同 棲息 の 水 田 を その 陣 を 可能 な る 限り 不 
適 化 し , これ に ょ り 棲 委 並 に 繁殖 を 阻止 し よう と する 方 
法 が 構想 され て いる が 如き が こと これ で ある 。 

然し 年 ら 。 こ と これ ら は ミヤ イリ ガイ の 生態 が 正しく 把握 
され て , 始め て 能 く な し 得る 方 法 で あつ て , と の 点 こ とれ 
ら の 施策 の 遂行 に 当 つ て 尚 少な か ら ず ミヤ イリ ガイ の 生 
態 の 基礎 的 事項 の 究明 が 必要 で ある 。 一 方 , 殺 只 剤 に よ 
る 殺 中 の 実施 に 当 つ て も , 当然 考慮 さる べき 生態 的 関連 
を も っ つ 諸 課題 が 未 解決 の ま ゝ 残さ れ て いる 実情 で ある 。 

ミヤ イリ ガイ の 生態 学 的 研究 と し て は 杉浦 (19838), 
McMullen (1947, 1951), 津田 (1952 う , 川本 (1954), 小 
宮 1954, 1958) 等 の 諸 研 究 が 報告 され て いる が , 自然 
苗 境 下 に お ける ミヤ イリ ガイ の 個体 群 (Population) を 
対象 と し て の 生態 学 的 研究 は 未だ 充分 と は 云え な い 。 


TOSHIHIKO IIJIMA: Ecological studies on the 
variation。 of population density of Oncomelania 
nosophora, the intermediate host of Schistosoma 
japonicum in natural habitat (Department of 
Parasitology, National Institute of Health, To- 
kyo and the Yamanashi Prefectural Medical 
Research Institute, Kofu) 


(昭和 33 年 3 月 6 日 受領 ) 


策 者 は 以上 の 観点 に 立つ て , 自然 棲息 地 に お ける 個体 
群 の 消長 に 関し て 生態 学 的 研究 を 行い 二 , 三 の 知 見 を 得 
た の で 報告 する 。 


観察 方 法 


本 研究 は 山 型 県 に お ける 日 本 住 血 吸 虫 病 有 病 地 の ミヤ 
イリ ガイ 棲息 の う ち , 棲息 条 件 の 異な る 6 カ所 
を 選び 後述 の 夫々 の 目的 事項 と つい て 毎月 定期 的 に 観察 
を 行 つ た 。 な お , 各 観 察 事 項 に 関す る その 具体 的 方 法 は 
後述 の それ ぞ れ の 該当 章 節 の 冒頭 と 記し た 。 

観察 は 1957 年 9 月 か ら ,1958 年 10 月 に 互 つ て 行わ れ た 。 


試験 地 の 概況 


各 試 験 地 の 概 況 は 次 の と お り で ある (第 1 図 参 照 )。 
1. 北巨摩 郡 双 町 金剛 : 茅 ヶ 山麓 の 傾斜 地 。 水 
田 と の 間 の 壌 土質 の 農耕 の た め 雑 草 は よく ら 
れ 殆 ん ど 伸 びな い 。 通 水 期 は 例年 5 一 10 月 な る も 1958 年 
8 月 以前 の 通 水 は 断続 し , こ の た め 潮 押 内 の 乾燥 度 高 く 。, 

8 月 以降 継続 し て 通 水 し 9 月 下旬 落水 し た 。 

2. 東 八 代 郡 三 町 : 富士川 左岸 低 。 水 田 間 
の 質 の 潮 雑草 は よく られ 伸び て いな い が 
面 に まで 生え て いる 。 通 水 は 4 月 下旬 一 10 月 中 旬 で ある 
が , 年 間 を 通じ て 湿潤 度 が 高い 。1958 年 度 6 月 下旬 より 
通 水 が 殊 に 多い 。 

8. 南巨摩 郡 身延 町 帯 : 富士 川 左 質 の 
地 。 雑 草 は 密生 し 1m に も 達し 地表 は 鮮 苔 を も つて 稚 
われ て いる 。 例年 5 一 10 月 の 間 は 湿地 と な る が , 試験 期 
間 中 は ょ く 乾 燥 し , 後 9 月 下旬 台風 の た め 江 水 し , 10 月 
中 旬 ま で 約 1 ヵ月 間 継 続 し た 。 

4.。 市 岡町 馬 川 右 の 河原 を 開田 し た 
水田 間 の 砂 寺 の 潮 両 は 石垣 で 底面 に 雑草 な 
く 殆 ん ど 赴 出 。 通 水 は 5 月 下旬 一 9 月 中 旬 で 通 水 期 以 外 
の 乾燥 度 は 極め て 高い 。1958 年 に お ける 通 水 は 断続 的 。 
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第 1 図 山梨 県 た け る ミヤ ャ イリ ガイ 図 


5.。 中 巨摩 郡 竜 王 町 西 八 幡 : アカ シヤ 疎 林内 の 砂 壌 二 
買 の 荒地 。 枯 草 , 枯葉 等 の 堆積 物 が 多い 。 雑草 も よく 繁 
茂 し 時 に 50 cm に 及ぶ 。 例年 5 月 より 9 月 の 間 殆 ん ど 洪 
水 す る も 試験 期間 中 は 殆 ん ど 乾 燥 状態 に あり , 8 月 中 旬 
ょ り 10 月 上 旬 ま で よく 湿潤 し た 。 

6. 中 巨摩 郡 白 根 町 上 今 諏 訪 : 同 郡 八 田村 及び 同町 地 
内 耕地 の 最 末端 部 。 多 川 の 堤防 と の 間 の 砂 土質 
の 潮 両 に 雑草 が 生 し て いる が 底面 は 。 例年 
の 通 水 は 5 一 10 月 な る も 試験 期間 中 8 月 より 通 水 , 洪水 
の 状態 が 10 月 まで 継続 。 


山梨 県 に お ける ミヤ イリ ガイ 棲息 地 の 概 況 


山梨 県 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棒 息 地 は 甲府 市 を 中 心 
と する 甲府 筆 地平 坦 地 一 帯 で 8 市 14 町 10 ヵ 村 , 総 面積 
9,098 へ クタ ー ル に 豆 り め 、 その 面積 は 本 邦 に お ける 棲息 
地 総 面積 の 約 602% を 占め て いる 。 

ミヤ イリ ガイ の 地 は お ゝ ね 地内 の 平坦 で あ 
る が , 一 部 は 筆 地 周 辺 の 御坂 , 奥 秩父 及び 南ア ルプ ス の 
に まで 及 ん で いる 。 とれ ら は を 貫流 南下 
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する 笛吹 , 荒川 , 多 無 及び 御 勅 使 等 の 諸 河 川 に より 5 つ 
の 独立 し た 地形 に 区 分 され て いる 。 

本 県 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 は 一 部 の 原野 。 葉 
地 を 除き 大 部 分 が 耕作 地内 で あつ て , その 主 棲息 地 は 耕 
地内 の 潮 払 , 貴 畔 で あり , 一 部 濃密 分 布地 域 で は 水田 内 
面 に 和 包 及 ん で いる 。 棲息 場所 は 多く は 水際 の 地表 に 多 
く , 水辺 の 草木 に も 多く 附 着 する 。 稚 具 及 び 幼 若 貞 は 多 
く 水 中 に 棲息 する も , 成員 は 寧ろ 水中 を 避け て 棲息 する 
傾向 が あぁ る 。 

棲息 地域 内 の ミヤ イリ ガイ は 8 月 上 旬 の 降雨 に 依る 地 
表 の 湿潤 や , 気温 の 上 昇 と 共に 活動 の 兆 を みせ , 3 月 中 
へ 下旬 に は 殆 ん ど 全 棲息 地 に 活動 が 認め られ る 。 活動 は 
4 月 より 益々 活 准 と な り 5 一 6 月 に 最高 に 達する 。 以後 
9 月 迄 は 大 略 不 変 で ある が , 10 月 水田 の 落水 と 共に 衰退 
し 11 月 中 一 下旬 , 地 隙 , 堆積 物 の 下 等 に 集まり 越冬 に 入 
る 。 然し 一 部 の ミヤ イリ ガイ は 地形 地 物 を 利用 し 得 ず し 
て 地表 に 露出 し た ま ゝ 越冬 を 行う 。 


山梨 県 に な だ なけ る ミヤ イリ ガイ 地 気 概況 


と れ ら 山梨 県 の ミヤ イリ ガイ 棲息 地 は 上 述 せ る 如く 甲 
府 一 帯 に が , その 気 的 特質 は 所 調 内 陸 性 気 
候 で , 冬期 は 寒冷 に し て 乾燥 度 高い 反面 , 夏期 は 高温 多 
湿 で ある 。 

1952 一 1956 年 に 吾 る 5 ヵ年 間 の 平均 気温 及び 平均 雨量 
を 見 る に , 第 2 図 及 び 第 8 図 に 示す 如く , 各 月 の 平均 気 
温 の 最低 は 1 月 で 1.8°C, 最高 は 8 月 で 25.5"C, 次 いで 
7 月 で 25C で あつ た 。 又 各 月 の 平均 雨量 の 最低 は 1 月 で 


89.83mm, 最高 区 9 月 で 201.4 mm で あつ た 。 平均 湿度 


の 上 最低 は 3 月 で 66.22, 最高 は 9 月 で 平均 82.2% で あつ 
た 。 

叉 , 同期 間 中 の 各 月 の 最低 気温 の 平均 は 1 月 に 一 4'C 
で 最も 低く , 各 月 の 最高 気温 の 平均 は 8 月 で 31. で C で 最 
高 で あつ た 。 

然るに 本 研究 実施 期間 の 中 , 1958 年 度 に お いて は 第 2 
図 及 び 第 3 図 に 示す 如く , 各 期 の 気象 状況 は 気温 , 湿度 
共 話 ゞ 正常 の 状態 を 示し た が , 降雨 量 が 夏期 に お いて 殊 
に 3 月 か ら 6 月 に 至る 間 極 め て 少く , 耕地 は 異常 な 乾燥 
を 示し た 。 "月 に ほ さ く 平 均 を 上 廻る 降雨 が あつ た が 耕地 
に 引水 され , 或 は 土地 が 極度 に 乾燥 し て いた た め 長 く 地 
表 を 湿潤 せしめ る に 足り な か つた 。 

尚 , 該 期間 中 の 気温 は 平均 並 で あつ た 。 


ミヤ イリ ガイ の 交尾 に つい て 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 4 号 


158 
2% ! 
100 
第 2 図 月 別 平 均 気温 (甲府 市 ) 第 3 図 月 別 平均 雨量 (甲府 市 ) 
上 述 の 夫々 の 試験 地 に お いて 定め られ た 1 平方 如 内 に 時 か ら 午 後 8 時 の 間 で あつ た 。 


棲息 する ミヤ イリ ガイ の 中 , 5.00mm 以上 の 成熟 員 と , 
と の 中 交尾 を 行 つ て いる 上 貝 を 毎月 記録 し た 。 観 察 は 毎月 
定め られ た 日 に 1 回 之 を 行 つ た 。 観察 時 間 は 毎回 午前 10 


各 試 験 地 に お ける 交尾 の 発現 状況 は 第 1 表 に 示す 媒 


第 1 表 月 別 ミ ヤ イ リガ イ 交 尾 発現 状況 


く 身 延 町 と お いて 8 月 (19 日 〕) に 交尾 が 発現 し , 終 麗 は 
双葉 町 (19 日 ), 三 珠 町 19 日 に お ける 9 月 で あつ た 。 


非 上 区 実 施 区 
双 町 三 身延 町 市 意 町 竜王 町 白根 町 各地 合計 
月 __( 金 ) ( 鼻 ) ( 金 ) 馬 居 ) (上 今 諏 訪 ) 
尾 率 尾 率 尾 率 尾 率 尾 率 尾 率 尾 率 
数 数 数 数 数 数 数 数 ( ) 数 数 ( ) 数 数 ( 数 数 (%) 
9/57 107 0 0 
1/58 96 0 0 88 0 0 46 0 0 
6/58 45 0 0 100 0 0 105 0 0 0r 50 .2. る 


具 数 は 5 mm 以上 の 生 由 を 示す . 交尾 数 は 対 を 示す . 
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34 年 8 月 (1959)〕 


第 2 表 (1) 月 別 , 長 別 ミ 


0.01-1.00 mm 1.01-2.00 mm 2.01-3.00 mm 3.01-4.00 mm 
9/57 254 10.4(0.02- 2) 13 5(0.5-10) 74 _29 (24-34) 
10/57 1 0.7 (0,03- 3) 5 - の 24 17 (10-28) 
互 12/57 147 11 8(4 -12) 42 29(22-35) 
1/58 144 11 8(4-12) 
郡 2/58 83 3 4(1 -9) 16 19(12-28) 
双 3/58 64 2 3(1-10) 
4/58 49 1 200.1-9) 6 12( 5-23) 
町 5/58 91 8 9G4 -15) 1 100.1-5) 
金 6/58 49 
7/58 33 6 18( 8-33) 
8/58 36 
9/58 33 
10/58 103 4 4(1-8) 36 34 (26-43) 46 44 (35-52) 
10/57 287 1 0.4 (0.2-2) 11 4( 2-7 108 36(31-41) 
11/57 107 7 7( 38-12) 47 44 (36-52) 
東 12/57 109 18 17 (11-24) 
人 1/58 116 4 3(2-8) 
代 2/58 99 9 9(4-15) 
郡 3/58 112 3 3( 1-12) 41 37(29-44) 
三 4/58 53 1 2(0.1-5) 
5/58 122 
町 6/58 203 1 1(0.1-4) 
7/58 48 6 13(-6-23) 11 23( 13-35) 17 (24-48) 
a 8/58 53 5 9( 4-19) 10 19(11-30) 
_9/58 44 
10/58 46 1 2(0.1-10) 
s 10/57 115 7 6(3-11) 36 31( 24-39) 12 10( 6-16) 
11/57 71 2 2 3(1-9) 
南 12/57 94 1 200.1-5) 3 3(1-9) 
互 1/58 63 14 22( 14-33) 3 5(1-11) 
~ 摩 2/58 92 8 9( 4-15) 11 12(7-19) 
i 郡 3/58 87 20 23(16-31) 10 11( 6-19) 
身 4/58 43 1 200.1-11) 
延 5/58 39 2 5(0.1-15) 
町 6/58 113 6 5(2-10) 
7/58 91 5 5(.2-11) 7 8(4-4) 
金 8/58 11 
9 /58 
10/58 61 5 8(.3-16) 19 31 (20-41) 
10/57 110 1 1(0.2- 4) 14 13( 8-19) 16 15(9-21) 
11/57 10 2 17 (0.4-34) 
12/57 116 7 6(3-11) 
崎 1/58 8 
市 2/58 124 2 200.3-5) 14 11( 7-17) 
1 竜 3/58 19 
] 岡 4/58 44 1 2(0.1-10) 5 11( 5-23) 
町 5/58 
馬 6/58 6 1 17(1-58) 
7/58 28 
8/58 10 
9/58 10 


).. 


イリ ガイ 分 布 状 況 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 4 号 


4.01-5.00 mm 5.01-6.00 mm 6.01-7.00 mm 7.01-8.00 mm 8.01 mm 以上 
59 23(19-28) 59 23(19-28) 41 16(12-20) 
27 19(14-25) 12 8(4-13) 37 26 (20-32) 7 5(2-9) 1 1(0.1-3) 
20 19 (13-27) 25 24(18-32) 33 _32 (24-40) 
48 33(27-40) 25 17 (12-23) 17 12( 7-17) 4. 3( 
37 _26 (20-32) 49 34(26-41) 44 31(24-37) 2(1-5) 
20 24(16-33) 21 25(18-34) 21 25(18-34) 
1 2(0.1-7) 25 39(29-50) 23 36 (27-47) 
13 27 (17-39) 4 8(3-18) 21 43(31-56) 3 6(1-12) 
1 1(0.1-5) 10 11( 6-18) 36 (31-49) 32 35 (27-45) 3 3(1-8) 
4 8(3-18) 8 16(8-27) 26 53(40-65) 10 20(11-32) 1 2(0.1-9) 
12 36 (23-22) 5 15(6-29) 10 30(17-46) 
5 14( 6-24) 15 42(28-57) 14 39(25-54) 
2 6(1-18) 18 55(39-70) 12 36 (22-52) 1 3(0.2-14) 
14 13(8-19) 1 1(0.1-8) 3 CAs) 1 1(0.1-8) 
78 28(23-32) 42 15(11-18) 46 16(13-20) 6 2(1-4 
20 19(13-26) 16 15( 8-22) 17 16 (10-22) 
21 19(13-26) 33 20(13-28) 35 32(24-40) 2 2(0.3-6) 
24 20(15-28) 29 25(19-32) 58 50(42-58) | 1 (0.4-4) 
19 19(13-27) 28 28(21-36) 38 38(30-47) 5 5(2-10) 
21 19(13-26) 24 21(15-24) 22 20(14-27) 1 1(0.1-4) 
:2(0:1-5) 26 49(36-61) 24 45(33-58) 1 2(0.1-5) 
34 28(21-35) 41 33(27-41) 38 31 (24-39) 5 4(2-8) 
2 2(0.4-6) 12 12( 7-18) 53 51(43-60) 33 32(24-40) 2(0.4-6) 
3 6(2-15) 5 10( 4-21) 5 10( 4-21) 1 2(0.1-10) 
6 11(5-21) 11 21(12-32) 13 25(15-36) 7 13( 6-23) 1 
4 9(3-20) 9 20(11-33) 17 39(26-52) 14 32(60-45) 
2 4(0.8-13) 15 33(21-46) 23 50(37-63) 5 11( 5-21) . 


8 7( 4-13) 17 15(10-21) 25 
4 6( 2-12) 29 41(31-51) 23 
238( 8-21) 6 6( 3-12) 31 33(25-42) 35 
3 5( 21 383(14-28) 20 

14 15( 9-23) 38 41 (32-50) 17 
を 9 10 11(6-19) 28 32(24-41) 16 
4—14) 4 9( 3-20) 23 53(38-68) 13 
6. 15( 7-27) 4 10( 4-22) 17 43(30-58) 9 
74 65 (58-73) 18 
2 , 2(0.4-7) 9 10( 5-17) 50 55(46-71) 18 
1 9(0.4-37) 3 27(8-56) 

15 . 25(16-35) 10 16(9-27) 9 
19 17 (12-24) 22 20(14-28) 25 ;.29(16=-21) 12 
3 25(.2-53) 4 33(12-61) 3 

34 29(22-37) 28 24(18-32) 27 23(18-31) 17 
1 13(1-48) 1 18C 4288) 5 
48 39(30-46) 23 29(13-25) 16 13(8-19) 7 
6 32(15-53) 3 16( 4-36) 4 21(8-42) 6 
18 41 (27-53) 2 5( 1-14) 7 16( 8-28) 8 
1 17(1-58) 4 
1 10(1-39) 1- 10( 1-39) 8 

1 10( 1-39) 6 


22 (16-29) 
33 (23-43) 
37 (29-47) 
32 (22-42) 
18 (12-26) 
18 (12-26) 
30 (18-44) 
23 (13-37) 
16 (10-23) 
20 (13-28) 
64 (35-86) 


15( 8-24) 


11( 6-17) 
25( 2-53) 
15 (10-21) 
63 (29-89) 
14( 9-20) 
32 (15-53) 
18( 9-30) 


67 (27-94) 
61 (44-77) 
80 (49-96) 
60 (30-85) 


2 
6 6(3-12) 
2 3(1-10) 
1 3(0.1-12) 
1 2(0.1-8) 
1 1(0.2-4) 
3 3(0.7-7) 
1 13(1-48) 
8 
5 18(7-34) 
3 30(9-61) 


| | 
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第 2 表 (②) 


0.01-1.00 mm 


1.01-2.00 mm 


2.01-3.00 mm 3.01-4.00 mm 


中 数 比率 


比率 


1 


1 


1(0.3-4) 


21 51 (38-65) 
3 4(1-10) 


43 (36-49) 
7 (0.3-28) 
23 (16-32) 
43 (21-68) 
46 (35-58) 
6( 1-17) 
50( 3-97) 


23 (17-29) 


2(0.4-7) 
21( 6-47) 
15( 8-25) 
6( 1-17) 


34 
2 
3 
8 
2 


10( 2-21) 


20 (13-29) 31 (24-43) 


13 13( 8-21) 


1(0.4-4) 2(0.3-5) 


1 (0.1-6) 


31 27 ‘20-35) 


交尾 頻度 は 5 月 と に お いて 観 宗 数 に 対す る 3.7 で 最高 
を 示し , 次 いで 9 月 に お いて 8.2 2 の 交尾 が 認め られ 
た 。 

川本 (1954) は 広島 県 の 有 病 地 に お いて 2 月 に 交尾 の 
発現 し た こと を 報じ , 杉浦 (1981) は 山梨 県 の 棲息 地 に 
お ぉ いて 交尾 の 終 環 は 10 月 と 報告 し て いる 。 い ずれ に し て 
も , 本 邦 に お ける ミヤ イリ ガイ の 交尾 の 発現 期間 は 概ね 
3 一 9 月 (著者) な いし 2 一 10 月 (杉浦 ・ 川 本 ) で ある 
と いう 。 換言 すれ ば 気温 の 低下 し て いる 冬季 に は 交尾 は 
行わ れん な い 。 これ は お そら く は , 人 冬期 寒冷 時 に あつ て 
は , 内 は へ タ を 閉じ , 人 冬眠 不動 状態 と な る た めで あろ 

な お こと ゝ で 注目 すべ き は , 著者 の 観察 の 結果 は 7 月 に 
お いて は 何れ の 個所 に お いて ぁ も 全く 交尾 は 認め らち られ な か 
つた 。 著者 の 観察 期間 中 この 7 月 は 棲息 地 の 乾 燥 の 甚だ 
し か つた 時 で (その 間 1 回 の 降雨 が あつ た が , と これ は そ 
の 前 後 の 莉 天 の た め 棲 息 地 の 状況 に 殆ど 影響 を 及ぼ し 
て いな い ), この 時 は 後述 の 如く , 中 の 死 亡 素 も 最高 に 達 
し た 時 期 で あつ た 。 い ま か ゝ る 事情 を 考慮 し て 考え て み 
る と , と この 時 期 に は 中 自体 も 一 般 に 著しい 乾燥 状態 に お 
ち 和 信 り , し た が つて 大 多数 の 中 は 全く 活動 不能 の 状態 に 
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お ち 入 つて いた も の と 推定 され る 。 お そら く か > ゝ る 事情 
が と の 期間 に お ける 交尾 の 認め られ な か つた 主たる 原因 
で あろ 3 う 3。 


ミヤ イリ ガイ の 稚 具 発生 状況 


実験 地 6 ヵ月 の 中 , 双葉 町 , 三 珠 町 及び 身延 町 の 8 試 
験 地 は 観察 期間 を 通じ 殺 上 中 作業 等 人 為 が 全く 加え られ な 
か つた 。 一 方 竜 岡町 , 竜王 町 及び 白根 町 における 試験 地 
は 観察 期間 中 に 殺 中 作業 が 行わ れ た 。 

観察 方 法 と し て は 各 試 験 地 共 , 毎月 所 定 の 日 に 各 1 平 
方 串 内 の ミヤ イリ ガイ の 全部 を 採取 し 計測 し た 。 計測 終 
了 了 後 の 由 は 原則 と し て 採集 地 に 全 元 する よう に し た 。 

内 の 毅 長 の 区 分 は 1mm 毎 と し た 。 デ ー タ の 整理 に 
当っ つっ て は 毅 長 3 mm 以下 を 稚 具 と し て , 5mm 以下 を 
幼 若 員 と し て , それ 以上 を 成 熟 員 と し て 取扱 つた 。 

各 試 験 地 に お ける 各 月 の 採取 ミヤ イリ ガイ 数 を 殻 長 別 
に 表示 すれ ば 第 2 表 の ご と く で ある 。 第 3 表 は 第 2 表 よ 
り , 前 記 の 取扱 に し た が つて 稚 具 (83mm 以下 ) と 成 
内 (5mm 以上 ) と を 抽出 し , 各地 に お ける その 月 別 
数 お よび 比率 を 示し た も の で ある 。 い ま 右 の 表 に つき 稚 
具 の 発生 状況 を 非 殺 中 地区 と 殺 員 地区 と に 分 け て 以下 論 
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月 別 , 殻 長 別 ミヤ イリ ガイ 分 布 状況 
4.01-5.00 mm 5.01-6.00 mm 6.01-7.00 mm 7.01-8.00 mm 8.01 mm 以上 


20 14( 9-19) 5 8(1- の 12 8(5-13) 12 8(5-13) 1 1(0,;03-5) 
2 13(2-36) 3 20( 6-44) 3 20( 6-44) 6 40(10-51) 
14 16 (10-24) 11 13( 6-20) 16 18(12-27) 24 27(19-36) 1 1(0.1-5) 
14( 3-39) 2 14(3-39) 1 7(0.4-30) 
11( 5-21) 1 2(0.1-8) 5 9(4-18) 9 17(9-27) 
17( 9-30) 1 29 (15-54) 10 28(16-43) 1 3(0.1-13) 
1 
80 (34-99) 


2 100(22- ) 
1 4(0.2-17) 10 38(23-56) 15 58(40-74) 
6 15¢7-27) 7 17( 8-30) 2 5(1-15) 
19 . 24(16-33) 5 3 4(1-10) 5 46(2-13) 2 
2 2(0.3-5) $0.7-6) 43 36(28-43) 68 _ 56 (48-64) 2 20:8-5) 
6 5( 2-10) 37 31(24-39) 60 50(42-58) 
8 9( 5-16) 6: TCEAY 33 38 (29-47) 34 39(30-48) 2 2(0.4-7) 
136 32(29-36) 235 56 (51-60) 18 4(3-6) 
1 7 (0.4-32) 7 (0.4-32) 7 54(29-78) 4 31G1-57) 
7 32 39(30-48) 32 39(30-48) 2 {0;4-7) 
1 2(0.1-8) 2 (0.1-8) 21 35(25-46) 35 58(47-69) 2 3(0.6-10) 
2. 53530.2-30) 8 14( 7-23) 15 26(17-37) 30 52(40-63) 3 5(1-13) 
2 3(0.6-10) 23 38(28-49) 33 54(43-65) 
る 8 30(16-47) 13 48(31-67) 4 15(5-37) 
15 15(10-23) 2 2(0.4-6) 4 2 20,4-6) 


(信頼 限界 90 


第 3 表 月 別 ミ ヤ ャ イリ ガイ 稚 具 存在 状況 


三 珠 町 身延 町 岡町 竜王 町 白根 町 
(金剛 地 ) ( 科 鼻 ) ( 帯 金 ) ( 馬 居 ) ( 西 八 幡 ) (上 今 諏 訪 ) 
調査 年 月 成 稚 比 成 稚 比 成 稚 比 成 稚 比 成 稚 比 成 稚 比 
数 数 () 数 数 数 数 ( ) 数 数 数 ( ) 数 数 
9/57 102 14 13.7 
1/58 96 0 0 46 14 30.4 3 3100 
6/58 45 0 0 105 0 0 0 
9/58 33 0 0 40 0 0 10 0 0 15- 
10/58 5 40 800 22:7 15 19 126 12 44 366.7 


成員 は 5.01 mm 以上 の 生 上 中 , 稚内 と し て は 3.00 mm 以下 の 生 上 内 を 示し た . 比率 は 稚 具 / 成 具 
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第 4 表 月 別 ミ ャ ヤ イ リガ デ ガイ 死亡 状況 


調査 年 月 


9/57 
10/57 
11/57 
12/57 

1/58 

2/58 

3/58 

4/58 

5/58 

6/58 

7/58 

8/58 

9/58 
10/58 


1.3 116 


ずる こと と と する 。 
非 殺 地区 の 状況 
1. 双 攻 町 試験 地 に お ける 成績 : 観察 当初 の 1957 年 秋 


9 月 及び 10 月 に 多数 ( 約 10~132%) の 稚 具 が 認め られ , 
更に 11 月 及び 12 月 に も その 前 月 に 劣ら ちら ない 相 当 数 の 稚 忠 
の 存在 が 認め られ た 。 厳冬 期中 存在 は 認め られ な い が , 
58 年 4 月 及び 5 月 に 至り 再び 約 3 ~10% の 割合 で 検出 さ 
れ た 。 夏期 に は 之 は 認め られ ず 10 月 に 至 つ て は , 成 中 数 
は 急激 に 減少 し た 反面 稚 及 び 中 は 実に 全員 数 
の 90% 以 上 に 達し た 。 

2. 三 珠 町 試験 地 に お ける 成績 : 1957 年 10 月 お よび 11 
月 に あつ て 総員 数 の 約 18 一 212% に お いて 稚 具 の 存在 が 認 
め ら れ た 。 前 掲 1. と お ける と 同様 これ は 冬期 存在 は 全く 
認め られ な か つた が , 翌 58 年 8 月 中 旬 よ り 再 びそ の 存在 
( 約 6 %) が 認め られ た 。 と こ ゝ で も 又 5 一 6 月 の 候 に は 
之 は 認め られ ず 同 7 月 と に いた つて 再び 多数 認め られ る に 
至り , 特に 7 月 に は 成員 数 より 稚 中 数 の 方 が 多 か つ た 。 
な お , これ は 10 月 に も 多少 認め られ て いる 。 

8. 身延 町 試験 地 に お ける 成績 : 本 試験 地 に お いて は 
57 年 10 月 より 58 年 8 月 と に いた る まで は 引き 続き 稚内 が 認 
め ら れる が , と り わ け 10 月 に は 多数 ( 約 8826 う 認め られ て 
いる 。 こ の 身延 町 棲息 地 に お いて 注目 すべ きこ と と は , 厳 
冬期 の 1 一 2 月 に あつ て も ある 程度 の 稚 具 の 認め られ て 
いる と いう と と で ある 。 た だ こと ゝ で 稚 具 と は 帝 長 3 mm 


以下 の も の と 定め て ある の で , と の 場合 , これ ら の 稚 具 
は 10 一 11 月 発生 し た も の か , 1 一 2 月 の 冬期 に 発生 し た 
も の か は 分 明 で な い 。 お そら く 前 者 で あろ うこ と と が より 
妥当 性 を も つて 考え られ る と こと ろ で ある が ,。 と の 点 に つ 
いて は 更に 将来 の 検討 を 要する 。 

以上 3 カ所 の 棲息 地 の ミ ヤ イ リガ イ の 稚 具 の 存在 状況 
を 通 覧 する と , 何れ の 地区 に お いて も 9 一 10 月 の 候 に 
その 多数 の 存在 が 認め られ , さら に 4 月 な いし "月 の 修 
に その 存在 が 認め られ る 。 こ と の 事実 は 稚 具 が 認め られ た 
時 期 の や > ゝ 以前 に その 発生 が あつ た 事 を 意味 する も の で 
あり , し た が つて と れ ら の 地区 に あつ て は 稚 具 の 発生 は 。, 
季節 的 と は 2 話 性 を 示す も の と 考え て よさ そう で ある 。 

更に と こと こ ゝ に 興味 ある 事実 は , 以上 に より 推定 され た 稚 
由 の 多発 時 期 は 温暖 期 で ある 限り , 季節 の 如何 で な く , 
その 地域 内 に お いて 乾燥 状態 と あつ た 土地 に 通 水 の 開始 
され た 直後 及び それ が 落水 し た 直後 に よく 一 致す る と と 
で ある 。 

叉 , 第 2, 8 表 に 示す よう に , 秋期 に お ける 稚内 の 飲 
生 は 春期 の それ に 比 し 発生 率 が 一 般 に 高い 傾向 が 認め ら 
れる 。 

尚 身延 町 に お いて は , 前 述 せ る 如く , 58 年 3 月 , や > 
多数 の 稚内 が 認め られ た に も か ゝ わら ず , 同年 秋期 と は 
と れ は 極め て 少数 し か 認め られ な か つた 。 と これ は お そら 
く は 1958 年 7 月 の 尋常 乾燥 の 終 環 に 接し て 9 月 18 日 台風 
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非 区 実 施 地 区 
(金剛 ) ( 鼻 ) ( 帯 金 ) ( 馬 ) ( 幡 ) __( 上 今 ) 
| 採 死 採 死 死 死 死 死 死 死 
数 数 率 数 数 率 数 数 率 数 数 率 数 数 率 数 数 率 
0 6 5.5.'108 0.9 81 10 12.4 *108 96 88.9 *100 85 85.0 121 0 0 
6.67 04 4.8 128 36 28.1 324200 61.7 109 55 108 15 
6 10-15.6- 1 5.9 100 13 13.0 100 81 81.0 64 28 43.8 437.14 3.2 
65 16 24.6 58 8.6 63 20 31.8 69 25 36.2 *106 104 98.1 *92 79 85.0 
— 100 9 9.0 124 1.6 62 23 37.1 *70 70 100 145 140 96.6 126 43 34.1 
58 - 14105 1.9 23- 88 82 93.2 80 80 100 134 55.2 
36 52.2 49 65 37 56.9 92 90 97.8 98 40 40.8 
4 4 10.9 55 3.6 38 79.2 0 
3..4.3 47 6.4 4. 38.. 61 20 32.8 
* 中 実施 
) 
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第 4 図 各 試 験 地 の ミ ャ イリ 』 リ ガイ 稚内 存在 状況 


第 20 号 の た め 約 1 ヵ月 に 互 り , その 棒 息 地 に 50cm 以上 
の 洪水 が 続い た た め 交 尾 産 娘 が 著しく 抑圧 され た も の と 
も 思考 され る 。 

員 実施 地区 の 状況 

竜 岡町 , 竜王 町 及び の 8 試験 地 は 中 実施 
れ た 。 即ち 前 2 者 は 2 回 (57 年 10 月 及び 58 年 4 月 ), 後 者 
は 1 回 (58 年 4 月 ) 夫々 PCP-Na 及び 一 部 石灰 窒素 に 
依る 殺 員 が 実施 され , その 直後 に は 前 者 は 各回 85~100 
26, 後者 に お いて 85% の 死滅 が 認め られ た 。 い まこ と れ ら 
殺 員 実施 地区 に お ける 稚 具 の 検出 状況 を 略記 すれ ば 次 の 
如く で ある 。 

1. 竜 岡町 試験 地 に お ける 成績 : こ ゝ で は 殺 中 直後 の 
10 月 に 多 敷 ( 約 252%6) の 稚 具 が 見 出さ れ た が , その 人 後 58 
年 2 月 ( 殺 此 前 ) お よび 4 月 ( 殺 中 前 ) に も 少数 な が ら 
稚 具 が 見 られ た 。 以後 稚 具 は 全く 認め られ な か つた (9 
月 試験 地 流 失う 。 

2. 竜王 町 試験 地 に お ける 成績 : 57 年 殺 中 直後 の 10 月 
に きわ め て 多数 (成員 数 以上 ) う の 稚 具 が 認め られ , また 翌 
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年 9 一 10 月 に お いて も を も 同様 の 現象 が 認 
め ら れ て いる が , その 外 に , 2, 8 月 
期 に お いて も 相当 (12~5322) の 稚 
の 存在 が 認め られ て いる 。 が, 前 述 身 
町 の 事例 等 し く こ と これ ら が それ 以 
前 の 稚内 の 残存 冬眠 せ も る も の か , それ 
と も その 期間 に 真 に 発生 し た も の か こと 
の 調査 で は 明らか で な い 。 

8. 白根 町 試験 地 に お ける 成績 : とこ 
の 地区 に あつ て も 57 年 10 一 11 月 若干 の 
稚 具 が 認め られ て いる が , 前 記 身 延 町 
お ょ よび 竜王 町 の 場合 と 同じ く , 少数 な 
が ら 1 ユ 一 2 月 期 に 稚 具 が 認め られ て い 
る と と は 注目 に 価 す る 。 な お 4 月 殺 躍 
事業 実施 後 稚 貞 は 全く 検出 され て いな 
い 

以上 殺 実験 地区 に お ける の 存 
在 状 況 を 通 覧 し て 気がつく と と は , そ 
の 存在 の 全く 認め られ な か つた を 竜 岡町 
を 除い て , 竜王 町 , 白根 町 の 両 試験 地 
に あつ て は 共に 58 年 9 , 10 月 に 至り 極 
め て 多数 の 稚 具 発生 が 認め られ た と い 
うと と で ある 。 ま た と れ ら 灯 上 中 施行 地 
区 の 中 , 竜 岡町 の と これ を 除い た 他 の 2 
地区 に あつ て は , 殺 中 実施 後 の 1958 年 9 一 10 月 に お ける 
成員 に 対す る 稚 具 の 検出 率 の 高い と いう 事実 は , 双 攻 町 
を 除く 非 殺 躍 試験 地 の そ れ に 比 し て 殺 中 実施 地区 の 稚 忠 
発生 率 が か な り 高 い 傾 向 に ある と いう と と を 示 吹 する 。 
し か し 第 8 表 を 仔細 に 検 す る と , 双葉 町 を 除い た 非 殺 中 
地区 に お ける 同時 期 採取 の 成員 の 絶対 数 に 比 し て 殺 中 地 
区 の 成員 の 絶対 数 は か な り 小 さい 。 こ の と と を 考え 併せ 
る と , 同時 期 に お ける 稚内 の 検出 率 が 高 率 な の は , 果 し 
て その 発生 率 が 高 束 で あつ た の か , それ と も 産卵 後 の 生 
中 が その 後 死 亡 消 減 し た 事 に 起因 する も の か は に わか に 
明らか で な い 。 一 方 非 殺 只 地区 た る 双葉 町 に お ける 1958 
年 10 月 の 稚 具 検出 率 も 上 記 2 殺 具 地区 の 同期 の それ と 同 
様 高 素 で ある 。 思 うに と の 地区 は , 同年 ソー8 月 に お い 
て 多数 の 成 具 が 死滅 し た た め ,。 とこ の 地区 の 成 具 の 検出 率 
密度 が 僅少 だ つた も の と 考え られ る 。 し か し ,。 この 双葉 
町 地区 に あつ て は , も し 成 具 の 死亡 が 異常 乾燥 に よる も 
の で ある と すれ ば , 同時 に 乾燥 以前 に 産出 な いし 発生 し 
た その 卵 お よび 稚 具 も 同時 に 死亡 する 竹 で ある 。 だ と す 
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れ ば , 同 所 と に お ける 高 率 な る 稚 具 の 検出 は その ま > 稚 只 
の 発生 率 が 高 か つ た 事 を 示唆 する も の と 見 て 差 表 え な い 
で あろ う 。 ま た この 事実 を 殺 上 中 実施 地 区 の 同時 期 に お け 
る 稚 具 の 高 率 な 事 に 対比 し て みる と こと の 両者 の 場合 と 共 
に , 成員 の 個体 群 密 度 の 低下 に 一 致し て 稚 具 の 検出 率 が 
高 率 に 見 出さ れ て いる 。 こ の 事 は その 原因 が 何たる か は 
別 と し て , 或 は 一 般 に 何等 か の 原因 と より 成員 の 存在 密 
度 が 低下 せしめ られ る と 稚 具 の 発生 率 が 高まる と いう こと 
と を 示唆 し て いる も の で も あろ うか 。 


ミヤ イリ ガイ の 成長 速度 


ミヤ イリ ガイ の 成長 速度 を 知る た め , 前 章 で 述べ た よ 
うに 各 試 験 地 共 毎月 一 定 の 日 に 1 平方 呈 内 の ミヤ イ リガ 
イ の すべ て を 採集 し , 実験 室 に 持ち 帰 つ て 計測 し 自然 柱 
境 下 に お ける 成長 速度 を 検 し た 。 計測 は 0.01mm の マイ 
クロ メー ター に 信 , を 測り , 且つ も 併せ 
て 測定 し , その デー ター を 基礎 と し て 稚 具 の 成長 速度 を 
推測 し て みた 。 な お 計測 終了 後 の ミ ヤ イ リガ イ は 原則 と 
し て 昌 位 置 に 居 元 する よう に し た 。 

発生 稚 具 の 成長 速度 を 推定 する た め , 双葉 町 , 三 珠 町 
及び 身延 町 の 8 試験 地 の ミ ヤ イ リガ イ に つい て , 特に 多 
数 の 稚 具 の 認め 始め られ た 時 期 及 びそ の 後 の 5 一 6 カ 
月 後に お ける 殻 長 別 の 各 毅 長 内 の 頻度 曲線 を 作成 し て 
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みた 。 第 5 図 が を それ で ある 。 い ま と の 図 を 基 と し て 秋期 
及び 春期 発生 稚 具 の 成長 率 を 推測 し て みれ ば 次 の 如く で 
ある 。 

秋期 発生 稚 の 成長 速度 

1. 双 薄 町 試験 地 に お ける 成績 : 第 5 図 a は 双葉 町 に 
お ける 1957 年 10 月 お よび 翌 58 年 8 月 に お ける 吉 長 別 只 の 
頻度 曲線 で ある 。 こ の 場合 こと は 10 月 に は 3 用 4 mm の 
と と ろ お よび 6 mm の と こと ころ に 存する 発育 頻度 曲線 の 峰 
は , 翌年 3 月 に は 消滅 し , 之 に 代 つ て 6 mm 及び "mm. 
の 所 に その 峰 が 移行 し て いる 。 と この と と は 3 一 4 mm. 
(平均 3.5mm) の 頻度 の 山 が 概ね 6 な いし 6.5mm の 
頻度 の 峰 に 移行 し た こと を 意味 する 。 こ と これ は 10 月 か ら 3 
月 に いた る 5 ヵ月 間 に 3 mm 以上 の 稚内 は 平均 約 3 mm 
の 成長 を 示し た こと こと と な る 。 即ち 1 ヵ月 の 成長 速度 は り . 
( 0.6 う ) mm と 推定 され る 。 

2。 三 珠 町 試験 地 に お ける 成績 : 同様 に と し て 三 珠 町 の 
それ は 第 5 図 b と 示す よう に , 10 月 に 多数 検出 され た 稚 : 
うち 8 mm の も の は 58 年 4 月 中 旬 ま で に は ほぼ 5 
mm の 上 殻 長 に 達し た と 認め られ , その 速度 は 5 ヵ月 間 に 
平均 2 mm, 従っ つて 1 カ ヵ月 の 成長 速度 は 約 0.4mm と 挫 
定 さ れる 。 

83. 身延 町 試験 地 に お ける 成績 : 叉 , 身延 町 の それ は 
第 5 図 c と に 示す よう に 10 月 に 発生 の 稚内 の 中 , 毅 長 2 mm 

の も の は 翌年 4 月 に は 約 6 mm に まで 
成長 し た と 思わ れる 。 し た が つて 該 試 
験 地 に お ける 成績 速度 は 5 ヵ月 間 に 約 
4 mm, 月 平均 0.8 mm と 推定 する と 
と が 出来 る 。 

いま 以上 を 概括 する に , 秋期 発生 の - 


ミヤ イリ ケイ は 成 達する に 概ね 4 
ー5 ヶ 月 を 要する こと こと と な り ,。 その 問 
2~ 3 mm に まで 成長 し た 由 それ 以 
後 の 成長 速度 は 概ね 月 間 平 均 約 0.5~- 
1mm と みて 大 過 な いで あろ う 。 
以上 の 結果 を 通 覧 する に , 身延 町 の . 
の 成長 は 月 平均 約 1 mm で , 他 
の 3 地区 (双葉 町 0.7~ 0.8 mm, 
珠 町 0.5 mm) の それ に 比 し 征 大 き 
い 。 こ の 原因 と し て は 例え ば 棲息 地 に 
お ける ミヤ イリ ガイ の 食餌 の 種類 , 量 
お よび 上 由 その も の の 個体 群 秘 度 を る も 無 


第 5 図 各 試 験 地 の ミ ャ イリ ガイ 生育 状況 


視 す る こと は 出来 な い が , 春 一 夏期 に . 
お ける 8 試験 地 に お ける 上 貝 の 成長 速度 - 
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(後述 ) を 勘案 する に , 身延 町 は 8 試験 地 の 中 , 特に 離れ 
て 南部 に 位置 し 最も 温暖 の 状態 (平均 気温 と し て 約 3 “C 
高い ) に お か れ て お り , 又 他 地区 に 比 し て より 湿潤 し て 
いる 傾向 に ある 。 か ゝ る 事情 も 赤 ミ ヤ イ リガ イ の 活動 , 
無 食 に 有利 と な つた 結果 , これ が その 成長 に 影響 し て い 
. る の で は ある まい か 。 

b 春 , 夏期 発生 稚 具 の 成長 速度 

1. 双 工 町 試験 地 に お ける 成績 : 第 5 図 d に 示す ご ど ごと 
く ,。 1958 年 4 月 に は 4 mm 及び 6mm の と と ろ に 存 し レ 
. た 頻度 曲線 の 峰 が , 6 月 に は 4 mm の 降 が 消滅 し 6 mm 
の と と ろ に 移行 し て いる 。 即ち 4 mm の 上 貝 は 8 ヵ月 後に 
: は 6 mm に 達し た こと と な り 1 ヵ月 の 平均 成長 速度 は 約 
1 mm と 推定 され る 。 

2. 三 珠 町 試験 地 に お ける 成績 : 同様 に 三 珠 町 (第 5 
図 e9 に お いて は ? 月 期 2 mm と お ょ よび, 8 mm (平均 2.5 
mm) の それ が 10 月 に 6 mm の 峰 に 移行 する 。 即ち 3 カ 
月 間 に 平 均 2.5mm の 上 貝 が 6 mm に 成長 し た こと と な り 
ユカ ヵ月 の 平均 成長 速度 は 約 1.2mm と 考え られ る 。 


| 

| 
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8.。 身延 町 試験 地 に お ける 成績 : 第 5 図 f に 示す ご と 
く , 8 月 に お いて 2 mm お よび 6 mm に 見 られ た 頻度 曲 
線 の 峰 は 6 月 に な る と 6 mm の 峰 に 集約 され る 。 と これ ょ 
り 2 mm の 上 貝 の 6 mm に 成長 する に 8 ヵ月 を 要 し た も の 
と 考え られ , この 1 ケ月 の 平均 成長 速度 は 約 1.3mm と 
推定 され る 。 

以上 を 要する に 春 , 夏期 発生 の ミヤ イリ ガイ は 成熟 に 
達する に 8~4 カ ヵ月 を 要 し , その 1 ヵ月 の 平均 成長 速度 
は 約 1ー 1.5mm と み ら れ る 。 

McMullen (1951) は 夏期 山梨 県 の 自然 和 棲息 地 に お け 
る ミヤ イリ ガイ の 成長 速度 は 毎月 約 1.5mm で あつ た と 
報じ , 筆者 ちら (1958) は 実験 室 及 び 野 外 に お いて 5 月 ょ 
り 9 月 に か け て 実験 的 に 之 を 検 し た が 約 80 日 (月 間 平 均 
成長 速度 1.7mm) を 要 し た と と を 認め た が , これ ら の 
結果 と 本 観測 の 夏期 に お ける それ と は 大 体 に お いて 一 致 
TN 

和尚 。 本 観測 に ょ る 秋期 発生 の 稚 具 の 成長 速度 と 春 , 夏 
期 発生 の それ を 比較 する に , 両者 の 間 に 倍 近い 成長 速度 
の 差 が 認め られ る 。 こ と れ は 11 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 に 至る 
間 ミ ヤ イ リガ イ は 冬眠 状態 と な り , 活動 は 著しく 衰退 あ 
る い は 全く 停止 し この た め 発 育 に 必要 な 食餌 の 摂取 が 行 
い 得 ず , その た め 生 長 が 阻害 され る も の と 解 さ れる 。 


ミヤ イリ ガイ の 死亡 状況 

ミヤ イリ ガイ の 自然 死亡 状況 の 調査 に 当 つ て は 上 述 の 
各 試 験 地 の 内 , 期間 中 を 行わ な か つた 葉 町 , 
町 及び 身延 町 に お いて 各 月 の 生 上 躍 数 調査 時 , 死 貞 を も 億 
せ て 採集 し た 。 な お ぉ 殺 上 内 を 行っ た 8 地区 と つい て も を も 念 の 
た め 死 亡 貞 に つい て 調査 を 行っ た 。 第 4 表 は 該 調査 の 結 
果 各 月 の 採集 由 数 に 対す る 死亡 中 数 の 百分比 を 示し た も 
の , 第 6 図 は 右 3 地区 の 上 中 の 死亡 比率 を 
902% の 信頼 限界 と に お ぉ お いて 図示 し た も の , 
第 5 表 及び 第 7 図 は 之 を 別に 示し た 
も の で ある 。 

1.。 鐘 期 より 春期 に お ける 死亡 状況 : 
試験 を 開始 し た 10 月 中 に お ける 採取 総 由 
に 対す る 死 具 の 比率 は 各地 共 5 以下 
で , 各 試 験 地 の 間 に 大 き な 相 異 は 認め ら 
れ な か つた が , 11 月 頃 か ら 痢 次 死 貞 の 比 
率 は 上 昇 す る と 共に , 地域 に よる その 比 
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第 7 図 双葉 町 , 三 珠 町 iw よび 身延 町 た 所 ける 月 別 , 


殻 長 別 ミヤ イリ ガイ 死亡 状況 


1 
率 の 差 が 生じ て いる 。 
すなわち , 双葉 町 と お いて は , 2 月 ま 


で は し ら も 死 の 比率 は 10%% 以 下 
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34 年 8 月 


5 表 月 別 ミヤ イリ ダイ 死亡 状況 


1.01-3.00 mm 3.01-5.00 mm 5.01-7.00 mm 7.01 mm 以上 ・ 


調査 年 月 

9/57 14 0 0 133 0 0 100 0 0 < 0 0 
10/57 63 2 3 264 2 8 166 2 1 42 4 10 
11/57 15 1 7 112 2 2 143 14 19 28 0 0 
12/57 12 0 0 146 2 1 158 11 で 54 7 13 
1/58 24 10 40 84 5 6 219 15 7 33 7 21 
2/58 11 0 0 84 5 6 196 36 18 30 6 20 
3/58 29 6 21 83 5 6 126 14 11 45 5 1i 
4/58 14 13 93 34 10 29 122 20 16 24 6 24 
6/58 1 2 100 21 6 30 208 20 10 69 5 4 
7/58 24 1 8 63 16 25 123 39 32 25 6 24 
8/58 5 0 0 21 5 24 98 50 49 33 2 6 
9/58 4 0 0 50 4 8 29 2 7 
10/58 50 3 6 104 8 8 50 19 36 46 [4 15 
6 1924 519 61 12 


に 止ま つて いた が , 8 月 15.626, 4 月 に 約 234% と 最高 を 
示し 以後 低下 し た 。 一 方 身延 町 と お いて は , 11 月 に 既に 
約 12%, 1 月 に 8826, 2 月 に 28% と 極め て 高い 比率 に お 
いて 死 具 が 認め られ た 。 

三 珠 町 は 他 の 2 試験 地 に 比 し 死 具 の 比率 は 低 率 で 最高 
死 員 の 比率 は 4 月 に お いて 僅か に 約 8 に すぎ ず , 以後 
急激 に 低下 し た 。 

し か し , 以上 に 示さ れ た 総 生 中 数 に 対す る 死 具 の 比率 
は 必ず し も 上 貝 の 死亡 率 そ の も の を 示し て いる も の で は な 
い 。 何と な れ ば 理論 的 に は 一 応 右 の 死 貞 の 比率 は 死 中 数 
の 累 積 を 現 わ し て いる も の と 見 られ る 。 と は 云え ,。 また 
それ が 必ず し も その 正確 な 累積 を 示す も の と は 云い 吾 
い 。 何と な れ ば , 生 由 は, 大 体 に お いて (その 行動 半径 
が 小 な る 故に ) その 調査 区 域 を 離れ ず 存 在 す る の に 比 し 
て , 死 由 は 例え ば 降雨 の 結果 等 に より ,。 ある い は 他 動 
的 に 移動 せしめ られ , ある い は 土 中 に 埋没 され る 等 の た 
め 当 該 地 域 か ら あ る 程度 消 減 し うる こと も あり 得る か ら 
で ある 。 一 方 員 を 行 つ た 地区 に お いて , 殺 上 中 施行 直後 
の 死 具 の 比率 を 見 る に , その 値 は 各地 と も 85~ 100% に 
達し て お り 。 と の 事 は , 以上 に 人 述べ た 事情 に も 拘ら ず , 
死 貞 の 比率 の 大 小 は , 少な く と も 或 る 程度 まで , 調査 時 
期 に 近接 する それ 以前 の 時 期 に お いて 上 貝 の 死亡 率 の 高 か 
つた 事 を 示 唆 する 。 

10 一 4 月 の 間 , 試験 地 か ら 死 具 が 散逸 する 流水 或 は 雨水 
の 見 られ な か つた 双葉 町 と お いて は , 前 月 と の 死 具 の 素 
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の 差 を も つて 大 略 そ の 月 間 に お ける 死亡 率 と 見 館 し て も 
支障 な いよ う で ある 。 と これ に ょ より 推測 する に 該 地 区 に お 
ける 冬 一 春期 間 の 死 具 の 比率 差 は 各 月 6 ~102% と な る 。 
同様 に 三 珠 町 と あつ て は 各 月 1~ 8 22 と 推測 され る 。 と 
すれ ば , これ ら の 比率 を も つて , 大 体 月 間 の 中 の 死亡 率 

と 見 人 芝 し て 人 ほ く 大 差 な いも の と 考え られ る 。 

ーー 方 身延 町 と あつ て は 1 月 の 死亡 比率 88 に 対し , 2 
月 お よび 8 月 の それ より は 夫々 と , こと この間 若 
王 の 低下 が られ る 。 と これ は 前 述 の ご と く 土 質 が 極め て 
疎 で あぁ る た め , 降雨 の 結果 或 は 章 結 と 溶解 の 繰返し 等 に 
ょ り 死 具 が 地 中 に 埋没 し た た め と 思わ れる 。 し か し 12 月 
と 1 月 に お ける , 又 2 月 と 8 月 に お ける 死亡 比率 の 差 は 
大 略 10 一 20% を 示し て いる 。 

以上 に ょ り 冬 期 か ら 春 期 に か け て の 上 貝 の 自然 死亡 状況 
は 一 般 に その 死亡 比率 は 必ず し ゃ も 著 明 と は 見 られ な いと 
同時 に , その 調査 地区 に ょ り そ の 差 が 著しい 特徴 が 看 取 
され る 。 

2. 夏期 と お ける 死亡 状況 : 双葉 町 と お いて は 5 月 9 
2%, 6 月 16 2%, 7 月 に 52 % と 死 具 の 比率 は 特に 7 月 に 
お いて 急増 し , 8 月 に 至 つ て は 却 つ て 10% と 減少 し た 。 
身延 町 に お いて も 同様 , 5 月 87%, 6 月 17%, 7 月 22% 
の 死亡 の 比率 が 認め られ た が , 8 月 に 至り 822% に 急増 し 
た 。 然るに 三 町 と お いて は 5 一 ? 月 間 何 れ も 22, 8 
月 4 2%, 9 月 6 の 死亡 に 止ま っ つて いる 。 

前 項 で 述べ た 如く , これ ら は 何れ も 理論 的 に は 死亡 の 
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泉 積 で ある 点 を 考慮 し な けれ ば ぽ ば なら な い が , 仮り に 死 上 中 
の 散逸 が 行わ れ な か つた と し て も , 双葉 町 と お いて 最高 
月 間 約 30%, 身延 町 と お いて 最高 60 の 死 具 の 生じ た こと 
と と な る 。 三 珠 町 と お いて は 逆 に 前 月 の 死 貞 の すべ て が 
散逸 し た と 仮定 し て も その 死亡 は 2 一 6 用 に し か な ら な 
い 。 

前 述 の 如く 58 年 に お いて は 殊 に 5 一 8 月 の 雨量 は 極め 
て 少な く て "月 に 雨量 の 多い は 台風 第 11 号 の 通過 時 の そ 
れ の た め ), 所 調 異 常 乾燥 が 訪れ た 。 双葉 町 の 7 月 に お け 
る 成績 お よび 身延 町 の 8 月 に お ける それ は こと の 乾燥 の 影 
哲 を 著しく 被っ つた も の と 解せ られ る 。 一 方 三 珠 町 と お い 
て は 水田 え の 引 水 と , 立地 条件 の その も の が 低 湿 地 に 位 
置 し た た め 棲 和 師 地 の 湿潤 が よく 保 た れ 得 た た め , と この間 
に お ける 上 貝 の 死亡 が 低 率 に 止ま つた も の と 解せ られ る 。 

3.。 殺 員 実施 地区 の 死亡 状況 : 竜 岡町 と お いて は 5 月 
殺 上 中 が 実施 され ,。 その 直後 の 5 月 の 調査 地 に は 1002% 近 
く が 死 減 し て いた 。 し か し 6 月 調査 時 に は 932%, ? 月 の 
それ に あつ て は 死 具 の 比率 は 却 つ て 56 に まで 減少 し て 
いる 。 以後 再び 上 昇 し 8 , 9 月 に は それ ぞ れ 80% の 死亡 
内 が 認め られ て いる 。 6 月 に お ける 死 具 の 比率 より で? 々 月 
の それ が 低下 し て いる と と は , その 間 台 風 通 過 が あり , そ 
の 結果 溢水 等 の た め 死 具 の 若干 の 散逸 が あつ た も の と 想 
像 され る 。 後 は か る 特別 な の 存在 は ら れず, 
し た が つて , 7 , 8 月 両 期間 に お ぉ ける 死 由 比率 の 差 , 約 20 
は , と これ を 大 体 月 間 の 最高 死亡 比率 と 見 條 し て 差 支 えな 
いで あろ 3 う 。 又 竜王 町 と お いて は 4 月 殺 上 中 が 実施 され , 
之 も その 直後 の 調査 時 (4 月 に は 1002% 近 く 貝 が 死亡 
し て いた の が 認め られ た 。 5 一 Y 月 に お いて も 死 具 の 比 
率 は ほ く 100 で あつ た 。 し か る に 8 月 に あつ て は , こと 
れ は 5822, 9 月 に お いて は 82 と 却 つ て 減少 を 示し 10 月 
に は 1 2 と 激減 し て いる 。 竜王 町 試験 地 は 8 月 以降 展 々 
が 流入 し , この た め に 死 の 流出 が 可能 で あつ た 
と 同時 に と に, か ゝ る 滋 水 の 流 入 に こと よ つて また 調査 地区 内 
に 生 由 の 移入 が 考え られ , お そら くそ れ ら の 結果 が 如 上 
の 区 具 比率 の 変動 を 招来 し た も の で あろ 3 う 。 白根 町 に お 
いて は 4 月 の 殺 員 に より 約 85% の 死亡 内 が 認め られ 以 
後 7 月 に 至る 間 に は こと の 比率 は 40~50% に 式 少 し て い 


・ た 。 8 月 に は 死 具 は 認め られ ず , 9 月 826, 10 月 16%2 と 


滝 増 し て いる 。 該 地区 に お ける 死 具 比率 の か ゝ る 変動 も 
赤 前 述 竜 王 町 の 場合 と 同様 に し て 説明 し 得 ち られ る 。 

以上 殺 中 実施 地区 の 状況 を 通 覧 する と , 殺 員 剤 (て この 
場合 は PCP-Na に よる ) の 撤 布 直後 の 調査 に と あつ て 
は , その 何れ の 地区 に お いて も 約 85~ 100% の 高い 比率 
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"に お いて 死 具 が 検出 され て いる 。 か ゝ る 高 率 と お ける 死 


内 の 検出 は , 当然 殺 上 中 施行 の 結果 と 考え られ る 。 換言 す 
れ ば , この 成績 は 殺 上 中 施行 が 只 個 体 群 の 急激 な る 減少 の 
た め に は 著しく 有効 な 手段 で ある る と と を 示す 。 

4.。 殻 長 別 死亡 状況 : これ は 第 5 表 及 び 第 7 図 に 示す 
ど ご と く で ある 。 と こく ゝ で 注意 すべ き と と は , 稚 具 (3 mm 
以下 ) に つい て は 1 月 及び 4 月 に お いて その 死亡 の 比率 
が 著しく 高 事 で ある とこ と で あり , また 成員 に 関し て は 8 
月 に その 比率 の 山 が か な り 高 く な つて いる と と で ある 。 


原因 が は た し て 何 に ある か は 充分 明らか で な い 。 


叉 衣 長 別 各 級 間 に お ける 採取 数 に 対す る 死 具 の 比率 
を 見 る に , すなわち 2.00mm 以下 の 稚 具 は 総数 に 対し 45 
26 が , 2 ~ 8 mm の 稚 具 で は 総数 に 対す る 11%% が , 8 ~ 
5 mm の 幼 若 員 に あつ て は 6 2。 5 ~ Ymm の 上 由 で は 14 
296, て mm 以上 の 上 由 で は 12% の 死亡 が 認め られ た 。 以 上 
の 上 貝 で は 122%6 の 死亡 が 認め られ た 。 以 上 の 数 字 を 基礎 に 
計算 する と 稚 の 以来 5 mm 以上 の に 達する 
に 上 述 の 如き 自然 民 境 下 に お いて 約 60% が 死亡 し た と 推 
測 さ れる 。 


ミヤ イリ ガイ の 個体 群 の 消長 に 関す る 考察 


以上 , 自然 棲息 地 に お ける ミヤ イリ ガイ の 稚 中 発生 状 
況 。 その 発育 速度 お よび 死亡 状況 に つき 述べ て 来 た が , 
し か ら ば 棲息 地内 に お ける 上 貝 個体 群 の 増減 (消長 ) は ど 
う で あろ うか と いう と と を 知る た め に , 既 掲 の 各 試 験 地 
に お いて 既 述 の ご と く 夫 々 1 平方 内 に 棲息 する ミヤ イ 
リガ イ の 生 上 中 を 月 1 回 採取 した 成績 (第 2 表 ) か ら 観 察 
当初 の 生 躍 数 に 対す る その 後 の 各 月 の 生 上 中 数 の 比率 を 第 
6 表 に まとめ , その 結果 か ら 次 の 諸 頃 目 た に つい て 考察 を 
加え て みた 。 

1. 非 殺 中 地区 の 状況 : 双葉 町 に お いて は 1957 年 9 月 
の 採取 生 忠 数 を 100 と し た と き , 同 10 月 に その 45%, 11 
月 40 と 半数 以下 に 分 布 比率 が 低下 し , 更に 1958 年 7 月 
以降 9 月 ま で に 13~14% と 最低 を 示し た 。 10 月 再び 増加 
し 当初 に 対す る 41% に 達し た 。 三 珠 町 に お いて は 同様 55 
年 9 月 に 対し 58 年 10 月 に お いて は その 162% に 低下 し た 。 
身延 町 に お いて は 57 年 10 月 に 対 し 58 年 10 月 に は その 538 
で あり , その 間 の 分 布 密 度 の 最低 は 58 年 8 月 に お いて 当 
初 に 対す る 9 まで 低下 し た 。 

以上 何れ も 前 年 同期 に 対し 分 布 密 度 は 50% 或 は それ 以 
下 に 低下 し て いる . 

2. 殺 上 中 実施 地区 の 状況 : 竜 岡町 に お いて は 57 年 10 月 
殺 具 が 実施 され , 11 月 に 採取 され た 生 上 貝 は 調査 当初 (10 
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昭和 34 年 8 月 (1959)] 


第 6 表 各 試 験 地 に 3 拓 ける ミヤ ャ イリ アガ デ イ 増減 状況 


身延 町 


双葉 町 三 町 
( 金 ) 


(金山 ) ( 鼻 ) 


意 岡 町 意 町 根 町 
上 今 諏 訪 ) 


( 馬 ) ( 幡 ) 


集 する 比率 
(%) 


当初 に 対 
する 比率 


採 当初 に 対 
する 比率 
(%) 


採 当初 に 対 。 採 当初 に 対 
集 する 比率 集 する 比率 集 
数 (%) 数 _ 


調査 年 月 採 当初 に 対 - 


100 
10 


月 , 殺 上 中 前 ) に 対す る 1126 に , 1 月 に は 7 2% に まで 低下 
し た 。 更に 58 年 5 月 殺 上 貝 が 実施 され 5 月 の 調査 で は 生 具 
な く , 6 月 5%, "7 月 25%, 8, 9 月 1022 (何れ も 当初 
に 対し ) と な つて いる (9 月末 試験 地 流 失う 。 竜 主 町 に お 
いて は 57 年 10 月 お よび 58 年 4 月 殺 上 中 が 実施 され た 。5"7 年 
10 月 の 分 布 密度 に 対し , 11 月 10%, 以後 4 月 1%, 5 月 
8 2, 6 月 に は 生 上 中 見 られ ず , 7 月 1% と 激減 し た 。 し レ 
か る に 10 月 期 に は 急増 し , 当初 に 対す る 53% に 達し た 。 
白根 町 に お いて は 4 月 殺 上 内 が 行わ れ , 同月 の 生 具 の 分 布 
密度 は 当初 C57 年 11 月 ) に 対す る 10%% に ま で 低下 し た 
が , 翌 5 月 か ら 8 月 に 至る 間 当 初 に 対す る 50~60% の 比 
率 で 生 認め られ , 更に 10 月 に 至り 生 昇 し に 
し た 。 竜王 町 , 白根 町 の 58 年 10 月 の 分 布 比 率 の 上 昇 は 何 
れる も 稚内 の 発現 に ょ る も の で ある (第 3 表 参 照 )。 

と こと に 注意 すべ きこ と と の 第 1 は, すなわち 本 調査 期間 
中 に あつ て は , 何れ の 調査 区 域 に お いて も , 具 の 個体 群 
密度 は 10 月 より 翌年 の 10 月 に 至る 約 1 ヵ年 間 に 何 れ も 約 
50% 以 下 の 江 少 を 示し て いる と いう と と で ある 。 い まそ 
の 原因 を 考え る に , 1958 年 度 は 調査 区 域 は 同年 イー8 月 
に お いて 異常 の 著 燥 に 遭遇 し た 結果 , この 時 期 に 閉 し る 
由 の 死 減 を 見 た と と が , その 因 を 為 し て いる と 推定 出来 
ょ う 。 し た が つて 本 調査 の と の 結果 を 以 て 直ちに 例年 の 
その 推移 を 類推 する と こと は 危険 で ある 。 


さら に 第 2 に 注意 すべ き は , 例え ば 竜王 町 と に と おけ る, 
或 は 身延 町 に お ける 如く , 年 間 を 通じ て 見 た と き 一 時 は 
10%, 基 だ し き は 1 2 に まで 上 貝 の 分 布 比率 が 低下 する に 
も か か わら ず , これ が 結局 は 50 に まで 復元 する 事実 で 
ある 。 こ と の 場合 何れ た あつ て も その 個体 群 が 再び ぴ 502 に 
復元 し た 時 期 に お ける 上 貝 の 殆 ん ど 大 部 分 は 稚 貞 で あつ な だ 
と と , お ょ び 該 地区 に あつ て は 稚 具 の 外部 か ら の 移入 は 
その 了 時期 と に あつ て は 考え られ な いと と ょ りす れ ば ,。 か か 
る 個体 群 の 増加 は , 当該 地区 内 で の 増加 で ある と と は ほほ 
明らか で ある 。 その 原因 が 果して 残余 の 生 産婦 
数 の 増大 に 信 j る も の か 否 か は 不明 で ある が , 一 般 的 に 自 
然 は 人 為 条件 に ょ より ミヤ イリ ガイ の 個体 群 が 
少 を 余儀 な くさ れ た 場合 。 その 条件 が 除去 され た 時 , 之 
は 急速 に 復元 する 反面 これら の 影響 を 受け な か つた 楼 
息 地 に お ける 多 殖 は 比較 的 緩慢 で ある 傾向 が 認め らち れる 
( 稚 具 発生 状況 の 項 参照 〉 の は 興味 ある こと で ある 。 


自然 息 地 に お ける ミヤ イリ ガイ の , 成長 , 死 減 
お よび と れ ら の 結果 に 基づく 個体 群 密 度 の 推移 を 知る た 
め に 1957 年 9 月 か ら 58 年 10 月 に いた る 約 1 ヵ年 の 間 山 梨 
県 候 の 中 双葉 町 , 三 珠 町 , 身延 町 (以上 非 殺 地 
区 ), 竜 岡町 , 竜王 町 お よび 白根 町 (以上 殺 員 実施 地区 ) 
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に お いて 観察 を 行い 次 の 知見 を 得 た 。 

1. 交尾 の 発現 は 3 一 9 月 で あり , その 頻度 は 5 月 に 
最高 を 示し , 9 月 こと これ に 次 い だ 。 7 月 全く 交尾 の 認め ら 
れ な か つた の は 棲 委 地 の 乾燥 に 依る も の と 解 さ れる 。 

2. 稚 具 の 発生 に は 季節 的 に は 2 峰 性 が 認め られ , そ 
の 時 期 は , 乾燥 状態 に こち あつ た 土地 に 通 水 の 開 始 さ れ た 直 
後 お よび それ が 落水 され た 直後 に よく 一 致す る 。 

8&. 秋期 の 稚 上 中 発生 率 は 他 の 時 期 の それ に 比 し 一 般 に 
高い 傾向 が 認め られ る 。 

4. 秋期 発生 の ミヤ イリ ガイ は 成熟 に 達する まで に 大 
略 4ー5 カ 月 を 要 し その 成長 速度 は 毎月 0.5~ 1 mm で 
あり , 春 , 夏期 発生 の それ は 成 競 に 達する に 大 略 8 ヵ月 
を 要する 。 そ の 成長 速度 は 毎月 1 ~1.5 mm で ある 。 

5. 冬 一 春期 の 自然 死亡 率 の 最高 は 10~20 で ある と 
推定 され た 。 

6. 夏期 罰 常 乾燥 に よ ょ る 死亡 率 は 同期 間 中 総 貞 の 大 約 
852% に 及ぶ も の と 推定 され た 。 

一 般 的 に 自然 人 で その 個体 群 密度 が 
減少 され た 場合 , その 条件 の 除去 され た 時 , 稚 具 の 発生 
率 も 増加 し , 復元 が 急速 に と 行わ れ よ うと する 傾向 が 認め 
られ た 。 


稿 を 終え る に 臨み 終始 用 切 な 御 指導 と 有益 な 御 批判 を 
賜 つ た 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 長 小 宮 義 孝博 士 及び 
調査 に 協力 を 賜 つ た 山梨 県 立 医 学研 究 所 中 島 進 一 技師 に 
満 腕 の 謝意 を 表す る 。 佑 本 研究 費 の 一 部 は 千代 田 生命 保 
険 相互 会 社 社会 厚生 助成 人 金 に 依っ つた を 。 記 し て 許 意 を 表す 
る 。 
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Summary 


The survey of the population dynamics of the 
Oncomelania nosophora, the vector snail of Schisto- 
soma japonicum, was made at 6 different habitats 
of the snail. And the results were the followings. 

1. Copulation of snails were recognized from 
March to September, with the highest incidence 
in May and September. No copulation was found 
in July, owing to the extraordinary dessication of 
their habitats. 

2, The appearance of the offsprings is found 
seasonally twice a year, which differed as the 
condition was different. During the autumn it i§ 
revealed that they were recognized rather in 
higher density. 

3. To reach adult it takes about five to six 
months in autumn and about three months in 
spring. 

4. During the period of winter and spring its 
death rate is censidered to be ca. 10 to 20%. 

5. Owing to unusual dryness in summer during 
observation its death rate attained to ca. 85% at 
that time. 

6. The general tendency of the population 
dynamics was discussed. 
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まえ が き 


個体 の 抵抗 力 の 相違 及び その 寄生 濃度 の 差 に より , 人 
体 の 受け る 影響 は , 釣 虫 感染 と にょ り 区 々 で ある が , 各 
血 , 肝 (岩田 らち, 1954), (宮川 1983), 下 肢 浮 
腫 (石原 ら , 1952 ; 森永 , 1954 う など, その他 種 々 の 自 他 
覚 症状 (小宮 ら , 1952 ; 石崎 ちら, 1955 : 山崎 , 1955 : 石 
原 ら , 1952) が 出現 する 。 自 律 神経 機 能 は , 生体 の 内 分 
泌 臓 器 及 び 種 々 の 器官 と 密接 な 関係 に あつ て , 釣 虫 感染 
の 程度 に より , 単なる 釣 虫 保有 者 に お いて も , 多かれ 少 
な か れ 自 律 神経 平衡 状態 に 影響 を 及ば す も の と 推測 され 
る 。 自律 神経 平衡 状態 は 身体 的 の みな ら ず , その 精神 的 
関 暫 に お いて も, 相互 に 複雑 な 関係 を 保っ つ あ る の で 
ある が , 従来 の 自律 神経 機能 状態 の 測定 は , 薬物 的 方 法 
に よ ょ る も の が 多い 。 

近 来 , M. A. Wenger (1943) に 依る 自律 神経 機能 の 
測定 法 は , 理論 的 に は 従来 の 方 法 と 同じ 考え 方 で ある 
が , 妹 合 的 に 機能 平衡 状態 を 表わす も の と 思わ れる 。 こ と 
の 因子 分 析 法 (Factor analysis) に つい て は 其 後 , 沖 中 
(1954), 葛 谷 ら (1951), 白石 ら (1955) 諸氏 の 追試 及び 
日 本 人 に 適合 し た 改良 法 が 出来 た 。 双 この 方 法 を 利用 し 
て 吉 仲 (1956) は , 既に 釣 虫 感染 者 を 合 集 団 に つい て 
知見 を 発表 し て いる 。 因子 分 析 法 は 自律 神経 機能 に 関係 
の 深い 機 つ か の 項目 の 機能 を 。 生体 の 生理 的 機能 の 中 よ 
り 予 め 選 ん で お き , これ ら の 殴 目 に つい て の 各 測 定 値 を 
数 学 的 に 処理 し て 自律 神経 機能 状態 を 表現 する も の で あ 
然し 今 迄 の 文献 で は , 症状 発現 と 自律 神経 機能 平衡 の 
変化 と の 関係 を 追求 し た も の を みな い 。 と こと ころ が 釣 虫 症 
の 自覚 症状 の 中 , 相当 な 比率 に 自律 神経 平衡 状態 の 変化 
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が 関係 し て いる と 思わ れる 事実 (石崎 , 1958) が ある の 
で , 私 は 今度 釣 虫 感染 が 自律 神経 機能 平衡 状態 に 如何 に 
影響 を 及ぼ ば し, 更に その 症状 発現 が 自律 神経 平衡 状態 と 
如何 に 関係 を も つか を , 釣 虫 感染 者 を 含む 三 集 団 に つい 
て 調査 研究 し た の で 弦 に 報告 する 。 調査 は 昭和 32 年 8 月 
より 昭和 83 年 1 月 に 走 つて, 夏季, 秋季 , 冬季 別に 集団 


検診 を 行 つ た も の で ある 。 


集団 検診 の 対象 と 方 法 


1. 測 定 対 象 及 び 測 定時 日 と 密 温 

東京 都 南 多 摩 郡 町 田 市 皿 生 部 落 住民 男女 の 20 へ ~"70 歳 の 
者 を 対象 と し た 。 虫 (アメ ぇ リカ ) 単独 寄生 者 を 
, 感 買 , 高血圧 , 其他 自律 神経 平衡 異常 あり と 思わ れ 
る 合併 症 を 有する 者 を 除外 し た 。 多 虫 検査 は , 飽和 食塩 
水 浮 蓄 法 に より 検便 を 行い , 駆虫 後 , 濃 便 法 に より 貝 体 
を 確認 し , 基 の 雌雄 を 決定 し た 。 こ の 中 Wenger 沖 中 
氏 法 に 依り 因子 分 析 を 行 つ た の は , 夏季 集団 検診 が 昭和 
82 年 8 月 29 日 ~9 月 3 日 各 , 午前 10 時 ~12 時 及び 13 時 ~ 
16 時 21C~29'C, 虫 感染 者 (アメ リカ 虫 の 
みみ を 合 集 団 を 対象 と し 88 名 に つい て 行 つ た 。 秋 季 集 団 
検診 は , 害 定 時 日 は 昭和 32 年 10 月 2 日 より 29 日 各 , 午前 
10 時 ~12 時 及び 13 時 ~16 時 和 , 室温 は 15°C~22*C 。 測定 
対象 は 釣 虫 感染 者 20 名 , 非 感染 者 89 名 で あつ た 。 冬 季 集 
団 検診 は 昭和 33 年 1 月 20 日 より 23 日 迄 , 午前 10 時 ~12 了 時 
及び 13 時 ~16 時 和 室温 は 11'°C~20?C 。 測定 対象 は 
感染 者 27 名 , 非 感 染 者 89 名 で 上 記 同 一 地区 住民 に つい て 
な だ 。 

2. 臨床 検査 事項 

(1) 血色 素 量 

Acid Hematin 法 ( , 1952) に つた 。 即 ち 耳 
採血 と に よる 0.02cc 血液 を 塩酸 へ マ チン と し , 蒸溜 水 で 5 
cc に 稀釈 後 , 光電 比 色 計 (日 立 PP 0 一 8 型 ) で 波長 
470 mz, Filter blue に より 星 色 を 比 色 定量 し た 。 


(149 ) 


34 年 8 月 1959)】 
= 自律 神経 平衡 状態 より 見 た 鍋 虫 症 の 解析 に つい て (1) 
e { 
| 
| 
| | 
] 
)- 
n 
d 
d 
n 
x 
n 
g 
it 
n 
| | 


602 


(2) 自覚 症状 

出 問 表 に ょ つて , 同一 人 が 同一 方 式 で 規格 化し た 出 問 
形式 で 問診 を 行 つ て , 症状 出現 の 有無 を ( 十 ) ( 土 ) 
(一 ) に 分 け て 記載 し , この 中 ( 十 ) の み を 採 つ て 症状 
出現 の 有る 者 と し た 。 

自覚 症状 は 最近 1 年 間 の 傾向 を きく と こと と し レ し, 次 の 項 

目 に より 行 つ た 。 

消化 器 症 状 と し て , 気 , 口 , 流 及 び 
痛 一 般 , 下痢 便秘 ( に ), 放 , 異 味 症 , 
食欲 , 舌苔 。 

症状 と し て 動 , 冷 感 (又は 熱 感 ), 息切れ , 
出血 ( 鼻 出 血 , 月 経 , 持 出 血 , 其他 ) 
Cc, 神経 症状 と し て , 頭痛 , 頭重 , 上 肢 量 , 失神 。 
d, 新 陳 代 詩 症状 と し て , 発汗 。 

e, 全身 症状 と し て , ( 手 又は 足 , 及び 全身 ), 肩 
。 
の 症状 と し て , 感 に か か り 易 い (現在 
中 の 者 を 除く う , せ つか ち , 忍耐 強い 。 

既往 歴 , 遺伝 , 体質 等 を 参考 と し て 上 記 各 症状 を 検 対 

し た 。 
(83) 血清 Ca 及び K. 

任意 抽出 法 で 若干 名 に つい て 血清 Ca 及び の 測定 を 

行 つ た 。 そし て 血清 中 の 光 等 と , 自律 神経 平衡 状態 と の 

関係 を 検討 し た 。 定量 方 法 は , Ca は Phosphate 法 ( 率 

藤 , 1952) に 依り 旦 色 させ 定量 し た 。 下 は Cobaltinit- 

rite 法 ( 容 藤 , 1952) に 依り 量 色 させ て , 定量 し た 。 

8. 因子 分 析 に 必要 な 測定 項目 及び 測定 方 法 

測定 項目 は Wenger・ 沖 中 氏 法 に 依り , 次 の 6 項目 に 

つ いて を 行 つ た 。 

(12 皮膚 直流 電気 抵抗 
(2) 前 側 皮 電気 抵抗 
皮膚 電気 抵抗 の 測定 は 白石 氏 法 に 依 つ た 。 即 ち 皮 膚 抵 

抗 測 定時 に , 電圧 を 一 定 (5 Volt> と し て 通電 (4 分 ) 

後に 電流 量 か ら 抵 抗 値 を 算出 する と 個人 に より 流れ る 電 

流量 が 異な る た め , 通電 に よる 分 極 の 大 き さ も 異な る の 

で , 分 極 を 一 定 に する た め に , 電流 を 4gA 通じ た 時 に 

電圧 の 読み か ら 抵 抗 を 算出 する 方 法 に 依っ つた 。 測定 方 法 

は 白金 電極 板 (2 X 5 cm) を 舌先 に 載せ て 接触 させ , 他 

方 の 電極 を 手掌 双 は 前 皮膚 に 置く 。 皮膚 面 と 電極 と は , 

錠 和 食 者 水 を ひたし た 綿 球 に ょ り 接 触 さ せ た 。 皮 膚 の 部 

位 は , 手掌 は 左側 手掌 拘 指 球 部 の 皮膚 で 行い , 前 聴 は 左 

側 前 腕 属 側 肘 宮部 より 約 "~8cm 下方 の 皮膚 を 用 い 

た 。 以 上 の 瑞 先 と 手掌 皮 膚 及び , 前 腕 皮 膚 と 舌先 に 夫々 
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両極 を 置い て 測定 後 , 第 8 回 目 に 手掌 及び 前 腕 皮 膚 に 両 
極 を 置き 測定 し , 各回 毎 に , 10 秒 間隔 で 4 回 の 測定 値 を 
と り , 4 回 の 中 , 3 回目 と 4 回 目 の 平 均 値 か ら , 手掌 , 
前 各 抵抗 値 を 換算 し て e,8,y を 得 , これ より, 
連立 三 元 一 次 方 程 式 を 解き , 手掌 及び 前 有 聴 の 皮膚 電気 抵 
抗 値 を 算出 し た 。 実施 に つい て は , 被 検 者 を ベット に 仰 
尋 位 に 置き アル コー ル で 電極 を 置く 皮膚 面 を 拭き , 電 
極 を 接触 し , 約 10 分 間 静 誠 さ せ た 後 , 測定 し た 。 

(8) 舌 下 温度 

手掌 及び 前 購 直 流 皮膚 電気 抵抗 測定 後 , 被 検 者 の 舌 下 
に 体温 計 を 挿入 し て 3 分 間 検 温 し て 舌 下 温度 を 測定 し 

(4) 最大 血圧 

(5) 最小 血圧 

被 検 者 の 左側 上 肢 で 皮膚 電気 抵抗 の 測定 を 行い , 左側 
上 聴 で , リバ ・ ロ ロッチ 型 血圧 計 を 用 いて マン シェ ッ ト を 
巻き , 10 分 間 静 認 後 , 3 回 血圧 測定 を 行い , と の 中 の 最 
大 値 を 示し た 最高 血圧 を 有する 血圧 測定 値 を 捨て て , 
の 2 の 各 最 大 , 最小 血圧 値 の 平均 値 を 最大 及び 最小 血圧 
値 と し た 。 ; 

被 検 者 を 安 せ て 後 , 5 分 後 , 1 分 間 の 心 の 
定 を 3 回 行い その 平均 値 よ り , 心 盾 間隔 を 出し た 。 


調査 成績 


1. 秋季 集団 検診 群 

C1) 臨床 検査 成績 

第 1 表 は 集団 構成 の Control, Carrier に つき , 年 齢 , 
性 別 と 関連 し た 人 数 を 表示 し た 。 第 2 表 は 上 人 述 の 集団 内 
の 血色 素 量 分 布 の 人 員 を 示し た 。 第 3 表 は 同上 集団 に お 
いて , 個 x の 自覚 症状 の 発現 の 有無 を 示し た 人 数 を 表 に 
し た 。 症状 出現 を 有する 者 は , 前 述 の 出 間 表 に ょ り ( 十 ) 
を 印 し た 症例 で , ( 土 ) 及び (一) を 症状 出現 を 見 な い 


第 1 表 秋季 集団 検診 群 の 年 齢 , 性 別 と 
関 し た 人 数 


年 
21~ 31~ 41~ 51~ 61~ 計 
"で 40 歳 50 歳 60 歳 70 歳 


別 
1 
trol 


昭和 34 年 8 月 (1959)] 


第 2 表 秋季 集団 検診 群 の 血色 素 量 分 布 に 関連 し た 人 数 


~-12 12~13 13~14 14~15 15> 
gldl gldl gldl gldl gldl 


Control 


症例 と し た 。 

(2) 因子 分 析 の た め の 実 験 成績 

前 述 し た 各 項 目 機能 検査 の 測定 値 の 補正 と 規格 化 及 び 
因子 分 析 結 果 に つい て 述べ る 。 上 記 の 6 項目 の 検査 法 の 
で , 最大 , 最小 血圧 , 前 腕 直流 皮膚 電気 抵抗 値 は 夫々 
年 齢 補正 を 必要 と し た 。 又 補正 に 先立ち , 手掌 及び 前 腕 


皮 坦 電気 抵抗 値 , 最大 血圧 の 各 測 定 値 は 常用 対数 に 換算 


し て 正規 型 分 布 に な る と こと を 確か め て 後 , 他 の 測定 値 と 
共に 補正 及び 規格 化 を 行 つ た 。 最大 , 最小 血圧 及び 前 腕 
皮膚 電気 抵抗 の 各 項 目 は 
最大 (log) r=0.452, N=109, y=0.0022x 十 2.1154 
最小 血圧 r=0.425, N=109, y=0.462x 十 54.644 
前 膚 電気 抵抗 Jog) r=0.064 N=109 

y==0.00179x 十 1.500 
上 記 の 回 帰 方 程 式 に より , 各 測 定 値 , 最大 血圧 値 x:, 
最小 血圧 値 xz, 前 腕 電気 抵抗 値 を 次 の 如く 
を 行 つ た 。 


xー0.0022 (年 齢 一 20) 
x 一 0.462 (年 齢 一 20) 
x 0.0018 (年 一 20) 

次 に 温度 及び 時 間 に 関し て は 上 記 6 項目 の 各 測 定 値 は 
何れ も 補正 を 必要 と し な か つた 。 以 上 に 依 の 9, 各 6 項目 
の 測定 値 を 標準 正規 型 介 布 値 に 規格 化し て 因子 分 析 を 行 

因子 分 析 は 上 記 の 6 項目 の 各 機 能 検 査 値 の 相互 間 の 相 
関係 数 か ら な る 相関 行列 に つい て 重心 解 Centroid golu- 
tion に より 行 つ た 。 こ れ ょ り 得 た 自律 神経 平衡 因子 より 
8- 係 数 を 求め て 個人 因子 得点 を 算出 し た 。 , 

第 4 表 は 測定 値 相互 間 の 租 関 係数 か ら な る 相関 行列 を 
示す 。 自 律 神 経 支配 の 各 殴 目 の 機 能 状 態 の 想定 変化 は 第 
5 表 の 如く で ある 。 第 6 表 は 第 1 因子 負荷 係数 を 算出 す 
る た め の 表 で あり , Ku 仮 符号 の 因子 負荷 か ら 第 7 表 第 
I 因子 剰余 計算 の た め の a Xa を 計算 し , 新 し い 符 号 
の 因子 負荷 より 第 8 表 第 TT 因子 の 負荷 係数 算出 表 を 得 


第 4 表 測定 値 相互 間 の 相関 係数 


座 数 番号 2 3 4 5 6 


1 0.187 —0.018 —0.009 0.014 一 0.011 
ー0.078 0.077 一 0.011 一 0.057 

0.004 0.171 —0.335 

0.283 0.050 

0.044 


第 3 表 秋季 集団 検診 群 の 自覚 症状 出現 の 有無 に 関 険 し た 人 数 


下痢 便秘 


上 腹 腹痛 
部 痛 一 般 
十 4 


Carri 
rrier 18 


1 1 17 
19 3 


Control 


10 83 
79 6 


呼吸 循環 


4 


号 | | 603 
を 
\ 量 
た 0 3 2 2 4 
Ee 3 1 1 2 2 
a 8 8 5 6 3 
| 
6 
ト ) 17 16 17 
a 75 61 81 69 75 56 51 
自覚 : 全身 及び 
頭 
+ 26 .34 28 45 27 22 22 
— 63 55 61 44 62 54 67 67 
(151 ) 


第 7 表 第 弄 計算 の た あめ の ajiXaki 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 4 号 


第 5 表 想定 変化 
数 定 変 化 自律 神経 平衡 因子 1 3 4 5 
番号 交感 副交感 の 因子 負荷 の 符号 1 0.0416 
優越 優越 
2 前 腕 抵抗 小 — 十 
4 0.0551 0.0483 0.1380 0.0729 
5 0.0765 0.0671 0.1916 0.1013 0.1406 
6 0.0618 0.0542 0.1548 0.0818 0.1136 0.0918 


0.187 


9.187 


3 0.078 
4 0.009 0.077 0.004 0.283 二 0.283 0.050 
5 土 0.014 0.011 0.171 十 0.283 二 0.283 0.044 

6 ( 0.011 + 0.057 0.385 士 0.005 0.044 + 0.335 

P21 0.426 0.597 0.941 0.661 0.806 0.787 
2 十 0.376 十 0.329 十 0.941 十 0.497 十 0.690 。 十 0.557 
KK 仮 符号 0.204 0.179 0.511 0.270 0.375 0.303 
0.270 0.375  — 0.303 


~ー 


=1.841 
(一 ) は 符号 を 示す 


第 8 表 第 I 因子 負荷 係数 算出 表 


3 


4 (—) 


1 (—) 十 0.1454 十 0.1505 0.0862 一 0.0461 一 0.0905 0.0728 
2 (—) 十 0.1505 十 0.1550 一 0.1253 0.0561 0.1112 
3 0.0862 0.0135 二 0.0739 0.1340 0.0206 十 0.1802 
4 (—) ー0.0461 一 0.1253 0.1340 0.2101 十 0.1817 0.0868 
5 (—) ー0.0905 0.0561 0.0206 十 0.1817 0.1424 0.1576 
6 0.1112 二 0.1802 0.0868 0.1576 二 0.2432 
十 0.0003 0.0006 一 0.0002 0.0004 一 0.0007 二 0.0048 
E41 0.592 0.612 0.508 0.784 0.649 0.852 
十 0.318 十 0.249 +0.508 十 0.441 十 0.356 0.852 
K。 " 仮 符号 十 0.193 十 0.151 十 0.308 十 0.267 十 0.216 十 0.516 
Kz 符号 ー0.193 ーー0.151 0.308 ー0.267 —0.216 十 0.516 
: 1 
r=2.7242 Zr =1.6505 グー0.6059 


(一 ) は 符号 を 示す 
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_ 第 6 表 第 1 因子 の 負荷 係数 算出 表 
1 (—) 2 (—) 3 4 5 6 (—) 
] 
ーー=0.54318 
= 1 (=) | | 5 (—) 6 
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第 13 表 FiFzFs 


第 9 表 第 因子 余 計算 の た あめ の aj,Xakz 


1 2 3 4 5 6 Fi F: F; 


1 0.0372 0.0291 0.0594 0.0516 0.0416 0.0996 1 —0.204 
2 0.0291 0.0227 0.0464 0.0403 0.0325 0.0778 2 ーー0.179 ー0.151 ーー0.417 
3 0.0594 0.0464 0.0949 0.0823 0.0664 0.1589 3 十 0.511 十 0.308 ー0.022 
4 0.0516 0.0403 0.0823 0.0713 0.0576 0.1380 4 十 0.270 ー0.267 十 0.457 
5 0.0416 0.0325 0.0664 0.0576 0.0464 0.1112 5 十 0.375 ー0.216 十 0.253 
6 0.0996 0.0778 0.5189 0.1380 0.1112 0.2664 6 ー0.303 


第 10 表 第 II 因子 の 負荷 係数 算出 表 


1 2 3 4 5 6 (—) 


十 0.1082 十 0.1214 士 0.0268 0.0977 0.1321 
2 十 0.1214 十 0.1323 二 0.0329 0.1656 0.0886 十 0.0334 


変数 番号 


3 土 0.0268 0.0329 一 0.0210 二 0.0517 一 0.0458 0.0213 
4 0.0977 0.1656 0.0517 0.1386 十 0.1241 0.0512 
5 0.1321 0.0886 一 0.0458 0.1241 0.0960 0.0464 
6 (—) ー0.0268 0.0334 0.0213 0.0512 0.0464 一 0.0232 
—0.0002 0.0000 ++0.0001 0.0001 0.0000 —0.0001 
1 0.5130 0.5742 0.1995 0.6289 0.5330 0.2023 
. 十 0.4058 0.5742 一 0.0303 0.6289 十 0.3486 一 0.0331 
K。 符号 十 0.2949 二 0.4172 一 0.0220 二 0.4570 0.2533 0.0241 
符号 ー0.2949 0.4172 一 0.0220 十 0.4570 十 0.2533 十 0.0241 
1 
r=1.8941 Zr =1.3762 0.7266 


(一 ) は 符号 変換 を 示す 
第 11 表 第 ITE 因子 剰余 計算 の た あめ の ajsXaks 
2 3 4 5 


1 


十 0.0870 十 0.1230 —0.0065 十 0.1348 十 0.0747 
2 十 0.1230 十 0.1741 —0.0092 十 0.1907 十 0.1057 ーー0.0101 
3 —0.0065 —0.0092 十 0.0005 ーー0.0101 ーー0.0055 十 0.0005 
4 十 0.1348 十 0.1907 ーー0.0101 十 0.2086 十 0.1158 ーー0.0110 
5 十 0.0747 十 0.1057 —0.0055 十 0.1158 十 0.0642 —0.0061 
6 ーー0.0071 ーー0.0101 0.0005 ー0.0110 ーー0.0061 


第 12 表 第 IV 因子 の 負荷 係数 計算 用 の 穫 余 数 
3 4 


5 


1 


1 十 0.0212 ーー0.0203 ー0.0371 十 0.0574 

2 —0.0016 —0.0418 十 0.0421 ーー0.0251 ー0.0171 十 0.0435 

3 ーー0.0203 十 0.0421 —0.0215 十 0.0618 ーー0.0403 ーー0.0218 

4 ー0.0371 ーー0.0251 十 0.0618 ーー0.0700 十 0.0083 十 0.0622 

5 十 0.0574 ーー0.0171 ー0.0403 十 0.0083 十 0.0318 ーー0.0403 

6 ーー0.0197 0.0435 ーー0.0218 十 0.0622 ーー0.0403 ーー0.0238 
ーー0.0001 0.0000 0.0000 十 0.0001 ーー0.0002 


る 。 以後 同様 に と し て 第 9 表 , 第 10 表 より 第 陸 因 子 の 負荷 似 を 得 て , とこ の gu 以外 の 値 を 第 1 式 に 代入 し 第 『』 次 近 
係数 を 算出 し 第 11 表 第 1 , IT, 因子 香 余計 算 の た め の 似 gm を 算出 し , 8iz 以下 同様 に 計算 し , 順次 ョ ーーIMV 次 
ajsXaxs か ら 第 WV 因子 の 負荷 係数 を 得る (第 12 表 )。 第 183 和 近 似 計算 を 行 つ て 8-Weight を 算出 し , これ を 各 規 格 
表 は FiFF。 の 因子 負荷 を 示す 。 8g-Weight を 算出 する 化し た 測定 値 に 夫々 乗じ て 各個 人 の 各 測 定 項目 の 総和 を 
た め 第 14 表 に 示す 6 元 1 次 連立 方 程 式 を 解い て 第 1 次 近 以 て 個人 因子 得点 を 得 た 。 
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第 14 表 81l.1 十 0.187 81.2 一 0.018 8l1.3 一 0.009 8l.4 十 0.014 gl.6= 0.204 
十 0.187 Al.1 二 一 0.078 81.3 十 0.077 81.4 一 0.011 81.5 一 0.057 0.179 
ーー0.018 Al.1—0.078 Al.2 十 Al.3 十 0.004 Al.4 十 0.171 8&1.5 一 0.335 81.6= 0.511 
ー0.009 0.077 8&1.2 十 0.004 8&1.3 十 8l.4 十 0.283 gl1.5 十 0.05 Al1.6=ー0.270 
十 0.014 Al.1 一 0.011 Al.2 十 0.171 Al.3 十 0.283 8l.4 十 81.5 十 0.044 gl1.6= 一 0.375 
ーー0.011 Al.1—0.057 Al.2—0.35 Al.3 0.005 8&l.4 十 0.044 gl1.5 十 Al1.6 十 0.302 


第 近似 III IV V VI VII B-Weight 


Al.1 ++0.204 十 0.172 +0.175 +0.173 十 0.174 十 0.174 十 0.195 十 0.20 
Al.2 +0.179 十 0.135 十 0.144 十 0.140 十 0.141 十 0.141 十 0.139 十 0.14 


Al.3  —0.511 ーー0.326 —0.420 ー0.382 ー0.392 ーー0.392 ーー0.376 ーー0.38 
Al.4 —0.270 ーー0.176 ーー0.242 ーー0.200 ーー0.164 ーー0.214 ー0.212 ー0.21 
Al.5  —0.375 ーー0.126 ー0.277 ーー0.244 —0.166 ーー0.266 ーー0.256 ーー0.26 


Al.6 十 0.303 。 十 0.162 十 0.199 十 0.185 十 0.197 十 0.197 十 0.194 十 0.20 


“っ 


第 2 図 個人 因子 得点 と 虫 数 XCarrier 
(1957. 10 月 ) YControl 


布 を 示し (正規 型 検定 p>0.01) x ニー0.0056, 
0.7817 で , Control, Carrier 共に 交感 , 副交感 の 何れ え 
も 傾き を 示さ な か つた 。 同 集団 を 男女 別に Control, 
Carrier を 比較 し て 見 て ,。 や は り 交 感 , 副交感 の 何れ え 


$ 優 越 を 示さ つた 。 
-2.0 1.0 2.0 
3 " 状 を と の 関 
SAG Et ' (3) 個人 因子 得点 と 症状 を 支配 する 諸 要 因 
上 段 , 総数 , 中 段 , 8, 下段 , ?, 。 
ee ng iMgtnet 1. 個人 因子 得点 と 感染 虫 数 と の 相関 
正規 型 検定 p<0.01 第 2 図 と 示す 如く , 本 集団 の 感染 虫 数 は , 100 令 以内 
x ニー0%0056 の 軽 感 染 で , これ と 因子 得点 と の 相関 関係 は 認め られ な 
ciate t か つた 。 同時 に Control 群 の 個人 因子 得点 を 感染 虫 数 の 


個人 因子 得点 を 集計 分 類 し て みる と , 第 1 図 に 示す 如 左側 に 図示 し た 。 
く ,。 個人 因子 得点 の 分 布 は ), ヒス ト グ ラ ム か ら 正 規 型 分 2.。 個人 因子 得点 と 血色 素 量 と の 相関 
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34 年 8 月 1959)〕 
10 12 13 15 16 17 
第 3 図 個人 因子 得点 と 血色 素 量 xCarrier 
(1957. 10 月 ) @Control 


第 3 図 は , 同 集団 の 因子 得点 と 血色 素 量 の 関係 を 図示 
する が , と れ 等 の 間 の 相関 関係 は ゃ は り 認 め ら ちら れ な か つ 

38.。 自覚 症状 発現 に つい て 

第 4 図 , 第 5 図 , 第 6 図 に 示す 如く , 個人 因子 得点 か 
ら 5 分類 し て , 交感 側 よ ょ り 副 交感 側 ヘ ー0.30, 及び 十 0.30 
の 因子 得点 を 境界 に 各 症 例 を 3 群 し て , 各 症 状 に つき , 
出現 の 有無 を 図示 し た 。 図 内 に 各々 の 例 数 の 実数 を 記入 
し 症状 出現 率 は 多 で 示し た 。 
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第 4 図 自覚 症状 と 因子 得点 1 以下 図 内 の 数 字 
は 実 示す . 黒 ( ), 


ls 


8 8 8 8* 


せっ か か き 
100 P<0.025 
80 2 = 2 
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34  -0,30 0.:30  -0.30 0.:30 
築 5 図 自覚 症状 と 因子 得点 2 


Sr 0.30  -0.30 0.30 


第 6 図 自覚 症状 と 因子 得点 3 


a,。 消化 器 症状 

上 腹部 痛 は , 出現 率 は 交感 側 8 以 下 で ある が , 副 
交感 側 へ 順次 増加 を 示し , 副交感 側 で 302 の 出現 率 を 示 
し て いる 。 腹痛 一 般 に つい て も 交感 側 8 2 の 出現 素 か 
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ら , 副交感 側 へ 40 錠 と 増加 が 見 ちら れる 。 検定 の 結果 も , 


何れ る も 危険 率 1 以下 の 有意 差 を 以 て , 一変 感 側 へ 優越 


の 症例 に , 上 腹部 痛 及 び 有 上 腹痛 一 般 が 出 易い 症例 で ある こと 
と が 認め られ た 。 下痢 及び 便秘 の 出現 も 交感 側 よ り 副 談 
優越 に 際 し て 増加 し , 下痢 で は , 交 感 側 出現 率 0 より , 一 
交感 優越 の 症例 の 出現 率 14 に 増加 し , 便秘 出現 率 は 次 
感 届 20 で ある の が , 一 交感 優越 者 群 で は 27% に 高 ま つ 
て いる 。 流 将 及び 口 当 は 交感 , 副交感 側 に 出現 率 の 差 は 
観察 され な か つた 。 食欲 は 特に 平衡 と の 関係 は 認め られ 
な か つた 。 媒 味 症 は 例 数 が 少な く て 何と も 言え な い 。 理 
苔 に つい て は , その 出現 は 交感 優越 の 群 に 多く て 52% 出 
現 率 の も の が , 副 変 優越 の 群 で は 830 に 出現 率 の 減少 が 
見 られ た 。 検定 の 結果 は , 0.05 ぐ P <0.1 の 矯 険 率 で , 
交感 優越 の 群 に 出現 し 易い と こと が 有意 で ある の が 認め ら 
れ た 。 

呼吸 ・ 循 陣 症状 

動 怪 及 び 冷 え 症 に つい て 見 る と , 動 枯 で は 交感 優越 に 


際 し て 症状 出現 率 242 が , 副交感 優越 の 症例 で は 312%2 に 


増加 し , 冷え 症 で は , 交感 側 の 出現 率 は 38 で ある の 
が , 階段 状 に 副交感 優越 の 側 に 高まり , 副交感 優越 47% 
の 出現 率 を 示し た 。 検定 の 結果 も 0.1 く P <0.2 の 危険 
率 を 以 て 副交感 優越 に 出 易い 症状 で ある と と が 示さ れ 
た 

c, 神経 症状 

頭痛 , 頭重 及び 肢 昌 の 各 症 状 に つい て も , や は り 副 交 
感 優越 に 出現 類 度 が 多く 見 られ た 。 頭痛 , 頭重 に お いて 
は , 交感 側 の 出現 率 26 で , 副交感 側 へ 順次 増加 し て 835 
2 出現 率 が 副交感 優越 を 示し た 症例 た 認め られ た 。 

d. 全身 (四肢 を 含む ) 症状 

及び 肩 つい て 見 る と , で は , 交感 側 の 症 
状 出 現 率 3802, 副交感 側 で は 28 で , 交感 優越 者 に 出 易 
いよ うに 見 えた 。 肩 奨 で は , 交感 優越 の 症例 に 33 の 出 
現 率 が , 副交感 側 へ 因子 得点 の 増加 に つれ て 次 第 に 症状 
の 出現 も 増加 し , 副交感 優越 で は 6722 出 現 率 を 示し た 。 
検定 の 結果 か ら , 肩 は , 副交感 優 率 2.5% 以 
下 で 有意 で あり , 出現 し 易い 症状 で ある こと こと が 認め られ 

新陳代謝 症状 

汗 か き に つい て は , 交感 優越 の 症例 で 出現 率 は 262 で 
あり , 副交感 優越 の 群 で は 502 の 出現 を 見 た 。 検定 と ょ 
り 危険 率 2.52% 以 下 で 副交感 優越 に 共 し て 出現 し 易い 症 
状 で ある と と が 認め られ た 。 

以上 の 自覚 症状 の 出現 の 検討 は , 症状 と 自律 神経 パラ 
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ンス と の 関係 の 純粋 性 を 考慮 し , Control 89 例 に つい て 
行 つ た 。 


前 述 の 調査 成績 か ら 要 約 し て 

1) 秋季 集団 に 就 い て の 個人 因子 得点 ヒス ト グ ラ ム 
は , 平均 値 一 0.056, gz 土 0.7317 の 正規 型 分 布 を な し レ , 
Control と Carrier を 全体 及び 性 別 (男女 別 ) に 検討 し 
て , 交感 , 副交感 優越 の 何れ へ も 傾き を 示さ な か つた 。 

2) 感染 虫 数 と 個人 因子 得点 と の 相関 関係 が 認め られ 
な か つた 。 但し Carrier の 感染 濃度 は 何れ も 100 隻 以内 
の 軽 感 染 で あぁ つた 。 

8) 血色 素 量 と 個人 因子 得点 と の 相関 関係 も 認め られ 
な か つた 。 本 集団 の Carrier 群 は 何れ も 軽 感染 者 で あ 
つた た め , 第 3 図 の 如く Carrier に 認め た も の 
は 僅か で , 著 明 な 血色 素 量 の 減少 を 示し た も の は 認め ら 
れ な い 。 た め に 血色 索 量 と の 相関 は 認め られ な か つた と 
思わ れる 。 

4) 自覚 症状 の 面 か ら 自律 神経 平衡 状態 を 観 祭 す る 
と , 個々 の 症状 に つい て 調査 成績 の 項 で 述べ た 如き 結果 
を 得 て い る 。 即 ち , 多 汗 ,。 肩 義 , 上 腹部 痛 , 腹部 痛 , 腹 
痛 は 2.5% 以 下 の 危 険 率 で 副交感 神経 優越 の 症例 に 有意 
が 認め られ て , 出現 し 易い こと が 知ら れ た 。 以 上 は 石崎 
ら (1955) が 既に 確 め た 釣 虫 症 に 出 易い 症状 と 一 致す る 
の で , と これ に よっ つて 釣 虫 症 の 症状 が 多分 に 自律 神経 支配 
と 関係 が ある と 思わ れる 。 


終り に , 御 校 関 を 仰い だ 部 長 小 宮 義 孝博 士 , 終始 御 指 
導 を 賜 つ た 石崎 達 博 士 , 種々 御 援助 を 頂い た 久 津 見 晴 背 
先生 , 鈴木 了 司 先生 , 寄生 虫 部 の 諸 先 生 方 , 日 大 術 生 学 
教室 白石 助教 授 びに 大 村 三 先生 に 厚く 御礼 げ ま 

本 論 要旨 は 第 27 回 日 本 寄生 学会 総会 に て 
表し た 。 
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Summary 


The factor analysis was performed by Wenger- 
Okinaka’s method on the agricultural inhabitant 
mass of Tadao district, Machida City, Tokyo, 
containing carriers of Necator americanus in au- 
tumn 1957 and the following results were obtained. 


1) The histogram of individual factor scores 
formed a normal distribution type maintaining the 
balance of sympathetic and parasympathetic ner- 
vous systems, 

2) No significant difference was observed bet- 
ween the factor scores described above and the 
hookworm numbers infected. 

3) Between the hemoglobin concentration and 
the factor scores no correlation was recognized. 

4) When observing the balance of autonomic 
nervous system from aspects of their symptoms 
such as stomachache, abdominal pain, sweatiness 
and shoulder languishment the parasympathetic 
dominance was proved with p<0.025-0.01 in the 


“control cases of the mass. 
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種々 な 温 けり る 多 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 


(3) 固有 和 宿主 血清 を 用 いた 場合 の 水 相 に 於 ける 
4. caninum 仔 虫 の 態度 に つい て 


西 村 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 ) 


(昭和 34 年 3 月 30 日 受領 ) 
特 別掲 


私 は 前 報 (1958, 1959) に お いて 。 ツマ ビニ = 多 仔 貝 及 び 
犬 多 仔 虫 の , 水中 並び に 土壌 内 で の , 温度 変化 と と も な 
つた 組織 侵入 性 の 変動 に つい て 述べ た 。 そ を し て と れ ら の 
観察 と つて , 主として , ツメ ビー= 仔 虫 に 比較 し て 
仔 虫 の 組織 侵入 性 は , 水中 土壌 内 を 通じ , か つい づれ の 
温度 域 に お いて も 極め て 低い と と , 及び 両 種 仔 虫 は 共に 
21C 一 27C の 温度 領域 と 836 一 89"C の 温度 領域 の 両 域 に 
お いて 侵入 率 が 上 昇 す る こと な どの , 興味 の あぁ る 事実 を 
知っ つた 。 

先 に も 触れ た が , 私 の 得 た この 結果 に は , 温度 の 他 に 
多 仔 虫 の 血清 に 対す る 向 化 性 CChemotropism) 及び 小 
腸 組 織 に 対す る 向 組 織 性 Histotropism) が 関 純 し て い 
る こと と は 疑い の な いと ころ で , この よ ょ うに 考え る と , 本 
実験 の 結果 を , 少な く と も 血清 に 対す る 向 化 性 の 面 か 
ら 検討 する 必要 に せま られ る 。 即ち,。 これ に 関連 し た 先 
人 の 報告 の 内 で も , 特に 北山 (1985 う ) の 釣 仔 虫 の 血清 に 
対す る 向 化 性 の 研究 が 注目 され る と こと ろ と な る 。 氏 は 
寒天 に 血清 プー ル を 作り , 仔 虫 の 移行 を 観察 する 装置 に 
ょ っ つて, 夫々 の 固有 宿主 血清 に 対す る 釣 仔 虫 の 陽性 の 向 
化 性 を 証明 し , し か も , 犬 釣 仔 虫 は ツメ ビ = 多 仔 虫 に 比較 
し て , 血清 内 へ の 移行 率 が 低い こと か ら , 種 属 の 差 に 
っ つて 陽性 向 化 性 に 強弱 が ある と 述べ た 。 な お 江口 ・ 北 山 
(1935) は , 犬 釣 仔 虫 の 非 固有 宿主 血清 に 対す る 態度 を 
も 観 察 し て , 本 種 は マツ ビ = 多 仔 虫 と 異な つて , 血清 に 対 


TAKESHI NISHIMURA : Studies on the tissue- 
invading habit of hookworm larvae in various 
temperatuses (3) Behavior of larval Ancylostoma 
caninum against the tissue with the serum of the 
normal host within the water (Department of 
Parasitology, Research Institute for Microbial 
Diseases, Osaka University, Osaka) 


する 種族 特異 性 が 強く , 固有 宿主 血清 と 対す る 陽性 向 化 
性 の 発現 は , 非 固 有 宿 主 血 清 に 対し て の それ より も 極め 
て 強い と 述べ て いる 。 

氏 等 の と の 研究 は , 仔 虫 の 宿主 体内 で の 寄生 発育 た 
連 し た 諸 因 子 を , 解明 する 目的 を 以 っ て 行わ れん た も の で 
あり , 従 つ て , 宿主 の 体温 城 と いう と と を 考慮 に 入れ 
て , 87C に お いて 観察 が 実施 され て いる 。 な お 又 こ れ に 
関連 し て 北山 は , 平井 (1929) の , 釣 仔 虫 に は 血清 に 対す 
る 陽性 向 化 性 が 認め られ な か つた と いう ぅ 実験 を 批判 し ; 

が 18'C, 19C の 室温 下 で 実験 を 行 つ た 点 を 指摘 し て , 
と の ょ うな 温度 に お いて 実験 し た た め に , 陽性 の 結果 が 
得 ら れ な か つた の で は な か ろう か と 述べ た 。 

即ち , これ ら の 一 の 研究 は , の 血清 に 対す る 
体温 域 で の 陽性 向 化 性 の 発現 と , 宿主 体内 へ 侵入 後 の 仔 
虫 の 体内 移行 その後 の 発 育 な ど と を 結び つけ て 考え て 
いる も の で あつ て , と の 点 で は , 私 が 第 1 報 で 若干 の 推 
祭 を し た と と ろ の , 86°C 一 89C に お ける 組織 侵入 性 の 高 
まり を 考え る 上 に , 多く の 示 唆 を 与え る も の と いえ る 。 

と と で 豆 つ て 私 の 得 た , 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 に つい て 
の 実験 結果 を 考え る と , 実験 の 目的 或 は 方 法 は 氏 等 の も 
の と 異な つて は いる が , 前 述 し た 諸氏 の 成績 か ら 判 断 し 
て , 血清 に 対し て 種族 特異 性 を も つと され て いる , 犬 多 
仔 虫 の 組織 侵入 性 を 論じ る た め に は , 非 固 有 宿 主 で ある 
人 血清 を 用 いた 先 の 実験 以外 に , 固有 宿主 で ある 犬 血清 
を 用 いた 観察 を 必要 と する も の と いえ る 。 そ を し て これ を 
観察 する と こと は , た だ 固有 宿主 , 非 固 有 宿 主 の 血清 に 対 
する 態度 の 差 を 検討 する こと の み に 止 ま ら ず , 二 つ の 漫 
度 領 域 に お ける , 組織 侵入 性 の 高まり に 関 純 する 因子 を 
解析 する 上 に , 参考 と な る と こと ろ が 多い の で は な いか と 
た 。 
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第 1 表 犬 多 の 侵 入 率 

平均 の 信頼 限 
18 1.6 2.0 3.6 6.7 8.7 9.7 14.5 19.2 19.8 23.3 10.9 62.21 15.3 守 m26.5 
21 1.2 1.2 1.6 2'9 6.3 7.5 9.4 16.3 24.6 '30.9 10.2 109.27 16.0Sm4.4 
27 1.0 15 1,6 24 84 47 Bi6 18.7 5.9 
36 5.0 5.1 6.0 7.6 9.3 10:0. 11.4 12:0" 10.4 
42 0 0.9 0.9 0.9 2.0 2.5 2.5 3.9 4.6 8.1 2.6 5.92 3.%emel3 


以上 の 様 な 考え か ら , 今回 は ,。 先 に 行っ た 実験 と ほぼ 
同様 の 操作 に よ ょ つて, 犬 血清 を 使用 し た 場合 の , 水 相 に 
ぉ ける 犬 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 を 追及 する こと と と し た 。 

そし て その 結果 , 人 血清 を 用 いた 場合 より も , 侵入 率 
が 顕著 に 高く な る と と を 確認 する と 共に , それ が 高温 城 

に お いて より 強く 認め られ る こと と , 及び その 侵入 率 は 。, 
人 血清 を 用 いた 場合 の アビ = 釣 仔 虫 の それ より も , 一 部 
の 温度 城 を 除い て は 低い と こと な ど , いろ いろ な 新しい 知 
見 を 得る こと が 出来 た 。 

実験 方 法 及 び 材 料 

実験 の 方 法 は , 概ね 第 1 報 に お いて 人 述べ た と 同様 で , 
その 温度 域 も 15C よ り 42C の 間 で , 温度 間隔 を 3 て と し 
て , 1 つの 水温 と つい て 10 回 宛 実験 を 試み た 。 

犬 血清 は , 飼育 中 の 犬 の 後肢 の 静脈 血 及 び 層 犬 場 の 犬 
の 心臓 か ら に ょ つて 得 た 血 , 型 り 操 作 し て 折 
出し た も の で , 折 出 分 離 後 1 乃至 2 日 の も の を 使用 し 
た 。 1 回 の 実験 た 使用 し た 仔 虫 の 数 は 500 一 1,000 隻 で 
ぁ り , すべ て 養 後 6 乃至 8 日 の 感染 型 被 を 用 
いた 。 

な お ぉ , 静脈 血 と 心臓 の 差 に ょ つて , 犬 多 虫 の 向 
化 性 に 差 が 生じ る お それ が ある が , とこ の 点 に つい て は , 
分 島 (1983) は , 静脈 血 と 動脈 血 を 用 いた 場合 を 比較 し 
て 犬 釣 仔 虫 の 向 化 性 と に 差 が な いと 述べ て お り , 私 も 予備 
的 な 実験 に ょ よ つ て とれ を 認め た 。 


実験 に と よ ょ つて 得 ら れ た , 犬 釣 仔 虫 の 組織 内 及び 血清 内 
へ ^ の 侵入 率 は , 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 
即ち , 侵入 率 の 最高 は 91C の 場合 の 30.9, 最低 は 42 


C の 場合 の 0.9 で , 4C に お いて 1 回 だ け 侵 入 が 認め 

られ な い 場 合 が ぁ つ た の み で , 他 の 温度 に お いて は , す 
べ て 若干 の 仔 虫 の 侵入 が 認め られ た 。 な お と れ を 平均 侵 
入 率 か ら る と , その 最高 は の 10.9%% で , の 
10.4 が と これ に 次 いで お り , 最 低 は 42C の 2.62% で ある 。 

と の 結果 で も 明らか な 通り , 先 の 実験 で 認め られ た と 
と ろ と 同様 に , 同一 の 温度 に お いて も 侵入 率 の 変動 が 大 
きく , それ は 特に 18°C, 21C に お いて 著しい 。 こ の 点 に 
つい て は , 第 1 報 で 少し 述べ た 通り , 個々 の 実験 条件 の 
差 に よる も の と も 考え られ る が , 紫 細 に みる と , 24"C, 
836°C で は 侵入 率 の 分 散 が 比較 的 小さ く ,。 し か も 侵入 率 は 
概して 高く な つて お り , 18'C, 21 で で では, 侵入 率 は 高い 
が その 分 散 は 極め て 大 きい と いう 差 が 認め られ る 。 
ち 。 こ と の よう に 温度 の 癌 に ょ つて , 分 散 の 大 き さ が 違 つ 

て いる と と は , 実験 条件 の 差 と いう ょ り る も, 宰 ろ , 分 散 
が 大 きく な る 温度 に お いて は , 仔 虫 の 運動 の 安定 性 を 欠 
く よ う な , 他 の 因子 が 加わ つて いる と と を 示す も の と 解 
釈 す る こと が 妥当 な ょ うに 考え られ , 人 血清 を 用 いた 場 
合 の 先 の 実験 に お いて ぁ も, 24C で 侵入 率 が 概して 高く , 
分 散 が 小さ か つた と と と , 本 実験 の 結果 が 一 致し て いる 
と と は , これ を 裏付け て いる も の と いえ る の で は な か る ろ . 
うか 。 

第 1 表 の 数 字 が 示す ょ うに, 先 の 水中 及び 土壌 内 で の 
実験 結果 と 同様 に , 本 実験 に お いて も , 18°C 乃 至 24 で で 
高く な つた 侵入 率 は , 80C, 33C と 一 旦 低 く な り , 836C 
で 再び 高く な つて いる 。 と これ は , 第 1 図 と 図示 し た と こと 
ろ を 見 れ ば , より 判然 と する が , と の 図 に よっ つて も 明 ら 
か な 通り , その 侵入 率 は 30C を 底部 と し て , 低温 高温 の - 
両 域 に 高い 2 山 型 を 示す こと は 疑い の な いこ とこ ろ で ある 。 

そし て , その と と は , 各 温 度 間 に お ける 侵入 率 を 比較 
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第 1 図 A. caninum 


し て , 有意 差 の 検定 を 行 つ た 結果 か ら も 明らか で ある 。 
即ち , 5 以下 の 危険 率 で 有意 差 の 認め られ た の は , 
150<360,. 150 >420,. 240 >420, 88 
<36C, 36°C >89C, 839C >42°C の 人 各 温 度 間 で あり , 
其他 の 温度 間 で は , 有意 差 が 認め られ な か つた 。 

な お 21?C の 場合 は , 分 散 比 が 大 きく て 18°C と 比較 し 得 
た に 過ぎ な か つた が , と の 温度 間 に は 有意 差 が 認め られ 
な か つた 。 と この 検定 の 結果 , り も に お ける 
入 率 が 高く , 叉 88C よ り も 836°C の 侵入 率 が 高い こと は , 
上 記 の 事実 を 明らか に し て いる 。 な お 又 こ れ と は 別に , 
18'C ょ り 24°C の 間 に は 侵入 率 の 差 が な いと と が 明らか と 
な り , 第 1 報 で 述べ た ツ ッ ビ = 多 仔 虫 の 侵入 率 の 変動 と 比 
て , 犬 釣 仔 虫 は , 低温 に お いて も 運動 性 が 高い こと 

性 が 最も 高まる が , 犬 多 は それ ょ も 8“C 低 い 
ese: と いう 事実 を 強く 裏付け て いる と 共に , その 侵 

が 低温 の 比較 的 広い 領域 に 互 つ て 高まる と と を 示 
と の ょ うに , 両 種 釣 仔 虫 の 侵入 性 に 温度 上 の 差異 が 
認め られ る 点 に つい て , 興味 深く 感じ られ る の は , 白坂 


<1958) の 感染 幼虫 の 温度 反応 の 比較 に 関す る 知見 で あ 


る 。 即ち , 氏 は マビ = 釣 虫 リカ 虫 , 東洋 毛 線 
虫 及び 敬 線 虫 の 仔 虫 の 温度 変化 に 伴う , 活動 率 運 動 量 の 
変動 を 追及 し , それ ら の 各種 の 仔 虫 の 活動 性 或 は 運動 量 
は , 夫々 の 温度 に よ ょ つて 特異 的 で あり , 活動 に 好適 な 温 
度 範 囲 を 異 に する も の で ある と 述べ て いる 。 

と の と と は , 私 の 認め た 両 種 釣 仔 虫 に 差 の ある 所 見 
が , 誤り で な いと と を 推測 させ る に 難く な い 資料 で あ 
り , 叉 逆 と いつ て , 氏 が こと の 所 見 か ら , と これ が 種 の 分 布 
を 決定 する 一 つの 重要 な 因子 と な つて いる の で は な いか 
と の 推察 を , 組織 侵入 性 の 面 か ら 裏 付け た も の と も いい 
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得る 。 

な お ン ビ ー ニ = 釣 仔 虫 の 侵入 率 と 比較 し て , 犬 多 仔 虫 の 侵 
入 率 が 高く な つて いる の は , 18 で に お ける 場合 の で, 
前 者 の 平均 侵入 が 8.2 で あつ た に 比 し て , 後者 は 10.9 
2 で ある 。 然し 征 ら ,。 その 分 散 は 7.21 に 比 し て 62.921 
で , 犬 釣 仔 虫 で は 分 英 が 大 きい と と が 判る 。 即ち , 以上 
の と と ろか ら , 犬 釣 仔 虫 は 血清 に 対し て 種族 特異 性 を ぁ 
つと と は 明らか で ある が , 同じ く 固 有 主 宿 血清 を 用 いた 
ツマ ビニ = 多 仔 虫 の 場合 に 比較 し て , 侵入 性 が 劣る こと は 疑 
そし て こと れ は , 北山 が 得 た 

CC に お ける , 両 種 釣 仔 虫 の 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 の 療 

に つい て の 所 見 と よく 一 致す る 。 

(人 血清 ) を 用 い た 場合 と の 比較 

前 述 し た よう に , 犬 血清 を 用 いた 本 実験 の 結果 は , 侵 
入 性 の 温度 変化 と と も な つた 変動 の 傾向 か ら す れ ば , 及 
そ , 人 血清 を 用 いた 先 の 実験 結果 と 相似 し て いる が , そ 
の 侵入 率 に お いて は 顕著 に 異な っ て いる 。 即 ち , 水中 に 
お いて , 宿主 ある 人 の を 用 いた 場合 の 最 
侵入 率 は 8.97 に 過ぎ な か つた が , 本 実験 で は , それ が 
80.722 で あり , 実に 約 8.5 倍 の 増加 と な つて いる し , 又 
最低 侵入 率 も 0.06 で あつ た も の が 0.9 % と 増加 し て い 
る 。 

な お 15°C, 18C 及 び 39°C, 42C に お ぉ いて, 総計 21 回 に 
下 つ て 仔 虫 の 侵入 が 認め られ な か つた 先 の 実験 と 異な っ 
て , 本 実験 で は , 42C で 侵入 が 1 回 だ け 認 め ら れ な い 場 
合 が あつ た の みみ で , その 門 異 が 著 明 で ある こと と を 示し て 
いる 。 と の と と は , 前 述 し た 江口 の , 犬 釣 仔 虫 の 血清 に 
対す る 向 化 性 は , 種族 特異 性 が 強い と する 説 を 肖 定 する 
ぁ も の で ある と 共に , 又 一 方 私 の 得 た , 釣 仔 虫 の 組織 侵入 
性 に 関す る 所 見 に は , 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 が 大 きく 
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作用 し て いる と と を 証し て いる も の と いえ る 。 そ を し て な 
おぉ, 江口 の 認め た 血清 に 対す る 種族 特異 性 の 所 見 は , 87*C 
に お ける 場合 の み で は な く , 相当 広い 温度 領域 に お いて 
認め られ る も の で ある と と を ふも 知 つ た 。 

第 2 図 は , この 両 実験 に お ける 侵入 率 を 比較 し た も の 
で て , 上 記し た 事実 を は つき り と 示し て いる 。 た だ とこ と で 
特に 注意 し な けれ ば な ら な い 点 は , 温度 別に これ を 検討 
する と , 人 の 血清 を 用 いた 場合 に は , 左 程 顕 著 に 現れ な 
か つた 36°C に お ける 侵入 率 の 上 昇 が 特に 著 明 に 現われ て 
お ぉ り , その 傾向 より すれ ば , 宰 ろ , 人 血清 を 用 いた 場合 の 
Y ピ ビー= 釣 仔 虫 の それ に 似 て いる 。 即ち, 本 実験 も 固有 宿 
主 血清 を 用 いた 場合 の も の で あり , こと の 両者 が 優 め て よ 
く 相似 し て いる と と は , 単なる 偶然 で は な く , 高温 城 に 
ぉ ける 侵入 率 の 顕著 な 上 昇 因 子 を 考え る 上 に 示唆 を 与え 
る も の で は な か ろう か 。 和 私 は これ を , 血清 に 対し て の 陽 
性 向 化 性 の 発現 が , この 温度 に お いて , より 強く 発揮 さ 
れる こと こと に よる も の で あろ うと 考え て お り ,。 一 歩 を お し 
進め た 推測 を すれ ば , ツ ビ = 多 仔 虫 及び 犬 釣 仔 虫 に お い 
て み ら れ た 組織 侵入 性 の , 二 っ の 温度 領域 と お ける 高き ま 
り は , 温度 の 変動 に ょ つて 起 る 仔 虫 の 超 性 の 変化 が 関与 
し て いる も の と 解釈 され る 。 

そし て こと れ は 別 の 観点 か ら す る と , 86"C 乃 至 は 39°C と 
いう 3 温度 領域 が 体温 域 で ある 点 か ら , 先 に 述べ た , 「 こ 
の 温度 城 に お ける 侵入 率 の 上 昇 は , 哨 乳 動物 体内 へ 侵入 
後 の 仔 虫 の 運動 能 を 示す も の で は な か ろう か か 」 と いう 推 
察 を , ある 程度 裏付け た も の と する と と が 出来 る と 思っ つ 
て いる 。 


まとめ 


私 は さき に , 水中 或 は 土壌 内 で の , ツマ ビ = 釣 仔 虫 及び 
犬 多 仔 虫 の 温度 変化 と と も な う 組 織 侵 入 性 の 変動 を , 人 
血清 を 入れ た 家 更 腸管 を 用 いる 方 法 に よ つ て 追及 し , 報 


そし て その 結果 , 水中 で ある と 土壌 内 で ある と を 問わ 
ず , 両 種 釣 仔 虫 は , 組織 内 に 侵入 する も の で ある と と を 
知る と 共に , と の 侵入 性 は , 温度 の 変化 と と も な つて 変 
動 し , 叉 種類 の 差 に と にょ よ つて も それ が 違 つ て いる と と を 知 
つた 。 又 ち , 現在 まで の 主 な 知見 を 総括 する と , 次 の よ 
うな ぁ も の で ある 。 

1. 実験 し た 範囲 の どの 温度 域 に お いて も , マツ ビー= 多 
仔 虫 に 比較 し て , 犬 釣 仔 虫 の 侵入 率 は 極め て 低い 。 
2. 両 種 釣 虫 の 侵入 率 は , 2 C 一 27C と 一 
の 温度 領域 の 両 域 に お いて 高まり が 見 られ る 。 
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8. 両 種 釣 仔 虫 の 間 に は , 侵入 に 好適 な 温度 条件 の 差 
が ある らし い 。 

4. 水中 と 土壌 内 と で は 侵入 性 に 差 が あり , 土壌 内 に 
お いて は , 仔 虫 の 侵入 性 は 抑制 され る 傾向 が 認め られ 
る 

5. マビ = 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 の 高まる 温度 域 は , 自 
然 お ける 性 皮膚 の 発生 時 期 の 温度 と よく 一 
致す る 。 

さて , 上 記 の 五 項 の 内 , 特に 第 一 項 に 関連 し た と と と 
し て 重要 な こと は , 両 種 釣 仔 虫 の 侵入 率 の 比較 は , これ 
ら の 実験 に 釣 仔 虫 の 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 が 関 三 し て 
いる 以上 , 夫々 の 固有 宿主 の 血清 と 対す る 態度 を 観察 レ 
た 後に 行わ れ も な けれ ば な ら な いこ と と で あぁ る 。 即 ち , と この 
点 , 先 の 実験 は 人 血清 を 用 いて お り , 犬 多 仔 虫 に は 非 固 
有 宿 主 血 清 で ある か ら , 当然 固有 宿主 で ある 犬 血清 を 用 
いた 場合 の 態度 の 追及 が 必要 と な る 。 この よう な 理由 か 
ら , 今回 は 犬 血 清 を 用 いた 場合 の , 犬 多 仔 虫 の 態度 を 追 
及 し た も の で ある 。 そ を し て その 観察 の 結果 か ら , 先ず , 
人 血清 を 用 いた 場合 より も , どの 温度 領域 に お いて も , 
数 倍 の 率 を も つて 侵入 率 が 高まる こと を 知 つ た 。 

即ち , この と と は , これら の 実験 で 認め られ た , 多 仔 
虫 の 組織 侵入 性 に , 血清 に 対す る 仔 虫 の 陽性 向 化 性 が 大 
きく 関 履 し て いる と と を 証し て いる と 共に , 犬 釣 仔 虫 の 
それ は , 種族 特異 性 が 強い こと を 示し て いる 。 

私 の この 実験 は , 組織 に 侵入 する と いう 仔 虫 の 運動 能 
が , 温度 の 変化 と よ つ て , どの ょ うに 変る も の か と いう 
点 を , 主体 と し て 追及 し て いる も の で あり , それ に 関与 
し て いる 仔 虫 の 向 化 性 問題 を 特に と と り げ て 解析 し ょ うと 
する も の で は な い が , 江口 の 得 た , 犬 釣 仔 虫 の 陽性 向 化 
性 は , 種族 特異 性 が 強い と する と こと ろ を , 別 な 方 法 に よ 
つて 追試 確認 し た こと に な つた 。 な お これ は , 私 の 得 た 
結果 か ら す る と , 相当 広い 温度 領域 に お いて 発現 する も 
の で ある と いえ る 。 

た だ こと こと で 最も 注意 し な けれ ば なら な い 点 は , 36C に 
お いて は , と の 発現 が , 人 血清 を 用 いた 場合 と 比較 し て 
特に 著 明 に み ら れ , 人 血清 と 対す る ツマ ビ = 釣 仔 虫 の を それ 
に , 相似 し て いる と こと で ある る 。. 即 ち , この と と は , 侵入 
性 の 高まる 高温 領域 と お いて は , 仔 虫 の 血清 に対する 陽 
性 向 化 性 が , より 強く 発揮 され る と と を 示し て いる も の 
と 解釈 出来 る の 。 そ し て と の 事実 か ら , 24C 一 27C に お け 
る 組織 侵入 性 の 高まり が , 自然 に お ける ジマ = 多 
の 経 計 的 な 侵入 に 関連 し た 。 運動 能 を 示す と する 根拠 よ 
りす れ ば , 36°C と いう 体温 城 に お ける , この 陽性 向 化 性 
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の 強い 発現 は , 足 乳 動物 の 体内 へ 侵入 後 の , 仔 虫 の 運動 
と れ に つい て 
は , 将来 別 の 方 法 に よ つ て 追及 を 試み た 上 で 結論 し た い 

と 考え て いる 。 

に , 以上 に 述べ た 通り , 固有 宿主 血清 を 用 いた 場合 
に は . 犬 釣 仔 虫 の 侵入 率 が 上 昇 す る こと か ら , 前 報 で 述 
べた ほど , 本 種 の 侵入 率 は , マビ = 釣 仔 虫 の それ に 比 し 
て 極端 に 低い と は いい 得 な い が , 18'C を 除い た 以外 の 実 
験 範囲 の すべ て の 温度 領域 に お いて , 平均 侵入 率 は , ツ 
ビ = 釣 仔 虫 の それ に 比 し て 矢 張 り 低 い 。 

な お , 温度 変化 と と ぁゃ な つた 組織 侵入 性 の 変動 傾向 
*, 先 の 実験 結果 と ほ く 同 様 で , 二 つ の 温度 領域 で 上 昇 
を みる が , た だ 人 血清 を 用 いた 場合 より も , 低温 部 に お 
ける 上 昇 が , 18'C 一 24C に 豆 る 広い 領域 に み ら れ た 。 

な » 又 , 24C に お ける 侵入 率 が 比較 的 高く し か も そ 
の 分 散 が 小さ いこ と は , と の 温度 に お いて 侵入 に 関連 し 
た 運動 能 が , 最も 安定 し て いる こと と を 示し , 従 つ て , と 
, ビニ = 多 虫 の 場合 と 較 

て みた 時 運動 能 度 を に する と と が 知り 
得 ら れる 。 


むす で び 


1. 固有 宿主 血清 を 用 いた 場合 の , 犬 多 仔 虫 の 組織 侵 
入 率 は , 非 固有 宿主 血清 (人 血清 ) を 用 いた 場合 の それ 
より も 極め て 高く , 本 種 の 血清 に 対す る 強い 種族 特異 性 
を 認め 得 た 。 

2.。 温度 変化 と と も な つた 侵入 性 の 変動 傾向 は , 人 血 
清 を 用 いた 場合 と ほぼ 同様 に み ら れ る が , 低温 域 に お け 
る 侵入 率 の 高まり が , 18C 一 24C の 広い 温度 領域 に 下 つ 
て みみ られ る こと と , 及び 36C に お ける 侵入 率 の 高まり が , 
より 強く られ る 点 が と れ と る 。 

3.。 8386C に お ける 侵入 性 の 高まり が , 著 明 で ある と こと 
ろか ら , 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 が , 体温 城 に お いて ょ よ 
り 強 く 発現 きれ る も の と 解 秋 し , これ は 哨 乳 動物 体内 へ 
侵入 後 の 仔 虫 の 運動 を 示す も の と 推 侍 し た 。 

1. 人 血清 を 用 いた 場合 の アビ = 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 
と 比較 すれ ば , 本 種 の 組織 侵入 性 は , 18'C を 除い た 他 の 
すべ て の 温度 領域 に お いて 低い 。 

5.。 犬 釣 修 虫 の 組織 侵入 に 関し た 運動 能 の 発揮 は , 24 
"C に お いて 最も 安定 性 を も つも の と み ら れ , これ は , ツ 
ビ = 釣 仔 虫 の を それ より も 低温 域 に , 運動 に 好適 な 温度 範 
囲 が ある こと こと を 示し て いる 。 
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稿 を 終る に 臨み , 終始 女人 篤 な 御 指 導 を 賜 つ た を 森下 教授 
に 深 基 な 感謝 を 捧げ びる と 共に , いろ いろ と 御 協 力 を 賜っ 
忠 三 郎 士 及 び 賀 秋子 氏 並 びに 大 阪 市 立 
究 所 加藤 亮 に 謝意 を 表し ます 。 
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Summary : 


1. The penetrability of larval Ancylostoma can- 
inum into the tissue (washed intestine of rabbit), 
containing the serum of the normal host (dog) 
was found to be much higher than that, containing 
the serum of an abnormal host (human beings). 
This finding is understood to be the expression of 
distinct '" specificity ’”” of this worm to the serum 
of its normal host,. 

2,. Tendency of deviation of its penetrability at 
various temperatures can be found for the dog 
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serum to nearly same extent as for the human 
serum, but in the former it is distinct that the 
increase of penetrability at relatively lower temper- 
atures was found at the wider range of temper- 
atures between 18°-24°C, and that at the tem- 
perature of 36°C was relatively higher. 

3. This latter finding induced me to assume 
that taxis to the serum appears more clearly at 
the range of body temperature than at lower range 
of temperature, and that this may indicate the 
kinetic potency(ability of wandering and movement) 
of the larvae after penetrating into the mammalian 
tissues. 

4,. Compared with the tissue penetrability of 
larval Ancylostoma duodenale for human serum, 
the tissue penetrability of this. species for human 
serum is low within the ranges of ali different 
degree of temperatures except at 18°C. 

5. The kenetic potency of larval Ancylostoma 
caninum. to penetrate into the tissue seems to be 
most active at 24°C. Compared with that of Ancylo- 
stoma_ duodenale we can admit that the suitable 
temperature for the movement of this larval worm 
lies at relatively lower range. 
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(1) 足利 市 内 の 幼稚 園児 , 学 ょ び 婦人 外 来 患者 の 
卵 調査 と その に つい て 


初 枝 


国立 予防 生研 究 所 寄生 


(昭和 34 年 4 月 24 日 受領 ) 
特 別掲 


近 時 検 肛 法 の 普及 と た ともない, と これ の 応用 に ょ る 住民 
の 時 虫 寄生 の 実態 が 各地 か ら 報 告 さ きれ つつ ある が , その 
感染 率 は いずれ も か な り 濃 厚 の も の の よう で , と り わ け 
その 寄生 素 が た か いと いわ れ て いる 小児 の を それ に つい て 
は 90 も る よう な 濃厚 感染 地域 も さきほど で は な 
いよ う で ある (下部 ら , 1953 ; 川本 , 1955 ; 堀田 ら , 
1957)。 

また 成人 層 の 感染 率 は 小児 に 較べ て 一 般 に は 低い と 云 
われ て は いる も の の , 2~ 3 害 程 度 の か な り 高 い 寄生 を 
し めす と こと ろ が 多い ょ う で ある (赤木 ,1952 ; 川本 ,1956 ; 
林 , 1958 ; 小島 ら , 1959)。 

か よう な 実態 が 明らか に な る に つれ て , いま まで と か 
く 等 視 れる 傾向 に あつ た 対策 が 公衆 衛生 上 
の 一 つの 問題 と し て クロ ー ズ アッ プ さ れる よう に な つて 
きた 。 

私 は 北 関東 地方 の 暁 虫 浸 淫 の 実状 を 調査 する 目的 の も 
と に , 栃木 県 足利 市 内 の 幼稚 園 と 小学 校 の 児童 お よび 某 
産婦 人 科 医 院外 来 患者 に つい て セロ テー プ 法 に ょ る 時 由 
卵 検出 を 試み , 同時 に 暁 虫 保有 児童 に つい て は ピ ペ ラ マジ 
ン 製 剤 に よる 駅 虫 試験 を 実験 し た の で と と に 報告 する 。 


検査 方 法 
対象 お よび 検査 時 期 : マヤ 幼稚 園児 童 80 名 (昭和 31 年 


HATSUE OGAWA: Studies on enterobiasis (1) 
Survey of*children in three kinder-gartens, a pri- 
mary school and of women vistiting a gynecological 
clinic in Ashikaga City on enterobiasis, with the 
results of mass-treatment with piperazine (Depart- 
ment of Parasitology, National Institute of He- 
alth, Tokyo) 


4 月), 同 60 名 (昭和 832 年 4 月 う , 江川 幼稚 園児 童 35 名 (昭和 
32 年 6 月 う , みどり 幼稚 園児 童 23 名 (昭和 32 年 6 月 ), 山辺 
小学 校 要 護 学級 3 年 生 44 名 (昭和 32 年 6 月 ), 某 産 婦人 科 
医院 外来 患者 中 16 歳 以上 の 婦人 284 名 (昭和 382 年 10~11 
月 ) 計 526 名 に つい て 。 

検査 材料 : セ セ ハ ン テ ー プ を 使用 。 


検査 回 数 : 1 回 の み と し た 。 

感染 の 実態 を 知る の に は , 3 回 の 検 を 行う 
の が 一 応 標準 と され て いる よう で ある が , 今回 は その 概 
要 を 知る 目的 の た め 1 回 の ぁみ とし た 。 

検査 成績 お ょ び 考 宗 

1 幼稚 園児 童 : 市 内 3 ヵ所 の 幼稚 園児 童 に つい て の 
感染 率 は 第 1 表 と し めす ょ うに , 比較 的 低い 感染 率 26.1 
2 が し めき され た みどり 幼稚 園児 を の ぞ く 他 2 ヵ所 の 園児 
に つい て は 極め て 近 以 し た 感染 率 45.0~46 .72% が し めき 
れ た 。 検査 時 期 の ずれ を 無視 し て と これ ら を 平均 する と 
43.4% で あつ た 。 

以上 の 値 は セロ テー プ 法 1 回 の み の 成 績 で ある が , そ 
の 集団 の 真 の 寄生 率 応 近い 値 は , いま まで に 特別 の 騒 
虫 処 置 が 施さ れ て いな い 集 団 に 対し て は セロ テー プ 法 3 
回 の 較 続 検査 の 結果 を も つて こと れ に 近 以 する とこ と が 可能 
で ある と する も の が 多く , と の 場合 1 回 の 検出 率 は 3 
回 果 積 陽性 率 の 概ね 70 前後 と 考え て よい ょ よう で ある 
(Sadun et al 1956 ; 川本 , 1956 ; 後藤 , 1958 ; 高橋 ら , 
1958), そこで 以上 の 成績 か ら 3 回 検査 の 値 を 推定 する と , 
みみ どり 幼稚 園児 の 感染 率 は 37.32%, マヤ 幼稚 園児 64.3% 
(前 年 度 66.72 (翌年 度 ), 江 川 幼稚 園児 65.3 
均 62%% う と な る 。 マ ヤヤ 幼稚 園児 童 の 寄生 率 に つい て は , 昭 
和 81, 32 両 年 度 と も 上 記 の 如く 殆 ん ど 同 一 の 値 が し めき 
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第 1 表 園児 の 虫 卵 検査 成績 


(1 回 検査 ) 


* 昭 和 31 年 4 月 , 株 昭 和 34 年 4~6 月 


検 感染 


ャ * 

マヤ 幼稚 園 

みどり 幼稚 園 
計 


第 2 表 


小学 校 児童 の 上 卵 検査 成績 
(1 回 検査 ) 昭和 32 年 6 月 


彼 検 感染 感染 
者 率 


対 象 


山辺 小学 校 23 8 34.8 


女 


検 
者 


れ た 。 因みに 以上 の 3 幼稚 園 の うち, . 最 も 低 寄生 率 が し 
め さ れ た みどり 幼稚 園 の み は , キリ スト 教会 経営 と 属す 
_ る も の で ある 。 
な お 北 関東 地方 で は 著者 が 調査 し た 栃木 県 の 隣接 県 で 
ある 和 群馬 県 の 幼稚 園児 童 (前 橋 市 内 ) の 暁 虫 感染 と つい 
て は 後藤 (1958) の 調査 成績 が ある が , それ に ょ る と ワ 
ギリ ン 法 3 回 値 で 39.3%%~67.122 (平均 51.42%) と な し 
て いる が , と の 陽性 率 は 栃木 県 に お ける 著者 の 本 成績 と 
致す る 。 

2. 小学 校 児童 

山辺 小学 校 3 年 生 と に つい て の 成績 は な 44 名 中 15 名 に 陽性 
を みみ , 感染 率 は 34.1%2 (3 回 推定 値 48 .722) で あつ た (第 
2 表 )。 

3 産婦 人 科 外 来 患 者 

対象 を 16 歳 より 5 歳 階 級別 に 分 け て 集計 する と , 第 3 
表 に みる よう に 16 ~20 歳 9.126, 21~25 歳 7.5% で 両 年 
和 層 と も ほ さ く 同 程度 の 低 率 を し めし た が , 26~80 歳 に 達 
する と その 感染 率 は 16.52% と 急増 し , さら に と の 比率 は 
年 齢 の 増加 に し た が い , わずか に 増加 を し めし つつ 386~ 
40 代 に いた り 最 高 (20.72% う に 達する が , 以後 は わずか に 
低下 の 傾向 を し めし た 。 以 上 の 傾向 は , 小野 田 市 某 病 院 
密 放 人 科 外 来 患者 に っ つい て さき に 調査 し た 村 重 (1957) 
の 報告 と 概ね 一 致し て いる 。 な お 前 記 村 重 の 調査 と にょ る 


第 3 表 産婦 人 科 外 来 者 の 年 虫 卵 検査 成績 
(1 回 検査 ) 昭和 32 年 10~11 月 


感染 率 


11 9.1 
7.5 
16.5 
18.6 
20.7 
14.8 


19.2 


と , 婦人 の 野 虫 寄生 率 は その 保有 児 数 と の 聞 に つよ ょ よい 相 
関 が し め さ れ , 81~40 歳 で 最高 の 陽性 率 を えた こと の @ 虹 
も 大 き な 原 因 と し て , こと の 年 齢 層 に な る と 幼少 児 を 保有 
する 率 が 多く な り , し か も 幼少 児 の 年 齢 が 松崎 ・ 細 川 ら 
(1949) が 寄生 率 が 高い と 報告 し て いる 年 齢 , 即ち 8 ~ 
10 歳 の 年 齢 に 近づい て いる 場合 が 多い た め と 考え られ る 
と し て いる 。 そ を こと で と の 点 に つい て 著者 も 各 年 齢 階層 別 
に 保有 児 関係 を 調査 し , これ と 感染 率 と の 関係 に つい て 
検討 を 加え て みた 。 いま 保 有 児 の 有無 と 寄生 率 と の 関係 
を みる と (第 4 表 ), 子供 を 有する 婦人 で は 51 名 中 10 名 
(19.626) に その 寄生 を みた の に 対し て , 子供 を も た な 
いも の で は 41 名 中 寄生 者 は な く , 両者 の 間 に い ち ぢ る し 
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対 被 検 感染 感染 検 感染 感 
者 者 率 
39 14 35.9 41 80 36 45,0 
31 29 60 28 46.7 
21 10 14 6. .42,9 16 45.7 
9 38.8 14 23 6 26.1 
100 43 43.0 98 43 43.9 198 86 43.4 
率 者 者 
16~20 
の 21~25 
26~30 
31~35 
| 
36~40 
さ 41~ 
計 284 42 
) 
5, 
, 
3% 
平 
昭 
さ 


第 4 表 保有 児 の 有無 と 暁 虫 感染 率 


(1 回 検査) 
子供 の 有無 。 被 検 者 感染 者 。 感染 
あり 51 10 19.6 
な し 41 0 0 
第 5 表 年 齢 と 保有 児 数 
保 有 数 
16~20 4 0 
21~25 30 1 
36~40 10 | 
41~ 6 3 


い 相 違 を 見 出す こと が で きた 。 ま た 年 齢 と 保有 児 数 と の 
関係 に つい て は , 第 5 表 に こし めす よう に 16~20 歳 の 婦人 
で は 子供 を も つも の が な か つた の に 対し て 21~25 歳 代 に 
な る と は じ め て その 2 割 前 後 の も の が 子供 を 有する よう 
に な り , 26~380 歳 代 に いた り 約 6 割 に 達する が , さら に 
81 歳 以上 の 年 齢 層 に な る と その 殆 ん ど 大 多数 の も の が 子 
供 を も つよ うに な り ,。 し か も その 殆 ん ど が 2 人 以上 の 子 
供 を 有する と と が 判る 。 し た が つて 子供 の 保有 率 に つい 


て は , 31 歳 以上 の 年 齢 層 と 25 歳 以下 の それ と の 間 に い ち 


ぢ る し い 開 き が みとめ られ , と の 差異 は 暁 虫 寄生 率 の 上 
に も 了 ほ ささ 平行 的 に み ら れ る こと と は 前 記 の か か る 所 説 を う 
な づか せる も の で あり , 子供 と の 同居 の 有無 が 成人 の 寄 
生 率 に 大 き な 影 響 を 及ぼ ば す と する 赤木 (1952) の 見 解 と 
も 一 致す る が , これ に つい て は 後 報 に ゆず る 。 

な お 性 別 と 暁 虫 感 染 率 と の 関係 に つい て は , 著者 が 調 
査 し た 幼稚 園児 と 学童 に 関し て の 結果 で は 差 は 全く み と 
め ら れ な か つた 。 


ピ ペ ラ ジン 製剤 に よる 暁 虫 駆除 試験 


半 虫 駆除 薬 と し て の ピ ペ ラ ジ ン 製 剤 の 卓 効 性 に つい て 
は 既に 一 般 に 容認 され る に 至 つ て いる と こと ろ で は ある 
が , 著者 は た また ま 田 辺 製薬 より 本 製剤 の 供与 を うけ た 
の で , と これ に ょ る 駅 虫 試験 を 行 つ た 。 
試験 方 法 
対象 : 前 記 3 ヵ所 の 幼稚 園児 童 と 学童 に つき , 1 回 の 
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セロ テー プ 法 に よ ょ つて 暁 虫 卵 陽性 の も の 男女 計 96 名 。 
被 検 薬剤 : a) ペ キ シ ン 錠 (1 錠 中 リン ゴ 酸 ピ ペ ラ マジ 
ン 228mg, ピ ペ マラ ジン ハイ ドレ ー ト 200mg 相当 量 含 有 有 
田辺 製薬 株 式 会 社 ) b) ベ キ シン シップ (1cc 中 ) 
ン ゴ 酸 ピ ペラ ジン 114mg, ピ ペ マラ ジン ハイ ドレ ー ト 100 
mg 相当 量 含有 , 田辺 製薬 株 式 会 社 )。 


薬剤 の 服用 方 法 : 対象 児童 の 昼食 後 30 分 乃至 1 時間 の 
間 に 教 室 で 著者 自身 が 服薬 させ た 。 投 薬 量 は 一 応 薬 剤 使 
用 説明 書 の 指示 を 参考 し , 下記 の 量 を 夫々 1 日 1 回 7 日 
間 連 続投 与 し た 。 a キ シン 錠 稚 園 上 て (4~6 
歳 ) 32 名 に つき 1 回 4 錠 ( ピ ペ ラ ジン ハイ ドレ ー ト 約 50 
mg/kg) 投 b) キ シン シロ 幼稚 園児 C4 ~6 
歳 ) 計 49 名 に つい て 1 回 12cc C ピ ・ ハ イド レー ト 約 鶴 
mg/kg) 投与 群 と 小学生 (9 歳 ) 15 名 に つき 1 回 8 ce 
( ピ ・ ハ イド レー ト 35mg/kg) と と た 。 

駆虫 効果 の 判定 : 駆虫 効果 は 虫 卵 陰 転 事 に と よ つ て 判定 

し た 。 後 の 後 と よる 陰 転 者 の 認定 方 法 に っ 
いて は , 従来 試験 者 に より 区 < 々 で 未だ 一 定 の 基準 は な い 
よう で ある (赤木 , 1952 : White et al 1953 ; 川本 , 
1955 ; 森下 ら , 1956 ; Brown et al, 1956) が , 著者 は 
一 応 投薬 終了 の 翌日 か ら 連 続 7 日 間 の セロ テー プ 法 を 施 


行 し , 全 検 査 回 と ぁ 貝 卵 陰 性 を し めし た も の を 以 て 険 転 


者 ど み な し た 。 

成 

1 転 率 

第 6 表 と みる と お り , 幼稚 園児 童 に 対す る ベ キ シン 化 
4 錠 ・ て 日 連用 時 の 卵 陰 転 は 84.422(27/32 う で あり , 
ベ キ シン シロ ロップ 12cc・"? 日 時 の それ は 77.8 %~ 
87.5%, 平均 81.622 (40/49) で 両者 と も ほ くさ 同一 の 効果 
を し めし た 。 一 方 小学 校 8 年 生 と に つい て 行 つ た ベ キ シン 
シロ ロップ 8cc・"? 日 連用 時 の 効果 は 上 記 の 陰 転 率 よ り は 
る か に 低く 46.7 (7 /15) の 効果 を し か 収め えな か つ 
た 。 が , とこ の 場合 の 非 陰 転 者 8 名 に つい て は , 後 検査 終 
了 直 後 さ ら に ひき つく さき 同 量 の シロ ッ プ 剤 を "日間 服 且 
させ , うち "名 の 陰 転 者 を 得る こと が で きた 。 

2 副作用 

薬剤 の 服用 に ょ る 副作用 は , 上 記 い ずれ の 場合 と も と 
くに みとめ られ な か つた 。 た ゞ 幼稚 園児 に お いて , 錠 廊 
と シロ ッ プ 剤 の 投与 中 に と 1 ~2 日 に わた り 軽度 の 下痢 を 
安 た も の が 各 1 名 づつ あつ た が , 果して を れ ぷ が 薬剤 の 服 
用 自体 に よる も の で ある か どう か 判断 が つき か ね る 程度 
の る も の で あつ た 。 
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第 6 表 ピ ペ ラ ジン に ょ る 虫 駆除 成績 
ベ キ 


服用 ] 回 用 陰 転 陰 
対象 者 服用 量 期間 率 


ベ キ シン シロ ロップ 


1 回 服用 陰 転 陰 転 


B 16 14 87.5 & 
計 49 40 81.6 
D 15 9 8cc 46.7 


A: マ ャ 幼稚 園 , B: 江川 幼稚 園 , C: みどり 幼稚 園 
D: 山辺 小学 校 体重 1kg 当り の ピ ペ ラ ジン 
ハイ ドレ ー ト 量 概 算 (1 回 服用 量 ) : A: 50 mg, A 
~C75mg, D 35 mg 


考 

ピ ペ ラ マジ ン 製 剤 の 暁 虫 駆除 効果 に つい て は , 従来 の い 
ずれ の 報告 と も その すぐ れ た 効果 を 記載 し て いる 。 今回 
私 が 試験 し て えた 結果 で も , 幼稚 園児 童 に つい て 行っ つた 
体重 1kg 当り の ピ ペ ラ ジン ハイ ドレ ー ト 量 が , 50 mg 
以上 の 試験 例 で は , 錠剤 , シロ ッ プ 剤 と も 80 錠 以上 の き 
わ め て 高い 駆虫 効果 を し めし た 。 本 製剤 の 駆虫 率 が プロ 
キロ 50mg を 越え を と ころ か ら 顕 閉 な 増加 を し めす も の 
で ご あぁ ある こと は White & Standen (1958) の 詳細 な 研究 
に よ ょ つて は じ め て 明らか に され た の で ある が , と くに 50 
mg/kg 以上 の 量 と 駆虫 効果 と の 関係 に つい て は , 守屋 ら 
(1955) に よれ ば , 1 クール の 期間 日 以内 の 場合 , 
ピ ペ ラ ジン の 投与 量 が 50mg/kg か ら 350mg/kg まで の 
間 で は 用 量 の 増加 と と も に 貝 卵 陰 転 率 も 増加 し て 結局 80 
% 程 度 に 達する と いう 。 上 記 著 者 の 成績 で も ピ ペ ラ ジン 
ハイ ドレ ー ト 量 約 50mg/kg (錠剤 投与 例 )) 約 75mg/kg 
(シロ ッ プ 投与 例 〕 の 7 日 投与 で は , 陰 それ ぞ 
れ 84.4%2,。 81.6 と 大 差 な く 。 い ずれ る も 802%%6 を わずか に 
上 名 る 程度 の 成績 を 収め た 。 し か し プロ キロ の 薬 量 を ず 
つと 減ら し て 行 つ た (35mg/kg) 小学 生 と に つい て の 試験 
で は, は る か に 低い 陰 転 素 (46.72%) が し め さ れ た 。 じ し じ 
か し か よう な 比較 的 少 い 薬 量 を 投与 する 場合 で も , 上 服 用 
期間 を 14 日 間 と する と 願 る 高い 効果 が えら れ た と と は 注 
値する 。 
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以上 著者 の 成績 を 薬剤 投与 の 条件 が 著者 の それ と ほ ゞ 
等 し いと 思わ れる 先 人 の 成績 と 比較 し て みる に , 川本 
(1955) は 50mg/kg 7 日 投与 時 の 虫 卵 陰 転 率 は 73.9~ 
91.126, 75mg/kg "日 投与 時 の それ で は 85 2 と し て お 
り ,。 また ほ ゞ 同一 の 条件 下 で の 松本 ら (1958) の 成績 で 
は 87.126 で , 著者 の 成績 と ょ く 一 致す る 。 

な ほ 錠 剤 と シロ ッ プ 剤 の 効力 の 比較 は , 以上 の 著者 の 
試験 で は 全く 同一 の 有効 薬 量 を 用 いて 比較 試験 を 行 つ た 
も の で は な い の で , その 優劣 を 直ちに 論 断 する こと は で 
き な い が , 上 記 の 成績 か ら 判 断 し て 大 差 は な い ょ うに 
あ 思 われ る 。 し か し か り に 効果 上 に 差 が な いと 仮定 レ 
て , と れ ら の 集団 駆虫 へ の 応用 と いう 段 に な る と 川本 
(1955b) も みとめ て いる ょ うに 価格 の 高い シロ ッ プ 剤 
(錠剤 の 倍額 ) は 経費 の 面 で 不利 で ある が , 一 面 錠剤 の 
服用 が 困難 な 小児 に 対し て は 甚だ 好都合 で ある と いう 長 
所 を 有 レ し て いる 。 


要 約 


栃木 県 足利 市 内 3 ヵ所 の 幼稚 園児 童 と 小学 校生 徒 お よ 
び 某 産婦 人 科 医 院外 来 患 者 に つき , セロ テー プ 法 1 回 に 
ょ る 暁 虫 卵 検査 試験 を 行い , 当地 方 に お ける 罰 虫 感染 の 
実態 を 明らか に する と と も に , 貝 卵 陽性 児童 に つい て は 
ピ ペ ラ マジ ン 製 剤 に よる 駆虫 試験 を 実施 し 以下 の 結論 を え 

1. 幼稚 園児 童 の 平均 感染 率 は 男女 延べ 198 名 中 感染 
者 86 名 (43.42%) で , また 小学 生 (8 年) の 感染 率 は 44 ・ 
名 中 15 名 (84.126) で あぁ つた 。 

上 記 の 上 感染 率 は 1 回 検査 の 結果 で ある の で , 実際 に は 
幼稚 園児 約 62, 小学 生 49% と 推定 され る 。 

2. 産婦 人 科 外 来 患者 C16 歳 以上 の 婦人 ) の 暁 虫 感染 
率 は 1 回 検査 で 平均 14.8% ( 8 回 推定 値 2122) で あつ た 
が , 年 齢 に よ つ て か な り の 差違 が みとめ られ た 。 す な わ 
ち 25 歳 以下 の 階層 で は 10% 以 下 で ある が , 26~80 歳 代 ょ 
り 急増 し 36~40 歳 代 で 最高 に 達する が , 81 歳 以上 の 階層 
で は 202% 前 後 C3 回 推定 値 302%) の ほ さ くさ 一定 し た 寄生 率 
が し めき され た 。 こ と の 年 齢 階級 別 の 寄生 率 の 消長 は , 保有 
の 有無 の 児 数 と つよい 相 関 を し めし た 。 

8。 ピ ペ ラ ジン 製剤 (ミキ シ ン 錠 , ベネ キシ ン シ ロ ロップ ) 
の 財 虫 駆除 効果 は , 1 回 投与 時 の ピ ペ ラ ジン ハイ ドレ ー 
ト 相 当量 を 体重 1 kg 当り 50~75mg と し , これ を 7 日 
間 連 続投 与 し た 場合 の 陰 転 84.4% (錠剤 ), 81.6 
9 (シロ ッ プ 剤 ) で , プロ キャ ロ 385mg と し た 場合 の 陰 転 
率 は 46.72 (シロ ッ プ 剤 ) で あつ た 。 
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終り に , 終始 御 指導 と 御 校 閣 を 頂き まし た 予 研 寄 生 虫 
部 長 小宮 義孝 博士 に 静 心 か ら の 謝意 を 表し ます 。 ま を た と た 種 
々 御 援助 を いた ぱい た 予 研 寄 生 虫 部 小林 昭夫 博士 に 深謝 
する と に , ピ ペ ジン 製剤 の 提供 を うけ た 田辺 薬 
株 式 会 社 に 感謝 する 。 
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Summary 


Examinations for pinworm ova were made on 
children in three kinder-gartens, a primary school, 


‘and on women visiting a gynecological clinic in 


Ashikaga City, and for the purpose of the test of 
the therapeutic effects of piperazine preparations 
they were administered to the children infected with 
pinworm, and the following results were obtained, 

1) One time examination by use of the scotch 
tape technique revealed that the pinworm infections 
were found in 43.4% among the children in kinder- 
gartens and 34.1% among those in the school, 
showing no marked difference between sexes. . Pro- 
vided that 3 time examinations were carried out 
the above mentioned rates of incidence would 
amount to about 62% or 49% respectively. 

2) The incidence among women in the clinic 
was 14.8% in average by one time test with anal 
swab. The rate of incidence was found lower 
among the age class less than 25 years old. It 
was found increased among the group of more 
advanced ages, and attaind to the stable rate 
(about 20%) at 31-35 years. The cause of such 
difference in the various age groups was discussed. 

3) It was proved that the application of piper- 
azine hydrate at a dose of 50-75mg per kg 
for successive 7 days produced a 80-85% cure 
rate, whereas a dose of 35 mg/kg for the same 
days cured only 46.7% of the patients., 


昭和 34 年 8 月 (1959)) 


赤 


ァ レ ルギー 性 組織 障 の 基礎 修 念 と 目 さ れる 従来 の 間 
質 性 アレ ルギー の 基本 方 式 に と 対し, 純粋 に 面 管 (内 膜 を 
内 或 は 管内 に 反応 の 場 を 求め る 抗原 抗体 反 
応 が ある と 云う 想定 の も と に , 浜本 (1958) は , 天野 
(1948) の 所 調 二 系 性 免疫 論 を 基礎 と し て , 管 外 性 及び 
管内 性 抗原 抗体 反応 と 云う 二 型 式 の 反応 理念 を 新た に 導 
入 し , 種々 な 抗原 を 使用 し て の 逆 及 び 活 動 性 アナ フィ ラ 
キシ ー の 場合 に お ける 実験 的 組 病 変 を , 同様 な 機 序 に 
ょ つて 起 る と 思わ れる 数 種 疾患 の 人 体 剖 検 例 に お ける 形 
熊 学 的 変化 と 対比 検討 し , 多種 に わた る アレ ルギー 性 病 
変 は , 抗原 の 性 質 と , その 反応 の 場 に よ つ て 決定 され る 
も の で ある と し て , 複雑 な 様相 を 呈す る 抗原 抗体 反応 の 
病態 機構 を 系 統 的 に 見 事 に 統一 し た 。 
著者 も 叉 此 の 様 な 理念 に 基づい て , 主として 短 虫 体腔 
液 及び その 分 画 成分 を 使用 し , 寄生 虫 性 アレ ルギー に お 
ける 組織 反応 度 応 就 い て 種々 検索 を 行ない , 前 報 に お い 
て は 皮膚 反応 を 指標 と し て , 抗原 に る 的 皮 
膚 反応 の 発現 状況 と 夫々 の 組織 病変 の 態度 を 詳し く 報 告 
し た 。 そし て , こと の 様 に 間 質 に 反応 の 場 を 人 為 的 に 求め 
た 場合 に お いて は , 体腔 液 多 糖類 成分 は アル サス 現象 に 
叉 , 蛋白 質 成分 は > ベル クリ ン 反 応 に 類似 を 求め 得る 
反応 態度 を 示す も の で あり , 前 者 は , ヘ へ プ テ ン で は ある 
が , 血管 内 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 で あり , 後者 は 血 
管 外 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 で ある と と を 指摘 し た 。 


TAKAO AKAMATSU Experimental pathological 
studies on the ascarid cavity fluid and its fract- 
jons (2) About the anaphylaxis in kidney (Depart- 
ment of Pathology, Osaka Medical College, Ta- 
katsuki, Osaka Prefecture) 


貞 虫 体腔 液 成 分 に よる ア レル ギー の 実験 病理 学研 究 


(2) 堅 に 於 ける アナ ライ ラキ シー 現象 を 指標 と し て の 研究 


大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 (指導 浜本 教授 ) 
(昭和 34 年 5 月 6 日 受領 ) 
特 別掲 
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今回 は , 前 報 に お いて 得 られ た 成績 を 基礎 に し て , 皮 
代 つ て , 体腔 液 に と ょ つて 充分 免疫 され た 家 の 
左側 四 動 脈 よ り , 此 等 抗原 を 注入 する と こと に ょ つて , 一 
側 紅 に アナ フィ ラキ シー 現象 を 惹起 せしめ , 夫々 の 場合 
の 起 の 形態 学 的 変化 の 消長 を 詳し く 検 索 し た 。 

そし て , 体腔 ょ つて 充分 免疫 され た 家 お いて 
は , 何れ の 抗原 注入 に ょ つて も , 注入 側 皿 に 特異 的 な 腎 
炎 の 発現 を 見 た が , 前 報 で 述べ た と 同様 , 注入 抗原 の 種 
類 と ょ つて 発現 し た 腎炎 の 反応 型式 と , 夫々 興味 ある 変 
化 と 相違 が 見 られ た 。 此 の 事 は , 抗原 の 種類 乃 双 は それ 
自身 の 免疫 学 的 性 質 に よ ょ つて, 惹起 され た アレ ルギー 性 
炎症 に 自ら 形態 学 的 な 差異 を 与え る も の で ある と と を 
示し て いる 。 そ れ 故 閉 者 は , 未だ その 例 を 見 な か つた 罰 
虫 抗 原 に よ つ て 発現 せしめ た 腎炎 の 形態 像 を 中 心 と し 
て , 前 報 の 皮膚 反応 の 形態 学 的 検索 と よ つ て 得 た , 上映 虫 
体腔 液 並 びと そ の 分 画 抗原 に よ ょ つて 起 る アレ ルギー 性 反 
応 の 形態 学 的 特異 性 と , 各 抗 原 の 免 疫学 的 特長 を 更に 追 
求 す る と 共に , 又 多種 多 様 な 様相 を 示す 人 体 糸 衝 体 腎炎 
の ある 種 の も の に つい て , その 発現 機構 と つい て も いき 
さか の 考察 を 加え て みた いと 思う 。 


実験 方 法 
1. 使用 動物 
体重 2 kg~2.5 kg の 健康 成熟 雄性 家 羽 。 
2. 使用 抗原 


前 報 と 同様 , 豚 体腔 液 及び 此 れ ょ より 分 離し た 
質 成 介 並 びに 多糖 類 成分 で ある 。 人 分 画 抗 原作 製 方 法 は 前 
報 と 同様 で ある 。 

3. 作 方 法 

豚 体腔 液 を 生理 的 食塩 水 に て 4 倍 に し , 家 
1kg 当り 0.5cc を 1 回 量 と し て , 週 3 回 の 割合 で 合計 
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10 回 , 耳 静脈 より 注入 し た (即ち 免疫 に 使用 し た 体腔 液 
の 1 回 注射 量 は , 2 kg の 家系 に お いて は , 0.25cc で あ 
る )。 

4. 効果 注射 方 法 

最終 感 作 後 7 日 目 に , 各 抗 原 1 cc を 左側 堅 動 脈 よ り 注 
入 し た 。 効果 注射 時 に は , 穴 兎 を 右 向 横 位 に 固定 し , 左 
側 復 部 を 広範 囲 と 脱毛 し , ヨー ド チ ン キ 及び アル コー ル 
で 皮膚 を 消 如 減 菌 し た 穴 あ き 敷 布 で 充分 術 部 を 蔽 い , 
左 助 弓 下 より 左側 腹壁 に 約 '~ 8 cm の 縦 切開 を 加え , 
後 腹膜 側 よ り 堅 を 露出 , リリ: 注射 針 を も つて 直視 下 に , 腎 
動脈 より 抗原 を 注入 し た 。 猫 手術 に あ た つ て は , 使用 器 
具 は , 充分 煮沸 消 , 者 手指 も 逆 性 石鹸 で レ 
た 。 又 手術 終了 時 に は , ペ = シ リン 注 入 を 行ない , 細菌 
感染 を 厳重 防止 し た 。 

効果 注射 後 , 24 時 間 乃 至 48 時 間 し て 家 兎 を 空気 栓 塞 に 
ょ り 殺し, 臓器 は , 10 ホルマリン 乃至 は オル ト 固 定 
の 後 パ ラフ マ ィ ン 包 埋 し 型 の 如く 薄 切 模 本 と し , へ マト キ 
シリ ン , エ オ ジン 重 染色 , P.A.S 染色 , ワイ ゲル ト 弾 
力 線 維 染 色 を 施し 鏡 検 観察 し た 。 猫 標 本 作製 に あ た つ 
て は , 抗原 注入 側 堅 は , 全 縦 断面 を 観察 し 得る 様 に 作製 
し た 。 

疾 対 照 と し て は , 無 処置 家 兎 に 同様 に し て 各 抗 原 1 cc 
を 堅 動脈 に 注入 し た も の 及び 10 回 免疫 の み で 効果 注射 を 
行なわ な か つた も の 並び に 各 実 験 家 兎 の 右側 皿 を 使用 し 


実験 成績 

第 1 群 , 効果 注射 に 多糖 類 成分 を 使用 し た 場合 CNo. 
7, No.8, No.9, No.10, 使用 動物 4 羽 ) 

A) 肉眼 的 所 見 

効果 注射 後 24 時 間 に お いて は (No. 7 〉, 抗原 注入 側 堅 
は , 対 側 堅 に 比較 し 赤色 調 強 く や や 充 面 性 で ある 。 重量 
は , 左 四 8.6g, 右 臣 7.2g で 患 側 寄 は , 可 成 り 腫 大 レ 
て いる 。 被膜 の 剥離 は 比較 的 容易 で 表面 は 一 般 に 平滑 で 
ある 。 し か し 諸々 に 点 状 乃至 は 超 栗 粒 大 の 出血 巣 を 比較 
的 多数 認め る 。 48 時 間 で は , 前 記 赤色 調 は 消 鶴 し , 左右 
共 余 り 色 調 に 差 は な い 。 又 重量 は , No. 8 , No. 9 に お い 
て は 有意 の 差 は 認め な か つた が , No.10 に お いて は , 左 腎 
の 可 成 り の 腫 大 が 見 られ た ( 左 腎 11.2g, 右 腎 8.6 g )。 
本 例 で は , 度 数 ヶ所 に 大 の 梗塞 が 認め られ た 。 

B) 組織 学 的 所 見 

24 時 間 後 で は , 肉眼 的 に 認め られ た と 同様 , 堅 皮 質 に 
限局 性 の 出血 が あり , 此 の 様 な 所 で は , 一 部 細 尿 管 は 変 
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性 乃至 壊 お ち 入 り , は や て いる 。 出 
血 巣 以外 の 所 で は , 糸 委 体 は 一 般 に 軽度 に 腫 張 し て いる 。 
そし て その 多く は , 細 管 が や ゃ 拡張 し , 赤 
球 を 充満 し て お り , 時 に は , 此 等 赤血球 が 重なり 合い 、 
高度 の 血行 停止 像 を 示す も の が あり , 又 稀 に は , 少数 の 
赤血球 が ボウ マン 氏 腔 内 に 出 し て いる も ある 。 
然し な が ら , 内 皮 細 胞 に は , 増生 所 見 を 
め る も の は 未だ 無く , 従 つて 糸 後 体 の 富 核 は 認め られ な 
い 。 か えつ て 強い 血行 障 示す で は , 内 皮 
細胞 に 軽度 の 核 の 濃縮 を 認め る こと が ある 。 又 踊 系 壁 に 
は 軽度 の 浮腫 性 膨 化 を 認め る 。 細 尿 管 で は , 前 記 出 血 巣 
以外 に お いて は , 一 般 に 変化 に 逐 し レ し い が , 所 々 に お い 
て , 特に 変化 の 重 周辺 の 主 部 細 管 に は , 上 
皮 細 胞 の 淡 明 化 及 び 軽 度 の 征 粒 状 変 性 を 見 る 事 が ある 。 
次 に 輸入 動脈 を も 含め て 動脈 系 に は , 未だ 見 る べき 変化 
に 応 し い が , 一 部 静脈 で は , 軽度 の 拡張 及び 血行 停止 像 
を 見 る も の も ある 。 ; 
次 いで 48 時 間 後に お いて は 一 般 に , 前 記 の 充 
性 変化 は 可 成 り 消 て いる 。 を し て 多く の は 軽 
度 に 分 葉状 を し , 系 ボウ マン 氏 上 の 着せ 
る も の も 多く , 叉 ボウ マン 氏 腔 内 に , ェ オ ジン に 淡 染 す 
る 均一 無 構造 の 浴 出 硫 を 少量 入れ て いる も の も ある 。 レ し レ 
か し , 多く の 糸 系 体 に お いて は , 毛細 血管 腔 は 未だ 軽度 
に 拡張 し て お り , その 中 の 少数 の で は , 
を 見 る も の も ある が , 又 食 血性 で ある も の も 可 成 り 多 
い 。 し か も , 内 皮 細 胞 増生 乃至 富 は , 何れ 
の 糸 和 体 に も 見 られ る と 云う も の で は な い が , 変化 が 素 
に 高度 と 思わ れる も の に お いて は , の 腫 大 , 
血 , 内 細 胞 の 軽度 の 肥大 と 増生 , と ボウ マン 
氏 上 皮 の 等 所 体 炎 の 像 を 示す 体 も 可 
り 多い 。 を し て この 様 な 体 に お いて は 系 の 浮腫 
性 膨 化 が 可 成 り 顕 閉 な も ぁ も の も ある 。 し か し か えつ て 一 部 
に お いて は , 系 の 変性 の P.A.S. 染色 
性 を 減じ て いる 様 な 所 も ある 。 

つま り 48 時 間 後 に と におい て は , 少数 の 糸 竹 体 に は , 軽度 
に 充血 乃至 は 血行 停止 を 残す も の も あり , 又 一 部 糸 釈 体 
に は 忠 系 内 皮 細胞 の 軽度 の 増生 胞 大 忠 係 の 軽度 の 浮腫 性 
膨 化 及び 各 血 等 が 見 らち れる の が 一 般 的 な 所 見 と 思わ れ 
る 。 し か し 更に 特長 的 な 所 見 と し て , 極め て 少数 の 糸 後 
体 で は , 所 調 Glomerulonephrose の 特長 を 具備 し て い 
る も の が 認め られ た こと こと で ある 。 即ち , 糸 竹 体 の 腫 大 の 
程度 は , 殆ど 認 め ら れ な いも の か ら 軽 度 に 腫 大 せる も 
の 等 区 々 で ある が , これら で は , いづ れ も 


(170 ) 


(1959)] 


昭和 34 年 8 月 


が 極度 に 脱 化 肥厚 し 毛細 血管 腔 は 狭 少 と な り , 内 腔 に は 
赤血球 を 殆 ん ど 入 れ て いな い 。 又 跡 系 内 皮 細 胞 は , 可 成 
y り 腫 大 し て お り , 核 の クロ マチ ン 量 は 減じ 淡 明 化し て い 
る 。 し レ か し 内 皮 細 胞 の 増生 は 見 られ な い 。 そ を し て 一 部 糸 
体 で は , ボウ マン 氏 電 内 に 少量 の 入れ て い 
る 。 そし て 又 , と この 様 な ェ オ ジン に 淡 染 する 均一 な 六 性 
成分 が , 一 部 の 毛細 血管 腔 を 充填 し て い 
る 所 も ある 。 猫 , ボウ マン 氏 松 上 皮 の 増生 , 胞 厚 等 は 未 
だ 認め られ な い 。 次 区 細 尿 管 の 変化 は , 必ず し も びまん 
性 で は な い が , 24 時 間 後 と 同様 , 糸 窟 体 の 変化 の 高度 な 
ぁ の の 周囲 とお いて は , 上 皮 の 淡 明 化 , 逢 粒 状 変 性 時 に 
硝子 滴 状 変性 が 見 られ る 。 を し て 一 部 細 尿 管 で は 少数 の 
上 皮 の 脱落 が 認め られ る と と が ある 。 内 腔 に は , 少数 の 
要 状 物 乃 至 は , 極め て 薄い 硝子 様 物質 を 入れ て いる も の 
ぁ あ る が , 主 に 上 部 細 尿 管 に 限ら れ , 下部 ネフ ロン で は 
般 に 変化 に い 。 し か し し, 既に 肉眼 的 に も 認め られ 
た 様 に , No. 10 に お いて は , 皮質 の 数 ヶ所 に 明瞭 な 限局 
性 の 各 血 性 梗塞 が あり , 此 の 部 に お いて は , 糸 窟 体 は 未 
だ その 構造 を 保持 し て いる が , 細 尿 管 は , 核 の 消失 及び 
均一 無 構造 化し , 可 成り 広 壊死 に お ち 入 つて いる 。 
し か し 周囲 に 白血球 の 反応 は 無い 。 猫 こ の 例 に お いて 
は , 諸々 の 細 尿 管内 に , や ゃ 濃厚 な 硝子 様 物質 を 入れ て 
いる も の も ぁ を も 比較 的 多数 認め られ た 。 

最後 に 血管 系 の 変化 と し て は , 比較 的 大 き な 動 脈 系 に 
は 著 変 は な い が , 小 動 脈 に お いて は , 可 成 り 高度 の 内 皮 
細胞 の 増生 及び 肥大 及び 一 部 で は , 壁 か ら の 軽度 の 剥 雑 
状態 が 観 祭 さ れ た 。 又 輸入 動脈 に お いて も 内 皮 細 胞 に 可 
成り の 乱れ を 認め る も の も ある 。 猫 静脈 系 の 変化 24 時 間 
後 の る も の と 略 々 同様 で ある 。 

第 2 群 , 効果 注射 に 直 白 質 成 分 を 使用 し た 場合 CNo. 
14, No.5, No.6 , 使用 動物 3 羽 
A) 肉眼 的 所 見 

効果 注射 後 24 時 間 (No. 4 ) 及び 48 時 間 に お いて も 令 
例 と も 左 堅 は 右 腎 に 比 し 灰白色 の 色調 や や 強く 各 血 性 
で ある 。 重量 は , No.4 , No.6 に お いて は 左右 共 余 り 
差 は な い が , No.5 で は , 左 腎 は 軽度 腫 大 し て いる ( 左 
8.0 右 7.4g う 。 し か , 全 例 誠 時 被膜 の 剥離 は 
容易 で あり , 出血 乃至 は 梗塞 様 変 化 は 認め られ な い 。 
B) 組織 学 的 所 

24 時 間 後 (No. 4 ) に お いて は , 糸 失 体 の 多く は 軽度 
に 大 し , 系 は , ボ ウマ ン 氏 上 皮 と 強く 癒着 し て い 
る 。 系 相互 間 の 着 も 普遍 的 に 認め られ る 。 
多 ぐ の 場合 系 壁 は , 可 成り の 脱 化 を 示し , 体毛 細 血 
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管 腔 は 狂 細 と な つて いる 。 然 し, 一 部 糸 答 体 で は , 毛細 
血管 腔 の 一 部 が 高度 に 拡張 し , 内 腔 に , 少数 の 融解 し た 
赤血球 を 含ん だ ェ オ ジン に 淡 染 する 均一 物質 を 充満 し て 
いる も の も ある 。 そ し て 時 に は , 此 の 様 な 夏 性 成 條 が 跡 
系 壁 に 浸 淫 し 忠 系 の 硝子 様 膨 化 乃 至 は 硝子 様 変 性 が 認め 
られ る 所 も ある 。 多く の に は , 系 内 に フォ ブ 
リ ン 様 の 血栓 が 見 られ , 変化 が 更に 高度 の 場合 に は , 糸 
の 一 部 乃至 は 過半 が 完全 に 壊 お ち 入 つて い 
る と と も ある 。 糸 稚 体 内 皮 細 胞 の 増生 は 余り 顕著 で は な 
い が , 腫 大 は 可 成 り 認 め ら れる 。 此 の 様 な 糸 緑 体 は , 一 
般 に 強く 委 血 性 , 時 に 無血 で あり , 殆 ん ど 例外 な く 多 数 の 
偽 好 酸 球 乃至 は 好 酸 球 の 集積 が あぁ あり, 此 の は 全 
て , 高度 に 富 核 の 状態 を 示し て いる 。 更 に 此 の 浴 出 多 桜 
白血球 は , か り で な く , ボウ マン 氏 と も 
出 し , 更に 周囲 細 尿 管 周囲 間 和 ん で いる 。 
ボウ マン 氏 の 増殖 は 未だ 認め られ ず , ウマ 

ン 氏 内 の 六 成分 の 貯溜 は , 余り で は な い 。 然 
し 稀 で は ある が , ボウ マン 兵 電 腔 内 に 出血 が 見 られ る と 
と も ある 。 

細 管 は , 変化 の 高度 な 周 は , 腔 が 軽度 に 
拡張 し , 中 に 少量 の 硝子 様 物質 を 入れ て いる 。 双 その 上 
皮 は , や ゃ や ゃ 淡 明 化す る も の 又 , 題 粒状 の 変性 に お ち 入 つ 
て いる も の も 多く , 一 部 細 尿 管 上 皮 で は 硝子 滴 状 変性 が 
著 明 で 胞体 内 と P.A.S 強 陽 性 の や ゃ 粗大 な 征 粒 を 比較 
的 多数 認め る も の も ある 。 此 の 様 な 変化 は , 主 部 細 尿 管 


限 られ 下部 ネフ ロン に は 変化 に 逐 し い 。 


次 に 血管 系 で は , 静脈 に 軽度 の 拡張 が 見 られ 中 に 赤 血 
球 を 充満 する 様 な も の も あり , と の 傾向 は , 時 に 皮 髄 境 
界 部 血 管 に 見 られ る が , 動脈 系 で は 変化 と 逐 し い 。 
48 時 間 後 に お いて は , の 変化 は , 24 時 間 後 より 
更に 高度 と な り , 糸 扶 体 の 腫 大 の 程度 は , 可 成 り 増加 し 
て いる 。 本 質 的 な 変化 は 24 時 間 後 の も の と 変り は な い 
が , 変化 が 顕著 に 表 わ れ た 糸 系 体 に お いて は , 内 皮 細 胞 
の 増生 の 可 成 り 著 し いも の が あり , その 多く は 元 来 の 形 
態 を 失 な つて 強く 紡 を し て 来 て いる 。 を し て 
体 全 体 と し て は , 岡林 (1956) の 云う 跡 系 の 網 胞 化 を 示 
し 重 篤 な 変化 を 蒙 つ て いる 。 又 多 数 に 集積 し た 白血球 に 
は , 崩壊 を 示す も の も 多い 。 そ の 他 一 部 糸 衝 体 輸入 動脈 
に フィ ブリ ノイ ド 壊 死 が 見 られ る と こと も ある 。 

の 変化 が 高度 で ある に 従い 細 管 の 変性 も 強く 
所 と にょ つて は , 上 皮 細 胞 の 胞体 が 脱出 し 愉 も 植物 細胞 様 
の 所 見 を る と こと も ある 。 間 性 炎 の 程度 も や や 
高度 と な る 。 血管 系 の 変化 は , 24 時 間 後 の も の と 変り な 
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く 。 広間 質 の 増生 所 見 は 未だ 無い 。 
第 3 効果 注射 に 体腔 使用 し た 場合 CNo.1, 】 表 組織 学 的 所 


No. 2 , No. 3 , No.11, No.12, 使用 動物 5 羽 う 実験 群 1 2 3 対 双 
A) 肉眼 的 所 見 免 体腔 
本 群 に お いて は , 何れ の 例 も , 左右 に 形態 上 有意 の 起 質 体 

差 を 認め な か つた 。 時 間 24 48 24 48 24 48 24 
B) 組織 学 的 所 見 大 + 
前 と り 本 は, 意外 な 有意 の 所 見 に し 所 

い , 即ち No.11 以 外 で は , 各 例 共 , 急性 の を 

わし め る 像 は な い 。 但 し 極め て 少数 の に お いて 

の 変化 を 量 す る も の が ある が , 此 等 は , 24 時 間 前 乃至 は Er CR EE 

48 時 間 前 に 行わ れ た 惹起 注射 に ょ る 変化 で は な い 事 は 明 覆 拉 EE 

で ある 。 その他 に 表層 に 近い 細 管 に 混濁 張 を 思 ー: 

わす 所 見 を 見 る 事 も ある が , 一 般 に 細 尿 管 に も 著 変 は な 多核 白 血 

い 。 し か し , No.11 (24 時 間 後 ) に お いて は , 可 成 り 

内 に 

味 あ る や や 高度 な 変化 が 認め られ た 。 と 
即ち , は , 諸 所 に お ぉ いて 大 し , 系 の 又は 係 

ボウ マン 氏 と 着せ る も の も 多い 。 体 系 


は , 軽度 に 膨 化 し 内 皮 細 胞 及び メサ ン ギ ュ ウ ム 細 学 細胞 ェ ェ + ょ 
胞 〕 は 可 成 り 腫 大 し て いる 。 そ し て 核 は や や ゃ 淡 明 化 に 頒 
き 泡 深 状 に 見 える も の ぁ も 多数 ある 。 し か し , 内 皮 細 胞 の 化 肥 厚 

増生 は 余り 見 られ な い が , 多く の 場合 に 偽 好 


球 乃 至 は 好 酸 球 の 可 成 り の 集積 見 られ , は 一 般 的 
に 富 の 状態 を る 。 で は ある が , 中 の 一 部 に 
壊死 を 見 る こと が あり , と の 様 な 所 で は , 浸出 白血球 に 2 
所 て は , 性 + + まま 
が 認め られ る 。 P.A.S. 染色 で は , 跡 系 基底 膜 に キー 一 
未だ 肥厚 を 認め な い が , 対照 例 と 比較 すれ ば , や ゃ 粗 剛 所 に まで 
に 見 える 。 猫 , この 様 な 体 は 一 般 に 各 血 を 量 す る 。 
更に 本 例 に 特長 的 な 所 見 は , 多く の 系 符 体 に お いて , RA 
ボウ マン が 高度 に 拡張 し て お り , 内 腔 に は , や ゃ や ーー 
濃厚 は 硝子 様 物質 を 多量 に 入れ て お り , 此 の 様 な 硝子 様 
円 柱 , 主 部 細 尿 管 は 勿論 下部 細 尿 管 に も し て い 
る 
此 の 為 細 管 は が 拡張 し , 上 皮 は や や と な り , 
高度 の 題 粒状 変性 及び 硝子 滴 状 変性 に お ち 入 つて いる 。 証 1. 実験 群 は 急性 所 見 の み を , 叉 対照 例 は , 慢性 
一 部 細 管 に は , 壊死 も 認め られ る 。 
2. 第 3 群 は , 48 に の 
‘oo s な い 。 


し か し , 上 記 の 様 な 変化 は , 必ず し も びまん 性 に は 表 


われ ず , 病巣 は 愉 も 層状 乃至 帯状 に 拡がっ つて いる 様 に 見 第 4 群 , 対照 例 
える 。 1) 無 処置 家 麹 に , 各 抗 原 の 1 回 注入 を 行 な つ た 休 


猫 血 管 系 に は , 著 変 は 認め られ な か つた 。 (No.13, No.14, No.15) 
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全 例 共 認 べき 変化 は な い 。 又 抗原 の 種類 と ょ る 病変 
の 相違 も 認め られ な い 。 但 し , 蛋白質 性 物 注入 例 に , 時 
に 跡 系 の 浮腫 性 膨 化 を 見 る こと が ある が , 特異 的 な 変化 
と は 云い 難い 。 

2) 活動 性 免疫 の み に と さめ た 例 , (No.16) 及び 各 
例 の 右側 堅 所 見 。 

此 の 群 の 変化 は , 何れ 第 3 報 に お いて 詳し く 述 べ る 積 
り で ある が , 大 多数 の 糸 乱 体 は , 略 々 健全 で あり , 正常 
構造 を 維持 し て いる 。 然し, 所 々 の 糸 系 体 に お いて は , 
可 成 り の 葵 縮 , 基底 膜 の 肥厚 及び 跡 系 の 硝子 様 化 , 時 に 
ボウ マン 氏 有 井 の 軽 度 の 線維 性 肥厚 等 , や や ゃ 慢性 の 変化 を 
示す 糸 釈 体 が 散見 され る 。 然し , 決し て , 先述 の 様 な 急 
性 炎症 の 所 見 を 見 る も の は な い 。 此 等 の 所 見 は , た また 
ま 健 康 と 思わ れる 家 束 に お いて も 見 出し 得る 偶 在 性 の 変 
化 を 含む 可能 性 も ある が , その 多く は , 体腔 回 
静脈 注入 に ょ つて 生じ た 変化 の 遠隔 成績 を 示す も の で あ 
る と 解 秋 し て いる 。 


総括 及び 考 接 


人 体 の 所 調 び まん 性 が , アレ ルギー 性 起源 
を 有する 病変 で ある と こと は , 既に 明白 な 事実 で ある 。 此 
れ を 実験 的 に 裏付け た の は , 一 種 の 逆 ア ナ フ ィ ラキ シー 


を 利用 し た 馬 杉 (1981) の ネフ ロト キャ シン 堅 炎 が 最初 で 
あぁ る 。 こ れ 以 後 ; 岡林 (1940), 赤 松 (1942) 等 も 夫々 の 
方 法 に お いて , 人 体 び まん 性 糸 和 体 皿 炎 と 同様 な 変化 を 
実験 的 に 作製 する と こと に 成功 し て いる 。 然し , 此 れ 以前 
乃至 以後 に お いて も , 多数 の 研究 者 に より, 種々 な 抗原 を 
用 い , 色々 な 方 法 で , 実験 的 体 の 作 試み ら 
れ て 来 た が , 基 の 多く は , 厳密 な 意味 で の 局所 性 糸 後 体 
皿 炎 で あつ た 。 此 の 中 に は , し か し , 充分 アレ ルギー 性 
機 庁 に よ ょ つて 起 つ た 変化 で ある と と を 容認 出来 る も の も 
多い 。 と の 事 は , 所 調 , びまん 性 炎 の 発現 機 
に は , 其 の 条件 を 満足 せしめ る 為 の 一 種 の 技術 的 損 作 が 
要求 され る と と を 示し て いる 。 を れ で こと こそ, 馬 杉 の 臓器 


特 軸 性 を 利用 し た 何 回 か の 雄 注射 が 必要 で あり , 岡林 


の 細 い 慢性 感染 巣 の 存在 が 要求 され る 所 以 で ある 。 し か 
し 此 の 中 で さき えも , 人 体 糸 乱 体 堅 炎 に 見 られ る と 同様 に 
巣 状 に 発生 する 腎炎 (岡林 , 1940), 或 は びまん 性 で あつ 
て も , 糸 往 体 病変 に 判然 と 時 間 的 な 差 を 見 出す も の る も 多 
いと と は , 上 述 の 可能 性 を 充分 首 衣 せしめ る 事実 で あ 
り , 本 実験 に お いて も , 抗原 を 大 量 に 徐々 に 与え る か , 
若しくは 反 入 す る と こと に つて, 充分 びまん 性 の 
化 を 発現 せしめ 得る 可能 性 を 裏付け る も の で ある 。 
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此 の 様 な 意味 に お いて , 本 実験 に と よ つ て 得 ら れ た 腎炎 
は , 多糖 類 成 分 注入 例 で は ある 程度 びまん 性 と も 云え る 
変化 で ある が , 一 般 に 必ず し も びまん 性 と は 云い 難く , 選 
択 的 に 犯さ れ た 和 と , 略 々 正常 に 近い 和 の 混在 
する , 所 調 な 意味 で の 局所 性 で ある 。 し 
か し な が ら 病 変 の 拡がり は 決し て 限局 性 で は な く , 腎 金 
割 面 に 平等 に 犯され た が 散在 する 。 そして, 対 
例 に は , 此 の 様 な 病変 が 全く 欠如 する と こと か ら , 本 実験 
に ょ っ て 得 ら れ た 腎炎 が , アレ ルギー 性 起源 に 基 ず く 変 
化 が 主体 で ある こと は 勿論 で あり , 又 実 験 目的 が 必ず し 
, ま ん 性 の 作製 が 必須 の 課題 で は 無い が 
故に , 本 実験 成績 が , 本 来 の 研究 目的 と 充分 合致 し た 役 
割 を 果す も の で ある と 信ずる 。 

今日 炎 が , 体毛 細 管 炎 主体 と する 
ァ アァ レル ギー 性 病変 で ある と と は 既成 の 事実 で ある が , 其 
の 基本 病変 と 目 さ れる も の は , 岡林 (1956) に よれ ば ぱ ば , 
体毛 細 血 管 系 の 血行 停止 と 壊死 , の 綱 胞 化 及 
び 跡 系 壁 の 浮腫 性 膨 化 で ある と 云わ れ , 此 の 他 , 比較 的 
普遍 的 な 病変 と し て , の 腫 大 , 富 ( 系 内 皮 
胞 (又は メサ ン ギ ュ ウ ム 細 胞 ) の 肥大 増生 及び 多 白 血 
球 の 集積 ), の 和 , 線維 素 栓 等 が あげ られ , 
結節 性 動脈 周囲 炎 と の 合併 も 多い と され て いる 。 そ し て 
此 等 の 変化 の 組合 せ , 或 は 経過 等 に より , 多数 の 学者 が 多 
種 多 様 な 分 類 を 試み て いる 様 に , 個々 の 病変 の 表 わ れ 方 
も 叉 複雑 で ある 。 し か し 此 れ を 形態 学 的 な 特長 か ら , 
急性 期 の も の の み を 大 雑 把 に 分 け て 見 る と , 所 調 浴 出 
型 。 増殖 型 , 変質 型 (Allen. 1951) 或 は , Nephritische: 
Glomeulonephritis 及び Nephrotische Glomerulone- 
phritis (浜本 , 1958) 等 が ある 。 

後者 に 就 い て は , 浜本 は , 赤血球 抗原 を 使用 し て 腎 に 
活動 性 アナ フィ ラキ シー 及び 逆 ア マ アナフィラキシー 現象 を 
惹起 せしめ , その 形態 学 的 変化 を 詳し く 報 告 し て いる 。 
と れ に よる と , 活動 性 アナ フィ ラキ シー の 場合 と は, 茶 
委 体 に 多核 白血球 の 集積 を 伴う 所 調 Nephrotische Glo- 
merulonephritis と し て 表 わ れ る が , 逆 ア ナ フ ィ ラキ シ 
ー の 場合 に は , 主 と し て , 跡 系 の 浮腫 性 膨 化 及び 跡 系 内 皮 
細胞 の 肥大 を 初期 変化 と し , 後期 内皮 細胞 の 増生 を 伴 
な うろ 所 調 Nephrtische Glomerulonephritis と し て 具現 
され る と 述べ て いる 。 そ を し て 又 後 者 の 病変 は , 子 痴 堅 に 
も 一 連 の 類似 性 を 求め 得る 変化 で ある と し , と これ を 血管 
内 性 抗原 抗体 反応 に ょ る 組織 障 介 の カテ ゴリ ー に 含め , 
前 者 は 逆 と , 血管 外 性 抗原 抗体 反応 の 関 純 し た 変化 で あ 
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る と 述べ て いる 。 此 の 中 , 子 閣 の 病理 発生 に 就 い て は , 
多く の 学説 が あり , これ を 一 種 の 中 下 症 状 と 見 区 す 学者 
も 多い とこ と は 勿論 で ある 。 然し 最近 で は , これ を 過 現 
人 象 と し て 説明 し 様 と する 学説 が 極め て 有力 で あぁ る 。 即 
ち , 前 記 馬 杉 の 系 統 的 広 汽 な 研究 及び , 真柄 (1958), 加 
来 (1952), 山田 (1989) 等 多数 の 研究 等 に 見 られ る 成 
績 は , 強く 此 れ を 裏書 きす る も の で ある 。 

子 首 臣 に 特有 な 変化 と 云わ れる も の は , Fahr (1924), 
Bell (1932) 等 に よれ ば , 当然 変化 の 主体 は 糸 後 体 に あ 
り , 体 跡 系 の 化 肥厚 , 毛細 血管 内 腔 の 細 化 及び 
無血 あり , の 腫 大 は 無い か 軽度 , 又 内 皮 細 胞 核 
の 増加 も , 普通 は 見 られ な い が , 時 に は 可 成 り の 程度 の 
も の も 見 られ る こと が ある と し て いる 。 し か し Fahr は 


・ と これ を 一 種 の 変性 現象 と 見 て 症 と 呼ん だ が , 


著者 は , 此 の 言葉 は 不適 当 で あり , Bell 馬 杉 等 と 同じ 

く と これ を と 規 を に する ア レル ギー 性 組織 
冬 合 で ある と 解 秋 すべ きも の と 信じ て いる 。 

て , と と で 本 実験 と に よ つ て 得 ら ちら れ た 腎炎 の 組織 変 
化 を 再 検討 する と , 先ず 体腔 液 の 蛋白 質 分 の 動 
脈 内 注入 に ょ つて 発現 し た 腎炎 は , 先 に も 述べ た 通り , 
当然 変化 の 主体 が に ある 。 即ち , の 多く 
は , 可 成 り 腫 大 し , 中 相互 間 及 び ボ ウマ ン 氏 
せる も の も 多い 。 此 の 様 な は , 強く 性 で あり 
無血 の も の も 多く , 又 線維 素 血 栓 , 時 に 硝子 様 の 血栓 を 見 
る と と 多い 。 そ を し て 体 の 一 部 が 完全 な 壊死 に 
お ち 入 つた も の も あり , 又 四 係 の 著 明 な 網 胞 化 を 示す 重 
篤 な 変化 を 蒙 つ た も の も 多い 。 そし て 此 等 の 糸 後 体 に 
は , 例外 な く 多 数 の 多核 白血球 の 集積 が 見 られ , 更に , 
ボウ マン 内 及び 囲 と 和 その 浸潤 が 波及 し , 
叉 細 尿 管 周 囲 間 質 に も 浸潤 が 見 られ , 一 種 の 間 質 性 炎 の 
像 を 示す 所 も ある 。 そし て , 又 此 等 の 続発 性 変化 と し 
て , 配下 主 部 細 尿 管 に は , 上 皮 の 淡 明 化 , 題 粒 状 変性 並 
びに 硝 子 滴 状 変性 も 見 られ , 内 腔 に は , 少量 の 硝子 用 物 
質 を 入れ て いる 。 

以上 の 変化 は , 軽度 の 間 質 性 皿 炎 の 他 に , 先述 の 典型 
的 急性 臣 形態 像 に 全く 酷似 し , その 基本 病変 
を 充分 満足 せしめ る 変化 を 示す も の で あり , 次 に 述べ る 
多糖 類 成分 の 腎 動 脈 内 注入 に ょ つて 人 得 ら ちら れ た 所 見 と は , 
可 成 り 趣き を 異 に と し て いる 点 , 大 いと 興味 深い 。 

次 に , 多糖 類 成分 注入 に ょ つて 発現 し た 堅 炎 の 形態 学 
的 変化 を 観察 する と , 其 の 最も 特長 的 な 変化 は , 注入 側 
堅 皮 質 の 諸 所 に 見 られ る 出血 壊死 及び や や ゃ 広汎 な 般 血 性 
性 の 変化 で ある 。 そ し て 。 出 巣 及び と 健康 
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部 と の 境界 は その 附近 に , 殆 ん ど 多 白 の 
を 伴 な つて いな いと と る を る も 又 特 長 と 云え る 。 又 此 れ と 略 々 
同質 の 変化 と し て , 堅 糸 後 体 は な , 可 成り びまん 性 に 変化 が 
見 られ , 初期 に は , そ の 多く は 暗 大 し レ , 強い 充血 及び 血行 
停止 時 に ボウ マン 氏 肢 腔 内 へ の 赤血球 溢 出 等 高度 の 血 
行 障 如 に 基 ず く 変 化 を 示す 。 し か し , 中 系 内 皮 細 胞 の 増 
生 は 未だ な い , 此 れ が 48 時 間 後 に と なると, 前 記 充 血性 変 
化 は 可 成 り 消 窟 を 示し , 中 系 は や や 浮腫 性 膨 化 を 示し , 
時 に 粗 な 感じ を 与え , その 体 の 多く は 分 葉状 と 
な る 。 此 の 頃 に は , 一 部 で は , 系 内 皮 細 の 
軽度 の 腫 大 及び 増生 傾向 が 認め られ る 様 に な つて 来る 。 
然し , と この 半 系 が 強く 膨 化 肥厚 和 は 
殆 ん ど 無 血 で , 内 皮 細 胞 核 の 睡 大 は 認め られ る が , 増生 
の 余り 顕著 で な い 糸 後 体 も 見 られ , 此 の 様 な 所 で は , 主 
部 細 尿 管 に , 題 粒状 変性 乃至 硝子 滴 状 変性 が 認め られ 

即ち , 多糖 類 成分 注入 例 に お いて は , 皮質 の 各 血 性 梗 
及び 一 部 の Glomerulonephrose に 見 られ る 子 
様 の 変化 , 加 う る に 出血 , 及び Nephrotis- 
che Glomerulonephritis 乃至 は 軽度 の Proliferative 
Glomerulonephritis の 性 格 を も つた や や 複雑 な 変化 を 、 
示し て 来る 。 

此 の 様 に , 蛋白 質 成分 注入 例 と 多糖 類 成分 注入 例 と の 
間 に は , 惹 起 さ れ た 堅 変化 と 明らか な 差異 が 認め られ , 
此 の 事 は 逆 と に と , アレ ルギー 性 組織 障 偶 と し て 表 わ れ る 種 
々 な 変化 の 多く は , それ に 関与 する 抗原 の 性 質 乃 至 は 種 
類 と に と ょ つて 決定 され る こと と を 予測 せしめ る も の で ある 。 

著者 は , 前 報 に お いて , 体腔 こそ の 蛋白 質 
成分 及び 多糖 類 成分 を 使用 し , 夫々 に よ ょ つて 発現 せしめ 
た 特異 的 皮膚 反応 の 態度 に つい て , 詳細 な 肉眼 的 並び に 
組織 学 的 を 行ない, 体腔 液 多 糖類 成分 は , 所 
調 , Serotrop 型 抗原 に 属し レ , 血管 内 性 抗原 抗体 反応 を 
起す 抗原 で あり , 逆 に 看 白 質 成分 は , 所 調 Histiotrop 型 
抗原 で あつ て , 血管 外 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 で ある 
と と を 指摘 し た 。 此 の 様 な 観点 か ら , 本 研究 と お ける 実 
験 成績 に つい て 更に 考察 を 進め る と , 前 記事 白質 成分 注 
入 に よ ょ つて 発現 し た 変化 の 中 , 軽度 な が ら 認 め ら れ た 間 
質 性 炎 は , 本 抗原 の 性 質 か ら 考 え , 恐らく 当然 の 変化 で 
ある と 思わ れ , 此処 で は 最早 説明 の 必要 も な い 。 次 に 糸 
に 見 られ た 変化 を 説明 する は , 少し く の 
構造 特に 間 質 と 云わ れる も の に つい て 考察 し 
た い 。 


Jones (1956 は , 最近 , “ は , その 最小 単位 の 
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毛細 管 腔 は は, 上皮, 上皮 性 基底 膜 及び 内 皮 基 底 膜 , 内 皮 
で 囲ま れ , 両 基 底 膜 下 に は , 内 皮下 腔 と 呼ぶ 腔 所 が あ 
り , これ は , 毛細 管 間 の 毛細 管 間 腔 に ある Mesangial 
cell に 連 な つ て いる 。 又 Mesangial cell は 糸 釈 体 血 管 
周 上 皮 基 膜 に 囲ま れ , 内 基 膜 外 に あぁ る Mes- 
um と 連続 し , 以上 の 三 者 が 内 皮 基 旗 膜 外 ・ 上 皮 基 
膜 内 の 間 質 系 を 形成 する 。 上皮 基底 膜 は , 
管 極 で 反転 し , 細 尿 管 基 底 膜 に 移行 する ボウ マン 氏 電 外 
葉 基 底 膜 に 連続 し て いる 。” と 述べ て いる (矢島 氏 論 交 
ょ り 引 用 う 。 この 様 に し て 形成 され て いる 糸 乱 体 間 質 系 
は , 基 を 通じ 連続 性 に ボッ マン 氏 葉 及 び 細 
管 基底 膜 に 連 な つ て お り , 此 の 観点 か ら す れ ば , 本 実験 に 
ょ つて 得 ら ちら れ た の 多核 白血球 の 集積 , ボウ マン 氏 
の 浸潤 及び 細 尿 管 周囲 の は , 全て 一 義 的 に 構 
成 さ れ て いる 此 等 間 質 系 の 系 統 的 な 炎症 で ある と と が 自 
ず と 理解 され る も の で ある 。 
故に , 前 記 Jones 及び 訪 も 述べ て いる 如く , 本 糸 
系 体 の 炎症 は , 全身 各 臓 器 の 炎症 と 同様 に , 又 前 報 に お 
いて 述べ た 皮膚 の 炎症 機転 と 同様 に , 全て 血管 外 間 質 系 
に 表 わ れ た 炎症 性 反応 と 理解 出来 る 訳 で ある 。 
当然 生体 それ 自身 の 反応 と し て 改築 機転 が 始ま り , 


(1954) の う 内 皮 性 の 細 村 化 と な つて 表 わ れ 
くる も の と 思わ れる 

そし て , 更に 変化 が 高度 で , 甲 系 に 壊死 が 見 られ る 様 " 

な に お いて は , 最早 改築 は 失わ れ て , 


の 荒 閥 及び 硝子 様 化 へ の 過程 を た ど つ て 行く も の と 想像 
され る 。 

次 に , 多糖 類 成分 注入 に ょ つて 惹起 され た 起 変 化 と に つ 
いて 考察 する と , 最近 坂 (1958) は , 全身 性 シェ ワル ッ ツ 

マン 現象 発現 時 の 覧 変化 を 詳し く 人 述べ た 報告 を し て いる 
が , 此 の 様 な 場合 の の 組織 変化 が , 子 変化 と 
め て 類似 し て いる と と は , 馬 杉 , 真柄 も 指摘 し て いる 所 
で あり , 又 浜 本 は , 先述 の 自己 の 実験 成績 か ら 推 し て , 
全身 性 シュ ェ ワ ルッ マン 現象 発現 時 に お ける 起 変 化 は , 血 
管内 性 抗原 抗体 反応 に ょ っ つて 起 し 得る も の で は な いか と 
述べ て いる 。 

此 の 様 に , 強い 血行 障 圧 に 起因 する と 思わ れる 出血 性 
乃至 梗塞 性 変化 を 特長 と する 子 靖 堅 又 は , 全身 性 シェ ワ 
ルツ マ ン 発現 時 に お ける 化 が , アレ ルギー 性 機 
序 の 大 い に 関 与 し た 病変 で あり , 布 も 血管 内 性 抗原 抗体 
反応 の 因子 が 重要 で ある こと と は , 比較 的 明白 な 事実 で あ 


る と 思わ れる 。 

此 の 様 な 観点 か ら す れ ば , 本 実験 に ち お ける 前 記 の 覧 皮 
質 出 面 は , 全身 性 シェ ワル ッ マ ン 現 象 発現 時 に お ける 
Gerber (1936) の 第 TT 型 に 属す る 変化 で あり , 又 梗 塞 
を 伴 な つた 細 管 ネ フロー ゼ と し て の 変化 は , 同 
様 , Apitz (1934) の 第 TT 型 と 全く 同質 の 変化 と 云え る 。 

そし て , と の 様 な 変化 が , 子 商 堅 と 大 い に 類 似 性 を 求 
め 得 る 変化 で ある こと と は 先 に も 述べ た が , 一 般 に 子 導 堅 
と お ける 皮質 壊死 は , 光 血性 梗塞 様 変 化 と し て 表 わ れ , 
その 糸 答 本 に 強い 血行 障 融 に 起因 する 変化 を 示す 点 か ら 

て も , 本 実験 に お ける 変化 と 共通 性 を 有する 点 が 多 
い 。 を そし て 叉 , この 様 な 病変 が , 浜本 , 坂 の 赤血球 抗原 
を 使用 し た 活動 性 及び 逆 ア ナ フ ィ ラキ シー 実験 に お いて 
る 発現 し て いる と と は , 此 等 一 連 の 組織 反応 機構 に 強い 
類似 性 を 見 る こと が 出来 , そし て その 何れ も が , 血管 内 
性 抗原 抗体 反応 に 起因 する と 思わ れる 病変 で ある 点 大 い 
に 意義 が 深い 。 

次 に の 変化 は , 初期 の 充 及び 血行 停止 後期 
の 跡 系 の 浮腫 性 化 及び , 内皮 細 の 大 , 時 に 
細 腔 内 の 血栓 等 , 何れ も 体 の 血行 障 及び 炎症 
に 起因 する 変化 を 示し , 基底 膜 の 粗 則 化 を 示す の み で , 
未だ 高度 の 肥厚 が 無い こと 以外 は , Allen の 変質 型 若 し 

は , 子 疾 堅 に 強い 類似 性 を 認め うる も の で ある と 思わ 

此 の 中 基底 膜 の 肥厚 に つい て は , 最近 Pappas (1958》 
あ も 述 べ て いる 様 に , 炎症 の 初期 に は 表 わ れ な いも の の 様 
で ある 。 又 小 動 脈 に 見 られ た 内 皮 細 胞 の 増生 及び 壁 か ら 
の 剥離 状態 は , 血管 内 性 抗原 抗体 反応 の 性 質 上 , 当然 面 . 
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管内 膜 に 最初 の 侵 衣 が 来 た 為 に , 内 皮下 の 浮腫 及び 増殖 
性 内 膜 炎 の 形 を と つて 来 た る の と 思わ れる 。 

以上 , 組織 親和 性 抗原 と 思わ れる 遇 虫 体腔 液 質 白質 成 
分 並び に 血清 親和 性 抗原 と 目 され る 環 虫 体腔 液 多 糖類 成 
分 に よ ょ つて 発現 し た 腎炎 の 夫々 の 特長 と , 両者 の 形態 学 
的 な 差異 と つい て 詳 述 し , 前 者 に よ ょ つて 発現 し た Nep- 
hritische Glomerulonephritis が 血管 外 性 抗原 抗体 反応 
に よ つ て も た ら さ れ た も の で あり , 又 後 者 に よ ょ つて 発現 
し た Nephrotische Glomerulonephritis 及び 堅 皮質 の 出 
陣 及 び 梗 塞 が , 血管 内 性 抗原 抗体 反応 の 結果 で ある と と 
を 明らか に し た 訳 で ある 。 

此処 と に お いて 想起 され る こと こと は 馬 杉 教授 が 既に , 10 年 
前 子 堅 を 共に アレ ルギー 性 起 原 の 病変 に 
お き , その 差 は , 抗原 の 性 質 の 差 に ょ る 抗原 抗体 反応 の 
相違 に よる も の で は な いか と 指摘 し て いる こと で あり , 
此 の 点 大 い に 先 人 の 偉大 さ を た た える と 共に , その 仮説 
の 一 半 を 此処 に 証明 する こと と が 出来 た に こと を 少な か ら 六 
喜び と する 次 第 で ある 。 

最後 に , 体腔 液 自身 の 堅 動脈 注入 に と にょ つて は , 使用 動 
物 5 中 , 明確 な 急性 皿 を 発現 し た も の は , 
か に 一 例 で あつ た 。 こと この こと と は , 体腔 液 を 血管 内 に 注入 
し て も , 著しい 変化 を 招来 する こと が 困難 で ある こと と を 
予測 せしめ て いる 。 現に , 通常 の 血清 を 使用 する より うり 
ああ, その 分 画 抗原 例え ば グロ ブリ ン 分 画 抗 原 等 は , よ り 血 
管 障 が 強い 事実 が 知ら れ て いる が , 体腔 , 
その 抗原 の 性 質 上 , これ と 全く 同様 な 関係 に お か れる も 
の で は な いか と 想像 され る 。 そ を そして, 間 質 に 注入 され た 
場合 と 血管 内 に 注入 され た 場合 に お ける 病変 の 差 は , 抗 
原 自 身 の 性 状 , 局所 に お ける 停滞 時 間 , 組織 へ の 親和 性 等 
色々 な 因子 に 左右 され る も の で ある と 考え られ , 此 の 点 
に 関し て は , 今後 多く の 実験 研究 に より 解明 し て 行き 度 
いと 思っ て いる 。 し レ か し , 唯一 例 に 発現 を 見 た 糸 委 体 皿 
数 は , 強い 血管 透過 性 の 元 進 の 見 られ る 点 前 二 者 と は 少 
し 趣き を 異 に する が , 多核 白血球 の 糸 乱 体 へ の 集積 及び 
ボウ マン 氏 厩 周囲 へ の 浸潤 更に 間 質 性 炎 を 旦 す る と こと 等 
質 成 分 例 と 同質 の 所 見 を , 血管 外 性 抗原 抗 
体 反 応 と し て の 因子 の 強い こと は , 前 報 の 皮膚 反応 の 成 
績 と ょ よく 一 致し た 所 見 で ある と 思わ れる 。 

此処 で , 此 等 体腔 原 が , 間 結合 織 ), 
血管 内 ( 堅 ) に 注入 され た 場合 の 活動 性 アナ フィ ラキ シ 
ー に ょ る 変化 を 系 続 的 に 図解 し , 解析 し て みた 。 此 等 環 
虫 抗 原 の 病理 組織 学 的 な 立場 か ら 見 た 免疫 学 的 性 質 が と こ 
れ に ょ っ つて よく 理解 され る と 信ずる 。 
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1. 豚 体腔 液 で 充分 免疫 し レ た の 動脈 内 に , 
環 虫 体腔 液 及び その 岳 白 質 成 分 並び に 多糖 類 成 分 を 注入 
し レ , 家 兎 堅 に 活動 性 アナ フィ ラキ シー 現象 を 惹起 せ し 
め , その 組織 学 的 変化 を 詳し く 観 察する と 共に , 此 等 の 
組織 病変 を 通じ て 上 虫 体腔 液 及 びそ の 分 画 成分 の 免疫 学 
的 性 質 の 解析 を 行 な つ た 。 

2. 体腔 液 免疫 家 兎 に 蛋白質 成分 を 注入 し た 場合 に 
は , Neperitische Glomerulonephritis 及び Interstitie- 
lle nephritis を 発現 し , 多糖 類 成分 注入 例 で は , 皮質 の 
出血 は に 小 動 脈 内 皮 細 胞 の 増生 を 伴 
な う Nephrotische Glomerulonephritis が 発現 する 。 
体腔 訪 注 入 例 で は , 蛋白 質 成分 注入 例 た 略 々 類似 の 組織 
変化 を する が , 分 画 成分 注入 例 に 比 し 発現 度 
は 極め て 低い 。 

3. 此 の 場合 多糖 類 成分 注入 例 に お ける 堅 変化 は , 人 
体 子 びに 全身 性 シェ ワル ツマ ン 現 発現 時 の 変 
化 に 酷似 し , 血管 内 性 抗原 抗体 反応 に よっ つて 発現 し た も 
の で あり , 此 れ に 対し , 蛋白 質 成分 注入 例 に お ける 腎 変 
化 は , 血管 外 性 抗原 抗体 反応 の 関 犬 し た 変化 で ある と と 
を 指摘 し た 。 

4. 此 の 結果 か ら 見 て , 体腔 液 多糖 類 成分 は , 
清 親 和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 (Serotrop 型 ) で あ 
り , 蛋白 質 成 分 は , 組織 親和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 
(Histiotrop 型 ) に 属す る も の で ある と 思わ れる 。 又 体 
腔 液 は 側 白 質 成 分 の 性 質 を 優位 に 発現 する も の と 思わ れ 
る 。 

5. 最後 に 此 等 銅 虫 抗原 の 免疫 学 的 性 質 と 其 等 が 前 報 
の 間 質 (皮膚) 並び に 今回 の 血管 内 ( ) に 起 さ 
れ た 場合 の アレ ルギー 性 組織 病変 を 系 統 的 に 統一 し , 簡 
単に 模式 図 に 示し て 此 等 の 相互 関係 を 解析 し て 見 た 。 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 並び に 御 校 賜 つ 
浜本 教授 に 裏 心 よ り 深 謝 致 し ます . 又 臣 動脈 注入 手技 に 
関し 御 助 力 を 賜 つ た 泌尿 器 科 石神 教授 に 謝意 を 表し ま 
。 
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いて 講演 発表 し た . 
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Summary 


An experiment was made on the allergy of 
parasite using the body fluid of pig ascaris. 

The author devided it into two fractions, which 
were protein fractions and polysacharide one,. 

Rabbits were sensitized with body fluid and the 
provocative injection was made into left A. renalis 
with protein fraction and polysacharide one. 

In the histological examination of the kidney, 
in which protein fractions were injected, nephritic 
glomerulonephritis and interstitial nephritis were 
revealed, but in which polysacharide fractions 
were injected, nephrotic glomerulonephritis were 
revealed accompaning with hemorrhage, anemic 
infraction in cortex and hyperplasia of arteriolar 
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endothelial cells. 

On the contrasy, the histological changes of the 
kidney in which the body fluid were injected, 
showed similar to those in cases using the protein 
fractions, but the body fluid did not arise the 
glomerulonephritis so much frequent as each fr- 
actions, 

Consequently, the changes occured by the injec- 
tion of protein fractions, are resulted the extra- 
vascular antigenantibody reaction by the histiotro- 
pic antigen, and changes by the polysaccharide 
fractions are similar feature in cases of eclampsia 
and generalized Shwartzman reaction, and are due 
to the intra-vascular antigen-antibody reaction by 
serotropic antigen. 


附 図 


1) 皮質 出血 . 


多糖 類 成分 注入 , 24 時 間 後 , LE. 染色 . 10x10. 

2) の 性 多糖 類 成 分 注入 , 48 時 間 後 , 染色 , 10x10. 

3) 及び 輪 入 動脈 の 著 な 並び に 血行 停止 像 , 多糖 類 成 分 注入 , 24 時 間 後 , 了 HL.E. 染色 , 10X40. 

4) 体 の 肥厚 , 内 胞 の 腫 , 糸 体 の (Nephrotische Glomerulonephritis) その 他 , 

内 に は 少量 の 少 出 液 が 見 られ 叉 細 尿 管 上 皮 に も 変性 が 張 い . 多糖 類 成 分 注入 , 48 時 間 後 , 了 .E. 染色 , 
10x40. 

5) 同上 , 糸 衝 体 の 腫 大 の 高度 な も の で 軽度 の 富 核 を 伴う . 多糖 類 成 分 注入 , 48 時 間 後 , 了 L.EE. 染色 , 

10x40. 

6) 小 動 脈 (Arteriolen) 内 皮 の 増生 と 軽 訂 の 列 離 像 , 多糖 類 成分 注入 , 48 時 間 後 , HL.E. 染色 , 10x40. 

7) の 血 , 多 白血球 の 集積 , の 浮腫 性 膨 化 及び 一 部 係 の 壊死 (Nephritische Glomelo- 

nephritis) 細 上 皮 に は 硝子 滴 状 変性 等 所 見 内 に は 硝子 様 円 を 入れ る . 蛋白 質 成分 注 
入 , 24 時 間 後 , H.E. 染色 . 10X40. 

8) 跡 の 広汎 な 壊死 及び 血栓 , その 他 , ボウ マン 氏 の 多核 白血球 の , 成 分 注入 , 
48 時 間 後 , LE. . 10X40. 

9) の 高度 の 腫 大 , 相互 間 及 び と ボウ マン 氏 の 着 , 著 な 富 , , 蛋白 質 成 分 

注入 , 48 時 間 後 , HE. 染色 , 10X40. 

10) 細 上 皮 に 変性 硝子 様 円 を 多数 に 認め る . 体 注入 , 24 時 間 後 , HLE. 染色 , 10x10. 
11) の 大 , 係 の 浮腫 性 膨 化 , 多核 白血球 の 集積 細胞 の ポッ ウゥ マン 内 に し 
た 硝子 様 物質 , 体腔 液 注入 , 24 時 間 後 , HHL.E. 染色 . 

12) 下部 細 尿 管 の 多数 の 硝子 様 円 柱 , 一 部 細 尿 息 上 皮 の 壊死 , 及び 硝子 滴 状 変性 , 間 質 の 多核 白血球 の 温 

潤 . 体腔 液 注入 , 24 時 間 後 , LE. 染色 , 
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昭和 34 年 8 月 (1959)] 


遇 虫 駆虫 効果 判定 に 関す る 基礎 的 研究 


(3) T.M. 反応 に よる 虫 効果 判定 値 と , 小宮 の 見 か け の 
陰 転 率 よ の 比較 


岡 田 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 附属 病院 (北本 治 教授 指導 ) 
(昭和 34 年 5 月 9 日 受領 ) 


特 別掲 


序説 


駆虫 剤 の 駆虫 効果 の 判定 に お いて , 見 か け の 陰 転 が 生 
じ る こと こと に っ ついては, いく 他 の 報告 が ある 。 石 崎 (1958, 
1956) は , 中 に 分 布 す る は ポア ソン 人 分布 を な す 
と と を 検証 し た が , と これ に も と づい て , 小宮 (1954, 
1956 ), 守 屋 (1956) は , 検 胡 つて 生じ る 見 か け 
の 陰 転 事 に つい て , 貝 卵 検査 を 基 と し た 理論 的 な 根拠 
と , その 算出 法 を 提示 し て いる 。 

一 方 , 杉本 (1958), 角 田 (1956) は , 陰性 者 に 
虫 剤 を 投与 し て , 排 虫 を 検証 し , 虫 卵 陰性 者 に 遇 虫 が 寄 

し て いる こと と を 報告 し て いる が , その 排 虫 例 中 , 雄 上 
虫 の み 場合 の 他 に , 雌 の 又は 雌雄 の 排出 が 
認め らち られ, これ ら も また , 見 か け の 陰 転 が 生じ る こと と を 
示し て いる 。 

私 は , 第 1 報 (1959) に 報告 し た T.M. 反応 の 結果 が 
寄生 と ほ 一 致す る と いう に 基づい て , 
陽性 者 お よび 貝 卵 陰性 者 中 , T.M. 反応 陽性 者 に 駆虫 剤 
を 投与 し , その 駆虫 効果 判定 に , 虫 卵 検査 と TM. 反応 
を 併せ 行 つ て , 虫 卵 検査 と よる 駆虫 効果 と T.M. 反応 の 
陰 転 と を 比較 し , 虫 卵 検査 に ょ よ つて 生じ る 見 か け の 陰 転 


" 事 を 検討 し た の で , と こと に 報告 する 。 


実験 成績 
東京 都 下 某 町 住 必 427 名 に 直接 抹 3 枚 法 に ょ る 検便 


KANEKO OKADA : Fundamental studies on the 
anthelmintic effect on ascaris (3) Practical evi- 
dence of the rate of false negative case for ova 
by Komiya by using the T.M. Reaction of faeces 
(Department of Clinical Research, Institute for 
Infectious Disease, University of Tokyo) 


を 実施 し , あわ せ て T.M. 反応 を 行 つ て 2389 名 (55.9%) 
の 寄 生 者 (内 36 名 は (一 ), T.M. 反応 ( 十 )〉 
を 得 た 。 とこ れ に 対し て , サン ト = ソン 0.06 g (10 歳 未満 の 
も の に は 0.03 g) 2 回 投与 法 で 駆虫 を 行い , 8 週間 目 に 
208 名 ( 男 108 名 , 女 7O0 名 , 10 歳 未満 の も の 30 名 う に つ 
いて , 後 検便 と T.M. 反応 を 実施 し た 。 

虫 卵 検査 は 直接 3 枚 法 に より , T.M, 反応 は 森下 
の 原 法 (1955) に し た が つて 行い , 抗体 と し て 豚 咽 虫 体 
腔 免疫 家 血清 (体腔 液 原 対す る 価 50,000 う 
を 用 い , 第 1 報 に 述べ た 方 法 で 作製 し た 開 便 より の 抗原 
と の 間 の 沈降 反応 (重層 法 ) 陽性 者 を ( 十 ) と し た 。 

虫 陽性 者 を 厚生 省 の 検査 指針 の 如く , て 
( 十 ) の 8 群 に 分 け て , 各 群 に サン ト = ン 0.06g X32, 
10 未満 の る も の に は 0.03g Xx 2 を 投与 し , ほか に , 
陰性 で あつ て も , TT.M. 反応 陽性 の も の に を も 同様 の 駆虫 
剤 を 投与 し た 結果 は , 第 1 表 お よび 第 2 表 に 示す と お り 
で あっ つた 。 

すなわち , 駆虫 前 虫 卵 陽性 者 で , 駆虫 後 , 虫 卵 が 陰 転 
し た も の は 46.2%, T.M, 反応 が 陰 転 し た も の は 38.72% 
で , 両者 の 差 すなわち (一 ),T.M. 反応 ( 十 ) の 
も の は 7.52% で ある 。 

また , 駆虫 前 検便 で 虫 凡 (一 ), T.M. 反応 ( 十 ) で あ 
つた 35 例 を も 駆虫 対象 に と 加え た 208 例 に つい て の 駆虫 成 
績 は , 虫 卵 陰 転 率 54.22, T.M, 反応 転 率 44.2% , 
両者 の 差 , す な む ち 貝 卵 (一 ), TT.M. 反応 ( 十 )) の も の 
は 10.02 ある 。 

虫 (一 ), TT.M. 反応 ( ) に が 存在 する 信頼 
度 。 

第 1 報 に 報告 し た 例 で は , 虫 卵 (一 ), T.M. 反応 ( 十 )〕 
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第 1 表 虫 卵 陽性 者 173 名 に 対す る 駆虫 後 3 週間 目 の 成 績 
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検査 人 員 


卵 卵 T.M. 十 一 TT.M. 一 卵 陰 転 率 TT.M. 陰 転 率 


卵 一 で 残存 と 
認め ちら れる 者 の 率 


11 上 145 76 12 (8.2%) 47.5% 39.5% 5X0.64 5.2% 
10 28 1(3.5%) 39.2% 35.7% sxX0.64 2.2% 
93 13 (7.5%) 46.2% 38.7% X0.64 4.7% 
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第 2 表 T.M. 反応 陽性 者 208 名 に 対す る 虫 後 3 週間 目 の 成 績 


虫 卵 一 で 残存 と 


一 T.M. 卵 T.M. 卵 陰 転 率 T.M. 陰 転 率 認め られ る 者 の 率 
11 上 178 77 20(11.2%) 56.7% 45.5% X0.64 7.1% 
10 歳 未 満 30 18 1( 3.3%) 40.0% 36.6% oxX0,64 2.1% 
合 208 95 21 (10.0%) 54.2% 44.2% X0.64 6.5% 


の も の 23 例 中 , 駆虫 に より , 虫 体 の 排出 , 虫 卵 の 証明 , 
TT.M. 反応 の 陰 転 を みた も の 20 例 を 認め た が , これ ら は 
興 虫 が 寄生 し て いた も の と 考え られ る 。 と の 場合 に つい 
て , 虫 卵 陰性 で T.M. 反応 陽性 者 に 映 虫 が 寄生 し て いる 
確率 の 信頼 下限 pp を 求め て みる と 


p=1— nF, ns に お いて 


n= (23—20+1) Xx2==8 
nz= (20 1) Xx2=42 

ゆえ に , 992% の 信頼 度 を も つて 
2.96 で ある か ら 


8x2.96 
8Xx2.96 十 42 


すなわち , (一 ), 反応 ( ) の も の の う 
ち , 最低 6422 は 環 虫 が 寄生 し て いる と 考え られ る 。 

し た が つて , 前 述 の 実験 成績 で , 後 検便 が 虫 卵 陰性 で , 
か つ 上 舞 虫 寄生 が ある と みな し うる も の は , 第 1 表 , 第 2 
表 に 示す 如く , 前 , 陽性 者 で , 駆虫 後 虫 卵 は 
陰 転 し た が な お 貞 虫 寄生 が ある と みな し うる ぁ の は 最低 
4.72% で あり , また , 駆虫 前 検便 で 虫 卵 (一 ), T.M.。 反 
応 ( 填 ) で あつ た 35 例 を も 駆虫 対象 に と 加え た 208 例 で , 
駆虫 後 , 虫 卵 は 陰 転 し た が な お 上 銅 虫 寄生 が ある と みな し 
うる も の は 最低 6.5 で ある 。 


一 般 に ,* 虫 は 均等 に 内 に さ れる , す な わ 
ち , ポア ン ソン ン 人 分布 を な し て いる こと と が 検証 され て いる 。 
と れ に も と づい て , 直接 塗 抹 標本 法 に よる 虫 卵 検査 で 
は , 陽性 者 が 陰性 に で る (見かけ の 陰性 ) こと が 理 
論 的 に 推 鶴 され た (小宮, 1955) これ に よれ ば , m を 1 


0.639・…… 0.64 


(182 ) 


回 の 検査 に と 用 いる 便 ( 約 10 mg) 中 に ある 貝 卵 教 (平均 
値 ), n を 検査 回 数 と し た と き , 見 か け の 人 陰性 者 の 生じ 
る 確率 は em で 与え られ , n=1 (1 回 検 査 ) お よび 
n= 3 (3 回 検査 ) の 場合 に お ける m の 値 に 対す る 
em の 値 は 第 3 表 の 如く な る 。 


第 3 表 n=1 所 よび n=3 の と き の m の 値 に 
よ ょ る 見 か け の 陰性 の 生じ る 確率 em (小宮 ) 


1 3 
(1 査 (3 回 検査 ) 
0.1 0.9048 0.7408 
0.5 0.6065 0.2208 
1 0.3678 0.0497 
2 0.1353 0.0024 
3 0.0497 0.000 
5 0.0067 0.000 
6 0.0024 0.000 


すなわち , m==5 以上 の も の に つい て は , 1 回 の 検 胡 
で 99 以 上 検出 され , また , 38 回 塗 抹 検 査 で は , m= 32 
以上 の も の に つい て は , ほ く 見 か け の 陰性 者 は 生じ な い 
と と が いえ る 。 しかし, m= 以上 の も の で は 相当 率 の 
見 か け の 陰性 が 生じ る と こと に な り , これ が 駆虫 剤 に よる 
駆虫 効果 判定 の 際 , 見 か け の 陰 転 を 生み だ す 場 合 で ある 
と され て いる 。 

見 か け の 陰 転 率 は , 小宮 に ょ れ ば , 駆虫 効果 自体 に ょ 
る 貝 卵 の 陰 転 率 を 「 真 の 陰 転 束 ]」 と ょ び , それ に 対し て 
虫 卵 陽性 者 の 検出 漏れ こよ ょ つて 生じ た , 真 の 陰 転 率 よ り 
あぁ 増大 し た 部 分 の 陰 転 事 を さす も の と 定義 され て いる 。 
すなわち , 
駆虫 剤 効果 判定 時 の 陰 転 率 = 真 の 陰 転 率 十 見 か け の 陰 
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で ある 。 

見 か け の 陰 転 束 が どの よう な 値 に な る か に つい て は , 
小宮 が 行 つ た 実験 が あり , これ に よれ ば , 189 名 に 対す 
る 駆虫 効果 判定 を 18 枚 抹 検査 と ょ つて 行い , 3 枚 検査 
と よ ょ る 陰 転 者 87 名 中 か ら 4 名 の 陽性 者 を 発見 し て いる 。 
すなわち ,; 見 か け の 陰 転 素 は . 

87/139 ( 83/139 ( 58.0%)=2.8% 

と な り , 小宮 ら は さら に こと れ を 理論 的 に 追求 し て いる 。 
それ に よれ ば , 虫 卵 陽性 者 56 名 ( 139 名 一 83 名 ) 中 , 標 
本 1 枚 中 の 平均 虫 卵 数 (Cm) 6 以下 の も の 23 例 を と り だ 
レ , これ を 平均 虫 凡 数 (Cm の 値 ) に よ ょ つて 分 類 し , そ の 中 
か ら 1.0 (35%), m=0.5 (15%), m=0.15 (20%) 
と みな せる 3 群 に 対し て 3 回 検査 と に よる 陰性 者 の 生じ る 
確率 を 算出 し て 平均 し , 23 例 に 対す る 見 か け の 陰 転 確 
率 を 0.1780 と 推定 し た 。 小宮 ら は こと の 陰 転 確率 を 総 検査 
員 に 対す る 比率 に な お し て 2.96 いう 
を 人 得 て , さき に 得 た 見 か け の 陰 転 率 (実験 値 ) 2.8 2 に 
ほ さ 一 致す る と し て いる 。 

今回 の 私 の 実験 で は , 疹 抹 18 回 と いう 検査 方 法 を と ら 
な か つた た め , 小宮 の 方 法 に 準拠 し て 見 か ば の 陰 転 束 の 
推測 値 を 求め る と と は 出来 な か つた 。 

と と ろ で , 駆虫 後 の 見 か け の 陰 転 が 発生 する の は , 次 
の 三 つ の 場合 が 考え られ る 。 

1) 雌 が 駆虫 され ず に 産 み を 停止 し た 場合 。 

2) 雄 が 駆虫 され ず に 残 つ た 場合 。 

3) 検便 手技 上 , 虫 卵 を 見 落 さ れ て 陰性 と 判定 され た 
場合 。 で あぁ る 。 
小宮 ら の 見 か け の 陰 転 は , 虫 卵 検査 手技 上 の 陰 転 の み 
を 取り 挙げ た も の で ある の に 対し , TT.M。 反応 に お ける 
見 か け の 陰 転 は , TT.M. 反応 が 正しく 環 虫 寄生 を 表現 す 
る と すれ ば , 単に 本 .M. 反応 手技 上 の 失敗 に よる も の の 
み と な る わけ で ある 。 し た が つて , 虫 九 ( 一 ), 了 .M. 反応 
( 十 ) の 中 に は , 小宮 の 見 か け の 陰 転 の 他 に , 産卵 を 行 
わな い 虫 の 存在 する 場合 も 含ま きれ て いる と 考え られ 

以上 , 私 は , 後 検便 に お ける 虫 卵 (一 ), T.M. 反応 ( 十 〕 
の も の の 検査 人 員 に 対す る 比 を 求め た 結果 は , 7.5% と 
な っ た 。 と こと ろ で , 貝 卵 (一 ), T.M. 反応 ( 十 ) の も の 
に 遇 虫 の 存在 する 確率 の 信頼 下限 を , 992% 信 頼 度 を ぁ つ 
て と し て , 後 検便 が 卵 険 性 で も 尚 が 存在 する 

と 有色 な し うる も の は 4.72 と な る 。 次 に , 駆虫 前 検便 で 
(一 ),T.M. 反応 で あつ た 35 例 は , 一 般 の 


(183 ) 
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検 に お いて は , 貝 陰性 者 と みな され て 剤 が 投 


与 さ れず , し た が つて 騙 虫 効果 判定 に 含ま れ な いも の で 
ある が , いま ,。 これ を 加え る と , 後 検便 で 虫 卵 陰性 で 洞 
貞 虫 が 寄生 し て いる と みな し うる も の は , 総 検 査 人 員 の 
6.526 と な る 。 


都 下 革 町 の 環 虫 寄生 者 に 集団 駆虫 を 行い , 虫 卵 陰 転 者 
の 中 で , 見 か け の 陰 転 を 示す も の と 考え られ る 貝 卵 (一 ), 
反応 ( ) の も の の は 次 の 如く で あつ た 。 

1.。 駆虫 前 映 虫 卵 陽性 者 178 名 に つい て は , 7.5 
で , この うち , 遇 虫 が あき ら か に 寄生 する と みな し うる 
も の は , 最低 4.72 で あつ た 。 

2. 駆虫 前 T.M. 反応 が 陽性 で あつ た 208 名 に つい て 
は 10.0 , と この うち 上 が あき ら か に 寄生 する と みな 
し うる も の は 最低 6.5% で あつ た 。 

これ ら は , 小宮 の 見 か け の 転 る も の と 
考え られ る 。 


稿 を 終る に 当り , 御 指 導 下 さい まし た , 北本 教授 , 石 
崎 博 士 , 高山 博士 に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 
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Summary 


The effects of anthelmintics were usually cri- 
ticised by the egg-finding method of direct smear 
specimen,. But, stop of egg production of ascaris 
or single inhabitant of male ascaris may be pos- 
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(2) 208 persons of positive for T. M. Reaction 
were also treated by Santonin 0.06 g. at one time, 
and 92 of them (44.2%) were turned to negative 
in T,. M. Reaction, while 113 of them (54.2%) 
showed negative for ova. So, difference between 
them was 

Those differences are showing very similar value 
each other, that ensure the risk of occurring the 
false negative cases for ova. This result may be 
confirmed to Dr. Komiya’s Theory. 


. gible te the bias in thig case, So, criticism for this 
wasg done by using the T. M. Reaction in feces 
simultaneously, The results were as follows : 
(1) 173 persons of positive for ova were 
treated by Santonin 0.06 g. at one time, and 67 of 
them (38.7%) were turned to negative in T. M. 
Reaction of feces three weeks later, meanwhile 
80 of them (46.2%) were turned to negative in 
egg-finding metod, So, differen&e between them 


was 7.5%. 


微生物 学研 究 連 絡 委 員 会 記録 につい て 下記 連絡 が 
あり まし た 。 


A. 議事 (昭和 34 年 3 月 27 日 開催 ) 


第 7 回 国際 微生物 学会 議 議事 録 に つい て 説明 一 秋 
委 員 長 


B. 協議 決定 事項 


1) Nomenclature Committee の Subcommittee メ 
ン バー を の と お り た 。 
a) Clostridiuna 山崎 恵 ( 大 農 教 授 ) 
b) Enterobacteriaceae 福 見 秀雄 ( 予 研 細 苗 部 長 ) 


d) Med. & Vet. 
mycopathology 高橋 吉 大 医 教授 ) 
沢 ( 予 研 結核 部 長 ) 
f{) Neisseriaceae 川 喜 多 (千葉 大 医 教授 ) 
g) Phage Typing of Staphylococcus (prov) 
ヤ 福 見 秀雄 ( 予 研 細菌 部 長 ) 
h) Streptococcus & Pneumococcus 
工藤 正四 郎 ( 伝 研 所 長 ) 
i) Serotyping of Storeptococcus (prov) 
工藤 正四 郎 ( 伝 研 所 長 ) 
川 豆 多 愛 郎 (千葉 大 医 教授 ) 


e) Mycobacterium 


i) Viruses 
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1) 文部省 緒方 信 一 大 学 学術 局長 より 昭和 34 年 度 研 C. Nomenclature Committee の Permanent Com- 
究 成 果 刊 行 費 補 助 金 の 審査 結果 に つい て 浜 の よう mittee の メン バー 
な 通知 が あり ま し た の で 御 知 ら せ い た し ます , 朝井 勇 家 (東大 教授 ) 
『「 部 省 で は , さき に 提出 され た 昭和 34 年 度 研 川 意 多 愛 郎 ( 千 工 大 教授 ) 
完成 果 刊 行 費 補 助 金 刊行 計画 調書 に ょ つて , 科学 小林 義雄 (科学 博物 館 植 物 課 長 ) 
研究 費 等 分 科 審 議会 に 諸 間 し, その 答申 に 基 ず き 以上 の と お り そ れ ぞ れ 候補 者 を 決定 し た が , 各 
文部 省 と し て 慎重 に 検討 し た 結果 , 誠に 遺 二 な が 関係 学会 に 通知 し 承認 を 求め る こと に な つた 。 
ら , 本 年 度 文 部 省 研 究 成 果 刊 行 費 補 助 金 の 交付 対 . 微生物 学 シ ン ポ ジウ ッ ウム を 日 本 で 開催 する こと に つろ 
祭 と な り 得 ませ ん で し た の で , お 知ら せ し ま す ]』」。 いて , 前 回 以後 の 経過 に つい て 大 要 次 の と お り 委 : 
2) 員 長 か ら 報 告 が あつ た 。 


「 昨 年 5 月 10 日 開 側 の 本 委員 会 の 申 し 合せ に ょ 
り , 准 備 を 進め て きた が , IAMS の President 
mudd の 意向 で は 地理 的 条件 に より Congress 開 
催 は と りあ げ ら れ な か つた が , Symposium を 開 
く こ と に つい て は 状 成 を 得 た 。 

そこ で , 昨年 42 月 に 小 委員 に 参集 し て も ら つ 
て 協議 し た 結果 は , 1961 年 に 開催 する こと を 上 且 
標 と し , トピ ッ ク は , 

1) Biochemistry of Microbial Growth. 

2) Physiology of Microbial Infection. 

3) Industrial Microbiology and Antibiotics: 
し た 。 

予算 は , 約 1,000 万 円 , 開催 は 秋 と する こと に 
な り ,。 マッ ド 会 長 の 意向 を た ヾ し た が , 別に 暴論 
は な か つた 。』 

以上 の 報告 に も と ずい て 検討 し た 結果 , この よ 
うな 案 で 開催 する 准 備 を 進め る こと と し た 。 

4) 御 投 稿 され た 原稿 は 原則 と し て 御 返 却 い た : 
し ませ ん 。 御 返 却 御 希望 の 方 は 御 投稿 時 に その 覚 
御 知ら せ 下 さい 

記 


会 記 


n- 


昭和 34 月 (1959)〕 


俊 雄 小川 


低温 に 対す る 多 虫 卵 の 抵抗 性 に 関す る 研究 


初 枝 義 孝 


国立 予防 衛生 研究 所 生 


(昭和 年 5 月 15 日 受領 ) 


低温 作用 に 対す る 多 虫 卵 の 抵抗 性 を 明らか に する こと と 
は , 本 虫 卵 の 越冬 問題 と も 関 し 公衆 衛生 上 の 重要 課題 
の 一 つと も な つて いる が , 今日 まで に な され た 本 試験 に 
関す る 業績 は 極め て 微々 た る も の で あり , 比較 的 近年 に 
お ける それ に つい て みて も わずか に 内 藤 (1928 a, b), 松 
崎 (1981 う , ちら (1951), 北 由 (1952) 等 に よる 成 
績 が 散見 され て いる に 過ぎ な い 。 し か し 以上 の 諸 穴 の 
試験 は , すべ て 気温 の 日 較差 が いち ぢ る し い 野 外 な い 


し は 室内 に お ける それ で ある た め , 作用 温度 は 作用 期間 


中 に 大 巾 な 変動 を み , その た め 実験 の 再現 性 に と ば し 
く ,。 個々 の 成績 と つい て の 検討 乃至 比較 は 困難 と 思わ れ 
そこ と で 著者 ちら は , まず 比較 的 安定 化 さ れ た 低温 度 条 件 
下 に お ける 多 虫 卵 の 抵抗 性 に つい て の 基礎 資料 の 必要 性 
みとめ , 以下 の よう な 実験 を 行い , 若干 の 成績 を えた 
で と と に 報告 する 。 


の 


実験 材料 お よび 方 法 


1 卵 材料 : 検 多 し て は ビー= 虫 ア 
メリ カ 虫 2 種 と し た 。 実際 に は 上 記 各 の 単独 
含有 蒸溜 水 に と よる を 試料 と し て 用 いた 。 
な わ ち 各 虫 卵 含有 新鮮 屋 (排便 より 実験 開始 まで に ツ ビ 
= 卵 合 は 15*C~20°C, 28 時 間 , アメ リカ 
含有 17C~19"C, 4 時 間 を 経過 に 15C の 蒸溜 水 5 
倍 量 を 加え て 充分 に 携 拝 し , 軟 泥 状 と し た も の を 1 枚 の 
ガー ギ ゼ で 1 回 油 過 し, 濾液 を 室温 (18C) で 1 時 間 放 置 
し , その 沈 濃 部 分 を 実験 に 供し た 。 材料 を いれ る 容器 と 


KOBAYASHI, NOoRIJjI! SUZUKI, IcHIRO 
YASUDA, MITSUYOSHI! KUMADA, TosHIio ISHII, 
HATSUE OGAWA & YOSHITAKA KOMIYA: On 
the resistance of hookworm eggs to lower tem- 
peratures (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) 


特 別掲 


し て は , 直径 11.5cm 高 さ 6 cm の 腰 高 シヤ ー レ ( 十 5 
“C, 0C 作 用 事例 )) ま た は ほ ゞ 同 大 の ブリ キ 和 缶 (一 5"C 
作用 事例 〕 を 使 肝 し, これ ら の 容器 に 上 記 の 各 被 検 卵 合 
有 250 cc を 注入 し , それ ぞ れ を フタ で お お つ 
た 。 上 記 一 5*C 作用 事例 の み に ブ リキ 向 を 用 いた 理由 
は , 該 温 度 作用 時 に は 液 が 完全 に 章 結 し て し まう こと と 
が 予 じ め 判 明 し た た め , 試料 採取 時 に お ける 容器 の 破損 
を 極力 避け ん と し た と と に ょ る 。 

2 作用 温度 : 両 種 も 十 0C, 一 5"C 
の 3 階 橋 と し , 各 温 度 は を それ ぞ れ 下記 の 封鎖 空間 で 確保 
され た 。 即ち, 十 5 て は 予 研 低温 室内 , 0'C は 電気 冷蔵 
庫 内 の 上 部 , 一 5C は 同 電 気 冷蔵 庫 内 最上 部 の テラ ヂ ェ ー 
ター・ ボ ックス 内 と し た 。 

と れ ら の 各所 に 上 記 試 料 を 両 種 虫 卵 含有 の も の と も を も 同 
時 に 近接 設置 し , それ ぞ れ の 設置 部 位 に は 試料 と と も に 
最高 最低 寒暖 計 を 併 置 し て 各所 に お ける 微 気温 の 測定 を 
以下 に の べ る 各 観 察 時 間 毎 に 行 つ た 。 な お 試料 は , 各 低 
温 虐 赴 と 同時 に 常温 より 可 及 的 速 か に 所 定 の 低温 度 に ま 
で 降下 する こと が の ぞ ま し い の で , 各 低 温 所 設置 直前 に 
試料 を いれ た 容器 を 氷 と 食塩 に よる 寒 剤 の な か に 浸し て 
一 定 度 の 低温 と まで 冷却 し た 。 こ の 場合 , 試料 自体 の 温 
度 を 常温 より 十 5 C に 低下 させ る の に 約 7~8 分, O°C 
に 低下 させ る の に 10 分 を 要 し , 一 5 て 作用 了 予定 の 試料 に 
つい て は , 一 2C に まで 冷却 し た の ち 所 定 場所 に 設置 し 
た が , と これ に 要 し た 時 間 は 区分 で あつ た 。 

3 作用 時 間 : 十 5 て 作用 の も の に つい て は 96 時 間 ま 
で の 各所 定時 間 , 0C, 一 5 C 作 用 び も の に つい て は "2 
時 間 ま で の 各所 定時 間 と し た 。 各 作用 時 間 の 間隔 は 30 時 
間 ま で は , 3 時間 , 以後 48 時 間 ま で は 6 時間 , それ 以後 ・ 
は 24 時 間 と し た 。 

4 対照 : 各 低温 作用 に 対す る 対照 は 作用 直前 と し 


た 。 
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第 1 表 5°C 作用 時 に ける 虫 出 状況 


学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 4 


27 30 36 42 


1 105 130 115 69 48 101 121 61 103 58- 128 63 
2 182 102 107 64 82 56 47 100 74 99 63 48 54 30 25 70 
3 170 117. 150 100 120 9 121 38 41 144 23 87 109 56 46 46 
計 457 349 372 283 250 256 289 199 218 301 209 241 226 162 148 200 
% 100 76.4 81.4 61.9 54.7 56.0 63.2 43.5 47.7 65.9 45.7 52.7 49.5 35.4 32.4 43.8 
1 4,032 1,440 1,074 440 140 220 87 26 64 38 17 31 6 2 1 0 
2 4,2403,078 700 480 282 122 126 54 47 70 27 9 5 才 0 
3 5,559 1,019 972 368 246 192 69 67 50 42 18 17 0 6 EC . 
計 13,831 5,537 2,746 1,288 668 534 282 147 161 150 62 8 、 


5 低温 被虐 の 生死 判定 : 低温 被 の 抵抗 は そ 
の 生死 た により 決定 し , 生死 の 判定 は 後続 培養 に と よる 培養 
液 中 へ の 仔 虫 涯 出 の 有無 に より 行 つ た 。 即 ち , 貝 卵 を 所 
定 の 各 時 間 低 温 に た 直後 , 試料 を , これ 
り ビ ピペット で 2 cc づつ の 標本 を 同時 に 3 回 採取 し , それ 
ぞ れ を 直ちに 素 焼 志 上 に お し あけ , 蒸溜 水 を 培養 水 と し 
て 10 日 間 の 瓦 培 養 (28°C) を 行い , 10 日 後 培 養 水 全部 に 
つき 出 仔 虫 を 解剖 顕微 鏡 で 鏡 検 し て 仔 虫 数 を 算定 し 
た 。 な お 一 5C 作 用 , 3 時間 以 後 の 試 料 は すべ て 凍結 し 
て いた た め , 試料 の 各所 か ら 1 g の 凍結 片 を 8 コ づ つ 循 
量 し て と り 同 上 の 瓦 培養 を 施行 し た 。 と の 場合 , 対照 に 
お ぉ ける 培養 標本 量 は 各 低温 作用 事例 に お ける それ と 等 量 
(2cc 1 g) で ある 。 


実験 成績 


1 十 5"C 作 用 時 の 虫 卵 の 抵抗 性 

本 温度 作用 期間 中 の 気温 変動 は 土 1 で の 範囲 内 で あつ 

成績 は 第 1 表 に し めす と お り で ある 。 い まかり に 各 低 
温 作 用 時 に お ける 溢 出 仔 虫 数 の 同 対照 事例 に お ける それ 
に 対す る 百分比 を も つて 生 残 解 化 率 (また は 生 残 率 )〉 と 
みな し , 作用 時 間 の 経過 に と も な う 同 比率 の 推移 を みる 
に , 対 央 に あつ て は 3 標本 合計 457 隻 の 洗 出 仔 虫 を みた 
の に 対し て , “8 時 間 後に は 349 隻 と 生 残 率 は 対 の 76.4 
26 に 低下 し , 以下 作用 時 間 の 経過 に し た が い 蘭 次 減少 
し , 380 時 間 前 後 で 約 半数 の 死滅 を みた が , 72~96 時 間 後 
に も な お 380~402%% の 生 残 素 が し め さ れ た 。 


4.d. : ダビ ピー 虫 NN.a. : アメ リカ 虫 表 は 生 残 率 を し めす (第 2, 第 3 表 に つい て る 同様 ) 
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第 1 図 低温 作用 と 多 虫 卵 の 生 残 率 


b, アメ リカ 虫 卵 

対照 に お いて は 計 18,831 令 の 仔 虫 湊 出 が し め さ れ だ 
の に 対し て 3 時 間 作用 後に は 40 に まで 生 残 率 が 低下 
し , 9 時間 後 に は 既に 10 以 下 , 30 時 間 後 に は 殆 ん ど 全 
が た が , 完全 に 要 し た 時間 は 96 時 間 で あ 
つた (第 1 表 )。 

2 0"C 作 用 時 の の 抵抗 性 

本 温度 作用 期間 中 の 気温 変動 は 土 2 て の 範囲 内 で あつ 


a。 ビ ー= 釣 虫 

対照 に お ける 海 出 仔 虫 数 457 令 に 対し て 3 時 間 作 用 後 
の 生 残 束 は 74.382% に 低下 , 以下 時 間 の 経過 に し た が つて 
瀬 次 これ の 低下 が し めき され , ほ ゞ 1 昼夜 内 外 で 50% に 達 
し た が , 72 時 間 後 に る も な お 25.6 の 生 残 率 が お しめ され た 
(第 2 表 )。 

b, アメ リカ 

対 お ける 仔 数 13,831 隻 に 対し て 38 時間 作 
用 後に は 既に 生 残 束 13 .82% に まで 減少 し , 24 時 間 後 に は 
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第 2 表 O°C 作用 時 た に け る 虫 状 況 
作 用 時 間 (hr) 


67.2 


93 
136 
82 


| 


48 23 
34 28 


= 


6.1 


206 311 


159 91 


第 3 表 


ー5°C 作用 時 に け る 出 状況 
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1% 以 下 , 72 時 間 に し て 完全 に 死 減 し た (第 2 表 )。 

3 一 5C 作 用 時 の 虫 卵 の 抵抗 性 

本 温度 作用 期間 中 の 気温 変動 は 土 3C で , 十 5°C, 0°C 
作用 時 の 変動 に と 比 し て や や ゃ 大 で あつ た 。 

a。 マビ = 

対照 に お ける 出 仔 虫 数 は 282 隻 で あぁ あつ た の に 対し 
て , 8 時 間 作用 時 の それ は 166 隻 で 対照 の 58.9 に 生 残 
率 は 減少 し , 9 時間 作用 で 完全 に 死 減 し た (第 3 表 う 。 
アメ リカ 虫 

対照 で の 蓄 出 仔 虫 数 Y,053 隻 に 対し て , 3 時間 作用 後 
生 残 率 は すでに 7.2% (508 隻 ) に まで 低下 し , 6 時間 
に し て 殆 ん ど 全 死 し た (第 3 表 )。 


考 


上 記 の 成績 と みる 如く , 十 5 ©~ー 5 C の 低温 域内 で 
は , 各 低 温度 作用 時 と も ツマ ビニ = 釣 虫 は アメ リカ 


に 比 し て その 抵抗 力 は 明らか に 強大 で ある 。 試み に 作 用 
虫 卵 の 約 半 数 の 死滅 に 要する 時 間 を 比較 し て みみ る と , 十 
5 C 作 用 時 に は 前 者 は 後者 の 医 ゞ 10 倍 , 0°C 作 用 時 で は 
約 数 十 倍 に 達する も の と 考え られ る 。 

つぎ に 作用 温度 差 に も と ずく 貝 卵 の 死 減速 度 を みる 
と , 両 種 釣 も , より 低温 の 作用 は より 速 か に 死 
する 傾向 は 明らか に 看 取 さ れる が , と り わ け 両 者 と も 共 
通 的 に と 十 5 て と 0C 間 の 差 よ り ぁ も 0°C と 一 5 て 間 の それ 
の 方 が 顕著 で あつ た の は , 思う に 試料 の 凍結 を 招来 する 
に いた る 一 5 C と いう 温度 の 釣 虫 卵 の 角 化 能力 に 対す る 
打撃 が 極め て 短 時 間 (数 時 間 ) で 殆 ん ど 決 定 的 で ある つた 
と と に よる も の と 解釈 せら れる 。 

以上 の 著者 ら の 成績 を 諸家 の それ と 比較 し て みる に , 
虫 種 が 明確 に 記載 され 且つ 虫 卵 の 生死 判定 方 法 が 著者 ら 
の それ と 同一 で ある 松崎 (1981 う の 成績 と よれ ば , ツジ ビ = 
に つい て は , 0~ 十 5 作 用 時 の 卵 の 生 率 は 
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457 340 299 305 336 307 303 221 257 248 272 191 152 
100 74.3 65.4 66.7 73.5 50.3 EE 66.3 48.4 56.2 54.3 59.5 41.8 33.3 25.6 
4,032 753 692 532 379 84 1 0 
4,240 615 541 507 232 
5,559 535 673 531 242 81 
13,831 1903 1906 1570 853 a a 80 20 28 3 0 
tr) 
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12 時 間 作 用 : 50~702%, 24 時 間 作 用 : 830~502 で あり , 
また 内 藤 (1928b) は 0~ 二 10C, 19 時 間 40 分 作用 後 の 
生 残 素 は 平均 0.75 で あつ た と 報告 し て いる 。 著 者 ら の 
成績 で は , 二 5"C, 0°C 両 温度 作用 時 と も る 24 時間 後 の 生 
残 事 は 大 略 50 内 外 で あつ た の で , 内 藤 の 成績 と の 間 に 
は か な り の 差 が み ら れ る が , 松崎 の それ と は 話さ 一 致し 
て いる よう に 考え られ る 。 

また アメ リカ 釣 虫 卵 の 抵抗 性 に つい て は , 前 記 松 崎 に 
ょ よれ ば 0~ 十 5 て 作用 時 , 12 時 間 以 内 の 生 残 素 : 1 ~30 
2%, 十 5 て 以下 の 低温 24 時 間 の 作用 で 大 部 分 の 虫 卵 が 死 
滅 し た と し て いる 。 著者 ちら の 成績 で は 十 5 及び 0 で 作 
用 , 12 時 間 後 の 生 残 率 は 各 4.8% 及 び 6.12% で , 24 時 間 
後 の そ れ は 各 1.2 及 び 0.72% で あつ た の で 概ね 松崎 の 
成績 と 合致 する 。 い ずれ に も せよ , アメ リカ 釣 虫 卵 の 方 
が ツマ ビー ニ = 釣 虫 卵 よ り も 低温 に 対す る 抵抗 力 が いち ぢ る し 
く 弱 いも の で ある と と に つい て は 全く 一 致し , 従来 の か 
か る 所 説 を 裏付け る 。 

な ほほ 著者 らち の 本 実験 完了 後に 磯田 (1958), 梶原 ら 
(1958) に よる 多 虫 卵 の 低温 殺 減 試験 の 報告 に 接し た が , 
磯田 の 成績 (ツマ ビ =, アメ リカ 種 虫 つき 一 2 
1 °C で 実験 ) は ほ ゞ 著者 ちら の 成績 と 一 致し て いる 。 

し か し 梶原 らち の 実験 (ツア ビ =, 犬 釣 虫 過 に つき , 一 5 
て で 以下 の 各種 低温 作用 ) で は , 虫 卵 の 生死 判定 条件 が 著 
者 あら の それ と 異な る の で , これ に つい て は こと こと で は 触れ 
な い 。 

さき て 以上 の 基礎 実験 の 成績 か ら , た さち に と れ を 気象 
条件 の 複雑 な 冬期 野外 に お ける 釣 虫 卵 の 越冬 の 可否 に ま 
で 捧 大 し 推論 する こと に は , も ちろ ん 多く の 危険 性 が 伴 
う の で は ある が , し か し 冬期 積雪 を みる 地域 に お いて 
は , 厳寒 期 の 外気 温 は ー5C 以 下 に まで 下降 レ , 地表 及 
び 便 槽 内 の 温度 も 0°C 前 後に 達する こと が さほど 稀 で は 
な い ( 小 泉 , 1986 ; 磯田 , 1958 う と 考え られ る の で , 少な 
く と も か か る 地域 で の 釣 虫 卵 の 越冬 は 不可 能 で あら うと 
の 推定 も 成立 する 。 と この 想定 は 冬期 野外 で の 試験 成績 か 
ら 同 様 の 見 解 を 表明 する 南 崎 (1952), 岸田 ちら (1951), 北 
山 ら (1952) 等 と も 一 致す る が , か か る 問題 に つい て の 
解明 は 別 の 機会 に と にゅ あず る こと と と する 。 


ツ ビ と アメ リカ の 低温 に 対す る 抵抗 性 


. に つい て 実験 レ 下 記 の 成績 を 得 た 。 


1 5C( 二 5 土 ©) 作用 時 : マビ = 虫 ほ 
ゞ 時 間 で 約 半 数 の 虫 が 仔 虫 能力 を 喪失 ( 死 
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し た が , "2 へ ~96 時 間 作 用 後に も な ほほ 30~40% の 生 残 率 が 
し め さ れ た 。 と これ に 対し て アメ リカ 釣 虫 九 で は , 作用 3 
時 間 後 と に すでに 生 残 率 40 に 減じ , 30 時 間 後 に は 殆 ん ど 
全 死 し た 。 

2 0C(0O 2) 作用 時 : = 釣 虫 卵 は 
作用 時 より ぁ る 僅か に 死 減 が 促進 され , 番 ね 1 昼夜 で 約 半 
数 が 死滅 し , 72 時 間 後 80%2 以 下 に 生 残 率 の 減少 を みた の 
に 対し て , アメ リカ は , 3 時間 作用 に し て 既に 
18.82 に まで 減少 し , 24 時 間 後に は 殆 ん ど 全 卵 が 死 減 し 

3 一 5 (一 5 3C) 作用 時 : 両 種 も 
以上 の 温度 作用 時 に 比 し て その 死 減 速度 は いち ぢ る し く 
大 きく , ビー= 卵 で は 3 時間 作用 に し て 生 残 は 
58.9% に 低下 し , 9 時間 作用 で すでに 全く 死 汰 し た 。 ま 
た アメ リカ 釣 虫 卵 で は , 3 時間 作 用 後 の 生 残 率 は わずか 
に て 7.22%6 で , 9 時間 後に は 殆 ん ど 全 卵 の 死 減 を みた 。 

4 上記 の 成績 か ら 低 温 に 対す る 両 種 抵抗 性 
は , ツマ ビ = より 大 きく , アメ リカ 多 に 
で ある と 結論 され た 。 


稿 を 終る た にあたり, 貝 卵 材料 の 荒 集 に 際 し て 種々 御 援 
助 を 賜 つ を 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 鹿 なら びに 千葉 
五井 保健 所 の 関係 諾 氏 に 深く 感謝 の 意 を 表す る . 

な 3s 本 研究 の 一 部 要旨 は 著者 の 一 人 小宮 が 第 25 回 日 
本 寄生 虫 学会 総会 一 特別 講演 一 (1956) に ぉ いて 発表 し 
た . 
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Summary 


Studies on the resistance of hookworm eggs to 
varying temperatures may yield clues to the 
prevention of hookworm disease. The present 
experiments have been designed primarily to in- 
vestigate the resistance of eggs of Ancylostoma 
duodenale and Necator americanus to lower tempera 
ture ranging from +5°C, to -5°C. 

Results obtained were as follows : 

1) Exposure to +5°C. About a half of 4. 
duodenale eggs lost ability to hatch after 30 hours’ 
exposure and 30 to 40% of the eggs remained 
alive after 72 to 96 hours’. 


Forty per cent of N. americanus eggs exposed to 
the same temperature for 3hours retained the 
ability and after 30 hours’ exposure most of all 
eggs were killed, 

2) Exposure to 0°C. Nearly a half of A. duodena- . 
le eggs were killed in a day after exposure to 0°C 
and percentage of eggs survived reduced to less 
than 30% after 72 hours’ exposure. 

As far as N, americanus eggs were concerned, 
only 13.8% of them were found alive after 3 
hours’ exposure and no hatching occurred after 
24 hours’. 

3) Exposure to -5°C. Destructive effect of such 
low temperature as -5°C,. and 0°C. on the hook: 
worm eggs of both species were very active 
compared with those of temperatures as +5°C, 
and 0°C. 58.9% of A. duodenale eggs exposed to 
-5°C. for 3 hours were found alive and after 9 
hours’ exposure no hatching of larvae occurred, 

In the case of N, americanus eggs only 7.2% of 
them showed the ability to hatch after 3 hours’ 
and nearly all of them were killed after 9 hours. 

4 The results above-mentioned indicate" that 
A. duodenale eggs are more resistant to lower 
temperature than N, americanus eggs. 
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出血 時 間 , 肝 機 能 , 血清 蛋白 分 割 の 変化 と 症状 発現 と の 関係 に 就 て 
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まえ が き 

既に 私 達 は 3 回 と こわ たり 釣 虫 Carrier の 特質 を 臨床 的 
に 追求 し た 成績 を 発表 し て 来 た (石崎 ちら , 1955, 1956, 
1957)。 

と れ ら の 報告 で 明らか に し た よう に 釣 虫 寄生 と 寄生 者 
の 症状 発現 の 間 に は , 寄生 者 に お いて 症状 の 発現 を 阻止 
する 機 村 が 働い て いる こと が わか る 。 そ こと び で 今度 は この 
症状 発現 阻止 機 E を 血液 成分 を 中 心 と し て し ら べ て みた 
の で 報告 する 。 

委 血 に 関係 し て 考え られ る の は 出血 素因 で ある 。 と れ 
に つい て は 北山 ら (1951) の 研究 が あり 特に 著 明 な 出血 
素因 の 出現 は な いと きれ て いる 。 


*TATSUSHI ISHIZAKI, HARUHIKO KUTSUMIL, 
HISAKO KUBOTA, TosHio OGINO, YOSHITAKA 
KOMIYA, **HISAO TAKAYAMA, ***SEIICHIRO 

, ARIMATSU, & ****TAKAYOSHI ONODA : Clinical 
Studies on hookworm carriers (4) An investigation 
into several components in blood with regard to 
manifestation of main symptoms (*Department 
of Par#sitology, National Institute of Health, 
**Department of Clinic, Institute for Infectious 
Disease, University of Tokyo, ***Department of 
Internal Medicine, University of Tokyo & ****Ma- 
chida Health Center) 


東京 都 町 田 保健 所 


(昭和 34 年 5 月 15 日 受領 ) 
特 別掲 


次 に 血清 蛋白 分 割 に 関係 し て 報告 され て いる 研究 で は 
副島 (1952), 牛尾 (1953), 衣笠 (1954) な どの も の が あ 

り , いずれ も Albumin の 減少 及び 7-Globulin の 増加 
を 認め , と くに 衣笠 は ゃ : 分 拉 の 増加 を 釣 虫 症 に 特異 な 
も の と 考え て いる 。 

更に 血清 成分 に 関係 し て 肝 機 能 を し ら べ た も の と し て 
は 王子 ちら (1950) の 中 間 代 謝 異 常 の 報告 が あり , 血清 
Esterase の 減少 を 重要 視 し て いる 。 又 赤 星 ら (1951) 
は 蛋白 の 減少 と 糖 代謝 異常 を 問題 に し て いる 。 

いづ れ に し て る も 調査 し た 範囲 で 各 主 題 の 釣 虫 症 で の 暴 
常 を 指摘 し て いる の で ある が , と こと で 注意 すべ き と と 
は , と れ 等 が 所 調 自 発 的 に 診療 機関 を 訪れ た 患者 に つい 
て の 研究 で ある と いう と と で あろ 3 う 3。 

私 達 の 目的 と する 発病 阻止 機構 を 知る た め に は 都合 が 
悪い 。 従 つて 私 達 の 対象 は 集団 検診 で 得 ら れ た 人 達 で あ 
る 。 こ と の 対象 で は 同一 謀 境 下 に 住む 釣 虫 寄生 者 の 総 て の 
段階 の 者 即ち 自覚 症状 等 を 欠く 釣 虫 寄生 者 及び 釣 虫 非 寄 
生 者 (対照 群 と な る ) も 含ま せる と と が 出来 る 。 こ の 様 
な 対象 を 調査 する と と に より 先輩 諸氏 の 成績 と どう 関係 
付け られ る か が 私 達 の 第 二 の 目 的 で ある 。 


調査 対象 と 調査 方 法 
1. 調査 対象 と 検査 法 及 び 駆 虫 法 
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私 達 の 調査 は 昭和 32 年 3 月 下旬 , 東京 都 南 多 摩 郡 忠生 
村 小 山田 地区 669 名 の 上 農業 専従 者 を 調査 し , 飽和 食塩 水 
浮 湊 法 で 釣 虫 保 有 者 102 名 を 発見 し た 。 そ の 内 約 60 名 が 
集団 検診 こ 参 加 し た が 満 20 歳 以下 の 青少年 及び 満 70 歳 以 
上 の 老人 を 除外 し , 慢性 各種 疾患 (肺結核 , 糖尿 病 , 心 
疾患 , 堅 炎 , 喘息 等 ) 患者 を 除外 し た の で 集計 の 対 央 と 
な つた も の は 56 名 で ある 。 之 に 加え て 31 名 の 釣 虫 非 寄生 
者 を 同 地区 より 選び 出し 同じ 検診 を 行 つ て 対照 群 と し 


>- 
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駆虫 法 は 前 夜 軽食 と し 酒 , 油 物 類 を 禁止 し , 朝 9 時 半 
ょ り 10 時 半 間 に 四 塩 化 そ テキ チレン (Tetren 球 )12~15 球 を 
2 回 に 分 服 さ きせ , 12 時 頃 硫酸 マグ ネシア 20g を 200cc の 
水 と 共に 頓 用 させ た 。 

排便 は 所 定 の 便器 に 採集 させ Tetren 内 服 後 24 時 間 以 
内 の 便 を 採取 し た 。 

排便 は 之 を 濾 便 法 に より 濾過 し 虫 体 を 採取 し , 虫 種 と 
虫 体 を 鑑別 し た 。 

該 地区 は 殆 ん ど 純 な Necator americanus 地区 
の 為 2 名 の 混合 感染 者 を 除去 し た だ け で 殆ど すべ て 集 
計 の 対象 となり 得 た 。 

と の 様 に し て 得 た 虫 数 は 小宮 (1954 う ) の 研究 に と ょ り 
実際 に 保有 され る 虫 数 の 80 に 及ぶ も の と 考え られ る の 
で て で, と これ を 保有 虫 数 に 代行 させ て も 実際 的 に は 大 し た 誤 
り を 犯し た こと に は な ら な いと 考え て よ か ろ うぅ 。 

2. 出血 素因 の 調査 

A. 出血 時 間 : 耳 を に より 紙 上 に 直径 1 ~ 
2cm の 血 出来 る よう に 傷つけ る 。 以後 1 分 に 
出血 を 吸 取 り , 止血 まで 続け た 。 対象 は 釣 虫 寄生 者 18 
名 , 非 寄生 者 31 名 で ある 。 : 

B. 紫 班 計 値 : da Silva Mell 法 の 佐藤 改良 法 (1951) 
で , 直径 2 cm の 角 使 用 , 前 一 200 mmHg 
の 陰 圧 1 分 間 吸 引 持 続 。 生じ た 中 心 部 1cem 円 
内 で 肉眼 算定 し た 。 血 より 次 の y 値 を 算出 し 
値 と し た (有松 , 1957)。 y=log (x 1 2. 
対象 は 釣 虫 寄生 者 54 名 で ある 。 

C. 血液 凝固 時 間 : 静脈 血 の 約 20 滴 を 時 計 血 に 滴下 
し , 湿潤 室 保 存 , 1 分 毎 に ガラ ス 棒 で 底 を すく い , 失 端 に 
線維 素 附 着 を も つて 反応 時 間 , 血液 の 流動 停止 を も つて 
上 固 完了 時 間 と し た 。 対象 は 反応 時 間 で は 釣 虫 寄生 者 18 
名 非 寄生 者 81 名 , 弟 固 完了 時 間 で は 釣 虫 寄生 者 38 名 。 
非 寄生 者 31 名 で いづ れる ぁ も 男性 で ある 。 

3. 血清 重 白 分 割 の 測定 
濾紙 電気 泳動 法 に より 血清 分 割 を 展開 し た 。 


643 


血清 0.1cc を 東洋 濾紙 に 附 着 させ , 電圧 800Volt, 電 
流 7.5mA, 室温 1 で C で 6 時 間 通 電 , Brom Phenol Blue 
で 発色 , Densitometer で 各 分 害 の 定量 を 行 つ た 。 同時 
に 行 つ た 血清 令 白 量 は 日 立 屈折 計 を 用 いた 。 対象 は 釣 虫 
寄生 者 男女 合計 56 名 で ある 。 

4. 肝 機 能 検 査 

A. Cephalin-Cholestrol 状 反応 (Hanger, 1941): 
血清 0.2cc を 4 cc の 生理 的 食塩 水 に と か し C.C. 乳剤 1 
cc を 加え , 室温 24 時 間 放 置 後 判定 し た 。 対象 は 多 虫 寄生 
者 42 名 で ある 。 

B. Thymol 混濁 及び 佑 状 反応 (高橋,1958 ; MacLa- 
gan, 1949) : 血清 0.1cc を Thymol 溶液 6 cc に 加え , 
室温 830 分 放置 後 の 混濁 度 を 規準 液 と 比較 し , 叉 18 時 間 後 : 
に その 光 濃 の 多少 を 前 法 同様 に 判定 し た 。 対象 は 釣 虫 寄 
生 者 45 名 , 非 寄生 者 22 名 で ある 。 

C. 硫酸 亜鉛 混濁 反応 (Kunkel, 1947) : 血清 0.2cc 
と 硫酸 亜鉛 緩衝 液 12 cc を よく 混和 し て 30 分 放置 後 光電 
比 色 計 で 定量 し た 。 対象 は 釣 虫 寄生 者 男女 合計 45 名 で あ , 
る 。 

D. Brom Sulfalein 法 (Magath, 1936) : 5%B.S. 
液 5cc を 1 分 か け て 静 注 , 30 分 後 採血 , 血清 分 離し と これ. 
を 2 その 1 つ に 1~2 滴 の 102%% NaOH を 加え 
色 , 他 の 1 つ に 52% HCI を 加え 脱色 させ 両者 を 対比 し 
つっ つっ 基準 液 と 比較 。 対象 は 寄生 者 8 名 , 非 寄 生 者 11 名 。 

E. 高田 反応 CJetzler, 1930) : 血清 1 cc を 順次 生理 的 
食塩 水 で 笑 釈 分 注 。 各 試験 管 に 102% NaCO; を 0.25cc づ 
つ , 昇 フ クタ シン 混 合 液 を 0.3cc 加 えよ く 振 , 
3 時 間 放 置 後 判定 。 。 

対象 は 釣 虫 寄 生 者 8 名 , 非 寄 生 者 13 名 。 

F. 尿 Urobilinogen 反応 : 新鮮 尿 5 cc に Ehrlich 氏 : 
Aldehyd 液 を 加え 赤 変 の 有無 を 検査 し た 。 対象 は 釣 虫 
寄生 者 男性 18 名 , 非 寄 生 者 男性 33 名 。 

5. 血色 素 量 及 び 綱 状 赤血球 数 測定 

血色 素 量 : 0.02cc の 血液 を 耳 茶 より と り 塩 酸 ヘ ママ チン 
法 に より 発色 , 日 立 光 電 比 色 計 で 波長 包 0z で 定量 。 対 
象 全 員 。 

網状 赤血球 数 : Brillant-Kresylblue 染色 後 薄 層 
標本 と し , 乾燥 後 Giemsa 染色 を 行 つ た 。 対象 は 釣 虫 寄 
生 者 男性 19 名 。 

6. 自覚 症状 
・ 問 診 表 に より , 頭痛 は 頭重 , 動 , 息切れ , 冷 
え 性 , 腹痛 , 味 症 , 舌苔 , 腹 鳴 , , 下痢 便 
を 開き と つた 。 
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1 図 Carrier (男子 ) と 非 者 
(男子 ) に i ける 出血 時 間 , 血液 固 開始 完了 
時 間 と と の 関係 
人 出 血 間 , 口 開始 , X 固 完了 
調査 成績 と その 
私 達 の 調査 し た 範囲 は 既 述 の よう に 出血 時 間 , 血液 導 i \ 
応 時 間 及 び 完 了 時 間 , 末 血管 抵抗 の と し て 
値 で ある 。 
第 1 図 に は 出血 時 間 , 血液 滞 固 反応 時 間 及 び 完 了 時 間 | et os = 
と 虫 数 と の 関係 を 示し た 。 前 2 者 に っ つい て は 相関 が み と . ee oe 
め ら れ な か つた が 完了 時 間 と 数 の 間 に は 関 
ち 数 が 多い 程 血 液 完了 時 間 が 早く な る 傾向 が 
第 4 図 紫 値 と 血色 素 量 〇 男 , 
み ら れ た 。 と れ を 相関 作 の 検 ( 
で し ら べ て みる と n= Y=0.1282。 と な り 相 関 あり の 
と は 言え な か つた 。 
第 2 図 に は 出血 時 間 , 血液 間 及 び 完 了 時 間 と 
8 | 色素 量 gl と の 関係 を 示し た 。 3 者 共に 何等 の 相関 が 
み ら れ な い ば か り で な く , ( 非 生 者 と の 
第 3 図 は 値 と 数 の 関係 を 示し た 。 
第 4 図 は 紫 計 値 と 血色 素 量 gldal と の 関係 を 示し 
時 間 と 血色 素 量 と の 関係 が , 両者 共に 何等 の 相関 が みとめ られ な か つた 。 対照 衝 bh 
虫 Carrier: 血 時 間 , 開始 , 固 完了 ( 非 寄生 と の 間 に も 全く 差異 が み と め ら れ な か つう 
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以上 を 結 し 出血 傾向 に 関係 し て は 洗 固 完了 時 間 だ け 
が 相関 が みとめ られ る よう に 見 えた 。 と の 貝 数 と 血液 問 
時 間 の 逆 相 関 は 虫 に より 出血 に 対し 身体 の 防 
作用 の 一 の 表現 と 考え る と と が 出来 る の で は ある が , 有 
章 と は ら な か つた 。 詳 し い 検 討 , こと に Prothrombin 
値 等 の 動向 に 関し て 今後 検討 を 要する 問題 で ある が , と 
に か く 出 血 を 防 鑑 する 作用 の 発動 も 考え て よ か ろ う 3。 
2. 血清 蛋白 分 の 測定 

調査 の 都合 上 集団 検診 及び 集団 集合 し た 虫 寄 
生 者 だ け に 採血 を 実施 た の で 対照 群 は な い 。 そ と で 伝 
研 内 科 で し ら べ た 正常 約 人 100 名 の 平均 値 を 対 辿 と し て 
みた 。 


第 1 表 蛋白 量 と 数 及び 色素 量 と の 関係 


数 血色 素 量 
量 1~10・11~100・101~ ~9・9~12・12~14・14~ 


7.5 以 下 16 8 8 4 
7.5 以 上 18 14 14 6 


第 2 表 血清 折 


分 


平均 土 標 誤差 


正常 値 


Albumin 3.02 土 0.1056 3.65 
&-Globulin 0.63 土 0.0368 0.43 
ez:-Globulin 0.90 土 0.1590 0.67 
8-Globulin 1.05 土 0.0598 0.99 
Y-Globulin 2.39 土 0.1040 1.51 

AIG 0.62 1.01 


まず 血清 彼 白 量 に つい て 述べ る と ,。 第 1 表 に 示し た ょ 

うに 私 達 の 対象 は ほ さ て 7.5% を 中 心 に 分 布 し 虫 数 と も 血 
色素 量 と も 相関 が め と め ら れ な か つた 。 と の こと と は 私 達 
の 対象 群 が 集団 検診 で 発見 され た 釣 虫 寄生 者 で ある と と 
に 原因 する と 思わ れる 。 即ち そ の 大 部 分 は 所 調 自 覚 症状 
に 乏しい 人 達 で ある 。 

次 に 血清 蛋白 分 血清 量 と の 相互 関係 か ら 血 清 
中 の g/dl で 示し た が , その 詳細 は 第 2 表 の 如く で ある 。 
表 中 に は 標準 誤 着 を 記入 し た 。 と れ を みる と Albumin 
の 洲 少 が 目立ち , 従 つて A/G 比 は 著しく 減少 し て いる 。 
?-Globulin の 増加 が 著 明 で ある 。 及び ez-Glo- 
bulin も 増加 の 傾向 を 示し た < が g-Globulin は 殆 ん ど 不 
変 で あつ ; 
そこ と で こと れ ら の 各 分 害 の 変動 と 虫 数 或 は 血色 素 量 g/dl 
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と の 相関 関係 を し ら べ て みる と ,・ 第 5 図 の よう に ヶ - 
Globulin と 虫 数 と の 間 に 正 相関 関係 が みとめ られ た 。 根 
関係 数 の 検定 法 を 行う と, 

x 一 虫 数 の 対数 , 一 (x 一 1.00) 

y 血清 中 Y-Globulin g/dl, Y= (y 2.50) 


n=—38, ( 


7.0252, ZXxY 
相関 係数 0.4028, 
0.164, YSEy=2.456, 

・。 Ps く 0.05, 有意 差 あ り 。 


—2.3088, 


¥- Globulin g/dal 


第 5 図 


1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 
$y - Globulin - g/dl 


第 6 y-Globulin 赤血球 数 


eis: 既に 第 32 報 (石崎 ら , 1956) で も ふれ た 
, 当時 は 軽 感染 者 の み で , 例 数 も 少な いた め 上 記 の 有閑 
。 当時 と め ら れ た 網状 赤血球 
数 と 7-Globulin の 関係 も 再び こと で 和 血 を 起 し て いな . 
い 和 群 ( 血 色素 量 12.5 g/dl 以上 ) に お いて 確認 され た 。 
即ち 第 6 図 の 如く で ある 。 
と の 相関 係数 の 検定 法 で は , 文 三 網状 赤血球 数 , て 
二 清 中 y-Globulin g/dl, 


x 
| | | 
x 
10 
wx 
o/00 
] あ り ] 
関 が 
間 に 
し た 
照 
か 
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2 2 
n=19, 
26145.2, ZXY — 1767, 


相関 係数 y 0.5899, SEy=0.236, 

.'. Ps く 0.05, 有意 差 あ り 。 

次 に 問診 ご し ら べ た 症状 の 出現 率 を 血清 中 の y-Glob- 
ulin の 含有 量 に 従 つ て 比較 し て みた の が 第 7 図 で あぁ る 。 
と と に は 有意 差 の ある も の だ け を 示し た 。 即ち 頭 痛 又は 
頭重 , 昌 腹痛 , の 4 種 の 症状 は y-Globulin 
の 増加 と 共に 増加 を 示し た 。^?-Globulin の 増加 は 身体 の 
防衛 能力 発動 の 指標 と 考え る な ら ば 一 見 上 記 の 成績 は 巴 
司 し て みえ る 。 し か し 釣 虫 と ょ る Stress に 対し て 反応 
する こと と を 感受 性 を 示す も の と みる な ら ば , 高い 感受 性 
を 示す 人 に 症状 が 強く 出 て も 不思議 は な い 。 


<2.0 2.1 2.6< <2.0 2.1 2.6< 
=2.5 -2.5 
Y- Globulin g/dl 


第 7 図 Y-Glouublin と 各種 症状 黒 : 十 , 白 : 一 


y-Globulin が 一 方 で は 各 血 を 防ぐ 能力 を 示す 網状 赤 血 
球 数 め と 正 相 関 が あ ぁ あり, こと こ で は 症状 発現 と 正 相関 が あ を 
る と いう こと と は , 私 達 は 身体 の 釣 虫 Stress に 対す る 反 


応 を 表裏 二 方 向 か ら な が め て いる と と だ と 判断 する 。 


何故 な ら , 免疫 抗体 は y-Globulin 中 に 多く 含ま れろ 
と 考え られ る し ,  ?-Globulin の 増加 は 一 面 免疫 力 の 
上 昇 も 表わす と 考え られ て いる か ら , 7-Globulin の 増加 
は 釣 虫 Stress に 対す る 身体 の 反応 を 直接 表現 する と 考 
えら れる か ら で あ る 。 

3. 肝 機 能 検査 
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表 3 表 能 検 査 


(Control) 0 
Thymol 反 応 2 7 8' 以 
硫酸 亜鉛 混濁 反応 3 16- 140:.10'5 


: 硫酸 混 反 応 は 17~16U. 三 , 15~14U. 
三 13~12U. 三村 11~10U.= 9U.=ー. 


A, 血清 成分 の 肝 機 能 検査 : 分 類 上 の 慣習 に 従っ つて 
十 , に 成績 を 分 類 し 表示 し た の が 第 3 
で ある 。 但し と の 表 に 合せ る た め 硫 酸 亜鉛 混濁 反応 は 表 
の 脚 旋 の ょ うに 分 類 し た 。 備考 に は 正常 値 と 判断 され る 
限界 を 示し た 。 

寄生 者 45 名 の 調査 , Cephalin-Cholestrol 
反応 は 41 名 が 正常 反応 で , 僅か に 4 名 だ け 強 い 反 応 を 展 
し た 。Thymol 混濁 反応 は 43 名 が 正常 で 強い 反応 は 3 
名 , Thymol 婦 状 反応 は , 32 名 が 正常 で 13 名 が 強い 反 殿 
で こと れ は 一 応 釣 虫 症 と の 関係 を 考え させ られ る 。 


第 4 表 肝 機 能 検 査 
Control Carrier 備 


5% 下 14 8 
5 以 上 0 0 
11 8 殆 ん ど 
せ せ 以上 2 1 正常 範囲 
尿 ウ ョ ビリ 士 以下 27 26 殆 ん ど 
3 0 正常 範囲 


硫酸 亜鉛 混 濁 反 応 も 20 名 が 正常 で 25 名 が 強い 反応 を 量 レ 
釣 虫 症 と の 関係 が 考え させ られ る 。 

し か し と れ 等 の 反応 と 虫 数 或 は 血色 素 量 と の 間 に は 検 
討 し て みた が 如何 な る 有意 な 関係 も 見 出し 得 な か つた 。 

結局 上 記 の 検査 で 釣 虫 寄生 に ょ り 肝 機能 の 異常 を 起 し 
易い こと は わか つた が , 如何 な る 人 が 異常 を 起 し 易い か 
発見 出来 な か つた 。 

B. Brom-Sulfalein 解 姓 試験 , 高田 反応 , 尿 Urobi- 
linogen 反応 : 第 4 表 に 示し た ょ うに 3 反応 共に 殆 ん ど 
全 被 検 者 が 陰性 を 示し , と の 方 面 の 肝 機 能 は 正常 と 考え 
られ た 。 と と に B.S.P. 検査 は 45 分 値 は 全員 陰性 で あう 
た 。 多 虫 寄生 者 で 自覚 的 に 症状 を 持つ て いな い 人 が 大 部 
分 の 集団 で は , 恐らく 肝 機 能 は あぁ まり 犯さ れ て いな い の 
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が 真相 で は な いか と 思う 。 


総括 と 結論 


ァ メ リカ 釣 虫 流行 地 の 集 団 検診 で 釣 虫 各 血 に 直接 関係 
ぁ り と 思わ れる 出血 傾向 と し て 出 押 時 間 ; 血液 凝固 開始 
矢 間 , 同 完 了 時 間 , 紫斑 計 値 を 調査 し, 身体 の 防衛 反応 
の 強 さ を 知る 目的 で 肝 機 能 検査 及び 血清 側 白 分 割 を し ら 
べた 。 
結果 と し て 得 ち られ た 結論 は , 血液 凝固 完了 時 間 が 虫 数 
に 遂 比 例 し て 短 繕 する 傾向 が ある よう に 思わ れ た (有意 


な し )。 血 分 は Albumin の 比例 的 な ら び に - 


攻 対 量 の 減少 , Globulin の 増加 で あつ た 。Globulin の 
中 で は 7-Globulin 増加 が 著 明 で 虫 数 と 正 比例 し , 一 方 
自覚 症状 発現 と も 正 比例 し , 又 網 状 赤 血球 数 と も 正 比例 
し て いる 。 肝 機能 は 一 般 的 に は 犯さ れ て いな い が , Thy- 

mol 谷 状 反応 と 硫酸 亜鉛 混 濁 反 応 が 高く 出 易 い 。 と これ は 
7-Globulin の 増加 と 関係 の ある も の と 思わ れる 。 

以上 の 事実 か ら 既 に の べた ょ うに 釣 虫 寄生 に 対す る 身 
体 の 防衛 力 の 発動 が 考え られ る 。 こ と の 発動 が 一 方 で は 造 
陣 能 力 の 上 昇 と し て 観察 され , 叉 免疫 力 の 上 昇 と し て 表 
現さ れる が , 一 方 に お いて 身体 の 釣 虫 に 対す る 感受 性 と 
ぁ る 考え られ る の で 7-Globulin 増加 と 自覚 症状 発現 の 正 
比例 の よう な 事実 も みとめ られ る と 思う 3。 

私 達 の 考え は 釣 虫 症 の 症状 を あく まで 一 元 的 に 釣 虫 対 
身体 の 相互 関係 に お いて 有 眺め る と と で ある 。 釣 虫 症 の 発 
症 を その 相互 関係 の 基礎 の 上 に 考察 する と 第 1 報 で の べ 
た 様 な 症状 の 個体 差 が 説明 出来 る と 思う 。. 同 じ 様 に 釣 虫 
が 咳 着 し て も 或 る 人 は 穫 血 し 易く , 或 る 人 は 正常 値 を 維 
持 す る 原因 の 一 つ を 両者 の 相互 関係 の 結果 に お きた い 。 
少く と も 上 記 の 結果 か ら 症 状 発現 阻止 機構 の 存在 は 確 
認 さ れ た も の と 思わ れる 。 
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Summary 
Mass-examination into agricultural inhabitants 


in an endemic area of Necator americanus was 
held from the hematological and liverfunctional 


. aspects. In this case, 56 hookworm carrier and 


31 of having no parasites were examined, 

Coagulation time of blood tends to shortenning 
according to the increase of infested hookworm 
numbers ; meanwhile, no correlation was found 
with regard to bleeding time, beginring of coagula- 
tion time and resistant limit of capillary blood ves- 
sels against negative pressure, 

Analysis of serum protein shows that albumin 
decreased in hookworm carriers and globulin in- 
creased on the contray, in particular y-globulin 
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increased markedly,. It was positively correlated 
with the number of infested hookworms, and also 
with the reticulocytes number in blood. Of. in- 
terest, the trend to occurrence of subjective symp- 
toms were also positively correlated with Y-globulin 
in quantity., 

Concerning the liver function tests, remarkable 
increase of positive cases were found in Thymol 
floccuilation test and Zinc sulfate turbidity test, 
" Meanwhile no change was found in Cephalin 
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cholesterol flocculation test, Thymol turbidity tese 
B.S.P. test, Takada test and Urobilinogen test 
urine, 

The authors have an opinion that resista 遼 
mechanism must working in human body againgl 
the injuring effect of hookworm. 
these results are the evidence for this. But, tii 
may be considered as a sensitivity to hookwornm 
go that y-globulin is positively related to the 0 
currance of subjective symptoms. 
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